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1刊行のことば
　国立国語研究所では，各県に地方研究員を委嘱し，その地の書語についての
調査研究をお願いしている。その成果は，研究所の企図する全国的調査のうち
に組み入れられて，臼本の方言研究，ないしは，国属の言語生活の研究に大き
な寄与をなしている。
　この地方研究員にお願いしたもののうち，金国各地方言の体系的な記述を課
題とした研究を，今圏取りまとめて印欄刊行することにした。ただし，各地方
研究員から寄ぜられたもの全部となると，非常な量に上るため，刊行は困難で
ある。やむをえず，その中の一部だけをまとめて公表することとした。本書に
載せられなかった研究については，研究所で大切に保存して今後の方言研究に
役立てたいと考えている。
　本書を刊行するに当り，地方研究員の方々の終始変らぬ御努力に対して心か
らお礼を申し上げる。また，本書を世に送り得たことに関しては明治書院のな
みなみならぬ好意に対して深く感謝の意を表する。
昭和34年10月
国立国語研究法長西尾 実
2はしがき
　瞬本の方言研究は明治以降さかんになって来た。そして，かなりの成果をあ
げている。しかし，どちらかというと，語彙の方面に片寄っていて，音韻（アク
セントを除く）や文法に関する方面は手うすである。しかも，それらを体系的
なとらえかたをして記述したものになると，非常に少ない。単に現象を思いつ
くままに並べた程度のものが少なくない。たとえぽ，方言の音韻を説明すると
きに，標準語のaが。になっている，というような記述をする。それに当るい
くつかの例が示されるが，それでは，標準語のaのすべてが。になるのかとい
うと，必ずしもそうではない。また，そこにあげられた怪僧でそれに当るもの
が尽されているとは限らない。もし標準語との対応を示すとすれぽ，その方書
の音韻についての体系を明らかにした上でなけれぽ，正確な対応閣係は出て来
ないはずである。体系が明らかでないために，対応しないはずのものを対応さ
せている場合も少なくない。たとえぽ，東北地方のイプ（行く）がしばしぼ標
準語のイクと対比され，標準謡の力行音が特需のガ三音に対応する，といった
説明が見られないでもない。しかし，標準語のカク（書く）は方書のカグ（カ
プではない）に，標準語のニク（肉）は万雷のニグ（ニプでない）に対応する
から，むしろ，イクとイプとの対感は特殊な場合で，これをもって，標準語の
力行音が方言のガ行音に鰐感ずる，とはいえないわけである。一方，標準語の
＝プ（漕ぐ）が方言のコプに，同じくウプイス（鶯）がウプィスに対応するか
ら，方言のイグ（行く）は標準語のイク（行く）とは語原が違うらしいことが
わかる。わたしは，イグはイヌ（去ぬ）から変化したのではないかと考えてい
る。
　とにかく，方言について体系的なとらえかたをしたものはそう多くない。
　また，方言を調べる場合に，ある一一地点における方言使用者のすべてについ
て調べるということは，とうてい不可能なことである。多くは，その地点のひ
とりないし数：人について清報を得，それをもとにして記述することが多い。と
ころが，その情報提供春が，どのような階層に属し，どのような生活をしてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
る者か，老年願のものか壮年履のものか，男か女か，厨住地以外にたびたび旅
行をしているような人ではないか，記憶に方需を残しているだけで実際には使
っていない者ではないか，実際にそれほど方君を使わない人で知識として方言
を知っているにすぎないのではないか，そういう，いわゆる被調査者の条件の
明らかになっていない場合が多いQ
　われわれは，老年贋と若年層との問に，使うことぽにかなりの違いのあるこ
と，また，しばしぼ老年暦と壮年層との間にも違いのあることを見ている。　ま
た，老年趨の人で，以前に使ったものとして記濾はしているが，実際にはほと
んど使わない、というような事実のあることも見ている。女性が，露分の実家先
の芳翰を保存しているという実例も見ている。しじゅう旅をしていた入が野分
の生地のことばをかなり失っている場合もないではない。同じ村落に農佳する
といっても，厳密に児れぽ，いろいろの条件の違いによって玉入差の生じてい
る場合が少なくないのである。別の見方をすれば，村落において，方図が方言
なりに変化し，あるいは，標準語の影響を受けて変化しつつある。大阪弁では，
「書かない」はカケヘソであり，「書かなかった」はカカナンダといわれるが，
若い履では，カカナンダよりもカケヘソカッタを使用する。このカケヘンカッ
タは，標準語の「書かなかった」の影響によって生じたものと晃られないこと
もない。
　このように児て来ると，一地点の任意の情報提供者によって記述された結果
が，はたしてその方言においてどのような位置を占めているか，はなはだ不安
である。また，情報提供者が数人いて，それの総和が，はたしてその地点の予
予の実際を添すものかどうかもわからない。そこで，憶報提供巻，すなわち被
調査者に関する条件を記述しておき，その被調査薦から知られる限りにおいて
細述することが，其に信頼しうる結果を得ることになる。
　以上のような考えかたで，髄立国語研究駈の地方研究艮の諸氏に委嘱して，
各県で一地点を選び，その地点で，老年履の，比載的純粋な方言を話すと認め
られる人，数人を探して，その言語を記述したのである。なお，記述は，音韻
（アクセントを除く）と文法の二部とに飼った。’ ﾚしくは，『昭和29年度国立
圏語研究所年報6』（60ページ以下）を参照されたい。
4　ただ，刊行に際して，多くの困難が生じ，結果的には十数篇しか載せること
ができなかったことは残念である。しかし，われわれが今圓試みたこの記述的
研究が，従来の方言研究の欠陥や弱さを補って，今後の方言研究に役立つもの
であることを僻じている。
岩渕悦太郎
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3はじめに
　1．北海道南部方言のあらまし
　北海道の餐語は海岸と内陸地方とでは大きな違いがある。もちろん，いずれ
も本州各県方言を母体とするものであるが，内陸地方は開拓が新しく，100年
ほどしかたっていないので，地点ごとに差異があり，北海道内陸方露とも需う
べきものはまだ形成されていないように思う。それに比して海岸地方をこは獺通
ずる一つの方言がある。それは道南に発達した方言である。これを「道南方言」
と奪うことができる。道南方欝は，数百年の間，北奥方需を主とし，裏臼本各
地の挙挙を加えて複雑に混雑した結果，麟然に形成された方言であって，魚族
を達って海跨線を北進した漁民によって各地に伝播したため，今Hでは漁村で
道爾方言を聞かぬところがないくらいに優勢を示している。しかしながら，そ
の道爾方雷も中心地の渡島半島について細かに調査すると，さらに小さな方書
藍醐を発見することができる。すなわち，舞鶴半島を南北に縦走する渡島背梁
由脈によって二分される日本海岸地帯と津1蘂海峡および太平洋岸地帯の方欝で
ある。日本海岸方欝は青森県1案軽地方方書の勢力が強く，太平洋撰および津軽
梅峡岸方言には青森県南部地方方雷の勇影響が強い。さらにそれらの二方言の中
心地を求めると，前者では江差町と松前町であり，後者では函館市である。そ
して画集それらの中心地から次第に共通語化が進みつつある。
　2．方弩から見た調査地点の位置と性格
　桧山郡江差町は渡島半、動の臼本海岸にある人F：11万の町である。淵発は800
年前といわれ，明治ころまでは松前・函館とともに本道文化の三大中心地であっ
た。豊富な海産物の集散を主とする商業地であり，田末海岸まれに煮る良港だ
ったため，本州橡麺の商船は生活必需最と多くの出稼人とをここから陸揚げし
た。連年の鯨大漁に沸いた明治30年代は「江差の五月は江芦にもない」と壽区歌
されたほど，殿盛を極めた。したがって，書語もまた裏H本各地方言が複雑に
植民地的に混合した。それら方言中有力なものは，津軽・越後・能登・近江の
4方雷で，それに次ぐものは秋田・Li」形・南部・越中などである。それらの複雑
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な混溝の後，自然に江差弁と称するものを生み出し，それが南北に海岸線を伝わ
って伝播し，ここに江差方言圏ともいうべきものが形成されたと考えられる。
その領域の北限は積丹半島南は松前郡白神岬に至る一帯であったと考えられ
る。しかし，明治40年以後連年の不漁により倒産続出し，人口は急激に減少し，
今は桧山支庁の政治中心地たるにとどまり，昭和12年江差・函館間鉄道の開
通以後は道南第一の都会たる函館市から直接の影響を受けるようになり，雪語
もまた，函館方言の影響を急激に増加して来た。したがって，純粋なる江差弁
は次第に影を弱めっつある。とはいえ，江差弁は依然として道南方雷中の日本
海岸方言の有力なる一勢力であることは何人も否定できないであろう。
音 韻
　北海道南部海岸地区に行なわれる方言について，音韻の種類およびその転化
の現象の中から，共通語と著しく異なっているもので，使用範翻も広く，かつ
使用度も高いものについて，母音，子音，音節に分けて記述することにする。
音韻組織は五十音図を基とし，その記号は共通語を平仮名で，方雷を片仮名で
表わし，それに国際音声記号を併用した○ただし，頻繁に用いるガ行鼻濁音は
カ。キOグケ。コ。で記した。
　1．　母音
　北海道南部海岸地帯（略称，道南地区）に用いられる母音の中，共通語と違
うのは，イ・ウである。
　1．1　イ
　道南で聞くイは共通語と同じ［i］であることが少なく，多くの場合は〔e］
か，または中舌母音の［至］となっている。そうして［e］になるか，　〔1］
になるかは，その音のある位置と，、その音が，単独で期いられているか，他の
子音と音節を作っているかとに．よって異なる。
　（1）　語頭にある単独のイ
　この場合はほとんど＝となるQエロ（色）［ero］，エド（糸）［edo］，＝ス（椅子）
［esdi］，エ〃（急ぐ）〔es・9醐
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　ただし，このエは標準語のエと嘆じではなく，イと＝C・との中間音である。し
かし，klkiVlの人は本来のエにもこの音を使うので，下のような場合は他国の人
はもちろんのこと，土地の者でも区別がつかない。
　　　エギ（駅）［egi］　エギ（息）［egiコ
　しかし，たいてい，このような場合はアクセントで意味が区別できるように
なっている，たとえぽ，
　　　　　枝　σ・。　枝ガ8
　　　　　板　♂。　板ガ♂㌔
　単独の場合でも「枝」と「板」とははっきり区別される。前考はあがりつき
りであるのに，後看は「ダ」の途中で低くなる。助詞の「ガ」がつけば，上に
示すような違いが出て来る。
　ところで，　「駅」ということばは新語であって，当地の人にはまだ十分に習
熱されていないために，「息」との発音上の区部がまだできあがらないのではな
いかと思われる。
　また，人によっては，中舌母音の［月が用いられる。
　　〔lnuga撫］犬がいる　　［’imo　kawanega］イモ買わないか
　上のように試みに発音したら，江差の小学生は「百姓のことばだ」と書って
笑った。　「それでは君たちは何と言うか」と尋ねると，下のように筈えた。
　　　〔enuga　eru］犬がいる　　こemo　kawanegaコイモ買わないか
　このように，　［月は単独で語頭に用いられると，　いなか奥い感じがするた
めか用いられることが少ない。
　（2）　語間にあって単独に用いられるイ
　この場合は必らず・・となる。
　　　エマ　エグカラr今行くから」　　ハヤグ　コエデ　コエー「皐く漕いで来い」
　この場合も［唱が用いられることは少ない。
　（3）　子音と音節を作るときのイ
　単独の場合にはほとんどエになったのに，子音と音節を作る場合は，絶対に
Pt・i’こはならず，たいていは中舌母音の［f］となる。［kimi］霜，［煎瑚西，［鈎a
∫董］　醜ミニ，　［lninamh’】　南，　［1dta】　；1ヒ，　［ni∫iN］　無1｛。
　6＃ヒ海道南芒謬
　これら中井母音を持った音節は，ほとんど老幼男女の別なく一般に行なわれ
ている。この中舌母音の［i］は標準的な［i］と比べて，鈍重で，濁った音
感があるために，当地のことぽがなんとなく重く感ぜられ，ズーズー弁と岡様
に受取られるのであろう。また，シとス，チとツなどの区溺を不明瞭にさせる
原因の一一つにもなっている。
　「炭」の発音［∫in1］は，人によってはシミと聞え，人によってはスミとも
聞こえるような音なのである。
　1．2　ウ
　当地のウは，共通語の［U1］よりも田に接近した［朗である。これが中
舌母音の［i］とともに，シとスの区別およびチとツとの区別を聞き分けにくく
させている根本原函である。すなわち，F寿司」をrs苗∫i］と発音すれば，シス
とまでは聞こえないけれども，　［s茄］と［∫i’］は非常に似た音であるので，
ススのように聞こえる。　「土」も［蕊瓢ts茎］と発音するのでツツと言・ってい
るように聞こえる。北海道の小中学校では，都市たると農漁村たるとを問わず，
みな，これを胴いるので，教師は常に作文に出て来るこの表記の訂正に悩まさ
れている。しかし，都市の方がその程度は弱い。
　1．3　二重母音
　母音が二つ重なる場含は，道南ではたいてい融命して長母音となる。そのお
もなるものを次に記せば，
　（1）　〔ai］〉［ε1］または［ε］　ていねいに雷うとタガエ「高い」となると
ころを，普通にはタゲーと署う。［aiユを含む形容詞は全部Ce：’］となる。たと
えば，ハエー「早い」，アセー「浅い」。　その他の品詞もみな，これと同様で
ある。テーゲー「大棚i」，ミネー「兇ない」，シラネー「知らない」。
　（2）［oi］〉［e：］　ていねいに言うとシロエ「白い」というべきところを，
普通には　シレ四一一一というQ　［oi］を含む形容詞は金部［εr］となる。　ホセー
r細い」，フテー「太い」，クレー「黒い」，オセーa「遅い」。
　（3）　［ie］〉［ε1］　エ「家」，メェル「見え．る」，ケエル「消える」。
　（4）　［ui］〉［i：］　ていねいに言えば，サムエ「寒い」となるべきところを，
普通に．は，サミーまたはサンビーとなる。（［saml’r］・一・…〔sambk’：］〉そのほか，アッツ
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イ購い」，アヅィ「厚い」，ウシー「薄い」，ズ夢一霞ずるい」。
　2．　子音
　21　力行およびタ行音の有声化現象
　力行音およびタ行音が語間および語尾にある場合はほとんど有声化し，ガ
行音およびダ行音になる傾向が特に著しい。そしてその濁音は鼻濁膏ではなく
本濁音である。　工老「柔魚」，タ三「蛸」，カ2’マ2’「勝負」，ハAダ2“「函館」，マ
ヅマエ「松前」。
　こうした有声化の現象は道南地区全般にわたって行われるが，都市はややそ
の傾向が弱い。とはいえ，時に行われる街頭録音にも，この有声化現象は盛んに
あらわれることは書うまでもなく，土地の知名入の講演放送にさえも容易にこ
の有声化現象を見出すことができる。では，語間の力行音およびタ行音はすべ
て有声化するかと言うと，そうではなく，次のような場合は例外で，濁らない。
　（1）　促音の次にある力行音および下行音
　　マックラ「真野」　　ミッカ「三田　　　ヨッカr四E」
　　　ヒトッッ「一」　　　コッチr此方」　　トックリ「徳利」
　（2）　一音の次にある力行音およびタ行音
　　モン之「文句」　　ハソ攻クセ「バカらしい」　　ハソチャ「袖無し」
　（3）　叩・［Pt］など，無声母音の次にある力行音およびタ行音
　　　タスク’ル「助ける」　　フカエr深い」　　フトソ「蒲団」　　ヒト「人」
　（4）　接尾辞コは濁らない
　　ゼンコ「銭」，　　　トリコ「、ξも」
　（5）　外来語，漢語および新語の語中に早まれる力行音およびタ単音
　　スカート，セヵソド（外来語）
　　キューカ「｛本累段」，モ：クトー「酵こ婁壽」　（沸芝語）
　　インチキ，エンタク（碧〒藷う
　2．2　ガ行舞音
　ガ行鼻音は用いられるGただし，語頭には全然用いられないQ
　　　ナが！・シ「長嬌」［nagaha∫）］　　［ダソゴ】［懸子］［d鞠go】
　これらを［nagaha∫i］や［dango〕と書うのは，道南の人ではなく，他園か
Pt来た者である。そのくらいにカ。行鼻濁音は一般的である。
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　2．3　セ音
　一音を［ge］音にする人がかなりある。いなかほど多い。
　　［ge“rge／「先生」　〔genaga］「背中」
　　［agei「汗」　　　［gembe］嚥餅」
2・4　シェの音
　セの音を［∫e］にする（シェンシx「先生」，シェミ「蝉」，シェナガr背中」）人
もあるが，多くないG
　しかし，次のような場合には［∫］音の方が一般的である。
　　シャケ「鮭」　　クシャミ「くさめ」
　2．5　ザ行騰
　ザ行音をジャ行音にする人がある。ジャシギ「座敷」・ジェソ＝「銭」，ジョーリ
「華履」，ヒソジャ「膝」。この傾向もいなかほど著しいが，次第に衰えを見せっっ
ある。
　2．6　ハ行音
　ハ行学は［F］音に発音されることがあるQ　フェダダ「下手だ」［Fedada」，
フイ　「火」　£Fi］，　フェー　「塀」　［Fei］，　フオダル「蛍」　［Fodaru］。
　このような〔F］音は北奥羽に盛んであるから，それが伝播したものであろ
うが，当地では今臼この音を発する人は次第に少なくなりつつある。
　2、7　バ行金
　バ行音が濁音の次に来るとき，濁音を鼻濁音にし，バ行音がバ行音になるこ
とがあるQゴンプサタ「平熱沙汰」，ザソプトソ「座窟団」。
　しかし，この現象も今や全般的に通用しているのではなく，次第に蓑えっっ
あるようである。
　3，音節
　わが国語にあっては，子音は母音と結合して粥いられるのが普通であるので，
前項では道南に特有な干音を説明するために，それを含む音節にも触れて来た。
ここでは，それら以外の特殊な音節について記すにとどめる。
　3．1　はねる音節
　はねる音のある単語でありながら，そのはねる音が消失することがある。
　　　ニソジ「人蓼」　　デゴ「大隅」　　＝シ「鎌」
　　　　　　　　　　　　　　　文　法
　　サイバrまないた｛菜板｝」，　　ウソド「うどん」
3．2　灘音化’ずる董L節
ある音節が次に濁音と続く場・念，鼻音化することがある。
　　マソドヂ窓」　　エンド「井フ葺」　　タソビ「是袋」
　　フンデr筆」　　カンゼ「風」　　　ナンベダ「知っている（人）」
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　これらは前の音が鼻母音となるのか，後の音が鋒濁膏であるのかは明らかで
ないが，江差晴およびその付近ではかなり耳につく現象である。そうして前記
のマソド「窓」が「酌」の：有声化したマドとの間に意味の塚違いを起すことが
ないのは，鼻音化のせいである。エンド「井戸」とエド「糸」との区：別もまた
同様である。このような鼻音化現象は東北地方では非常に盛んであるが，この
地方ではやや衰えつつあるようである。
　なお，これに似た現象でありながら，次のように，濁音が清音に変ることも
ある。　ランチタサソ糠礁」，ワンツカ日っずか」。
　3．　3　短音化する音節
　共通語ならぽ当然引音節にすべきところを，短音化する傾向がある。
　　アイスキヤソデヂ氷菓子」　　エツショケンメ「一生懸命」　　　セソコr線香」
　　センセ「先生」　　サド「砂糖」　　ホェジョr庖丁」
　この傾向はこの地方一帯にわたって見られる。ときには商店の滋強などにも，
キャソデ，カトリセソコ，セソベなどと書かれているのを見かける。
文 法
1．動詞
1．1　活用形式の種類
道爾に特有な動詞活嗣の種類は下の3種であるQ
????????????形??
類種の
?? 第　4滅駕形
母音変化型活摺 a ?? u e
ルレ型酒薦　　＊ ru 1　re
複合型活用 ko ki　1　kurukoe
＊一は語幹のまま活網することを慧味する。
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　（1）　母音変化型活用
　共通語でいわゆる五段活用の動詞は，道南ではすべて語羅の母音だけの変化
で四段に活用し，五段活用にはならない。共通語で。段に活用する推量および
勧誘形は，道南では。段の音を用いずu段の第3活用にべをつけて言う。
　　　共通語　書こう
　　　道南方言　書ぐべ
　（2）ルレ型活用
　共通語で上一段，下一段，サ行変格活用等の活用をする動詞はすべて，語幹
をそのまま第1，第2活用形とし，第3活用形はそれにルをつけ，第4活用形
はそれにレをつけて表わす。なお，共通語でサ行変格活用をする「する」は道
南では下のように活用する。
　　　　　夫　　　　連　　　　終　　　　連　　　　已　　　　命　　　　　然用止体然令　　　　　si　s‘　s”ru　sHru　s”ru　s”re
　上の活用形式から不活用の部分を語幹として除くと下のようになる。
　　　　　　一　一　一一ru　一ru　一ru　一re
　　　　　　一　　　　　　一　一ru　一re
　これで全くルレ型活用と同様になる。
　（3）　複：合型活用
　共通語で力行変格活用をする「来」は次のように，母音変化型活用とルレ型
活用と2形式を複：合させた特殊な活用をする。
　　　　　　　　第1　　　第2　　　　第3　　　　第4
　　　　閑・剛…・・ル（o人ぽども）・エ
　1．2　活用形とその用法
　第1活用形は打消の助動詞「ない」と接続する形で，書ガナィ，見ナィ，コ
ナイ　の形で用い，共通語の未然形に対応する。
　第2活用形は過去の助動詞「た」，希望の助動詞　「たい」などと接続する活
形で，
　　　　書ギマシタ　　　　　見マシタ　　　　　来マシタ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　書土物イ　　　　見タイ　　　　来タイ
　　　　　　（テ）　　　　　　（テ）　　　　　　（テ）
用の形で用い，共通語の連用形と岡様である。
　第3活用形は憲い切りの形，すなわち，共通語の終止形と体雷に接続する
形，すなわち連体形に対応するほか，さらに「バ」，「ドモ」などの接続助詞に
連なって条件の言い方にも用いられるところに特色がある。まとめると下のよ
うになる。
魎郭話脚髭細・形齢形睡濡鼠齪条彫
　揖音変化型活用
lhttttrmt
人グﾛ 書グバ 書グドモ
ルレ．型活用 見ル 見ル人
クル人
見ル・・陣・レド㌔
複合型活用
ク
来ル クルバ クルドモ
? 3 ? ?? 形
　第4活用形は命令をする時に用いる形で，共通語の命令形に当たる。
　　潜ゲ，　見レ，　シレ，　コエ
　ところが，ここに注意すべきことは，この第4活用形を用いた条件の言いプ」
があることである。
　　毒グパ　　見レ’バ　　シレバ　　コエバ
　なお，この「轡ゲ・勺と「書グバ」は，意味の上では全く同じで，男女の差
もない。ただ，分布地域が違っていて，前者は北海道全域に行なわれているの
に対し，後者は，上磯郡，亀田郡など津軽海峡に沿った地域に限って分布して
いる。後者をいつも使う人が，ごくまれに，都会の人に会ったときに「書ゲ
バ」．を使うことがあるが，その逆：はない。
　また，「スル」の第4活用形に「セ」を用いる人がかなりおり，それらの人
人はやはり「セバ」をもって条件を表わしている。こう晃て来ると道南の動詞
の条件法は次のような2種が混用されていると考えられる。
　　1）第3活用形（終il：形と同形）十パ
　　2）第4活朋形（命令形と陶形）十パ
　また，ルレ型活用の動詞の第4活用形に対応する共通語は「見ロ」7「シロ」
であるが，それらは当地にあっては「見レ」，「シレ」よりもはるかに劣勢であ
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って，しかも「見レ」，「シレ」よりも高圧的な感じがするというので次第に用
いられなくなりつつあるQ
2．形容詞
　2．1　活用形式の種類
　道南特有の形容詞活用は1種しかない。試みに若千の形容詞の活用形を列記
し，しかる後，それらの語の活用しない部分（一線の部分）を除いて行くと最
’下段のようになるQ
?
の
?????，????、???
?
形の止終
??．???、??????、子忌????
／五エ　三グ三ツガ乏
悪 ワリガッ　　ワリグ 旦 烈 毘 ／
E??
???
??
’um”
iタダシガッタダシグ　　タダシ　　タダシ　　タダシ
’t” ／
互ガツ 互グ 互 互 互 ／
灘露寒一ガ・．一・i　　　l　　／
　　　　　　．i製活型雛轡第塞．用形1∠
2．2　活絹形とその用法
第1活用形は共通語の連用形に当たるもので，エガッタ，タゲガッタ，ウル
セガッタの形で用いられる。
第2活用形は共通語の副詞形に当たるもので，下の用言を修飾する場合に用
いるほか，助詞「テ」，打消の「ナイ」に連ねて用いる。
　　　タゲグナッタ（高くなった）　　ワリグナッタ（懸くなった）
　　　タダシグナッタ（正しくなった）
　ここで注意すべきは，タゲグナッタはタカクに，ワリグナッタはワルクに対
応するのではなくて，タカイクナッタおよびワルイクナッタに当たるものであ
る。すなわち，共通語の終止形に当る形を基本とし，それにグを連らねたもの
を見逃してはならない。この終血形に当る形，第3活用形を基本として，それ
であることに他の語を連らねて形容詞を活用させるというのが道南の形容詞の
特色である。
　第3活用形は終止する時，体言に連らなる時および「バ」，「ドモ」と連らな
って条件を言い表わす時に用いる。さらに，上述のようにこの形が他の形金部
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の基本になっている。
　共通語の仮定形「高ければ」には「タゲバ」が対応するが，それはていねい
にゆっくり書わせると　「タガエバ」となるものである。また共通語の推蚤形
「高かろう」には「タゲベ」または「タガエベ」カミ対応する。
　3．形容動詞
　3，1　活用形式の種類
　道南特膚の形容動詞の活絹は1種である。
語掌編鍵用影
隣レ封 “ッf
?
第　3
活用形
ダ
第　4
活用形
ダラ
　第1活用形は共通語の連用形に当たるもので，
　　　キVエダツタ　　　キレェデナイ
　　　野上ダッタ　　　　静カデァル
のように用言に接続する形である。
　第2活用形は共通語の副詞形に当たるもので，
　　　キレエニ咲イタ　　静カニナツタ
のように下の用言を修飾するときに用いる。
　第3活用形は共通語の終止形，連体形に当たり，その上，確定・仮定の条件
を表わすのにも用いる。
　　　終止　キレエダ　 静カダ
　　　連　　体　　　キレエダ人　　　　静カダ晩
　　　確定条件　　　キレエダドモ　　　静かダ晩ダドモ
　　　仮定条件　　　キレエダパ　　　　静かダバ
　第4活用形は次のように仮定条件を言い表わすときに絹いる。
　　　キレエダラバ　　　静かダラバ
　また，共通語の推量形fきれいだろう」に愚だるものは「キレエダベ」とい
うぐあいに，第3活用形に推量の助勤詞「べ」をつけて用いる。
　なお，このキレエダはときに携琴化するとともにダを清音にし，キレンタと
発音されることがかなりある。
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　4．　助動詞
　（1）　受身の助動詞　エル
　共通語の「れる」に当るのが「エル」である。セソセニオゴラエダ「先生に
　叱られた」活燭形式は下のようにルレ型活用である。
［凋一三）・エ（・）・一・レ・一・レ（入）・致ム）・・レ
　（2）可能の助動詞　レル，ニエ
共通語の「れる」も用いられるが，可能動詞「書ける，田せる，飛べる」の
ほかに「カゲレル，ダセレル，1・ベレ’ル」という言い方がある。しかし，可籠
の堆い方で最も普通に用いられているのは「……二”・」である。
　　　書グ二八　　　鋤スニエ　　　飛ブニエ
　これは「書グ＝モエ，書グニワijと雷うこともあるから，動詞の第3活用
形に助調の「　＝」と形容詞「ヨイ」とを連らねた連語とすべきであろう。
　　　同・・一　・i　，7・た・…グ・尉・一（終止人ぽ，ども）
　（3）　自発の助動詞　サル
　共通語なら「自然に泣けて来る」というべきところを，道南では「泣ガサル」：
と言うv種々の動詞に．ついて用いられる。
　　　風ア吹イデ瀞アヒトリデ江差サツガサッタ
　　　見ルナソテ言ツテモ見ラサッタ
　活用形式は次のように母音変化型である。
　　　　　　第1活用形　　第2活用形　　第3活用形　　第4活用形
…サ・…）鵬た・順）蟻）
　（4）　使役の助動調　ヘル，ラヘル
　共通語のrせる」に当るものに「ヘル」，「させる」に当るものに「ラセル」，
「ラヘル」がある。
　　　誰ダコノワラシ泣ガヘダノワ
　　　　　　　　（童）
　ルレ型活用および複合活用の「来」には
　　　起ギラヘル（起ギラセル）　　試験受ゲラヘル（受ゲラセル）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳
　　　　　　　　　　　　　　　交　法
　　　mッチャ　コ（来）ラセルナ
と「ラセル」，「ラヘル」を使う。
活用形式は下のようにルレ型才弾である。
　　　　　　　　第1　　　　第2
　　　〔ヘル］　　へ（ない）　へ（だ）
　　　［ラヘル］　ラヘ　　　　ラへ
　　　［ラセル］　　ラセ　　　　ラセ
（5）　ていねい・尊敬の助動詞　ダス
　第3
三1懸）
策4
ヘレ
・一・
iば命令）
ラセレ
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　桧山郡から松前郡にかけての日本海岸だけに限って用いられる。たとえば，
　　　コノ　ハガギ　カエリニ　ポストサヘレデダセ
　　　「この葉書帰りにポストに入れて下さい」
のように，第4活用形が「下さい」の意味で用いられるのが最も普通である。
その他の活用形はあまり朋いられない。
　　　　　　　第1　　　　第2　　　　第3　　　　第4
　　　ダス　　　ダサ　　　　　ダシ　　　　　ダス　　　　　ダセ（ダへ〉
　第4活用形はさらに次のように仮定条件を表わすのにも朋いられる。
　　　見セデダセバ　エサ　　「児せて下さればいいんだが」
　なお，「下さい」の意味では，「サマエ」というのが用いられる。中年以上の
女が多く佼うが，こどもはほとんど使わない。
　　見サマエf見て下さい」
　　行ガサマエ「行って下さい」
　　　ケサマエ「くれて下さい」
　「ダセ」が霞下・岡三の人に対して用いられるのに対し，「サマ＝・」はもっぱ
ら匿上の人に向かって使う言い方である。江差・松前など，ごく狭い地域で，
こどもや老人，ことに中年以上の女性が用いる。
　ところで，「サマエ」は活用がなく，終助詞のように用いられる。「ダセ」は，
単独で述語になることができるが，「サマエ」は必ず動調のあとにつけなければ
ならない。次の例で，「シマグセ」とは雷うが，「シマサマエ」とは欝わない。
そのときは，「シマケサマエ」のように，「ケ（くれ）」という動詞を入れなけれ
ばならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃ヒ海進南音蔦
　　　畷下さい　　　　シマダセ　　　　シマケサマエ
　　見て下さい　　　見デダセ　　　　見デケサマエ
　　　見せて下さい　　見セデダセ　　　児セデケサ’V＝＝
　　　くれて下さい　　ケデダセ　　　　ケデケサマエ
　以下に，活用のない助動詞をいくつかあげよう○
　（6）　推量の助動詞　べ，ベー，ベシ
　共通語の「らしい，う，よう，まい」などに当るのは「べ，ベー，ベシ」で
ある。この3語の問に意味の違いはない。推量・勧誘の意味で盛んに．使う。
　　（推量）　アシタ雨降ルベナ　　　（勧誘）　学校サエグベ
　ときにベァ，ビァなどと発音することはあるが，爽北地方のようにダと接続
するとき，ダッペ・ダンベのように，撹音や促音をはさむ雷い方は全然ない。
　　活用はしないで，終助詞のように矯いられている。
　（7）打消の助動詞　ネ
　共通語の「ない」は道南では一般に「ネ」と発音され，　「ン」はほとんど用
いない。注意すべきは過去の打消の言い方である。共通語なら「一なかった」
というべきところを道南では「一ネクテアッタ」または「一ネフテアッタ」
ということがある。
　　　ゲンダガガラ　チョチョ　ンマレルナンテ　オモワネクテアッタ　「毛虫から蝶が
　　　　生れるなんて思わなかった」
　　　トナリサ　ドロボヘッタノニ　ナンモ　シラネフテアッタ「隣に泥擁がはいつ
　　　　たのに何も知らなかった」
この「一ネク（フ）テアッタ」という連語は，江差町をはじめ矯本海岸に用い
られるが，道南一般には用いられていないようであるQ
　（8）　指定の助動詞　ダ
　共通語とほとんど同様であるが，ただ下のような雷い方が耳につく。
　　　キオグダバ　エソダドモ……「記憶ならばいいんだけれども（理解はだめだ）1
　　　オラダパ　ハー　ワガネンダ「俺ならばもうだめなんだ」
　5．　特徴的な助詞とその用法
　5．1格助詞
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　（1）　サ
　共通語の「一へ」や「EC」に当たるもので，道南では，町回を問わず，老
幼男女の別なく，盛んに翔いている。
　　ガッコサ　エグベ「学校へ行こう」　　　エサ　カエル「家に帰る」
しかし，「遊ピサ出カケル」のようには（目曲を示す場合）用いない。
　（2）バ
　共通語の「オ（を）」に似ているが，動作の対象を特に強く，はっきり指示す
るときに用いる。
　葉ッババ　ケルテ　ユッタノニ　花マデ　トッテッタ（葉だけに限ってくれ
ると言ったのに，花まで取っていった。）一怒っているときで，「バ」で特定の
ものに限るという意味を表わしている。
　　　ヨソミ　スルナ　ホソバ　ミレ「よそ見をするな。本を見ろ。」
　　　オメバ　カデル「お前を（だけ）仲間に入れてやる」
道爾一般に盛んに云いている。
　（3）　 ドゴ，　ゴド
　共通語の「オ（を）」よりはもちろん，方雷の「バ」よりもはっきり特定のも
のを指示するときに用いる。
　　　タゲシドゴ　ヨソデコイ「武を呼んで来い」
　　　タゲシゴド　オゴッテダド「武を怒っていたぞ」
　（4）　格助詞を用いない例
　　　カゼ　フイダ「風が吹いた」
　上のような例は非常に．多く，むしろ格助詞を用いない方が普通のようである。
　5．2　　接続助蓑司
　（1）　パ
　共通語で仮定条件を書い表わす接続助詞「ノ㍉ト」に当たる。共通語の「パ」
と異なるところは，共通語の「バ」は第4活用形（仮定形）に接続するのに，
道南のヂバ」は第3活用形（終！と形）と嗣形のものに接続することがある点で
ある。
　　　第3活朋形十バ　　　書グバ　　見ルパ　　スルバ　　　　　クルバ
　　　第4活用形十バ　　　書ゲバ　　見レバ　　スレパ～セバ　　クレバ～コエバ
k
　五8　　　　　　　　　　　　　　北海道南部
この2種の仮定条件法の地理的分布を見ると，第4活用形によるものは都市で
も極めて普通に用いられているが，第3活台形によるものは都市ではほとんど
用いられないで，辺鄙な漁尉などで用いている。なお，それら漁村の中でさ
え，若い女や壮年層は第4活用形を用いようとしている。しかし，この第3活
用形＋「バ」はなお相妾に強力である。
　なお，この「バ」が助動詞と接続すると
　　　ソレ　ケナエバ　カデネ「それをくれなければ仲間に入れない」
のように第3活用形によるものを用いている。
　（2）　スケ，ステ，ハンデ
　共通語の「カラ」に当たるものに．「スケ，ステ，ハンデ」がある。そのうち最：
も広く盛んに用いられているものは「スケ1である。都市ではもはや用いられ
なくなったけれども，その市界1里と離れぬところで依然として用いられてい
る。津軽海峡に面した上磯郡亀照郡（松前郡を除く）や渡島半島東撫こは「ス
テ」という形でも行なわれている。なお，「スケ」は「シケ」，「ステ」は「シ
テ」とも発音される。
　　サンビスケ（ステ）　ネルベ「寒いから寝よう」
　　ニマ　エグスケ（ステ）　r今行くから」
　「ハンデ」尉岸の青森禦津軽諸郡に盛んに用いられている接続助詞であるか
ら，対岸から渡来したものであることは明らかである。しかし，現在この語の
用いられている領域は津軽海峡西寄り海岸と日；～民海岸だけであって次のように
用いられている。
　　サンビハソデ　ネルベ「寒いから寝よう」
　　ナグハソデ　ワガネ「泣くからだめだ」
この「ハンデ」はまた「バネ」，「ハンデガ」となることもある。前記の「ハン
デ」の領域内でも，松前郡以外では「スケ」と混濡していて，次第に「スヶ」
に侵蝕されつつある。江差町から日本海岸を数里北上した熊石村を調査したと
き，ある小学生が「ハンデ」と「スケ」を両方とも使うというので，どちらが
いいことばかと聞くと，「スケ」だという。なぜか，と追求したら，次のような
話をしてくれた。「友だちが『ガッコサ　エグベ』と来たから，『エマ　エグハ
ンデ』と答えたら，母親に，『エマ　エグスケッチ　ユS』としかられた。」こ
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のことは次第に「ハンデ」が衰えて「スケ」に．変って行きつつある過程を物語
るものと書えよう。
　（3）　ドモ
　共通語の「ケレドモ」に当たるものである。
　　　チッチェドモ　キカネ「小さいけれども強い」
この「ドモ」は広く用いられているが，東北・関東にあるような「ケンド，ケ
ソドモ，ゲソトモ」のような溌音の入ったものや，「デット，ゲンツォモ」のよ
うな促音の入ったものは用いない。
　（4）　タテ
　共通語の「テモ」に当たる。
　　　チッチェタテ　キカネ「小さくても強い」
これも全般的に．用いられている。
　（5）　ヤ
　共通語の「ガ」に妾たる逆接の言い方である。
　　　ソーユー　＝ドバダンダヤ「そういうことばなのだけれども」
　5．3　係助書画　ゴサ
　共通語の「コソ」に当たil　）特に強調しようとする語に添える。
　　　サガガミゴサ　r”ゴデ　マレダ　シトダ「坂上こそここで生れた人だ」
　5・4　終助詞
　ここに終助詞というのは，間投助詞などをも含めて：文末に来る助詞一切を総
称したものである。道南方書ではそれらの区別がつけにくかったからである。
　（1）　ジヤ，デヤ
　根回にある動作を強要する場合や，やや，捨鉢になったときに用いる（ジヤ
はデヤを早く雷つたもの）。
　　一r＝ゲジヤ，エゲデヤ
　　知ラネジヤ，知ラネデヤ
　（2）　ノ，ナ
　共通語の「ネ」に当たり，交宋に用いられる。相手に親密の感を与えるもの。
ギノ」は主として老人に，rナ」は主として青少年層に，「ネ」は空として女性
　2U　　　　　　　　　　　　　　　北海道爾部
に用いられている。
　　　アノノー一，　　アノナー，　　アノ不一
ところが，若い女にも次のような言い方がある。
　　　チャッチャド　シセノrさっさとしなさいな」
　（3）　ネス，ネッス》ソス
　共通語の「ネ」に当たるものであるが，方言の「ノ」，「ナ」などよりもていね
いで，種種の助動詞の下について，親愛の情を添えるQ適用範囲は広くない。
老婆くらいしか使わない。
　　ニエ　テソキダネッス「良い天気ですね」
　「ソス」は江差町付近の方言の特色と言われているもので，共通語のrデス
ネ」，「デスヨ」などに当たり，親密な人に岡感を求めたり，合つちを打ったり
する場合に広く用いられる。女性が好んで用いる。
　　Pt　”　ユッコダンス「いいお風呂だね」　ソンダソス「そうですね」
　　ミズコァ　デネソス「水が出ないですね」　エガ　カワネガンス「烏賊買いませんか」
　　ドゴサ　エグソダンス「どこに行くんですか」
なお，この「ダンス」は「ダ」と「ソ」の間に［i］もしくは［薗コがはいっ
ているようである。
　（4）　ハイ
　共通語の「超に似ているが，相手の意見を強く肯定するときに用いる。多
く女性が用いる。
　　　ソソダハイ「そうですよ」
　（5）　マシ，モシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　共通語の「ヨ」に似ているが，特殊な語感を添えるもので，多く中年以上の
女が使う。
　　　ソンダマシ「そうですよ」　　ネベシモシ「寝ましょうよ」
　（6）　ガヤ
　共通語の「カイ」に当たる。疑問の意を添える。
　　ママ　クタガヤ「飯を食ったかい」　　オメ　エガネソダガヤ「お前行かないのか」
t
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はじめに
　1．　山形一方慧のあら旧し
　山形県方言集（昭和8、山形県師範学校）では本県の方雷を庄内・最上・村山・
概賜の4地方に区：黙しているが，東北方欝集（大正9，個含税務監督局〉では最
上方言を対山方諌こ含めて3区画にしているQこのような3ないし4区画論は
地勢や封建時代の藩政のために，それぞれの地方特有の方需が形成されたの
を，庄内弁，最上弁，米沢弁とか呼び慣らして来た県民の通念に従ったもので
あろう。
　その後昭和13年以来，小林好臼博士が東北地方の喬語実態を調査され，広い
視野から検討された結果，本県の方書は，それらの地区方需がほぼ同じ力で対
立するのではなくて，窪内方書（北奥方温感）と内陸魚雷（南、奥方書系）とが
大きく紺立し，最上・村山・置賜はそれぞれ内陸方言中の一部として対立して
いることが明らかにされた（陳北の方書」57ぺ・・ジ）。さらに，矢作春樹氏が117
語の方諏こついて分布を調査した結果（山形大学教育学懸，昭和22．8発行「国語醗
文学」第5集），各地区方欝の対立状態は，
　　　　　　　　隣接方需　　　　　園山　異系
　　　　庄1勾引三～5曾・9・・・…　。・ネ寸鉱ξプ7欝　　　　10　　　9◎
　　　　庄内方署…………最ヒ方鴛　　43　　68
　　　　最．1ニプゴ雷◎…。・・。。…　。季寸【一銭＝プゴ欝　　　　50　　　　52
　　　　オ；寸江i＝方欝・・…　一・・一…　潰賜プゴ言　　　　54　　　　49
となり，また庄内方欝対内陸方言では同系24，異系79であるという。調査語藥
あるいは調査地点の選定のいかんによって幾分の相違が生ずるだろうが，これ
によってもおおよそ二つに．大きく分かれることがわかる。また，内陸のたいて
いの地方は「一型アクセント」であるが，庄内地方（これに最上の一部，酉麗、
脇郡小国地方も加えて）は爽北浬であることや，語法懸の梱違（命令形，接続
助詞など）からも両者の対立が理解される。
　庄内地方は最上川北部の飽海郡と川南の東田川。西田川郡との闘に小対立が，
見られ，西田川郡南部・東田川郡赤川上流の辺地に特殊方雷区があるという。
　24　　　　　　　　　　　　　　由　　形　　票
　最上地方は庄内・村山・秋田県雄勝地方の方言がしわ寄せされたところで，
工部は庄内，北部は雄勝，東南部は村山方欝の影響が見られるが，特有の語彙
語法も存する。北村山郡北部はもと新庄戸沢藩領地であった関係で最上方山系
である。
　村山方書は北村山郡中部以南の四郡下に行われ，東置賜郡北部・東北部は交
通の関係で村山方書の要素が混入し，爾村山郡の最上川西部には音韻上の特殊
なものが少しある。山形市の香澄町弁は転封による書記の島として知られてい
たが，ほとんど同化し，現在はわずかに老人層にその名残りが見出される。
　IU上杉氏の米沢藩に属する置賜地方は，置賜方灘区をなしているが，西i鐙賜
郡西部の小国地方は，交通の関係でアクセントや動詞の命令形・接続助詞のド
モなど，新潟県下越心添と同系で，北奥方需的色彩が濃い。しかし，置賜方言的
：膏韻・語法もかなり行われている。西置賜東部・東置賜・爾置賜は大岡小異で
ある。　「・）下さい」1，a当たる欝い方に［k薩daeユ，［ogojae］の2種があって，
山形県方誉区画略図
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鰐立しているが，境界線は下界と
一致しないようである。
　以上は嗅下方言のあらましである
　が，東条・小林・平山・金田一諸光
　生の著書のほかに，県下方言の温語
　地理学的調査をされた矢作春樹・草
　刈四郎・栗原秀峯・金儀右衛門諸氏
　の研究成果｝こ負，うところ大きいこと
　を付記して，感謝の慧を表す。
2．方雷から見た調査地点の位置と
　性格
　北村山郡北部は前述のように最
上方言の影響が大きいが，調査地
点として選んだ東根町は郡南部に
位置し，内陸方言の村山方雷圏に
属する。山形市を中心とする東西
南北の村山匹［郡は，古来小藩翻拠
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の地であり，また，地理的には山脈の遮るものもない盆地であるから，交通が
慮由で，この地方の書語の音韻・語法は多少の異同はあっても，だいたい共通
している。山形弁とか村山弁とか呼ばれているこの地方の方言の音韻・語法の
実態をば，東根町のことばを中心に分析考察しようと思う。なお，梨内の他の
地区：の方書は随時比較・記述する。
　　　東根町は，昭禰29年8月1臼をもって旧東根町に隣接5か村を合併し，206km2，
　　人口38，000となった。米・煙草・繭・木炭を生回する農村飾都市である。
音 韻
　1．単純母音
　1・3　ア
　［a］か［a］か半払に苦しむが，宮良二子氏の採録によれば，　［e］の前は
［a］で（［o難oda61重い，［da6go］大根），その他は［a］のようである。
〈「山形方言」第1号，2号）。なお，本稿ではすべて［a］で衰記する。
　1・2　イ
　単音としてはエ（正しい［e］音ではないが）に設って，イ音は消えている。た
だし，十二支の亥や漢音の蟹，漢語の長音やn音の次（二二更衣室・簡易など）
のイは中舌母音の［i］である。
　　　例．板［eda］　，犬〔enur］，貝［1〈ae］，位牌［ehae］．
　音節の中のイ音は，k・r・nの次では，桐［ldr葛2里［nir1］，林檎［r蜘。］
のように存するが，シ・チ・ヂ（ジ）はス〔szkl］，ツ［ts鵡，ヅ［dZill］と変る。
（［磁］はウに近い中舌母音，［月はイに近い中舌母音である。）
　　例．獅子・鮨・煤［sudStu］，土・乳［ts田dz田］，
　　　　火事・数［：kadz滋］，辻・地図こts邑dz苗］
　　備考一．一庄内方言では逆にス・ツ・ヅがシ・チ・ヂに近い［fi］・［嬢｝［dg　’i］になる。
　　　　例．直く・［∫i脚］，集まる［a砺1baruI］，鰹節［kadろiPUI∫i］，写す［KIzo∫i］．
　　　　　ヒはシ［∫i］に託り，光［∫ik了rl］，ひどい［餌oe］のように，千行にも［i］
　　　　音が存する。
　1．3ウ
　ロの開き方が狭く，［日とほとんど同じ占形であるが，舌の上り方が［i］よ
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りは後方である。ス・ッ・ヅ（ズ）の場合は，舌端が歯茎の近くに来るので，長
音を含む語，たとえぽ，「通信」はツイシン，「数学」はスイガグと聞こえる。ス
・ツ・ヅに現れるウ音は［醐と表記すべき音である。
　　ウ〉イ　ウがイに変る傾向が見られる。たとえぽ，軽い［karikoe］，＝歩く
［ar輸u1］（［aragen］とも言』う），明るく［agarl’gtu］，お粥〔ogαe］（〈［oga遡
＜［egajui3），動く［e“09田］，熱柿［dzdigilkSdi］，五＋S£［gOdzdi∫∫en3。なお，
クが，次にサ・シャ・セ・シェ・ソが来るとき，無声母音のキ［k1］となる。
たとえば，草［k茎sa］，臭い［k挿e］，軍［eklsa3，腐れる［klsarer田］，癖
［k1∫e］，くしゃみ［k；∫ami］，畜生［ts｛鱗∫0：コ，菖姓［hj瞬∫0：］，糞［klSO3，
、驕糞［maηk工so］
　　　備考一一庄内方言ではユ〉ヨ（拗音・直音ともに）の転謝ヒは規則的のようであ
　　る。湯［tTo］，雪［きoglコ，百合［きor至］など。また，ヌ〉ノは通則的でないが，傾
　　向的である。「犬」イノ，F縫う」ノウ，「盗人」ノスビト。なお，村山方雪では沼
　　〔noma］，沼の主［110s田］のよ5な，わずかの例しかない。
　1．4　オ〉ウ
　遊ぶ［asd蚤bua］，乗る［ntUruu］，軒端［nwkipa］など。ただし，通覇的で
はないQ
　　　備考一一庄内方雪では，この転譲ヒはかなり多い。「沖」ウギ，「奥」ウグ，「暦」コユ
　　ミ，「呼ぶ」ユブ。
　1．5　［副音
　この地方では聞かれないが，田島福重氏の発表（「山形方言」第2号）によると，
由形市周辺部落の中老婦人にあるという（［sa］n］の例）。また，「痛く」「無く」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄内・最：上・西置賜でイデァグ，ネァグというとある。
　1．6　［e］音
　重母音［ai］，［ae］が融合して長母音［ε：］となり，さらに，それが短母音
化して［ε］となった音は，庄内には多いが，ここでは，ときには［e］となる
が，多くは［ae］と2音節に旧い，［e］は極めて弱く，添えるように発音す
る。r深い」，「はいる」を［h甲kε］，［hs：ruu］とは欝わずに，フカ＝，ハエルと
いう。（二璽母音の項参照。）
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　2．二霊母音
　2．1　ie＞e
　ほとんど規夢購勺に転化する。たとえぽ，消える［kerui］，見える［mer　Lu　］，
教える［o∫er田コ，交え，る套mad3erU三3，冷・える［s∫erur］，煮える〔nertu］。なお，
「寝る」も［nertU］なので，「この子はいつまでもネネクテ古小豆みたいだ。」
という比喩が行われている。「煮る」も「寝る」も岡じ楽なので，掛けて使った
わけである。上の例外もある。，知葱［tsdie］，家・言え［3e：］（長母音）。
　2．2　ei＞e，i
　規則li〈’」　，，たとえぽ，手入〔te：reユ，毛糸［ke：do］，兵隊こhe：tae］。例外もあ
る：，一時計屋£togeja］，鶏頭［kedo弓i］，先生〔∫en∫e］のようにさらに短
母音化するものもある。
　2．3　　a呈＞ae
　〔ai］，［ae］は前に述べたように，［ε］とならないで［ae］となるのが普通
である。たとえば，毎臼［maen招z薗］，貝［kae］σ、ただし，例外もある。な
お，助動詞の「ない」だけは［ne］となり，形容詞の「ない」は［nae］であ
って，両者に区朋がある。たとえば，咲かない［sagane］，高くない〔taga－
gurnae］0
　2．4　ure＞e
　傾向顧たとえぽ，食え［ke：］，植える［weruu］（植木は［u五weg月で
［weg13でない），上の方［wenoho：］（ただし，上は［uxwe］），据える・饒え
る〔s∫erU月（ただし，末は［sdlke］という）。
　また，r殖：える」がヘルとはならないのは，「減る」と同音になることを嫌っ
たからであろう。〔Ui］と［eコとの間に［r］の挿入された語も，次の携が示
すように［田r］が脱落する。忘れる　［wa∫erw］，連れて　［tedejあるいは
［∫ede］，くれる［1〈erru］Dただし，「；暮れる」，「濡れる」，「揺れる」，「すれる一］
1などは脱落しない。
　2，5　ee＞e
　例が少ない。数える［kcrtd3eruuj，覚える［δben幻などで，「越える」，「吠
える」，「揃える」などは［e］とならないQ
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2．6　ei＞oe
uui＞tueは母音i＞eの変化に応じて起る当然の現象である。たとえぽ，来
い［koe］，代［kUueコ，水道［s滋§do：］Q［oi］はまれに［e］となる。たとえぽ，
善い［乞e：］，面白い£omo∫e］。
　2．7　aui＞awui　otu＞ewui，　aUi＞awur
　こういう発音が老人層に存する。たとえぽ，会う［awur］，買う［kawun］，
畑をうなう［nnawtXX］，（縄を）なう［鍛aWU月，償う［majowzu3，奪い合う
［balowu月，拭う［nosowur］などというが，動詞の命令法は［・ve］とも［～
we］ともいう。
　3．　長母音
　34　一音節語名詞の長母音化　（助詞ガ・ヲの雀略の際）
　［ta：nnawuu］田をうなう，［∫茎：tagtU］火を焚く，［ts薗：deda］血が出た，
［きur：waeda］湯が沸いた，［he：tareruu］　Eをたれる，［∫e：taggae］背が高
い。十二支の子・卯・巴・亥はそれぞれ［ne：］，［wr］，［mir］，［ir］と長音に
いう。カラ・デ・モなどの助詞が接続する時，多音節語になる時は長音化しな
い。たとえぽ，木で［kide］，お湯がわいた［o掴waeda］。
　3．2長母音の短母音化
　（1）o：＞o　多くは語尾で起る。たとえぽ，在郷［dza明。］，両方［rjo：ho］，
片ブヲ　［：kadapo］，　座頭　［dzado］，　阻f呆野良β　［ahojaro］，　葡萄　［buando］，　鑑露
［dond30］，五十［gond3tu］，五合［90ijx　o］。語頭で短母音化する例はきわめ
て少なく，せいぜい次のような例があるくらいのものである。草履［d30r還，
そうして［h∫ite］。
　（2）　UII：＞u工　中風［t∫tUlbuu］，　焼酎［∫o：d3uu］，　食曼頭　［mand3ua］．
　（3）a：＞a，il＞ir爺さん」，「婆さん1，「しいな（疵）」，「ひいき（贔置）」
などの第1音節に見られるだけである。　　　　　　　．
　4，轟母音
　4．1　轟母音力・轟子音力・
　東北方言では，共通語のガ・ザ・ダ・バ各行の語が第2音節以下にある場含，
これを鼻音化して発音するが，これは子音の前の母音が通鼻化するのか，ある
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いはその子音が鼻音化するのか。枝は［e－da］か［e－da］か。　自分で発音し
てみると，そのいずれでもある。横山辰次氏のように「母音が鼻母音となると
共に子密も亦鼻子音となるもので，葛がgに対するものであると同じように，
その鼻濁音は夫々普通dbの濁点に対するもので，　dbとは別にdbと表記し
たい」と考える。　しかし，肌着［hadaBi］，下り　［ktndari］を例にとれば，
第2音節にアクセントをおくときはその前の母音は鼻畜化しないように思われ
るし，鼻の両側を抑圧して［haj，£k田3を鼻音化した後には，［d］音を鼻音
化せずにはこのことばは発音できない。そこで，第2音節以下に鼻子（濁）音
の存在を認め，そして第1音節にアクセントがある場合には煎の母音が鼻母音
になるのであると考える。つまり，肌をハダといえば［haaa］，パダといえば
［h瀬aコとなる。一型アクセントのこの地方では，音調高低の場所が一定して
いないからハダとも犬ダともいえる。本稿の表記に当たり，［姻以外は，償例
に従って，母音の．貝こ～印をつけて表わす。
　4．2　饗母音化の語
　〈1）第2音節以下の［9］・［dz］・［d］・［d3］・［b〕の前
　　　釘［k鞠iコ，禿げ［h的e］，癒［adza］，謎［nadzoコ，腐εhada］，木戸［kIdo3，風
　　［kad．se］，　｝旨［さ｛hb茎コ。
　（2＞清音化した［kl］（kruの設），［ts躰］，〔P1］，［P｛郵の前
　　　［mδklSae］みぐさい，〔∫inaklSaeコきなぐさい，［m鱗SO］馬糞［m1t鱒SaW講
　　　　　　コ　　　　　　　　　　ばな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　　水沢，［m1t鱒pana］かく嵐〔katsglkaコ鰍（かじカ・），［翻ts塚1kae］短い，　［k　tupl’to］
　　　首，［s磁pita］瀞（へた），［kfiptpkerua］かぶれる。
これらは濁音が清音化したもので，この中には通鼻音が独立して1音節の［n］
音にな：ることもある。
　　　馬糞〔mankISO］，みぐさい［menklsae〕
　5．子音
　5．1　［k］，　［9］音
　（1）第2音節以下の［kjは次にあげる例外を除いて，すべて［g］になる。
　　　締［kagf］，鳴く〔nagzu］，酒［sage］，箱［hago］．
　　　例外　1）揆音の次（行火・うんか・関係・参考・爾こ餅）
　　　例外　2）促音の次（真赤・薄雪・四El・さっき・真っ暗）
　　　ただし，促音化したルの次の［k］は濁る“　　例。来るか〔kvagga］，煮るか
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）
2
（
　（3）
という。（行かない［euane］，行け［eoe］）。ときに［n，　pu1］「行く」，［ppane］
「行かない」ともいう。「．死ぬ」を置賜地方で［∫’iPUJ］という所もあることを考
えると，「行く」の皐月でなく「往ぬ」の残存形態（［inUJ］一［iPUJ］一［閃UI］）と
見るべきものかも知れない。
　（4）［ki］は［kgi］のように口蓋化した発音のため，他の地方の人にはチ
［t∫i］と聞き誤まられる。（私も金色をチンイロといったとて笑われた経験を
もつ。地方人はお互に正しくキ音を発音してると信じている。）置陽・庄内地方
では，村山地方の人の耳にも．ﾙ様に響くほどこの傾向が強く，特に拗音にはっ
きりとあらわれ，「今日」は［t∫o＝］，「教室」は［t∫o：sidz苗］と聞こえる。（斎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤秀一一「王国方言における子音の特徴」にも，チャダチ　脚楊，チョー　灸・今日，チャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファン　脚絆，チョネソ　去年，チョーデ　兄弟　などの例をあげている。）
　　　　　　　　　　　（5｝　クワ，グワ音　村山地方では聞かない。庄内地方では，かつては行われ
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　〔nigga］，生れるか［mmareg9’a］．
例外　3）　無声母音の次
　［klkane］聞かない（聞くは［kigua］という），［s中kae］酸い，［∫lkarl］光，
　［tasu工ka］外力、e
例外4）長音（ほとんどが漢語）の次の〔k］音は濁らないものもあり，濁る
　ものもある。
　　濁らない語例一休暇・農家・陛下・定価・二三・通勤・休憩
　　濁る例　　廊下・十日・城下町・正気・平気・窮屈・証拠
例外　5）　通鼻音の次に来る無声母音を持つツの次
　わずか［watsφka］，鰍［katsil」ka］，短い［mitsφkae］．
例外　6）　接尾語のコ
　猫子［negokoコ，子守こ［kornmoriko］，杓子こ［∫aguls中ko］．
例外　7）擬声・擬態語の畳語の［k］音
　　ポカポカ，ポキポキ，ハキハキ，チャキチャキ，ポコンポコソ．
例外　8）接頭語を伴う語の頭に来る［k］音および複合語の第二要素の頭に来
　る［k］音
カラ小績，ウスきたない，鼻くそ
第2音節以下の［g］は［1］に．なる。（鼻母音の項参照）
上る［agartU］，苺［edz苗go］など。
「行く」という一語だけは，内陸方言では［egcu］といわずに［ePtU］
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たが，今は無いと「東北の方謝に書かれている。しかし，鶴岡在の老入から
［kwabuunjo］（ありがとうの意）など聞かれる。　r桑」は，耕由地方で〔k學F講と
も［k伊wa］とも書うが，2音節である。東村由榔で「桑扱き」をカーコギという
所もあるが，［ka：］であって［kwa］ではない。庄内・飽海郡の調査によると，
「桑」は［ka：1と［kwa］が並用されている。「唐鍬」も村山地方では［togwa］
で’なく3音太f’3　e・こし、うG
　（6）kゼ亙＞kl（例．草［1〈lsa］）については母音の項参照。
　｛7）語頭のk＞9の例
　　　　　　　か　ヰ　　　蟹〉ガニ，容穰〉ガサ，かさばる〉ガサパル，郎子〉ガエラゴ，ガエラグ，かば
　　ん〉ガパン，からっぽ〉ガラソポ，がらあき〈ガラアギ，感付く〉ガソヅグ，棺箱
　　〉ガソバゴ、皮〉ガワ（饅頭の鹸よリガワがうまい），周闘〉グルリ，くるつと〉グ
　　ルツト
　　　　　　　　　かか　　　　　　　　　　　　　　その他，庄内に，母さん〉ガガチャなどの例がある。
　5．2　サ行・ザ行巷
　（1）　シとス（付．ズかヅか）
　東北方言のシスチツの混岡はよく論ぜられ，改めて説く必要もなかろう。北
奥方欝系の庄内では［si］（または［∫茎］）でシに近く，南奥方雷系の内陸地方
では逆にシが［s滋］となり，スに近く発音する（母音の項参照）。　ヂとジ，ヅ
とズの区劉はもちろんないが，その音価は［dz］，［d3］か［z］，［3］かとい
うに，たとえば「癒」を舌頭に音表現してみると，ザの養の位置はツァと同じ
であって，サの発音部位にはないことを実験できる。これは本来のジが無声愚
音化した場合にはシとならずに，チないしツとなることでも菰明される。本寸山
　　　　　　　　かじか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みじか　　　　　　方需の例でみると，鰍［kstsquka］，案じ事〔誰s夢kodo］，短いrm笠ts夢kaeユ
のようである。なお，金田一博士・小林博士・小倉博士・横Lti辰次氏らも［dzj，
［d3］と見ておられるQ
　（2）スにならぬシ　　共通語のシは南奥方雷ではスに銚るから，シが全然な
いかのように考えられがちだが，語腹にあって次にタ，テが来る時は無声母音
のシとなり，スとはならない。
　　貸した［ka∫il’ta］，　　　　明臼［a∫難a］，
　　消して［keSlte］，　　　　決して［ke∬iLte］
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　　　（話したい［ha漁aS田dae］のように［t］が［d］となる場含は，もちろん£s磁ユ
　　になる。）
　（3）ヒ〉シ　共通語のシはスに変るが，ヒ［gi］がシ［∫月（または〔∫9難）と
なるので，シはしばしばあらわれる。
　　　〔∫ibas争］火箸，［∫ltae］額，［O∫igaN］お至皮岸．
　フがヒとなり，さらにシとなる語も少し児える。
　　　二つ〔∫ltattsφコ，二人［∫ltar1］，懐［∫ltogoroコ．
　　　　　　　　　　　　　　　㈱　セ・ゼ〉シェ・ヂェ　規則的である。
　　　先生［∫enfe］，貸せ〔ka∫e］，仙台［∫endae］，銭［d3ene］，風［kadSej，全体
　　［d3entae］．
つまり，内陸地方のサ行・ザ行の音図は，
　　　　sa　∫1（←ci）　Sill　∫e　sO
　　　　dza　－　　　　　dz茄　　d3e．dzo
となり，庄内方雷のは
　　　　sa　∫箕←φ）～si一∫e　sO
　　　　dza　　d3レ）dz茎　　一　　d3e　dzo
となる。
　（5）セ〉へ　この地方にはこの音誰現象は見られないが，北村山郡の北部お
よび最：上郡ではさかんに見られる。この場合のへは［Fe］でなくて［heユであ
る。
　　伜〉ヘガレ，蝉〉セミ，雪隠〉ヘンッ（村出は［∫ents醐）
　　石板〉ヘギバン，狭い〉ヘバコエ，稗〉へ（（村艮1は［s∫e］）
　　先生〉ヘンへ（ヘソへの例は庄内飽海郡の秋雷街道沿い一帯の村々や郡東北部方面
　　にも行われているという。）
　紛　サ〉シャ，ザ〉ヂャ，ソ〉ショ，ゾ〈ヂ・　この例は少ない。
　　　匙［∫adz苗］，避ける［∫ateroコ，座敷［d3as苗91］，膝頭［∫量d5ak議旗uコ，まざる
　　［madsartu］，ざれる〔d3arerur］，縫［∫or1］，そねむ［．fonemur］，華履［d30r13，
　　造作ない［d30sanae］
　（7）ショ〉ソ，ジュ〉ジ　秋田方欝などに，あるこの転託はこの地方にはないQ
ジュ〉ジの直音化もまれで，旅館で「十三番さん」を「爺さん・婆さん」と呼
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ばれるという笑話はこの地方のことではない。
　（8＞第2音節以下の［dza］，［d3a］行音の語の前は鼻母音になることは前述
の通り。たとえぽ，癒［adza］
　（9）［S∫］（語頭で），［∫∫］（語腹で）音の語が多い。　　　　　　’
　　　［S∫ane］無らない，［S∫am1］i熱，［S∫agW］柄杓，［S∫aWa∫e］幸，〔S∫a！ユa3白髪，
　　［S∫e］稗，〔S∫er田コ冷え．る・饒える，　［S∫0］塩，　［S∫OWUI］拾う，　〔S∫Oe］1臼い，
　　［S∫onae］仕様がない。［ha∫∫a］柱，［nawa∫∫O］苗代，［mtuSSO］鎚
　5．3　重，｛至，ts，｛｝∫
　（1）チ〉ツ，ヂ〉ヅ　チ・ヂが内陸方言ではツ・ヅ［ts醐・〔dz醐に近い
ことは前述の通り。たとえぽ，口・靴［k服dz醐
　（2）語頭以外の［t］が［d］どなり，共通語の〔d］の前は鼻母音となるこ
とはか行音の場合と同じ。
　　　旗〔hada］，薦［hada］；松［madz灘］，先ず［m2dztu1
　（3）　〔t］が［d］にならないもの。力行の場倉と岡じ。
　　1）　流音の次，擬声語（バ行音の次）
　　　「うんと」，「かりんと」，「疫壼」，「番茶」，「パタパタ」，『ブツブツ」，
　　　「ポFポト」
　　2）促音の次一一「行った」，「切手」，「納豆」，「やっと」（ただし，動詞の
　　　語尾リ・レおよび助動調レが促音化した時のタ・テ・トは濁る。）
　　　借りた［kadda］，枯れた［kadda］売れて，［vadde］，売れると［wreddo］。
　　3）　無声母音の次一「蓋」，「下」，「北」，「明剛。ただし，「秋田」，「飽
　　　きた」は，キが［gi］となって［ag戴a］という。
　　4）　長音の次は濁るものと濁らないものとある。
　　　濁る例一一「京都」，「焼酎」（［∫o：d3tuj），「庖丁」，「舅」
　　　濁らない例一一「校長」，「盲腸」，「桜桃」，ギ校庭」
　（4）d＞t村山方言にはない。庄内方書の例をあげると，今度〉コント，落
第〉ラクタエ，殆んど〉ポトント。
　（5）　tsa・tse・tsO・t∫e音の語が少なくないQ
　　　　［tsa：］または［tsatsa］父，　［odotsa］おとうさん，［tsenpo］杖，［attse：］
　　　熱い，［tsorotsoro］麺類の幼児語，［gottso］ごちそう，［t∫ett∫edo］ときどき，
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　　　［kat∫es奪1］くつがえす。
　5．4　ニャ，　二ニェ音
　［annja］兄，［konnla3今晩，〔mannlau∫3間にあう。なお，西村山郡左沢あ
たりでは助動詞の「ない」を［nje］という。たとえば，されない〉［sannjej，
行力tS2／しなし1＞［en．　a敷nje］0
　5．5　ハ行音
　（1）F音　最上から庄内にかけて広く存在し，村山地方では，桑実［k甲Faな。］，
桑扱き〔k甲Fakogiコなどにあらわれるだけである。置賜でも「米沢霧音考」
（明治5年干のによると「ひをふひと発音してひといふ事なし。火をふひ，人をふひ
と，閑をふひまという類，此の他皆然り云々」と［Fi］膏の存在を記録している
が，現在，小国方面以外にはあまり用いられなくなったようである。庄内地方
でも，F音は両唇音ではなく，．上唇を下歯につけて恩を出す歯唇音であり，ヒ
・へは例外なく［Fi］，［Fe］である（たとえぽ一言・左・策・厩・塀L箆・減
る・膀・兵隊……）けれど，ハ・フ・ホは［h］音であって，ただ例外的に，
ハ・ホに［F］音があらわれる。（たとえぽ　葉［Fa〕，三三［oFadz雀］，出る
［deFartU］，脚絆〔t∫aFan］，穂［Fejなど。歯をこFa］，母を［FaFa］とい
うのは由村に残る。）［Fuエ］は全然ない。また，ハイ・ハエが融合した「ヘーづ
と，ハ行拗音とは例外なく［F］音になる。蝿［Fε：］，位牌［eFε］，百［Flag－
tu］，　：IK［nXrFjG］，拍子［Fjo：S’i］など。「二二方音考」の著者・氏家剛太夫
（1834没）のころは［ha］はまれで，おおかた．［Fa］であり，［ho］は無く，
すべて［Fo］であったようである。
　（2＞ヒ〉シ　5・2（3）で述べたので省略。
　（3＞b＞P　酋［k藩plto3・急須［klplt∫o］・かぶさる［k2pqusarm］・
　5，6　ヤ行音
　この地方のヤ雨音は特殊の発音として宮良妾壮氏も「山形方言の研究3（賄形
方言」第2’号）で初めてとりあげている。［j］と［3］との中間音で，［1］よりも
摩擦音が多い（この地方の入が，旅先でよく・「山形」をジャマがタ？シャマがタ？な
どと聞き返される。福島県には雪がズギ，枝がゼダと聞こえるほど摩擦の強い方需があ
るが，ここではそれほどは強くはない）。ここでは［き］と表記することにしよう。
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例一一［きa醐山羊，［き田g月雪，蕗oru1］夜。しかし，これは語頭のヤ行音が特
別に摩擦が強いのであって，一腹尾のは摩擦少なく［j］に近い音となる。た
とえぽ，萱刈りrkalakari］。第1膏節以外のユがア行の＝・に変る語例がある
こともこれを裏付ける。例．お粥〉オガエ，繭〉マエ。
　共通語にはヤ行工音は現在無いが，この地は摩擦の多いヤ行膏のために賠e］
音も存する。
　　　［各e＝コ家・良」い，［5eruエ］選る，［tteggawa〕縁側，［さenogi］複，εさeσagi3画か
　　き，〔詫domame3醜豆，［5§daoros賃1］枝下し，［脆damame］枝豆
　上に添したように，語頭にしかあらわれないが，法則的でもなく，本来の
ヤ行工音を伝えるものでもない。これらの語以外のエは，遠足，［ensogruj，
5円「goen］のように［e］と発音する。
　5．7　ラ行音〉ヤ行音
　　リ・〉ヨ　料理〉き。：rl，両方〉き。：hoのような極めてわずかの例しか無い。
ただし，騰at∫anae二1（乱雑なる形容），喀ad3agane］（役に立たない意）が欝が
ない，欝が明かないから転化した語と見るなら，ラ〉やの例といえる、．また，
呉れるを［Rer田二1，連れていくを［tse：degcu］，忘れるを［wa∫ert£t］，知らないを
［s∫ane］というが，これらはレ・ラが［le：1「ja］へ転化する結果であると小林薄
士は説かれているQ　（庄内地方で受身・可能の助動詞のラレルをラxルというのts　s
rarertU＞rajerua＞raerur　となったものと解される）
　5。8　ワ行音一we，　Wrekl，　wo音の存在
　［we］・［wru］の例はすでに2・4，2・7にあげたので雀略し，　woの例を少し
あげるに搾める。
　　　　葵・青い［awoe］，煽ぐ［aw◎g呵，顔色［kawoero3，硫黄［5wsvc：コ，
　　　におわない［niwowane］
　5．9　開頭のm・ll・hn・葛‘音
　（1）m音　「馬・梅・うまい」のほかに［mmodae］（重い），［鑑mo∫ae］（繭
熱い），［mmerva］（埋める），［mmUUretae］（蒸し暑い），〔mbogo］（：幼児，
おぼこ），［mbaruu］（おんぶする）。
　（2）n音　［nnur］（うぬ一一お前の卑称），［nsa］（岡），［nda］（しかり），
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［ndenae］（そうでない），［ntote　sipare］（うんとひっぱれ）。
　く3）hn音（n音より弱く，返答辞のフソのような音）［hnda］（しかり），
［hndagara］（そうだから）。
　㈱　阜音　［導ko’3（糞・うんこ），［ljlogtU］（動く），［nηaneユ（行かない）。
　6．促音化，促音脱落現象
　6．1　どんな子音の前が促音化するか。
　（1）k音の前一〔akke］蜻蛉，［akl〈a］母，［akko］足の幼児語，［hlokko］ひよ
こ，£hajakkaraコ早くから，［ok：kena］大きな。
　（2＞9膏の前一
　　1）　疑問助詞「か」の前のルの促音化。　（有るか＞agga，来るか＞kWgga，
　　　落ちるか＞odztUgga）
　　2）　長音の促音化（遠い＞toggae，棒切れ＞bokk1re）
　（3）　t・ts。t∫音の前一（唾i　ottSZII，尻ketts田）
　㈲　d音の前一
　　1）ラ行一段活用動詞のリ・レの促音化（腫れたhadda，桔れたkadda，
　　　借りたkadda，掘れたhodda。ただし，「惚れた」は促音化せず）
　　2）受身助動詞ラレルのレの促音化惚れられたhoreradda）
　　3）進行継続表現（語法の部参照）として　（泣いている　naedda，覚えている
　　　δbedda）
　（5＞s・∫音の前一（有るからassage，むしろmurfio，柱ha∫∫a）
　（6）　P＝音の前一（あひるappi，片方kadappo，余程さOPPδdQ）
　6，2　どのような藷が促膏｛k　しやすいか（前項の要約）
　（1）動詞・助動詞のリ・レ・ル音（借．．pた，呉劃た，有為から……）
　（2）語尾のラ行音（柱，あちら，あひる，むしろ）
　（3）　長1音（大きい，遠い）
　倒　強調のため（尻，唖……）
　6・3促音脱落：（規則的ではない）
　　　余った＞amata，触った＞Sawata，下った＞Sagata，嬉しかった＞UireS田gata
　　（ただし，「有った，切った，降った」などは脱落しない。3音節動詞は促膏脱落の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向があると考えられる。成ったはナタというが，鳴ったはナッタというように，
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　2音節動詞は語によって異なる。）
7．　韮穫音｛ヒ理象
7．1r＞n　（ナ・ナェ・べが接続するときに）
　　足りない＞tannae，来るな＞kvanna，切るな＞k1nna，有るだろう＞ambe
7・2長音の嬢音化（例は少ない）
　　ほおずき＞hondz磁gi，されこうべ〉∫areko磁pe，小便〉∫ombenまたは∫ombe
8．音節脱落・添撫現象
8．1　重出音節・霊出母音の脱落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹露〉フギ，箒〉ハギ，暖かい〉アタガェ，廻す〉マス，合せる〉アシェル，俵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉タラ，ばかり〉バリ，苗代〉ナッシーti
8．2　語尾のリ脱落
　祭〉マヅ，煙〉ケム，いろり〉ジロ（庄内地方）
8．3　語尾の王互脱i落
　大根〉ダエゴ，半分〉ハンプ
8．4　形容詞の語腹にコ添加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　 　　 　　 　　 　 　ヌル 　　 クボ 　　 チチヤ 　　　　　メ　ゴ　緩コエ，5’L　iエ，｝Ji　＝tエ，甘コエ，軽コエ，温コエ，凹コエ，小さコエ，可愛コエ
8．5　壽吾尾【こ11L毫箋」湧き力iI
　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スギズ　　　　　コロモ
　蚊ン，朝げン，机ン，敷居ン，衣ソ
8，6　　露弩尾【こり音i黍力巨
　縁［h田dz蒲r1］，右こmlg掘］（老人のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　法
　　L動詞
　　穏　活用の種類と活用形
　（標準諮文典の活メ羽形に従って地方語の活用を記述すると無理がはいり，歪められる
ので，接続する語に応じて変イヒする語尾の実態に即して，次のページのような活用表に
i整理してみた。）
　注1）否定形は助動詞虹（方馬歯ne）の接続する形に，使役のせ亙・させる，受身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のれる・られるの接する形も念めた。シ畿ルは，「書ガシェル，勉強サシェル」のように，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ四段．サ変に，サシエルは上一・下一・力変に続く。受藏る・避辻ゑ，腰をヵサゑなどの・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語にはそのほかにラシェルと続けることが多い。なお，見サシェルはme∫ertUという。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　注2）「～せられよ」の方言∫aeの1妾する形を尊敬形とした。力覚まコラッシャエと
いわず，「御座る」のgsdza∫∫aeを相し・る。サ変は，勉強sa∫∫aeとも，勉強誰ra∫∫aeと
もいう。
　注3）墨癖馬はmust　beの意の文語豊さ塾かみずの方欝。ナネの接する形。－ttt一．＿一一
ソナネ，見ラソナネのようにnがっく。力変・サ懲こは二様のいい方が用いられるQ
　注4）連体形は四段以外は多くは促音便化していう。
　注5）推量形は盗品のべ，禁1とのナが接する形で，四段以外は多くルが雛剖ヒする。
　注6）ホダナゴド　カガネンダヤ　（そんな菓を書かねばいいのになあ。書くなの娩着
倒・お前・試搬ゲデ母5ダ十一鶉磁鋤の・弧鰍・対・て
要請奨噛するいい方がよく行われるが，必ずtvndaの形をとるので日岐形をたてた。四
段以外は，二様のいい方がある。（冒上の人が爵下の人にいうところのrオ前モミルソダヨ」
は「お前も見るのだよ」という断定の意で，これはそれとは全く違う用法である。）
　注7）仮定形はバが続く形で～レパのほかに，モシ嵐来7イミ1貸シテケロ，オ箭モ舜翌互
パ俺モ受ゲルの言い方もするが，多くは出来ルゴンタラ，　受ゲルゴソタラ（ゴンダラ，
ゴッタラ，ゴンバという所もある〉のような表現形式をとつズ仮定を示す。
　注8）継続形は動詞の連用形に促音を蒲えてダに連なる形に名づけたが，地方的特殊語
法であって，たとえば，点いた（完了）をkaedaというのに対して，いま現に書きつつあれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばkaedda（I am　writing）という。仕事をしつつあるその途中なら，スゴドシッタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　という。t・’tシテル（函国のシuル，シチョルの過去的表現～シテタの促音化であるG）死
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違，拠■量ゑ，隆ゑなどのように過去形が撲i膏便・促音便化する動詞の国是だけは，｝■
　　　　　ンデダ，フッテダのいい方となる。
　注9）推彙のウ，ヨウは飛いないので，五段活用にはならない。
　1．2　特殊活用の動詞
　　　勝つ＞kaWUr（タ行〉ワ行），カワンナエ（勝たれない）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　償う〉マヨグ（村山北部ではマシ禦グ）（ワ行〉ガ行）
　　　抑える〉オサグ（ア行下一〉力行四段）。山形の青少年層間で用いられる。
　　　揃える〉ソロゲル（ア行〉ガ行）
　　　撹う〉スナル（ワ行〉ラ行）　枝がスナルなど。
　　　破る〉驚bag灘，　hgit∫tibagva（ラ行〉ガ行）。破ると黎くの合戒語。
　　　構う（かかずらう意）〉カム（ワ行〉マ行）。a音脱落の結果。
　　　呼ぶ〉ヨバル（バ行〉ラ行）。電話でヨバルなど。
　　　歩む〉アエブ（マ行〉バ行）
　　　泌む＞S滋mOW臓（マ行〉ワ行），インキカ叛取紙・ttSctTmOWtu，酒がはら
　　　　わたにswmowvaなど。
　　　損じる（他動詞の）〉ソダス，ソザス（上一〉サ行四段）
　次の数語は音韻融合のために特殊の活用となる。
接続山盛温欝
欝…　　　1一｝
廃止｝、南辻鎚
食　う
? ?
クー
客e＝ きe＝
　　　　　一一一一1
ケー@ケー1
見える ?
消える呉れる ケ
? ・・レレ小・・）1
　　fs
ケ　　4　ケル　　1 ケレ ケロ
　出来るの仮定形はデギラバということは前述の通りだが，出来るようになる
をデギルグナルと形容詞的ないい方をする者がある。
　下車することを［odziPruu］といって，落ちると降りるを区別しないこと，仕
穿ができる（can）をデルといって，孔から出る（go　out）をデハルということ
は二の地方でも普通である。
　（備考）庄内方欝では，サ変否定形がサネとなり，意志・推量を表わすのにべを用いず
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に，書ゴ，行ゴデ（四段），コ（力変），ソ（サ変），起ギロ（上一），受ゲロ（下一）と雷い（飽海で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　ソは，書グソデロ，来ンデロ，クルソデロ，為ソデロ，為ルンデロなどともいう），命令形
は　起ギレ（上一），受ゲレ（下一），勉強セー（サ変）といって，オギロ。ウゲロの用法は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。仮定条件をあらわすに，飽海地方は，書ゲバ，書グゴッタラ，書グゴッタバ（剛1防
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ面はゴγダラ，ゴソダバ）というが，サ変はセパ，シェパ，シレバ，シルゴッタパラシル
ハ　　　　　　　　　　　　　　　ゴッタラ（シェバがヘバとなる所が飽海に多い）となり，力変はコバ，コエバ　といって
クレパは用いない。　既定条件の逆接の表現は内陸方言の～ゲントモを用いないで，書グ
ドモ，習ウドモ，為ルドモ，来ルドモ（為ソドモ，為ルソドモ，来ソドモ，来ルソドモと
雛音化するところも飽海に多い）という。
　2．形容詞
　形容詞の活園のしかたは次のようになる。
l
l例諮
i若　い｝
｝親い
講瞬融融形隅
若
新し
接続する語
　ガヅ
　ガツ
?
｛秀。
信ソ
べ
痂形卵形噸曜仮制
グ 工
グL
工
工
???? 　　｝時
ケ〆ラ
エゲ
エゲ
ノミ
　　　　　　　　　　　　　　ハ注1）過去を表わすには，～ガッタよりも若エケ，新スエケのいい方が多い。
注2）仮定を表わすに～バよりも～ゴンダラ、～ゴソバ，～ガラ（助詞の項参照）
のような形式をとることは動詞と臥病。
注3）形容詞「無い」はnae，助動詞「ないj　l＊　neであることは音韻の項で記述。
　（備考）庄内方言では，仮定形を新シイバ，昔シイバのように言い，薄縁形は共通籍と
詞様，～五日という（べを用いない）。
3．形容動詞
活用は次の通りである。
・目語細融形
｛立派だ 蜥騰
接続することば ??
推量形
ダ
ぺ
連劇紐形睡鰍仮鰍
???ー ? ????
｛??
ナル
アル
スノレ
ゴンダラ
人
　　「
　　　　　　　　　　注1）過去形はtVダッタよりは～ダケの方を用いることが多い。
バ
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注2）1髄至形は～ダソベは用いず，～ダベという。
　注3）連用形は，変些・趣のように，n音語・長音藷は磁というが，その他は静
　　　ヘ　　タガエ，下手工という。
　注4）ダの次には，立派ダベ（だろう），　立派ダゴソダラ，立派ダモソダサゲ（もの
だから）のような語が接続する。
　注5）仮定条件は～ダレパ，tWダラよりもtN・・ダゴソグラを多く用いる。
　淀6）あんな・こんな・どんなはadana，　k◎dana，　dodono，（またはnfidz（una）と
いうが，連用形tvにを・）エというほかに，　adae，　kodae，　dodae（磁dz田e）スル　の
ように，naを略していうことが多い。また，連体形はadana人，　kodana事のように
いう。
（備考　庄内では，アゲタ，ロゲタ，ドゲタ，アゲエ，瓢ゲエ，ドゲエという。）
　注7）「厭だ」の一語だけは連用形が形容詞的活用をする。ヤソダベ（いやだろう），ヤ
ソダケ（いやだった），ヤソダグナル（いやになる），ヤソダ（いやだ），ヤンダボキ（いや
な時〉，ヤソダラ（いやなら〉。
　4．助動詞
　（1）打消　ないは融合してneという。笑ワネベ（推量），笑ワネンダ（要請），笑
ワネゲバ（仮定）などのように活堕する。可能・受身のれる・られるに接続し，
塾が鍔音化する時は，形容詞の辿と同じ発音nae、となる（笑ワンナエ，総モ
来ラソナ＝一のように）。ラ行下一段動詞が撹音化しないで接続する時はneだカ㍉
撹音化する時はnaeとなる。
　　流れない……nagarene・一・nagannae
　　生れない……rnmarene……mmannae
　（備考）　庄内方言ではネである。西村山郡颯部・置賜で，このれるに接するナイをnjae
ないしnjeと拗音化していう（nagannje流れない，1〈annjegur　narLU食われなくな
る）。行かんよなどのんは用いないが，中層の老婦人などのゴザジヘソ（ございません）
などにわずかにあらわれる。ナネは前述のように，must　beの意であって単なる打消で
はない。
　　egannae（行かれない）……egannane（行かなければならない）
　（2＞推量　う，ように相当するものはべであり，らしい・まいはうスエ，一7・＝＝と
銚る。しかし，ラスエ・マエはあまり用いず，らしいはミダエ，推董・打消のまい
は・）ネベ（～ないだろう）のいい方をする。
　　明日は雨が降るらしい……huurUimidaEda
　　この様子では爾は降るまい……huaran5be
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　四段活用以外の動詞に接続する時は，るが納音化してソベとなる（着よう一
く治るべ〉一kimbe，見よう一mimbe）。形容詞に接続する時は，　omo∫agambe
（面白かろう），omo∫aδbe（面白いだろう）の有様があるが，爾白イダンベと
は書わない、，形容動詞に接続しては静カダベ，静カダソベとなる。活用は終止
形のみで，・）ベイ時のような連体形の用法はない。推箪・意志・勧誘の意義を
もつ。
　hodana　godo　na§be．そんなことはないだろう（推量）
　oremo　e∬oe　eg戯be．俺も一緒に行こう（意志）
　　omaem◎e∫∫oe　a6bet∫a．お前も一緒に行こうよ（勧誘）
　　　　　　　　　べの次にヨ，チャ，かなどの終助詞が接続するが，ラジオ放送劇などで聞く咲
クベーチ認，オ．ラ．至言之ざ二品のような畏二化はしない。来ようが来蓮いが，
どうでもよいの言い方はkrumbe　kon5be　do二demo客erというQ　（儘1考．庄内
方霞ではbeを朋いないで，　ego（行こう），　narao（習おう），　ko（来よう），　so（しょう）
といい，一段活屠の動詞に接続するときは，1dro（着よう），　was’irero（忘れよう）という。
er，　roと長音にいうべきところを多くは短音にいう。共通語の起キ揖は命髪形だが，庄
内方言では意志をあらわす起きようの意である。）
　（3）指定　形容動詞の活用のしかたと同様，仮定法が共通語と異なる。
　　オ前が井野ダゴンタラ俺ダテ合格ノ筈ダG
　　　　　　　　　　　エ　　俺ガオ前ダラ黙ッテ居ネQ　（俺がお前の立場なら……）
　ていねいないい方として中流婦人など・）deans薩を用いる。一般はdass滋
を用いるが，これはですの転記ではなく，ダにていねいの終助詞スのついたも
のである。
　　　　　出犬ダッス（山犬です）……一犬÷ダ＋ス（丁寧）
　　　　　ハ出犬ダガッス（山犬ですか）……山犬＋ダ＋カ（疑問）＋ス（丁寧）
　鴎受身　れる・られるは共通語と同じだが，踏まれない〉フマンナエ，踏ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた〉フマヅダ，盗れるとき〉フマレッドキのように．擁・促音化し，命令形は
レロとなる。
　（5）可熊　書かれる・来られるも用いるが，書ける・来れると可能動詞を用い
ることが多い。漢語を動詞化したサ変の勉強されるなどは，～サレルのほかに
～スラレルともいうQ　（したがって，その打消はサソナエ，スラソナエの両形が爆い
　　　　　　　　　　　　　　　　文　法　　　　　　　　　　　　　　43
られる。）以上のほかに多く用いるのは，動詞の終止形にエをつけるいい方であ
る（書グ＝，勉強スルエ……）。用例をあげると，
　ヨムエベ（読むことができるだろう），ヨムエケ（読むことができた），ヨムエソト（読
　める人），ヨムエゲバ（読めるならば）（仮定）
　この語法は柑山地方だけに行われ，庄内でも内陸地方の置賜では用いない。
秋田・青森・岩手および宮城の一部にあるtVニヨイ，　tV・＝エと岡じもので，
ニヨイ→ニエ→エと転化したのである。　（読ムエの打消はヨムエネとはいわず，ヨ
マレナイの転じたヨマンナエとなる。）（備考．置賑・庄内地方では読マエル，書ガエル
という。）
　（6）使役　＃16・させるを∫eru，　sa∫eruと誰るQ　LtLL1dtmL6・掛せ．るなどの使
役はsa∫ervaよりもra∫eruという煮が多いことは前述の通り。
　（7）希望　たい・たがるが誼ってダエ，　ダガルとなる。　仮定はdaeg§ba，
daegondaraとな：る。ダエは連用形に接続するが，連体形に接続することがよ
り多い。
　　｛鶏∫；ll　｛菱；算
ラ行四段および四段以外の動詞連体形のルは促音化する。
縁魏躍欝藤西菖化）｝四過臨
　この2例をegidae，　uugedae　を強調のため促音化したものと解する者もあ
　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうが，クッダグナル（来たくなる），スッダグナル（したくなる）が，それぞ
れクルタク，スルタクの促音化であることを理解すれぽ，たいが連体形に接続し
たことを認められよう。
　（8）比況　ようだはほとんど用いられず，ミダエを用いる。（犬ミダ！一ナ猫，雪
ミダエ白イ）
　（9）様態　そうだは少し用いられるが，多くはミダエという。（雪デモ降ルミダ
エナ天気ダ，負ゲルミダエデモ無エケ）
鋤伝聞　そうだを胴いず，次のような表現をする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明日雨が降るそうだ〉アシタアメフッド，アシタ雨フッドヤ，雨フルテヨ，
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　　雨フルざッス（ていねい）
　（11）敬譲　です・家すのていねい語が用いられないで，終助詞ろ（助詞の項参照）
を用いる。れる・られるもほとんど用いられない。（東北の子供たちが，先生モ行ッタ
カ，先生モクテミロくたべてみよ〉のように無敬語の会話を平気で交していることから，
敬語指導の問題がしばしばとり上げられるのである。）おとなの世界では，食うをアガ
ル，いらっしゃるに対するゴザル（行く・来る・居る）などの敬語動詞があり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　中流婦人は～デアンスを用いる。～せられるの転じたシャルの命令形シャエ，
　　　　　　　　　　　　　下さいの意にケラッシャエを依頼・要請・勧誘の場合にさかんに用いる。
　　kaga∬aeお書きなさい，　s田wara∬ae坐りなさい
　　mlra∫∫ae　ごらんなさい，　gδdza∫∫ae　　おいでなさい
　サ変は，勉強sa∬ae，　s滋ra∬aeの両様が用いられる。
　面de　kera∫∫ae見て下さい，　e∫∫oe曲a∫∫ae　一縮に参りましょう。
　（備考）～して下さいを，羅賜地方では～シテナゴヤエ，～シテクダエといって，ヶ
　　　　　ラッシャエの村出弁と対立する。
　働過去（た）濁音化してダ（見ダ，騒エダ）となるが，サ行四段・サ変・力
変動詞に接続（貸シタ・勉強シタ・来タ）の場倉，前が促音便（降ツタ・買ッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハラ　　　　　アマタ）の場合，また促音便化した動詞の促音省略（払タ・余タ）の場合などは濁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らない。ただし，ラ行下一段動詞に接続し，促音化（腹ガフグッダ，金ヲ借ッダ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合と受身助動詞レルに接続（繭二降ラッダ，犬二吠エラッダ）の場合はダ
と濁る。（舗考・ζの場合・西村山郡西部ではhcuradd5a，　hoeraddsaという。）
　仮定形は～ダラよりもダレバということが多い。
　注1）現窃進行・継続の表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書クの過去は書下ダ（wro七e　or　have　written）だが，無口ッダと促音を加えると，
書キツツアy（be　writing）の意になることは前述〔動調1．i注8＞参照〕の通り。
　注2）現在を過表的に表現する習潰
　「～さんはそこに居るか」と電話qでたずねる聴，訪問して在宅をきく蒔，r鷹ダガ」
　　　　　　　　　　　　　　　といい，「お金があるなら」を「アッタラ」というふうに，現在を過去法でいう習慣があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。用言の仮定形（叢鋤盛，煎れば，善塑凋むも（書エダラ，受ゲダラ，善ガッタラ）
ということが多い。　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　注3）動詞の活用語尾をア段にして，それにタ（またはテ）を続けて，ひとりでに無意
識的にそのことが行われた意に用いる。
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　　　　はいる気でなかったのが，ついハエラタ。
　　　　見ようとしないのに，ヒトリデにミラタんだ。
　　　　思わず知らず手が握ラテいた。
　　　　　　注4）タツタの朋法が今も西村山郡西音影・薩鐙賜郡菓北部にあるようだが，この地力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ハでは，nnaega， honnaegaが下に接する時だけ，オ箭モ　行ッタッタ　ンナ＝x・ガ（お鶴
も行ったというじゃないか）のように，網手をなじるように問責するときに用いる。
　㈲翻想（ケ）これを助詞とする入もあるカ㍉推量の助動詞べが次に接続するので，
これを助動詞として取撒うことにした。）
　　1）動詞終止形に
　　　ジエロゾ　　ゆンナ　　　彼奴　昨霞モ　町サ　エンケ。（かれは読点もli壌こ行くのを見たよ，の気持）
　　　　　　　　　　　　　　　もう少しでワスレヅケハー。（もう少しで忘れるところだったよ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある事象なり経験なりを憶想して対巻に話し聞かせる語法で，行ッタ，忘レ
タの単なる過去と比較してみると，理解される。
　2）形容詞・形容動詞の終止形に
　　　弱エケ（弱かった），立派ダケ（立派だった）
　3）助動詞の終血潮に
　　　　　　　　　　　　受身 もう少しで殺サレッケ（殺されるところだった〉
　　　　　　　　　　　　可能 ナソボモ　行がレッケ（または行プエケ）（いくらも行くことができた）
　打消　まだ　死ナネネ（まだ死ななかった）
　　　　　　　　　　　ハ　使役 随分傭人バ稼がシェッケ（傭人を働かせるのであった）
　遇去　キソナモ　アソゲ　エダケ（夢殿もあそこに居った）
　希錐　オラモ　エグダエケゲソト（私も行きたかったけれど）
　推獄のらしい，指定のだなどにも接続するが，これらの例から見て，動詞や動
調的活用の助動詞に接続する場合は回想的であり，形容詞・形容動詞あるいは
それらの型の助動詞に接続する時は，タとおきかえられるほどで，過去とも騨
想とも児られる。
　5・特徴的な助詞とその用法
　5。1格助詞
｛め助詞：醤略　主格を示すが・は，希望の対象，動作・好悪の対象を示すをを姦
略。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　花咲エダガ（花が咲いたか），オ箭望ッポド馬鹿ダナー（お前はよほど馬鹿だなあ），
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　　　　　　　　ス　　オ茶飲ミダエ，仕事投ゲデ来タ。
　（一音節語名詞が長母音化することは，音韻のlj　3．　1参照）
〈2＞パ　強調または選択の場合，をを省略できないときは，バををの代りに使う。
　（人に多く用いられ，贔物には少ない）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俺バマヂェネデ　誰バマヂェル気ダガ（俺を交ぜないでだれを交ぜる気だか）
（3）連体修飾認を作るのは共通語と同じく用いるが，代名詞につけば，「俺ナ物，お
前ナ道具」のようにnaとなり，「杉ヌ木・松ヌ木」のように樹木名には～ヌギとな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ドモる。俺家　orae，俺達の組or蚕de　k田頂，自分の娘・自分の餓鬼warmrusdime，
wa：gagiのようなのの省略例もごくわずかにある。
㈹場所。方向を示すに・へは，出形サ行く，家ノ前サイタなどとサを用い，あち
らに，こちらに，俺に．くれのような場合，att∫a，　kott∫a，　oret∫a　kereとt∫a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になる。時閥・原因・結果などを示す場合は，「3時エナッド（3時になると）」，「病
　　　　　　　　　　気エナル」，「医老エナッタ」のようにいう。（備考．庄内・農賜では，「険画見サ行く」
「遊びサ行く」のよ5ないい方もある。）
（5＞と　並列・共同の意にはdoと濁り（「俺ドオ前ド」），帰着の意にはeを用い
（「湯が水エナル」），引用のとはteという（「明田天気だテ雷うけ」）。
（6）比較のより　きega（よりかの詑）を謡いる（「俺客ega大きい」）が，多くの場
合きegamoを用いる。
（7）並列のや　あまり用いないで，「犬ダノ猫ダノ」，「犬ドが猫ドがたんと飼って
る」の語法による。
（8）シテ　「親子シテ泥棒する」，「5人シテやっと終えた」のように共同の意にも
恥いるが，「俺1人シテした仕事だ」のようにもいう。デとおきかえられる。
　5．2　接艦…油団司
（i）ば　「書ゲバ」，「死ネバ」とパを用いて仮定を示す（出来る・受けるなどの語は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ラバ，～レバの両形あることは前述）が，多くは～ゴソダラ，～ゴッタラ，・）ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソバを用い，あるいは過去表現法にして，（「明日雨降ッタラ行ガネ」（雨が降れ
ば行かない）のように竺を用いる。「油屋は雨が降れば喜ぶ」のように真理を
述べるには，降ルド，降ルヅド（降るというと）という。（’したところがの既
定条件をあらわすには，（・タレバという。
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　　家サ帰ッタレバ寄集ツテ居ダケ。
　　　　　　　　　　　　　　　よく見ダレバ隣ノ犬ダッケ。
　〈2）カラ（設ってgara）　仮定を表わすのにこの特殊の助詞を用いるのが中年以
　上の人に多い。
　　　高エガラ買ウナ。安エガラ買ツテ来工。
　　高いなら，安いならという仮定の意で，くあらばの約略かと思われる。動詞
　や助動詞にも接続させて，
　　　オ前ガエンカラ俺モエグベ（お前が行くなら俺も行こう〉
　　　ホダエ着タエガラ着テ行ゲ（そんなに着たいなら着て行け）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪　のいい方をする。（共通語の「から」の意には下記のサゲ，ハゲを用いる。）
　③ても（仮定相反）〉タテ
　　高エタテ　カマネ。　（高くてもかまわない）
　　　ナエテ　ユタテ　キカネ。　（何といってもきかない）
　㈱けれども〉ゲント，ゲド
　　書ギダエゲソト　霧ガソナエ（書きたいけれど書かれない）
　　（備考．庄内方言では，「好エドモ」，「苦シイドモ」とドモを相いる。〉
　〈5）理li鎗・原園のので・から＞sage，　hage（関西語サカイの転）
　　　　　雨降ッサゲ休んだ。
　　安エケハゲ買って来た。　（安かったから）
　村山・最上・庄内地方で用いるが，置賜だけは共通語のからを用いる。（しかし
　明治35年刊「米沢言音考」には米沢地方で用いられたことを記している。）庄内地方で
　も飽海はサゲ，ハゲだが，鶴岡方面はスケというQ
　｛6）ながら　力競・サ変動詞に続くとき，キナガラ，シナガラのほかにクンナガ
　ラ，スンナガラともいう。
　5．3　蔑哩助言司
　（1）ばかり〉バリ　2時間バリ，目先の事：バリ考える。そのほかに，有ルバリ
　スネ（絶対に無い意），　来ルバリ　スネ（絶対に来ない意）のような用法もあ
る。
　（2）ダテ　歩いてダテ行ける（歩いてでも）
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（3）しか（限定〉スカ　コレスカ無熱。（庄内方需では，「コレガト無い」，「一杯
ガト飲マエネ」のようにガトを用いる。）
　　　　㈱オガシャレ（～どころか，～はおろかの意）
　狂言霞己に出てくる捨てセリフのおかつしゃれと比較できるQ
　　1万門oga∫are　100円だって審付しない。
　　！0購ogaSare　1　Hも手伝に来ない。
　　　　　　　　　　ペロ　寄付金出すoga∫are看も出さない。
　多くは数詞（時に動詞）に接続し，打消の語を伴う。
（5＞ぐるみ〉ガラミ　「皮ガラミ食う」，「風呂敷ガラミ忘れた」
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）ガナ　「豆臆20円胆照ケラッシャエ」　（20円面当の分量を下さい）
（7＞デエラ　（庄内だけで用いる。並列のなど，とかの意）
　「雀デュラ島デエラ飛んでる」，「シーデェラ　サネデェラ」（するとかしない
とかわけわからぬ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
（8）ヤナカ（庄内だけで用いる。などの意）　「足ヤナカ洗工」，「見タリヤナカ……」
　5．　4終納詞
　　　　　　　　　　（1）sa（誘引）　早グァエベサ（急く行こうよ）
（2＞hai（強意）オラ今賃休ムハー（私は今属体むよ）
（3）　d・di・（強意）「ヤンダヅー」（v・やだよ）・r・∫aned・臨］、（知らないよ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四t∫a（岡　） £hδ慮bet∫a］（そうだろうよ），［スカネチャ］（嫌いだわ）
（5）ma：（問　）〔hidama：］（そうだよ），［h5dakema　neja］（そうだつけね一一一　）
（6）簸e5a　（同　　）　［hδdadz磁neja］　（そうだオっ2a），　［honnaeke　neja］　（そうで
なかったよね）
（7）xxa：（詠嘆）「ヤソダナー」（いやだなあ），［きe9田kitana］（よく来たねえ）
（8）dzae（強意・ぞに当たる）［koronda£e　s∫anedzae］（転んでも知らないそ）
（9）taraL（捨てぜりふのようにつける）［ege　s夢kanettara］（いけ好かないことよ）
（10）honi（本当に→ほんに→ほに）£hlda　ho跳］（ほんとにそうだよ），［h6dake
　honl］（ほんとにそうだった）のようにやや詠嘆的。
翰［hore］（代名詞「それ」の転成か），［h＝dadz曲hore］（そうだよ），〔ette
　koe　horeコ（行ってこいよ），〔rusldado　horej（そり“e，　うそじゃないか，
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うそだ）
囮∫lta（強意）［hδdaga∫ita］（そうかね），［oramo　e胆ne∫ita］（私も行かな
いよ）
（翁gaja（疑問のかに詠嘆のや）［ho：gaja］（そうかい？），　ffh6dake　gaja］（そ
うだったかいア）
㈱ss藤（ていねいにいうとき）［明Ulss醐（行きます），［h6dass｛幻（そうで
す），［h6d論ess醐（そうでしょう）［h6d蚕begass蔀コ（そうでしょうか），［きesstl］］
（いいです），［mmaess醐（うまいです），〔mmaenass醐（うまいですなあ1，［hontう
dass醐（ほんとです），〔hont6dakess薗］（ほんとでした）のように活用語の終正形
や旦力感｛こっくほヵ“i・こ，［ohajoss灘］（：お畢う），［konnittsassul］（今臼は），［komban
waSS蕨］　（今晩は）のような日常あいさつ語にもっける。前の語を必ず促音化
していう。置賜ではs苗よりもsTに近く発音する。
㈲ora本来第1人称代名詞だが，終助詞的に交末につける習慣がある。［s∫ane
ora］（私は知らない），〔a∫Vtamo　eljru　ora］（明日も私は行く）．
㈹貸are　文節の切れ擾iにはさむ間投助詞として，葉叢の～ネ，～サに相当す
るく、アノナレ，ホダガラナレ（だからさ），オマエモナレ（お前もね）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹do 伝言やお伽噺を語るときに文末に結びとしてつける。爺ッァ早グ来エド。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ（雑く来いってさ。ていねいにはドヅスという），昔々爺ッァド婆ッァイダケド。
（爺さんと婆さんおったとさ）
　（館考）
　1）dztu　叢上郡で用いる。［hδda臨調］（そうだよ）
　2）砺e　山形市の女性が用いる。強意ぜに当たる。［honnaeke　d5e］（そうでなかったぜ＞
　3）cl　ze　庄内で用いる。イロメゼ（いらないだろうよ）
　4）tae　葉村霞郡山寺・高瀬村附近のみの用法。　「佐藤の家どこだタェ」「佐藤テ，二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人いだタエ，チチャコナガ（小さいのか），オッケナガタエ　（大きいのか）」（taeは
　　本来第2人称代名詞）
　5）wa最：．ヒ地方蒋有。［eganenagawa］（行かないのかね）。（東來の女性のNだわの
　　わとはちがう）
　6）nOl庄内地方特有の終助詞で，尻上り調にいい，文節の切れ鐸1の闘投助詞でもあ
　　る。［ano　nOi］（あのね，村出のナレに当たる）
　7）SQ概賜地方（小国方蘭になし）に特有。強意。〔h6dasso］（そうだよ），［hGnnesso］
　　（爵）ヵミうよ）
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8）ba，　baja　山形の若い女性のみ使う。［honnae　baja］（そうでないわよ）
9）baja　庄内特有。反語。「そんなもの要ろパヤ」（いらない）
　　　　なテ　ヤマ　　　　タケ　ハラ　　　　　　ココ　ノ　イ千葉県　館山市竹原（旧九重村）
　　　　大　岩　正　仲
?i　諏覆　9．7km2（昭30）
H　人口　2，636人，498世帯，1世帯5．3人（昭3◎）
］1こ口動態　総転入数73人（総人口に対して2・8％），総転繊数85入（3．2％），
　千僧県外からの転入18人（0．7％），仁心への転出36人（1．4％）
1V　就業人as　農・林業1，282人（総就業人Pに対して85．6％），水産業0人，鉱業
　o入，工業0人，商業43人（2．　9％），公務・自由業166入（11．1％），その他。
　入，計1，491人（100％）
V　おもな塵業（おもな生薩物資）　農業（米・麦）
W　！階調進学春数（進学率）37入（中学卒業者数に対して65．7％）一（昭30）
W　ラジオ聴取率　1世帯に1台（昭30）
加階聞購読率　1世帯に：1部（昭3G）
　　電話加入率　41．5世帯に1本
x　上水道　ない
XIまとまった買物をするところ　館由市北条
　　置けが・重病のとき入院するところ　館霞市北条
双　被調査費（敬称略）
篠塚　文蔵
篠塚　詳治
渡辺　八勝
久保田きよ
久保田癌寿
高梨　守
小柴　義孝
館山市竹原
館田濱竹原
館鼠1市竹原
館山市竹原
館山市竹原
館山市大井
館Lil導水閥
???????（丁田）65
73
75
53
57
59
57
????? ???? （掌談）
中間（18歳まで国府）　農業
不変　　農業
不変　　農業
不変　　　　農業　　　　　　　　　7～9年
中間（7歳まで豊田）　7～9年
Jr3
はじめに
　1．千葉県：芳蓄のあらまし
　千葉県の方言は，南園部と爽北部と西北端との3地域に分かれる。南細部の
ア　 ワ　　　　イ　スミ　　　ヰちミ　ロソ
安募・夷隅・震津郡を中心として安房上総が大きく岡一の色合を恭し，東北部
　ウミカミ　　ソオサ　　 カトリ　　　　　　　　　　　　　　　　インパ　　　　　　　　　　　　　　じかシカツシカの海上・疲瑳・香取郡が別の色調をもって印旛郡へ延び，西北端の東葛飾郡が
　　　　　　　　　　　み　　ノぞまた異色を呈している。千葉郡は東北部色と酉北端色との中間である。
　県下の方器勢力の実状をよく示すものは，語中語尾の力行子蒋に現われる現
象である。東北部（海上・匝瑳・香取）では有声化する頷向があり，この傾向
　　　　　　　　　サンプは印旛郡にも及び，由武郡にも見られる。南部（蜜房・夷F禺・国津）では脱落
　　　　　　　　　イチハラ　　　　チうオセェする傾向があって，市原郡や長生郡にも幾分は及んでいる。西北端の東萬飾郡
から千葉郡へかけては，力行音のままである。
　その他の事象についても，多少の凄入りをもって上記の3区域に準ずる領域
を示す現象が少なくない。形容詞の推量表現，たとえぽ「遅かろう」は，オソカ
ンベーが葉壷飾に行われ，オソカッペーが東北部から印旛・千葉・由武に優勢で
あって，長生・市原にまで及び，オセーッペ一型が安欝に行われて君津・夢ξ隅・
長生に優勢で，市原・山武にまで及んでいる。　「叱られる」は，菓葛飾がコソタ
レルで，これと同系と考えられるコゴッチャレルが印旛・千葉・市原に行われ
ているQ安房・歌津・夷隅から長生までオダサレルが優勢で，東北部はオコラ
レルである。山武にはオッツァレルが行われて，長生・市原へも及んでいる。
「稲叢」は，海上・匝瑳・香取・山武にノ・一系が，東葛飾から安房まで累の西
半にボッチi系が，そして印旛郡にはノー系とボッチ系とが，イナブラと並んで
行われている。　「親類」は，東葛飴1・印旛・千葉・市原にオヤコ系が行われ，
海上・匝瑳・香取ではイトコが行われて，山武から長生・夷隅へまで及んでい
るQ
　アクセントに．ついては，昭和28年の夏に加藤儒昭氏（当時都立大学4年在学〉
が各地を歴訪調査した結果によれぽ，安房および上総の大部分が房総音調（ア
クセント），下総の大部分と山武郡の北部とが東京式音調で，爽葛飾は西北部が
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　　　　　　　セキヤド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タナカー墾に近い所（関宿町その他）と埼玉式音調の所（田中村その他および西南端
　ギむさトクの行徳）とであるという。
　2・方蓄から見た調登地点の位置と性絡
　　　　　ココノイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マル
　調査地点九重村（昭痴29年に館山市に合併）は，安房郡の中央部に位し，丸・
トヨダ　　　イナミヤ　　　ゆ　　ぱ　　　タテノ
豊田・州都・国府・館野村などとともに俗にクンナカ（国中）と言われる地方
である。同じ安房でも，海岸地方と内陸部とでは方雷にかなり差異もあるよう
であるが，この点で九重は安房郡のなかで最も一般的な地点といえるであろ
う。九重は，明治22年の町村制実施の際に，江田・竹原・大井・水玉・薗・：二
子・安東・宝貝・水岡の九つの村から成り立つた村である。このたびの調査は
竹原を主として大井・水岡を参考にした程度であるが，地域的な警語状態はほ
ぼ一様であるように思われるQ
音 韻
　1．　単音と成音
　1．1単音
　子音としては，［1］が全く現われない。ガ行およびその拗音の子音は，常に
［g］である。携音としてならぽ，［部も現われる。溌音の音声としての諸柑
や性質については精密な観察をしていないが，東京語と同じようである。
　母音では，iが，一音ずつ発音する時はやや中雪的になるが，語中では，［茎］
と［i］な：いし［6］との間を浮動するもののようである。
　eは，一音ずつでも，語中でも，常態ではやや狭く，［6］ないし［e3で表
わすべきもののようである。長音では特に狭くなる傾向カミあるが，語中の短音
では，東京語と間じくらいに広く［さ］（［ε］）と発音されることも多い。
　イとエとは，明らかに別の音韻であって，たとえぽ，イイ（良）・イケ（池二戸
ヤシイ（屋敷）などはエエ・エケ・ヤシエではないようであるが，語によって
は，＝・グ～イグ（行）・エル～イル（居）・カイマル～カSマル（駆廻）のように浮
動性があり，あるいはエドくイド（井戸）・エモくイモ（芋）・Xレルくイレル
（入）のように転託したものもある。浮動性にしても，転言fヒにしても，その方向
　　　　　　　　　　　　　　音　韻
は，二重母音的になるものを別にすれば，イ〉エが多い◎
　iとUとの閲には，浮動性も転託もあまり見られないようである。
　なお，母音の長音については，2・連母音の変誰を参照0
　1．2聴音
55
　成型についても，おおむね菓京語と変らないようであるから，特殊なものだ
けを取りあげる。既述のとおり，ガ行音は本月ぽかりであるから，以下いちい
ちこのことを断らない。
　合拗音では，クワ・グワがある。ただし，一二の語に限られ，かつ，60歳台
以上の人はおおむねこの発音をするようであるが，50歳台の人々の中には，同，
じ都落でも，全くこの発音をしない人もある。大半の人々がクワで発音する語
は，「菓子」および「駄菓子」などのような連濁の場合だけで，「火事」は，
50歳台の人はほとんどカジと発音し，さらに，「会社」「外国」をクワで発音す
る人となると，60歳台以上でもまれになる。「果実」「関東」「薬罐」「水瓜」「煉
瓦」は，問いただした14人の人がみなカで発音した。
　クワは，そのほか，第二次的な音声一音韻の融合や音響などによって現わ
れる音声を仮にこう名づけるならぽ一として，タックワソ（沢庵）・クワネ
ァ（食わない）などのような場合に現われることがあるQ
　開拗音では，標準語と同じく音韻として清濁ともで11種類（キャ・ギャ・シャ
・ジャ・チャ・二x・・ヒャ・ビャ・ピャ・ミャ・リャ）が見られるけれども，
短音だけであって，その長音は，擬声語としてか，または，まれに第二次的音
声として現われることがあるだけのようである。すなわち，たとえ．ぽ，コソ＝
ヤク（萄男易）・シャベル（喋）のニャ・シャなどは第一次的な音韻として存する
が，ニャー・シャーなどは，ニャーニャー（猫の鴫声）やアガラツシャー〈ア
ガラッシェァ〈アガラッシャイ（お上りなさい）のように現われることがある
だけのようである。しかも後者は，アガラッシェァの形をとる方が多い。また，
「押せば」「見れば」などは’常にオセバ・ミレバであって，オシャー・ミリャー
とな：ることはない。
　ウ段拗音では，ビ”・ミュをまだ耳にしていないが，他の9種類（キュ・ギ
ュ・シュ・ジュ・チュ・Pt　＝一・ヒュ・ピュ・リュ）も，第一次酌な音韻として
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は，これは長音だけしかないようである。第二次的な音声としても，キュエ
（聞け）のキュと，シュエ（敷け）のシュとが現われるだけのようである。
　標準語のシュ・ジュに相当する音韻は，長音では変りがないが，短音ではシ・
ジと発音される。「教室」も「供出」も，キ・一シツであって，区別が無い。そ
のほか「主人」「十羽」「巡査」「順番」「外出」などが，それぞれシジン・ジッ
パ・ジソサ・ジソパン・ガイシツのように．発心される。標準語のジ。。ズまたは
ズズ（数珠）は，麟z醐［3頓H3iz｛幻などのように人によって発音に少し
差があるが，ジュズとはならないようである。
　オ段拗音は，清濁・長短ともにその存否を標準語と同じくするようである。
　特殊な成音には，ツァ・ツェ・シェ・ウェ・ウォの5種類とεee韻の六六そ
のほかがあるが，いずれも第二次的音声として現われるものぽかりである。
　ッァは，トッツァソ（父）。クラッツァレタ（食：いっかれた）。フッツァバー
（破く）などに現われる。サあるいはツアの転砒した音であるが，長音の実例に
は接しないQ
　ッェは，イーッッェル（言いつける）・カタッツェル（片づける）などに現われ
る。ツエルくツケルの転論したものであるが，これもまだ宮漏の実例には接し
ない。
　シェは，これは短音でなく長音として現われるだけであり，かっ，直音セが
このように発音されるのではない。キサッシェー〈キサッシェァ〉キサッシャ
イ（来なさい）のようにシェーとして現われることがあるだけで，それも，シ
ェアと発音されるときの方が多い。
　ウェは，これも直音ヱが存するのではなく，第二次的音声として現われるだ
けである。「植える」がおおむねウウェルであり，また「食う」の已然形が人
によってはクウェバと発音されるので，この音が現われる。また，この長音が，
アゥェー（青い）・ッウェー（強い）のように，　oiの宮盛によって現われる。
　ウ憂は，やはり直音ヲとして存するのではなく，第二次的音声として長音が
現われるだけである。ツウェー（強い）の連用形ツウs一　Ptの中に現われる。
　εお韻は，連母音alの変説として，五十音の各行において成音を構成して
いる。このことについては，2・連母音の変誰を参照。
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　そのほかハ行のへは，常態として［h6］であるが，その長音は［g61］に近
く，ヒェーまたはヒーのように聞える。このことについては，2・連母9の変誰
e圭を参照。
　なおまた，ブが，促音の次に来て「アイ」へ続くとき，合体してバー・ピー
となるまでには至らず，ブァ・ブイのように現われることがある。実例は，シ
mッブー（引摺，引張）についてだけしか知らないが，打消のナイや使役のセ
ルへ続いて，ショップァネァ・シ・ッブァセルなどとなり，または欲望のタイ
へ続いて，ショップaテァのようになる。完了のタへ続けばショッビータとな
るのであるから，これらはブァ・ブイの一つの現われ方である。
　促音は，濁音の前にも生ずることが少しも珍しくない。ラ二三の前にも生じ
得るし，ナ三音の前にも現われることがある。
　　　ガ行音の前一ニッギヤカ（賑），イッギャシネァ（行きはしない）。
　　　ダ行音の前一キッダシ（小刀），マッデ（全），クッド（呉れ），キッダッペー（着
　　るだろう），イグツモッダ（行く積りだ）。
　　　バ収音の箭一ショッブー（引張る），モドッペー（帰ろう）。
　　　ザ還納の髄…一コツジイ（乞食）。
　　　ラ行音の蔚一マッリョ（毬を），アッリャシネァ（有りはしない）。
　　　ナ行音の三一カリッナ～カリンナ（借りるな），ワスレッナ～ワスレンナ（忘れ
　　るな）。
　2．連母膏の変翫
　単語の中の連母音は，長音または重母音に三訂ヒする傾向がある。
　iuは，　rju：］となる。イクツ（幾）・イクラ（幾）などは，ユーッく熱イゥッ，
ユ　一一うぐ：’イウラであり，「大きい」r涼しい」の連用形はそれぞれ，オーキ”
一く蒋オーキウ〈オーキク，スズシュー〈÷；一メズシウくスズシクである。動詞で
は，「言う」r聞く」「敷く」がそれぞれ，ユー＜イウ，キュfo＜砦キウ〈キク，
シューぐ｛一シウ〈シクである。
　形容詞では，この変誰が連用形と連用音便形だけに現われるが，動詞では，
「言う」がほとんどすべての用法においてユを語幹とするぽかりでなく，「鯖
く」「敷く」も，すべての活用形における語幹がキュ・シュとなっている。たと
えば，欲望のタイへ続く連用形がキュイ・シュイであり，命令形がキュエ・
シ＝エなのである。連用音優形がキー・シーであるのは，ui＞i：の変誰かと
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思われるe
　「行く」はイグ，　「引く」はフーぐフクだから，ここには関係がない。
　OUは，すべて［0：］とな：っている。　オモー（思う），ヒロー（拾う），オー＜
藤オウ（置く）などのようである。ただし，動詞の活用形以外でどうであるかは，
議例がないから分らない。
　auは，こa：コとなっている。カー（買う），ナラー（習う），アー〈聾アウ（開
く），ナーナル〈膏ナウナル（無くなる）などのようである。ただし，サクデァ（遍
身）・ヒャク（百）を，サウデァfヒャウと発音する人もあるから，auの連母音
が全く存しないわけではない。
　eiは，［e：］となっている。エンゲー（演芸）・テーネー（丁寧）などのよう
である。ただ，デール（出来る）は，ゲイルとも発音されるから，eiの連母音
が全くないわけではないG
　この種の，eiから脈無した［ei］は，［6：］から［さ：］（［e：］）までの間で浮
動するが，ヘイだけは，たとえぽヘーガイ（塀垣）・ヘーキ（平気）などのヘーだ
けは，常に［g6：ユないし［gi：］として現われ，ヒェーまたはピーと聞こえる。
　圭eも，e：となるときは，　eiから変説したものと岡じく［6：］ないし［さr］
の間で浮動する。ケールくキエル（消），ネールくニエル（煮），メーtル〈ミエル
（見），オセールくオシエル（教）などがこの類である。ただし，「家」「知恵」な
どのように，長＝音にならないものもある。
　u呈は，〔ii］となる傾向がある。ウシー（薄い）・サビー（寒い）・アイッピー
＜躰アィッブイ（飽きっぽい）・＝一一（抜いた）・ヒータ（吹いた）などのようで
あるが，ウグイス（鶯）・スイノミ（吸呑）・スイツー（吸着）・ヌイモン（縫物）な
どのように，uiのままの語の方がむしろ多いQ形容詞の活用形と動詞の連用
音便形とでは必ずこの傾向が働くが，この二つの場合に限るようである。動詞
でも，欲望のタイへ続くような連用形ではこの傾向が働かないQたとえぽ，ヌ
イテァ（抜きたい）・ブイテァ（吹きたい）。
　ueは，ツエボー（杖）・フエネァ（吹けない）のようにそのままである。ただ
し，ueに変糺の傾向が見えないのは，形容詞の活用形や動詞の連用音便形には
ueがないからであって，本質的にuiと性質が違うものではない。
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　なお，上記の「吹いた」はヒータであって，フィータではない。　「笛」も，
ピーないしヒエと聞こえるが，［gi6」のようである。
　oiは，子音を伴っているときは［e；］となる傾向があるG　オトテー〈オFト
ィ（一昨日），オセー＜オソイ（遅），テーダくトイダ（研）などのようであるが，
ヒゴイ（緋鯉）・カヨイ（通）・コイ（濃）・コイダ（漕いだ）などのように，〔e：］
とならない語も少なくない。ただ，形容詞の活用では「濃い」だけを例外とし
て，他はすべてこの傾向が働き，四段活用動詞の連用音便形でes　，「漕ぐ」を例
外として，他はすべてこの傾向が働くようである。イー（良）は，この変讃ヒ傾
向以前にできた形であろう。
　oiが子音を伴わないときも，　e：となる傾向がなくはないが，四段活用動詞
の連用音便形でも，＝・・一テアル（置いてある）でなく，オイテのままの形を使う
人もある。語頭以外では，形容詞の活用形で，アウェー（青い）のように，W
が挿入されてウェーとなる例がある。ツウェー一一一（強い）もこの類かも知れない。
四段活用語の連用音便形にしても，形容詞の活用形にしても，オイの形のもの
が極めて限られているので，これらの実例は少ない。
　なお，呼掛のオィ，名詞のニオイ（匂）や上一一段活用動詞のオイタ（起きた）
などは変畏しない。
　oeも，カゼールくカゾエル（数）のように［e：］となっている語と，オFロ
エル（衰）のように〔oe］のままの語とがある。
　この種のoi・oeから忍言化したerは，　aiから変託した［e：］のように，［εcre］
となることがなく，　ei・ieから変零したe：と同じく　［6：］ないし［さi］とな
って現われるようである。
　ai・aeは，［εee］となる傾向がある。メァリ（参詣）・サンゼァ（散財）・クレ
ァ（暗い）・メァ（前）・コセァル〈コサエル（作）などのようである。ただし，ク
ワイ（慈姑）・ムギマイドリ〈ムギマキドリ（鶴．鵠）・カイ（間日の助詞）などは，
［ai］のままで，この傾向が働かない。形容詞式活用の語では，すべての語にこ
の傾向が働き，動詞式活用の語でも，四段活用語の連用音便形および命令法に
立った敬称の複語尾では岡様であるが，そのほかの活用形，たとえぽ四段活用
動詞や上一段活用動詞の連用形ではこの傾向が働かない。すなわち，ネァタ（泣
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いた）・ミセァ（見なさい）などでは〔εεe］となるが，ナイテァ（泣きたい）・ア
イタ（厭きた）などでは［a圭］のままである。
　aiの変身fヒした音は，［εεe］または［εEel］と表記すべきであろうが，多くの
語で［ε］が弱く，εを特に小さく表記したいほどである。ただ，ときにより
語によって，たとえぽ「貝」「蝿」などは，ほとんどケヤ・ヘヤと聞こえる。
　εeeが，一般に子音を伴えば［kεeeta］（書いた）。［waeeta］（沸いた）のよう
になるが，y子音を伴うと，［hajeec］（早い）のようになって，ハイヤーまたはハ
ッヤーのように聞え，子音を伴わないときは，［eeete］（相手）のようになって，
ヤーテに．近く聞える。
・aiから変詑したεeeは，実は［eee］と［さi］（［ε：］）との間で浮動するもの
のようであり，同じ人が，ネァ（無い）・シソペァ（心配）ともネー・シンペーと
も発音するが，それは［さ］であって，［6：］になることは全くないようであ
「る。たとえぽ，マイタ（蒔いた）は［mεeeta］から［mさ：ta］までの幅を持ってい
るが，［m6rta］とはならない。それ1・こ対して，ミエタ（見えた）は，［m6：ta］
から［mさxta］までの幅を持っているが，［mεeeta］とはならない。　それゆ
え，［mさtaヨならぽ，ときによって「蒔いた」をも「見えた」をも表わし得る
が，［mεeeta］［m6ta］は，それぞれ一方の語だけしか表わし得ないのである。
　また，語によって，たとえぽ「大根」「心配」などは，常に．デーコン・シンペ
ーと発音して，デァコン・シンペァとは発音しない人がある。
　なお，ケァタ（書いた）・セァタ（咲いた）がキャータ・シャ一丁となることは全
くない。ただ，たとえぽ，キサシシェァ（来さっしゃい）などの［∫εee］だけが，
［∫ei］ともなるが，［∫a：］として現われることもある。
　3。　力行音の子音脱落
　力行音の子音が語頭以外で脱落することは，この地方一一帯の著名な特徴であ
るが，今日では，純然たる音韻現象であるかどうか，疑問がないでもない。
　音声的条件のほとんど同じ場合，たとえぽ同じツバキにおいて，「椿」のとき
はッヌ甲であるのに「唾液」の時はッヌ三であって，一方だけが子音を落して
いる。椿はこの土地に珍しい植物ではないから，ツバキが後の移入でもないで
あろう。かつては同音であった語が，一つは公共語として使われること多く，
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他はそれが少ないというような原閣で，分化したのかも知れない。ともかくも
今日では，子音が脱落しているか否かによって別の語が示されるのである。
　古くはこの土地でも，今よりも脱落を起すことが多く，あるいは音則的な現
象であったかも知れない。今臼の老人でも，タボーイップー（煙草一服）と発
音する人（60歳台以上）もあるが，タバコとのみ発音している人の方が多い。
今日，「柿」はカキ，「柿の木」はカキンキであって，カイ・カイノイではその
意味が理解されなくなっているが，古くはカイ・カイノエであったようであ
る。屋号のカイノエは，屋敷に灘立つ柿の木もあって，確かに「柿の木」であ
ると恩われるが，今ではこの屋号が姉の木の意味であることを知らない人（50
歳台）さえもあるほどである。’
　しかし，連母音の十三，たとえぽ，aiが［εee］または［εi］となる現象は
音韻現象として扱うべきであろうが，それも，語によっては全くその現象の起
らないこともあるのであるから，このような力行子音の脱落も，一一つの音韻傾
向として見てよいのかも知れないQ
　以下，力行子音の脱落している語と，脱落しない語とについて，おもなもの
をあげる。活用語の変化語尾については一二にとどめる。
　　　キー脱落一一　イッピイ（一1匹）・カッチイくカッチキ（刈敷）・コビイくコビキ
　　（樵夫）・ザシイ（座敷）・ヘーガイ（二曲）・ヤシイ（屋敷）：タタイデァク（叩大工）・
　　ナイゴエ（鳴声）・ホーズイツパ〈ホーズキツパ（車前草）・ムギマイドリ〈ムギマキ
　　ドリ（鶴山§）o
　　　キー不脱落一　オキ（沖）・ツキ（月〉・ズイキ（芋茎）・ヘーキ（平気）・ホーキ
　　（ムリ｝二tTl）：カキソキ（柿の木）。
　　　クー脱落一オフウPtくオフクロ（母）・スウモくスクモ（零匁殻）・ッウノミル〈ッ
　　’ク／ミル（隙）・ツウル（作る）・フウラッパギ（三下）・フウロ（袋）・フウロ（桑）。
　　　クー一一不税落一　オク（卿・ジク（軸）・セァク（細工）・ドーラク（道楽）・ビャ
　　ク（糞詰）・マク（幕）・ラク（楽）1カクス（隠）・キャクマ（客間）・サクラ（鞍）・トク
　　ジン（徳人）・マクラ（枕）。
　　　ケー脱落一　ハタエ（畑）：カエル（駆）・イーッツェル〈イーツケル（欝付）。
　　　ヶ一不脱落一　イケ（池）・サケ（酒）・タケ（竹）・テオケ（手撰1）：ヤケド（火
　　傷）・フダケル座豊熟）。
　　　コ　　脱落一　コオ（此処）・ソオ（其処）・ドオ（何処）・トオ（所）：オトオンコ
　　（男の子）・コオモチ＜＝コロモチ（心持，ロ音脱落）。
　　　コー不脱落一　オデコ（出額）・ヒドコ（竈）1デコボコ（凹凸）・トコロテン（心
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　　太）・ノコギリ（鋸）・フトコロ（懐）。ホコリ（埃）。
　　　カー脱落一　カアシくカカシ（案山子）・カアト〈物心ト（踵）。サアサマ〉サ
　　カサマ（倒逆）・バアりくパカリ（助言薄）。
　　　カー不脱落一　サカ（坂）・バカ（馬鹿）・メダカ（丁斑魚）・ヨナカ（夜中）：ア
　　カリイ（明るい）・カラカサ（瀕傘）・サカナ（魚）・ナカゴロ（中頃）・バカリ（秤）・ハ
　　ナザカリ（花盛）。
　子音の脱落しているものは，キ・クに多く，ケ・コ・カに少ないから，この
現象はやはリキ・クに特に強く現われているようである。ただし，力行四段活
用では，未然形において特に脱落しにくいというような傾向も見られない。
　また，力行音を有する語が，すべて，子音脱落か否かいずれか一方の形に固
定しているとも限らない。たとえぽ，フキ（蕗）・サキオトテー（一一昨昨H）・サ
クデァ（三二）・ヒャク（百）などは，人によっては，フイ・サイオトテー・サウ
デァ・ヒャヴと発音しているし，トキ（時）・オク（置）・オキル（起きる）などの
よう1・a，岡じ人が，場合によって，あるいはそのまま，あるいは子音脱落で発
音しているような語もある。その上，大部分の語については，だれでも標準語
での形を知っているのであるから，東京人相手の話では子音脱落を避けようと
する傾きも兇られる。しかし，そのための圏帰による説形は，まだ見嵐されな
い。　r大日本岡三山高」や「安房郡誌」に採録してあるハコリ（羽織）がそれ
だとしても，この土地ではハコリでなくハオリと雷っているし，現行のト　・一キ
イ（遠い）という語は，東京語のトーイィではなく，ト　・一クイの変託したもの
であると考えられるからである。
文 法
　活用には，動詞式活用・形容詞式活用・指定詞式活用の3種類がある。
　活用形は，未然形・連用形・連用音便形・終止連体形・仮定形・命令形の6
形が立てられるQ連用音便形は，四段型活用・形容詞式活用・指定詞式活用だ
けにある。
　形容詞式活用と指定詞式活用とには，若干の活用形が欠けている。
　複語尾の活用は，敬体の複八尾のほかは，一式中のどの式かによる。
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　1．勤言論
　1．1　活用の種類とその用法
　本質的には，四段活用・上一段活用。下一段活用・力行変格活用の4種類と
見るべきであろう。
　スル（為）は，通常，上一段活用となっている。ケル（蹴）は，あまり使われ
ないが，使えばラ行四段に活用し，ただ，命令形がケレだけでなくケロともな
る。タリル（足）は上一e段に活用するが，未然形はタラである。アル（有）は四段
活用で，アールと長音の形になることが多い。／シヌ（死）は四段活用である，、
　（1）四段活用
　標準語と同じく，カ・ガ・サ・タ・ナ・バ・マ・ラ・ワの各行にあるが，力
行四段活用は，子音脱落によって，ア行またはワ行で変化することが多い。
　活用は，下のようである○
　　　隊鐘漣肺顧鞭形睡連体酬疑形1齢形i
「砺「1・サ　・シ　　　・・　…　セ
つ立
…［…
タタ タチ タツ タツ タテ タテ
　意志を表わすには終止連体形からベーへ続けるから，オ段に活用することは
ないQ
　四段活用の連用音便形は，サ行以外の蕎行の活用にある。
　イ音便・促音便・溌音便の3種類であって，その種類と行との溺係や，溌齋
便およびガ行イ音便から続く完了のタが連濁を起すことなど，すべて標準語と
変らない。
　ラ行四段活用では，未然形が打消のナイへ続くときに単音となり，終止連体
形が禁止のナや指定詞へ続くときに椀音または促音となることが多いが，これ
も東京の俗語と問じである。
　力行四段活朋とガ行四段活／…欝の響胴は，下のようである。
鷹く1・・ オキ オイ オク オケ オケ
行ぐ イガ イギ ・・旨グ イゲ イゲ
漕ぐ コガ 』ギ コイ コグ コゲ コゲ
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　標準語の力行四段活胴でただ一つ促音便になる「行く」は，ガ行に活用する
が，やはりこの語だけは促音便になる。標準語の力行動詞でガ行になっている
ものは，このほかにはないようである。
　力行四段活用の活用語羅は，子音脱落によって，ア行音となって現われるの
が常態である。，
　未然形では，語幹末母音がUまたはOである語はワとなることが多いQヌワ
（抜），オワ（置）。終止連体形では，連母音変言1ヒによって，語幹末母音の引音と
なる，，カー（書），オー（置），ヌー（抜）。　仮定形と命令形とでは，エとなるが，
「良く」の命令形はオケのままのようである。
　イ音優による語尾のイは，連母音変諄1ヒによって，語幹末母畜がaならぽ［εa∋］，
oならば［e：］，uならば［靖となる。たとえば，［keaeta］（書いた），〔te：daユ
（研いだ），［ni：ta］（抜いた）。ただし，コグ（漕）は，この心魂が起らない。
　音便形でない遮用形のイについては，子音脱落によるものであると否とを匿1
わず，連母音変誼が起らない。仮定形・命令形のエも同様である。［ka下燃e〕
（霜きたい），［nuitεEe］（抜きたい），〔aeba］（会えば），［kae］（書け）。
　ワ行四段活用の活用は，共通語と同じであるが，下のような現われ方をする。．
　未然形の語尾は，語幹末母音がaである語は，アとなることが多い。アア
（会），カア（買）。終止連体形の語尾は，連母音古言1ヒによって，藷幹末母音の引
音となる。カー（買），オモー（思），ヌー（縫）cしたがって，力行四段活用と近
似しているが，連用音便形が促音であることによって，本来の別を保っている。
　力行囮段活用とワ行四段活用をこは，終止連体形の語幹末がiで現われるもの
はない。
　イウ（口）は，連母音変言1ヒによって，t一　一一となり，他の活用形の語幹もユとな
って現われ，る。
　キク（聞）・シク（敷）は，子音脱落と連母音変誼とによって，キ＝一・シ＝一一
となり，他の活用形の語幹も，キュ・シュとなって現われる。未然形はさらに
キャくキュア，シャくシュアとなり，連用音便形はキー＜キュイ，シー〈シュ
イとなって現われる。（附　1交例1・2）
　（2）上一段活用
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　ア・カ・ガ・ザ・タ・ナ・バ・マ・うの餐行にあるが，東京謡と同じくハ行
はなく，スル（為）がこの活用をすると見られるからサ行が加わることになる。
　活用は，標準語と同じである。ただし，力行上一段に：活用する語のうち，文
語で上二段活用のものは，子音脱落によって，ほとんどア行に活用する。かつ，
デキル（出来）は，デールとなって，一F一段活用と同じようになって現われるこ
とが多い。
　（3）サ行上一段活用
　シル（為）だけであり，それも，場・合によって，終止連体形のスルと仮定形の
スレが使われるから，上二段活用でもある（附丈例3，4）。未然形は，打消・受
身・舞能の複語尾へ続く。使役を表わすには，動詞サセルが代って使われる。
　シル（スル）は，おもに．自動詞として，情態副詞を受けて（「静かにシル」），ま
たは賓格の語を受けて（「勉強スル」）使われる。
　鮒　下一段活用
　標準語と同じ各行にあるが，ハ行はないQ力行下一段活用の語尾は，子音脱
落の起らないことが多い。活用は，標準語と岡じである。
　クレル（呉）だけは，命令形はクレであるが，それに代ってクッド・クッセァ
などの使われることが多い。クレナの雷い方は，この語にはない。騨のルの変
説のほかに，打消のナイへ続くときに未然形のクンとなることがある。
　ア三下一段活用は，連母音変誰によって，下のように現われることが多い。
　語幹末母音がaである語は，εεe÷靡となる。　kosε龍ru〈kosaeru（VF），
heaeru＜haeru（生）。
　同じく。である語は，e：＋靡　　となることがある。　たとえぽ，　kaze：ru
〈kazoeru（数）。ただし，「衰える」は，　otore：ruとならない。
　同じくiである語は，6：十七となる。k6：ru＜kieru（消），m6：ru〈mieru（見）。
　伺　力行変格活用は，クル（来）だけであって，下のように活用する。
じ翼…1三判キtt　l「－翌⊥／ジニi．∬三］
意志のペーへ続くときは，連用形からのことが多いが，終止連体形からのこ
ともある。後表は古い用法のようである。ベーへ続くときの終止連体形は，必
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ずクの形をとる。クは，活用形として立てるべきものであるが，ベーへ続く時
だけの，かつ，まれな用法であるから，しぼらく終止連体形に併置しておく。
　1．2　有雛活用の擁のル
　促音または溌音となることが多い。禁止のナへ続くには，携音であることが
多いが，促音であることもある。指定詞のダや問い掛けのカイその他の助詞な
どへ続くには，促音である（附文例3）。終止連体形が，助詞のノを介して問
い掛けのカイへ続くとき，靡のルが溌音となるか，ルはそのままでノが携音と
なるかは，個人によって違うようである（附交例5）。
　1．3　自動詞と他動調との交渉
　下一段活用のドッケル（退）は，標準語のドケルとドクとの意味で使われる
（附　　ぢご例　6，7＞o
　上一段活用のシル（為）は，おもに自動詞として使われ，他動詞としては，多
くの場合，ヤルがこれに代る。
　四段活用のタツ（立）は，　「家をタッた」というようにも使われるQこれは，
東京語と同じようである。
　2．形容詞
　2．1形容詞の活用
　活用形式が，本質的には，クイ活用1種であり，活用形が，連用形・連用音
便形・終iと連体形の3形だけである。下のようである。（2．2参照）
濃い｝ ・須・・ク・・イ
ー?
　連用形は動詞へ続くときの形であり，連用音便形は完了のタおよび推量のペ
ーへ続くときの形である（附交例23・29）。
　打消のナイへは連用形から続き，接続助調のバへは終止連体形から続く。
　2．2　クイ活用
　力行子音の脱落と連母音の変言fヒとにより，ク・イへ接する母音の種類に従っ
て，次のような音韻形態で現われる。ウーーイー変化（＜ウク・ウイ），ユーイー
変化（＜イク。イイ），オーエー変化（＜オク・オイ），アーエァ変化（＜アク・ア
イ）の4種類であるQ
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薄い｛
涼・い1 i・ズシー畢ズ・弱1
賢ヨ＿ウ・一・i・塑
細い ・・一ホ・到
ススシー
浅■
ホin　一
アサー　　　アサーツ
　　一tt
アセァl　　l
　2．3　ウーm一イew変化
　ウーーイー変化をする語は，ウク・ウイ活用から嵐たものであり，ユーイー（ju：
i：）変化をする語は，イク・イイ活用から出たものであるが，「痒い」「可愛い」
はそのいずれであるかを定められない。
1闘工三ユll野壷樋謡llτ画1L－t一．一．．．．tt．．一＿．ttt
　ヶナリー（羨）とトーキー（遠）とは，ウーイー変化であるから，本来の形
はケナルイ・トークイであると推定される。
　2．　4　オ一望ー変化
　オーエー変化をする語のうち，「強い」は，本来ッオイであるかッウォィであ
るか明らかでないが，下のように変化する。
強い レウ・ヨ・ウ・州・ウー…
｛
「青い」は，連母音の変諏こよって，下のように変化する。
i　青い ・か Tヨ冠三1．
「濃い」は，連母音の悪言1ヒが趨らず，下のように変化する。
し準◎．三叉三正一．ッ「［“デエ………im…
　2．5　「良い」の活用
　これは変格活朋とでもいうべきものである。終止連体形は，東：京語と閥じく
イィであり，連用音便形は，ξ触クッとともにe一イカッが使われる。勉クッと
解カッとは用法が全く同じようで，差異が明らかでない。他の形容詞には，
このようなことがないようである。
「唖⊥［⊥二1「セ∬山名顕．逝三．崩［．］．．＿コ
　ヨク・鮪ヨクッはヨー・ヨーッとなって，鋳イカッはヤツとなって現われる。
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・底・一 ・再・クー・i・キー； t
講説「 張ギニ誓一拙・腔一・一！
　　・・一ジ影崩ホ列
i
・細q
4懐い｝
一＝一一一2
コ　一 ＝H
??
5　贅い
・イ！
アオー’i　アオー・iアウ。一i
・強いi ・ウオー堰Eウ・一・i・ウゴi
7　赤い
8瓢q
アかIアか・1ア州
ukeh ヨーツ｝　ヤツi イヨ
　3．　指定詞と覆語尾
　3．！　謎雪定暑司
　指定詞のダは，体言・融詞・動詞を受けるQ形容詞を受けることはない（附
交ew8，　9）。活用は，下のようである。形容動詞の標準語と相違する点も，これ
と同じである。
二轟轟…三、三…工…嬰「；エダ工腸…正…コ
連用形は，打消のナイへ続く。連用音便形は，完了のタや推量のペーなどへ続
く。仮定形は，助詞バを伴わずに仮定法として使われる。場合によって，ナラ
も使われる。
　3．2　複語尾
　〈i＞意志の複語尾
　意志の複語尾には，ベーがある。動詞式活用の語の終止連体形から続くが，
一子活瑞の語では連用形から続く（附　1西川8）。
　ベーは，終止連体形だけで，他の活用形がない。かつ，終止法として使われ
るだけで，連体法に使われることがない。
　形容詞式活用の語および指定詞式活用の語は，意志表凄がないから，べ一へ
続くことがない。
　敬体の意志表出には，ベーは使われず，標準語と同じくウが使われる。
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　（2）凹凹の複語尾
　推蟄の複語尾には，ペー・ダッペーがある。ペーは，形容詞式活用の語およ
び指定一式活用の語の連用音便形から続き，ダッペーは，動詞式活用の語の終
止連体形から続く。まれに，意志の複語尾と同じベーが使われる。
　ペーおよびダッペーは，終止連体形だけで，他の活甲形がない。かつ，終止
法1こ使われるだけで，連体法として使われることがない。
　徽体の語の推量には，ペー・ダッペーでなく，標準語と岡じくウ・デシnウ
が使われる。
　（3）使役の複語尾
　セル・サセルがある。セルは四段活用動詞の未然形から続き，サセルは有鱗
活用動詞の連用形から続く。ただし，シル（為）の使役を表わすには使役動詞
が使われる。
　セル・サセルの活用は下一段活用に準ずる。ただし，連用形にそれぞれセ・
シ，サセ・サシの門形がある。意志のベーへ続くにはセ形であり，欲望のタイ
や完了のタへ続くには，通常，シ形である。
　使役動詞として，シル（為）に対してサセルがある。活用は，使役の複語尾
サセルと同じである。
　デル（黒）に対してはダサセルがある。活用はサセルと同じである。人によ
っては，他動詞ダスをもってこれに代える（附交例10）。
　ミル（昆）・ネル（寝）に対するミセル・ネセルや，ウゴク（動）・オリル（降）に
対するウゴカス・オロスなどでは，他動詞が使役動詞のように使われている：、
　㈲　受身の複語尾
　受身の複語尾にはレル・ラレルがある。ともに下一段活用であるが，しばし
ぼエル・ラXルとして現われる。レルは四段活用動詞の未然形から続き，ラレ
ルは回雪活用動詞および使役の複語尾の連胴形から続く。ただ，力行変格のク
ル（来）は，連用形と思われる形がk6：となって現われる。　受身動詞サレル
はなく，シラレルで表わされる。使役の複語尾セルからラレルへ続くときも，
セラレルの形のままで使われる（附　丈例11）。
　（5）可能の複語尾にはレル・ラレルがあるQレルは，四段活用動詞の未然形
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から続き，ラレルは，有靡活用動詞および使役の複語尾の未然形から続くr
　活用は，ともに下一段活用であるが，命令形が使われず，未然形が打消のナ
イへ続くときに，ことにラレルは多くの場合ラソの形となる（附　交騨2）。
　可能の複語尾は，容認および能力を褒わすが，四段活用動詞の容認および能
力は，可能動詞によって表わすこともできる。
　可能動詞として，四段活用動詞の下一回転活用があり，そして命令形が使わ
れないことも，標準語と同じである。
　可能動詞は能力を表わし，可能の複語尾は容認を表わす（附交例13，14）と
感じている人もあるが，必ずしもそういう区別は認められない。
　可能動詞の中には，「刃物がキレル」ギ糸がキレル」のようにも使われる語の
あること標準語と同様である。
　（6）敬称の複語尾
　敬称の複語尾には，ッシャル・サッシャルがある。前者は四段活用動詞の未
然形から，後者は有靡山州動詞の連用形から続く。
　活絹は，ともに四段型で，連絹音便形だけがシッ・サシッである。未然形は打
消のナイへ続き，語尾宋がンとなる。連絹形は，敬体のマスへ続くときには，
語尾末がイとなる。命令法には，このイ形が使われ，連母音変誰が起るが，女
．性はサッシャンシの形をも使うQ
　ナサルは，使われない。
　敬称の複：語尾ナサルの遺形と思われるものに，サイ・ナサンシ・ナがあって，
命令法に使われる。サイは，極めて軽い敬称で，スル（為）以外の有鱗活罵動
詞の連用形を受ける。セァ・セーとなって現われる（附交例15）。ナサγシは，
動詞の連用形にオを冠したものを受けるが，慣用ある動詞に限る（附丈例16）。
ナは，動詞の連用形を受ける。敬称というよりも旧称である（附交例17）。
　敬称動詞として，シル（為）に対してサッシャルがある。シル（為）から複：
語尾へ続けてシサッシャルとする使い方のほかに，サッシャルまたはシテサッ
シャルという言い方があるのである（附交例18・19）。
　活用および活用形の用法は，敬称の複語尾と劉じである。
　標準語の「ください」に相当する語にはクラッシャイがある（附丈例20）。
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　ナサルは，使われない。
　（7＞敬体の複語尾
　敬体の複：語尾；こは，マス・ゴザソスがあり，指定詞にはデスがある。
　これらの語は，活用も活用形の用法も，ほとんど東京語と同様である。たと
えば，打消や意志または推量などを表わすには，複語尾ナイやペー・ペー・ダ
ッペーなどへ続くことがなく，特に，ンやウ・デショウが使われる。
　敬体の複語尾マス・ゴザンスから指定詞へ続くときは，ダへ続くことがなく．
必ずデスへ続く（附：文｛列21）。
　（8＞その他の複語尾
　その他の複語尾のおもなものをあげる。
　打消のナイと欲望のタイ。形容詞式活朋のアーエァ変化をする。接続関係は
標準語と岡じである（附交例10，14）。
　完了のタ。すべての活用語の連用（音便）形から続く。活用は指定詞と岡じ
である。
　過去のタツタ。主として動詞および敬体のマスの連用（音便）形から続く。
終止連体形だけしかなく，終止法としてのみ使われる。回想の表繊のためには
別にタッケがある（附　：交｛列22）。
　4．特微的な助詞の用法
　助詞のうち，格助詞のサは，方向や位置などを表わす（附．交例23，24）。接続
助詞（逆態）のケンは，ケンガ・ケンド・ケッド・ケッドモなどの形でも現わ・
れる（附旧例25）。終助詞のうち，やや注意すべきものに，カイ・サ・ノー・
やなどがある（附講席26～29）。カイは，問い掛けに使われる。サは命令形に
添えられることが多い。ノーは同感を期待する場合に使われる。ヤは推量のペ
ーに添えて，念を押す場合に使われることが多い。
　一目例
　1）キャれちゃった。　（聞かれてしまった）
　2）まだシャねあG　（まだ敷かない）
　3）そんな事シッでねあ。
　4）市の財政とスンなら……
　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
　5）もう来るソかいe来ソのかい。
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6）重たあってドッケらんねえ。
　　　　　　　ソ　ド7）邪魔だから其処ドッケていろ。
　　　　　ス　イ8）そんな好きダうお前にくれべえ。
　　　　　　ザへ9）いったい誰がそれ持ってくダ。
le）出てあぽダサシてやつべえσ
箕）いじわるシラレル。習あセラレた。
　　オガ12）俺にゃシランねあ。　（出来ない）
13）この木は金神だからキラレねえ。
　　フトリ14）太くってなかなかキレなあった。
　　　ニコ　　イ　キ15）此処へ来セーよ。
16）こっちオあがんナサンシ。
17）よく煮ナよ。
　　オヤムリコ18）親守子サシッたですかい。
！9）じっとシテサッシャル。
20）案じねえでクラッシェァ。
　　アマ21）雨がちで困りマスデスねえ。
22）　「家へも来たかしら」　「来タッタでしょうよ」
23）東京サ行ぐ。
　　ヤツチ　24）熱い湯サへある。
　　　　　　　　　オ25）役員は屠るヶソ俺がやった。
　　サ　ロ26）何処へ行ぐだあかい。
　　ヘヤ　27）早く見ろサ。
28）今Elは涼しゅうったノー。
　　サブへ29）寒うっぺえヤ。
神奈川県愛弟郡燦み容村（新潜茄村）
　　　　　H　野　1資　純
f王　　面看驚　　41kmユ　（昭29）
五　人口　2，232人，414世：帯，1世帯5．4人（昭29）
皿　入口動態　総転入数167人（総人口に対して7．5％），配転繊数127人（5・7％），
　神奈川県外からの転入46人（2．1％），県外への転出25入（1．1％）一（昭29）
rv　就業人口　農・林業1，619人（総就業人口に対して77．4％），水産業0入，鉱業
　0人，工業11人（0．5％），商業1’20人（5．7％），公務・自由業2GO人（9・6％），その
　他142人（8・8％），計2，　e92人（IOG％）一（昭29）
v　おもな産業（おもな生産物資）　農業・製炭業（米・菱・炭）
Xif高校進学春数（進学率）14人（中学卒業巻数に対して22。0％）一（昭28）
VII　ラジオ聴取率　1．6世帯にエ台（昭28）
四　新聞購読率　不明
皿　電話加入率　51．8世帯に1本（昭29）
X　上水道　ない
皿　まとまった買物をするところ　愛甲郡厚木町
　　大けが・重病のとき入院するところ　愛甲郡厚木町
xu　被調査看（敬称略）　　　　　（年齢）（｛据）　（職業）　　　（学校）
　山口口次　　煤ケ谷村1987　男　54不変　小学校教員　7～9年
　肉田勇治　　煤ケ谷村1560　　男　60　’不変　雑貨商　　　Qn・6年
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はじめに
　1．　神奈川県方誉のあらまし
　神奈川県下の方言は全体としてかなりよく類似しているが，しいて分けると
すれぽ，西北部の丹沢山塊を中心にして南北に大きく区：画される。そのうち南
部はなお足柄地方，愛甲郡中部以南および中郡地方，相模川以東横浜曇声塚区
西部までの地方，戸塚・保土ケ谷以東の地方，三浦半島地方などに分かれるが、
北部方言はこれらに対立するもので，愛甲郡の中部以北と津久井郡地方とを含
むものである。これら南北両方番の柵違は，たとえぽ次のような点にあらわれ
ている。
　　　私　　　沢山　　　ばかり
∫南オラーシ・カリバ・カリ
1北　ウラ・一一　デコ…一　　ベー
bX，きがえる
オーヒキ
下さい
ケーP
クソロ
　　来い
キナヨ，コーヨ
キサツセーヨ
　蝸牛
カーtサソメ
メPtメーーコージ・
∫南
　1北　ゴトーベー（「国語学9」の拙稿参照）
　なお，「蝸牛」旧弊の分布を見ると，愛甲北部と津久井地方にメーメーコージ
系，足柄地方にカーサソメ系，愛甲南部および中郡地方にデンデンムシおよび
カー・ズソメ系，三浦半島にデンベラコ系があって，大体以上の区画をそのまま
反映し．ているG
　なお，本県北部に隣接する由梨県の方言と本県の北部方轡とは，その県境を一
そのまま方喬境界線としてかなり明瞭に分かれている。たとえぽ，山梨にある，
推量の助郵詞ズラは本県北部にはない。ただし，山梨の都留地方と本県北部ど
は語彙においてやや共通点がある。アニ（何），ウラー（私）など。なお，西部の
足柄上・下郡にはズラがあり，その他の点についてもやや静岡方言と類似して
いる。最後に，全県的に東京語の影響を受け，横浜市中心部，鎌倉・横須賀な、
、ど肇はほぼ完全な東京語が行われている。
2．方雷から見た調査地点の位置と性格
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　　　　　　　　　　　　　　ススガ　ヤ　調査地点として選んだ愛甲郡煤ケ谷村は地理的にはほぼ県の中央部に位する
が，言語的には南部方言区の北端に位置する。いったいこの南部方言は神奈川
の方言としてはもっとも代表的なものだといってよく，間投助詞のヨーや，代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　む名詞のオラー，オレ，依頼の言い方の「ソーシテケーロ」などが，ひろく行わ
れているのであるが，これらの特徴形はすべてこの煤ケ谷村にも存するのであ
る。また，この村だけにあって南部方言の他の地区にはないというような現象
はほとんどないと言える（「ひきがえる」をあらわす「パクラ」だけはこの村独
特であるらしいが）。
　以上の諸点から見て，この村はこの調査の条件によくあてはまっているとい
うことができよう。（この村から定期的に．出かせぎに出るような者もない。）
音 韻
　1．葉　母音
　［aiuree］の五母音があるが，いずれも大体共通語と同様である。二重母音
には次のような対応がある。（［uエ］は便宜［u］で表わす）
　子音＋［ai］：子音＋［e：］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　［aka呈］：［ake：］赤い。［aai］：［ne：］ない。これは形容詞ではほとんど例外がない。
　形容詞以外でもさかんである。〔kai］；［ke＝］員。［kikai］；［kikei］機械。［taigai］
　　：［＝te＝ge：］大概。［kaido：］：［ke：dor］街道。［saisoku］；［sersoku〕催促。［jatai］
　　：〔jate＝〕屋台。［mijamair圭］：［mijame＝ri］宮参り。
　ただし，　語頭の［ai］が［e：］に対応するのはまれである。　［aisatsu］：
［e：satsu］あいさつ。
　子音＋惣i］：子音＋lk］
　これも形容詞では例外がほとんどないようである。しかし，その他の例は少
ない。
　　［SamUi］；［Sami・］寒い。［hUrUil：［hUri・］吉い。［∫iNrUi］：［∫iM圭・］親類。
　　語頭の［ui］が［ir］に対応するのは非常にまれである。［uiui∫i圭］：［圭二iユ∫ii］
　　　（初い初いしい）
　子音＋［oi］：子音＋［e：］
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　　　　［kuroi］：［kure＝］黒い。［hutoi］：［hute＝］太い。（上記2項と同じ条件）［o∫ir◎i］
　　　：［o∫irex］おしろい。　£ototoi］：［otote＝］一昨日。［odorolta］：［odorerta］おど
　　　ろいた。
　　　籍頭の［oi］が［e：コ．に対応することは全くない。
　　子音十［ie］　：　子音十［e：］
　　　　［O∫ieru〕：［OSe．：rU］教える。［mierU］：〔merru］見える。［kierU］：［ke＝rU〕消
　　　S4る。（高座郡高峰村などでは［ie］（家〉を［e＝］ということがある。）
　　子音＋［ae］：子音＋［elj
　　　　［kaeru］：L’ke＝ru］帰る。［osaeru］：［ose＝ru］おさえ，る。　［omae］：［ome：］お前。
　　　（語頭の［ae］は［er］にならないQ）
　　1．2　羅母音
　　「梅」「馬」「生れる」・などの語頭に鼻母音［m］が現われる。［mme］［mmaコ
［mmareru］。なお，接続詞の「で」が話頭で［nde］と発音されたのを観察し
たことがある。　　　　　．　　　　　　　　　　　，
2
???
節音
（
??
???????? ?， ．ー? ?〜
?????．???
????????????????
﹇
。????????
﹈
u
ku
gu
Ou
S鷲
dzu
tsu
????
　　e
　ke
　ge
　ge
　se
　dze
　亡e
　de
　ne
　he
　be
　me
　re
　pe
［毛soコ
??????????????????
3a　ju　jo
1〈ja　kju　kjo
gja　gju　ggo
9］a　gjU　拐O
Sa　fu　So
dsa　dsu　d30
tfa　tiu　tJo
Jユa
ga
bja
mja
rja
pja
語中語
wa
tsa
we
tso
　　［ηa］法音　　［tsa］　　　［N］は　　　　　　　　　　　　寄子音の音窺liは
ほぼ共通語と同様である。共通語の〔hi］を［∫i］という傾向は南部にはあるが，
この村にはあまりないようである。いわゆる促音は東：京の下町などと同様，
，1）U　，1］0
9U　90
bju　　bユO
mju　mjo
rju　rJo
pju　pjo　lr
尾にのみ現われる。
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［k，s，　t，　P］の「前によく現われるQ［okkane：］，［kassarau］，［o：kutte］（多
くて），［h呈ppataku］などQ
　また，名詞や形容詞などの第一音節を引く傾向が少しある。［ke：mu∫i］毛虫，
［dza：ru］ざる，［he：biコ蛇，［ma：su］ます，［u：sui］薄い。動詞の「する」
は［∫iru］が普通であるが，「大小便（屍）をする」というときに限って［∫i；ru］
という。
　なお，［we］は［wai］：［we：］，［wae］：［we：］という変化の結果として現
われたものである。［jowai］：［jowe：］弱い，［werra］私たち（［warera＞wa
era＞werra］）
　［joi3＞［we］，［joi］〉［oi］〉［e：］もある。［kajoi］：［kawe：］（通い），［tsu
joi］〉　r．　tsuoi］〉　r．tsuei］　（gfivN）
　［tsarj　rtso3は促音のために現われる。［hittsqbaku］ひきさく，［kattsaNj
（勝つあん（人名〕），〔gottso＝sama］ごちそうさま。
文 法
1　活用語の種類
1．1動詞
その活用形式の種類は次のようである。
　　i）　「書く」によって代表されるもの。
ii　）
iii）
iv）
v＞
vi）
vii）
「買う」
「せ一う（言う）」
「起きる」
「受ける」
????
「するあるいはしる」〃
「来るj
i）「書く」の活用
（1）カク。カク　コト。
②カゲ。
（3）カコー。
④カキマス。
tl
ii）　「買う」の活用
（1）カウeカウ　コト。
②カエ。
（3）カオー。
④カイマス。
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　（5）カカネー。　　　　　　　　　　　　（5）カワネー。
（6）カイタ。　　　　　　　　　　　　　（6）カッタ。
　（7）カケパ（カキャー）。　　　　　　　（7）カエバ（カヤー）o
　この2類は共通語とほとんど同じ体系を有するが，意志をあらわす「カコ…一・
カオー」にあたるものには，ほかに「カクペー・カウベー（カーベー）」という
醤い方があって，この方を多く使う。「カコーガカクマイガ」というときには「カ
コー」がよくあらわれるようである。また，i）の類でも，9行く・歩く」は，（6）
がそれぞれ「イッ　タ・アルッタ」になり，「飲む・とぐ」などは「ノソダ・5
イ　ダ」などになる。
　iii）「せ一う」の活∫消
　（1．）セーウ。
　（2）セー（セ：一ヨー一）o
　（3）セオー（セーベー）。
　鋤セーマス。
　〔5）セワネー。
　（6）セーツタ。
　（7）セー　　ノミ（セヤー）o
　（2）（3）は括弧内の雷い方のほうを多く使う。「買う」の類との相違は，（1）と（6）の
語順が「セー」と長音になる点である。（4）は他の動詞，たとえぽ「つける」に続
くときは「セッツケル」と短音化することもある。また，「いやだと言うから」は
「イヤダッセーカラ」のようになって，「ト」が落ちることが多い。ただしrト」
が他の動詞に続くときにこうなることはない。　（まれには「イヤダイヤダオモ
ッテイタ」のように雷うこともある。）
　iv）ヂ起きる」の活用
　（1）オキル。ナキルコト。
　（2）オキP。
　（3）オキヨー（オキベー）。
　㈹オキーtス。
　（5）オキネー。
　（6｝オキタ。
　ω｛葬姿二1：
　　　　　　（」毒一キ　リャー）
se
V）　「受ける」の活用
　（！）ウケル。ウケルコト。
　②ウケロ。
　（3）ウケヨー（ウケベー）。
　〈4）ウケマス。
　（5）ウケネ・・一。
　⑥ウケタ。
ω｛影二二ll
　　　　　（ウケリヤー）
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　iv）V）の類を通じて（3）は括弧内のほうを，（7）は「オキレバ」（オキ／」ヤ
ー）「ウケレバ」（ウケリャー）のほうを多く使うQ
　vi）「する・しる」の活用
　（1）ス．ル。スルコト。　　　　　　　（1｝tシル。
　（2）シpa。　　　　　　　　　　　　　（2）’シロ。
　（3）ショー（シベー一）。　　　　　　（3）tショー（シベー）。
　（4）シマス。　　　　　　　　　　　（4）ノシマス。
　（5）シネー一。　　　　　　　　　　　　（5）’シネー。
　（6）シタ。　　　　　　　　　　　　　（6）ノシタ。
（7）　Zレバ（スジヤー）@唄銘二1（…一）
　（1）一（7）の体系よりも（1）’一（7）ノの方を多く使うようである◎「勉強する」など
よりも「勉強しる」が多い。
　vii）「来る」の活用
　（1）クル。クル＝b。
　（2）コー。
　（3）コヨー一（コベー）。
　㈲キマス。
　（5＞コネー。
　（6）キタ。
　（7＞クレバ（クジャー）o
　南部の申郡地方では（7／が「課一バ」1こなるQ
　その他。
　「書く・買う」の類の第4形の語斡「カキ」「カイ」などに助詞「ワ」がつ
いて「カキワシナイ」「カイワシナイ」などに．なるときは，「カキャーシナイ」
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「カヤーシナイ」と変化することが多い。
　「歩け」にあたる「ヤーベ」という動詞があるが，これはこの命令の形しか
もっていないQただし「オヤーパセモーシマシタ（御足労をおかけしました）」
というときはrヤーバ」という形が現われるが，これは一種の化石化した形で
ある。県内にはこの外「エーベ・アベ四一」などの形がある。
　「知る」はいわゆる四段活用であるが，その否定形は「シラネー」よりも「シ
ッテネー」が多い。他の動詞にはこういうことはない。
　1・2形容詞
　その活用形式は共通語と同様であって，「白い」「涼しい」などで代表される。
　i）　「白い」の活用　　　　　　　ii）　「涼しい」の活用
　（1）シロイ（シレー）　　　　　　　　　　（1＞スズシイ
　②シロカッタ　　　　　　　　　　　　（2）スズシカッタ
　　シロカソベー　　　　　　　　　　　　スズシカソベー
　（3）シロク　　　　　　　　　　　　　　（3｝スズシク
　（4）シロケレバ　　　　　　　　　　　　〈4）Jiズシケレパ
　　（シロケリャー，シロキャー）　　　　　　（スズシケリャー・スズシキャー）
　i）ii）を通じて「シPt　一ゴザイマス・スズシューゴザイマス」のような言
い方はほとんどない。だいたいrシロイデス・スズシイデス」ですます。
　南部では（4）に「シロイ（シレー）ケリャー・スズシイケリャー一3のような形
が現われることがある。
　1．3　形容動詞
　「シズカダ・ヒョッコダ（いびつだ）」など，いずれも共通語と同様な活用
体系を有する。
　（1）シズカダ　　　　　　　　　　　（1）ヒョッコダ
　（2）シズカダッタ　　　　　　　　②ヒaッコダッタ
　　シズカダソベー　　　　　　　　　ヒョツコダンベー
　（3）シズカニ　　　　　　　　　　　（3）ヒョッコニ
　（4）シズカナ　　　　　　　　　　　（4）ヒョッコナ
　（5）シズカナラ　　　　　　　　　　（5）ヒョッコナラ
　（6）シズカデ　　　　　　　　　　　（6）ヒaソコデ
　ただ足柄地方には（5｝に「シズカダラ・ヒ・ッコダラ」という形がある。
　1．4　助勤詞
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使役・可能・意志・推量・指定・敬譲などの助動詞にやや特色がある。
　i）使役
　「セル」　「書く・買う」の類の第5形の語幹について「カカセル・カワ’
セル」などになる。「せ一う」にはあまり続かない。その場合には「イワセル」
が多い。活用は次のようである。
　．Cl）（カカ）セル
　　　　　　む　む　（2）（カカ）セロ
　　　　　　　　（3）（カカ）セベー
　　　　　　む　儀）（カカ）セマス
　　　　　　む　’　〈5）（カカ）セネr・一一
　　　　　　む　（6）（カカ）セタ
　　　　　　む　（7）（カカ）セレノミ
　　　　　　　　くう　　｛（カカ）セ　リャー｝
　　　　　　o
　「サセル」　「起きる・受ける・来る」の語幹につくこともあるが，その場
合ふつうは「取らせる」などへの類推によって「オキラセル・ウケラセル・
コラセル」のようになる。「する」の語幹にはふつうつかない。
　（！）（コ）ラセノレ
　　　　　む　　　む　（2）（コ）ラセロ
　　　　　む　　　（3）（コ）ラセベー
　　　　　む　　　但）（コ）ラセ・マス
　　　　　　　む　（5）（コ）ラセネ…一
　　　　　む　くコ
　（6）（コ）ラセタ
　　　　　む　む　（7＞（コ）ラセレバ
　　　　　む　　　くき
　　｛（コ）ラセリャー｝
　ii）可能
　「レル」　「起きる・受ける」の語幹「オキ・ウケ」に，「する・来る1の語
幹「シ・コ」について，「オキレル・ウケ　レル・シ　レル・コ　レル」などにな
る。また，「書く・買う」の類の第7形にもついて，「カケレル・カエレル」な
どになることもある。活用は次のようである。
　ω（オキ）レル
　　　　　　む　くう　　（2）（オキ）レベー
　　　　　　　　（3｝（オキ）レネー
　　　　　　o
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　色Xオキ）レタ
　　　　　む　（5）（オキ）レレノミ
　　　　　む　　　　｛（オキ）レリヤー｝
　「ラレル」　ギ趨きる・受ける・来る」の語幹について「オキラレル・ウ
ケラレル・コラレル」などになることもまれにはあるが，ふつうは上にあげた
ように「レル」がっく。ごくまれには「飲む」などゐ第7形について「ノメラ
レル→ノメラエル」などになることもあるが。　（バスの停留場へあわてて走って来
た乗客が，案外時間の余裕があったのに気づいて，「ナーソダ，コレナラオ茶ガノメラェ
タ」と欝つたのをrLliいたことがある。）
　iii）意志
　「ベー」　「書く・買う」などの第1形に，「せ一う」の第2形に，r起きる・
受ける・しる・来る」の語幹について「カクベー・カウ（カー）ベー・セーベ
ー・ Iキベー・ウケベー・シベー・コベー」などになる。　「ベー」には語
形変イヒカミなし、o
　iv）推量
　「ベー」がiii）と同様な接続の仕方によって推量を表わす。このほか「ダン
ベー」が名調・代名詞・動詞の第1形および形容動詞の語幹について推墨を表
わす。（犬ダンベー・アイツダンベー・来ルダンベー・シズカダンベー）こ
のほかいわゆる形式名詞「ノ」にもつづいて「アイツノダンベー」のように
もなる。「来ルダンベー」と「来ルソダンベー一」（「ン」は「ノ」の変化形）
との二三は共通語の「来ルダロウ」と「来ルンダロウ」との橿違と大体等し
いようであって，後者の方がやや確実な推量をあらわすものと思われる。な
お，形容詞ではその語幹に「カンベー」がついて推量を表わす場合と，第一形
に直接「ベー」がっく場合とがあるが，晶晶は近年発生したものと思われ，主
として青年層・少年層に使われている。　（オモカンベー：オモイベー，ヨカソ
ベー；イイベー）
　v）指定
　「ダ・デス」が体言に続く。また，動詞の第1形に直接続いて「書クダ・起キ
ルダ・書クデス・起キルデス」などになる。ただし，「デス」はかなり改ま
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つた場合に限られ，はじめて逢う外来の人に対しても「ダ」を使うことが多
いQそれぞれの活用は次の通り◎
　（1）（カク）ダ　　　　　　　　　　　（1）（カク）デス
　（2）（カク）ダロウ　　　　　　　　（2）（カク）デショウ
　（3）（カク）ダッタ　　　　　　　　（3）（カク）デシタ
　（4）（カク）デネー
　　｛（カク）ジヤネー一｝
　「デス」の（3）はたとえば「ソソナラ，ハヤク，カクデシタネー」のように用
いられる。
　vi）敬譲
　「レル」「書く・買う・せ一う」の類の第5形の語幹について「カカレル・
カワ　レル・セワ　レル」になる。
　「ラレル」　「起きる・受ける・する・来る」の類の語幹「オキ，ウヶ，
シ，コ」に続いて「オキラレル・ウケラレル・シラレル・コラレル」な
どになる。　「オカキニナル・オオキニナル」のような言い方はほとんどないQ
助動詞を使う，いわゆる敬語表現としては，ほとんどこの「レル・ラレル」一
点張りで，外来者などに対してもすべてこれを胴いる。なお，可能の揚合と敬
譲の場合との関係は次のようであるQ
　　／可能（カケル）オキレル　ウケレ・レ　コレル
　　1敬譲　カカレ’ル　オキラレル　ウケラレル　コラレル
　「オキラレル・ウケラレル・コラレル」などを可能表現として使うことは
ほとんどないようである。「オキラレルといえ．ぽ，それは敬語になってしまう」
とはっきり容えた先生がいた。なお，軽い敬意をあらわす「ヤル」という助動
詞があって，あらゆる動詞の第4形あるいは語幹につき，「カキヤル・カイヤ
ル・セーヤル・（セヤル）・オキヤル：ウケヤル・シヤル・キヤル」など
になるG「ヤル・ヤッタ・ヤッテ」と変化するが，rカキヤル・カイヤル」
などは［kakjaru］［kajaru］などに発音されることもある。
　2．特徴的な助詞の用法
　2．1格助詞
　fガ・＝」に特殊な絹法と認められるものがある。「ガ」は，たとえぽ，乾物
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屋にけずりぶしを買いに行って「ケズリブシアル？」と聞く，それが店になか
った場合，東京なら「ケズリブシワナカッタンデスガネー」というであろうが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　当地では「ケズリブシガナカッタソダケドネー一　」ということが多いQ
　　　　　　　　　　O　「二」は「ココワウンドウスルニイイ」　「オメー，カクニ，コノペンデカク
　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ジャネーヨ」（運動するのに都合がよい。お前は〔それを〕書くのにこのペンで
書くのではないよ）のように使われる（動詞第1形に接続）。
　二藩を比較する場合「ヨカ」を使う。　「コレヨカァノホーガイィ」（柵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o
　2．2　　接績i風雪司
　逆態条件を蓑わす場合「ケソド」を使う。「コノカキャーアカイケソドシブカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o　o
ソベ司また「ついで」をあらわす場合（共通語の「…がけに」）「ナガラ」を使う◎
「オレガイキナガラ（あるいはイキナガラニ）イッテキテヤソベー一」（tl！　2）
　　　　　　O　O　O　　　　　　　　　　　　　　O　O　O
　2．3　琶U群書司
　共通語の等分割当を表わす「ずつ」に対して「ッ」がある。　「メーンチ（毎
H）アメオゴエソツ（五円ずつ）カッテイク」（「数詞」に接続）。
　　　　　　　　o
　共通語の限定を表わす「ぽかり」に対して「バッケー・バンベー」がある。
「サケバッケー（バソベー）ノム」「バッカリ」も使う。なお，「酒など飲むな」
　　　む　　　　　　　　　　　　む　む　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の「など」に対して「ナソカ」がある。α雪三3）（「サケナソカノムナ」）
　2．4　終助詞
　感動あるいは詠歎を表わす場合「ヨ」を使う。「オー一，ソーヨ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これは男が使うもので，女はかえって「ダヨ」を使うQ　「ヨ」は，
も使われる。「ドコエイカレソノヨ」　疑問の場合は男女ともに使う。
　　　　　　　　　　　　　　　○
か「ワ」を男が詠歎の意に使う。　rユーコトキカネ・・一ダワ」　「ヤーj
　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
ある。　「デッケーーイヌガイラーヤー」（注4）
　　　　　　　　　　　　　　o　o
　疑問および「さそいかけ」を表わす場合「ヤ」を使うG　「コレ，
ケヤ」（疑問）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「ナンカ，フタイロ（二種類）モラットクベーヤ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　やさしさをこめた命令に「ナ」を使う。
ナ」（ぶちまけなさい）
む
しさが加わる。　「コッチーキナナ」（動詞・助動詞の命令形接続）
　　　　　　　　　　　　　o　O
ソー一　■j
　　o
また疑聞に
　　このほ
　も同趣で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　イクラダツ
「ハヤク，ヤレヤ」（さそいかけ）。詠歎に使われることもある。
　　　　　　　　「アッチ・・一イッテ（水を）オンマケ
「ナ」を：二つ重ねることもある。それだけやさしさ・親
　86　　　　　　　　　　　　　　　神　奈　州　県
　強い意志を表わす場合「トッテ」を使う。　「オメーモイクノカ」「イクトッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　oテ」（注5）
　2．5　問投助詞
　交節の終り，文の終りなどにひんぱんに「ヨー」あるいは「ナー」が現われ
る。　「ソソデヨー，ナレコマッチャッテヨー……」　（それでね，私困ってしま
　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ってね）「ダカラオレガナー，イッタジャネーカヨー」　　なお，主文節と述文
　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう　　
節がr倒置」される場合に，ことにこの「ヨー」がそれぞれの女節の宋尾によ
く現われるように思われる。　「ダカライケネーダヨー，オメーワヨー」　なお，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　
勤詞の「せ一う」の項でも述べたように，引用を示す「ト」はしばしぼ現われ
ないことがある。　「イヤダイヤダオモッテイタ」
　　（注1）体言および動詞第1形に接続する。（カリルヨカシカタガネー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　（注2）「ケンド」は動詞・形容詞・形容動詞・助動詞の第1形に接続。　「ナガラ」
　　は動詞「書く’買う」の類の第4形の語幹「カキ。カイ」など，　「来る」のギキ」
　　　などに目零。
　　（注3）「バッケー（バンペー）」は体雷，動詞・助動詞の第1形に接続。「ナンカ」は
　　体雷だけにつく。
　　（注4）　「ヤー一　」は，また次のようにも理われる。「アチーナーーヤ・・（暑いなあ）」「由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　O　　田ヤー〔よびかけ〕」
　　　　　　　　　（注5）動詞・助動詞のeg　1形に鍍続。助動｝では「セル・サセル・レル・ラレル」
　　などにはっくが，獄一・ダ・デス」などにはっかない。
　　　　　　　ヒ　コ　　アオ石川県　金沢市彦三一番丁
　　　岩　井　隆　盛i
v思
IX
x
X】まとまった買物をするところ　金沢市
　　大けが・重病のとき入院するところ　金沢市
xu　被調査者（敬称略）’　　　　　　　　　（無齢）
No・1織目しげ　金沢市彦三一番丁77　女　80
No．2野坂小一　金沢布彦三一番丁88　女　62
No．　3岩井　忠　金沢市彦三一番丁16　女　57
No・4殿田良作　金沢宿彦三一番丁34　男　57
1　　面奪1｛　　120．72km2　（日算27）
五　人口　259，　319人，58，775世帯，1世帯4・4人（紹27）
瓢　人口動態　総転入数16，772入　（総人口に対して6・5％），総転出数18，169人
　（7．4％），石川県外からの転入9，149人（3．5％），回外への転出11，831入（4．6％）一
　（昭27）
IV　就業人m　農・林業14，706人（総就業人口に対して：L5．・1％），水産業491人
　（0．　6％），鉱業137人（0．1％），工業30，742人（31．6％），商業20，882人（20．0％），
　公務・i理由業30，191人（31・1％），その他77人（0・1％），計97，225入（100％）一
　（昭27）
　　おもな産業（おもな生産物資）紡績・陶器（織物。食器・箔）
　　高校進学巻数（進学率）2，523入（中学卒業者数に対して58．8％）一（昭27）
　　ラジオ聴取率1．4世帯に1台（昭27）
　　新聞馬身読率　　　1世穿著に二．】4．7部　（日召27）
　　電話加入率　5．6批帯に1本（昭27）
　　上水道　ある
（住居）　（職鑑）
不変　無職
不変　無職
不変　煙草屋
不変　油屋
???????? ?
??
?〜〜〜〜（???? ?
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はじめに
　1．石川県方誉のあらまし
　1．1　カ巨匠・倉萱登
　石川県の方言は次のように区画することができる。加賀と能登は大海川で分
け得る。加賀では，南加賀が江沼と能美・小松・石州とに分れ，北加賀は，河
北の英田あたりから能登風にな：る。別に手取上流が加賀平地に対立する。能登
では，純能登が羽咋の柏崎あたりから，また純口能登は志加浦・加茂・田鶴浜・
七尾あたりまで，純奥能登は諸岡・門前・穴水あたりからである。鷹至は珠洲
と対立する。
　また，加賀・能登の三分も可能である。石州郡以南（南石川）・福浦・上熊野
土田・金が崎・能登島以北の能登（北石川），この中間の北加賀・口能登（中石
川）である。字白峰と海士町は別である。
　L2　越前・越中・佐渡・飛騨などとの関連
　過去の交通を想像し，三つの線を考える。第一が内浦，第二が曲浦，第三が
福浦・窟来・熊木・西島の線である。
　石川県の方言のうち，特に南加賀は越前に，口能登は越中に，奥能登は佐渡
に似たものがある。字白峰には飛騨の白川村に通ずるものがある。珠湘・時野・
押水・白峰・五力・白川が内浦系で佐渡にまで関達するかも知れない。外浦系
の好例は海士町で，筑前の鐘1奇に一致する点が多い。
　石川県の方言も部分的にはどことでも似ているが，全体的には近畿に近いよ
うである。裏日本では由陰的なものもあるが，奥羽的なものが目立っ。
　2．方言から見た調査地点の位置と性格
　金沢市は，天正11年（1583）前田利家が金沢城をつくり，14代300年閥，加
越能三州を支配したが，当時尾張・越前から来たものが多いという。寛政年中
（1780頃）約一万五千戸・五万六千人，ほかに諸士陪匝あわせて約二千戸あっ
たという。明治4年123，363人，昭和29年271，221人である。
　金沢旧市の欝語を知るため，その地点として彦1三。nd番丁を選んだ。ここは
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かつて武家屋敷が並んでいたというが，今日は普通の住宅地である。言語は周
辺より多少ていねいなようであるが，ここ特有なものがあるわけではない。
　主として，被調査看No．1，　No．3に音韻を，　No．2，　No．4に：文法をきい
た。予傭や補正にかなり多くの人を調査したが，部分的である。
　調査では誘導的に謡させ，無理な時は予想したものを告げ判別させた。
音 韻
　調音的な音声を単音声と音声節，意味的な音韻を単音韻と音韻節とする。単
音声と単音韻を単音，音声節と音韻節を音節にまとめることがある。
　音韻の体系を知るには，音声と意味が問題であろうが，音声を観察し，他の
言語と比べることに困難がある。したがって，以下の記述は補正すべき点が多
多あるであろうが，大体の様子は分ると思う。
　董．　音韻
1．1・音韻節表
金沢方覆の音韻を一応次のように考える。
?????????
??
。 ???????????? ? ????????． ??．?． ．?．
ni
mi
ju
hju
gju
kju
鶏ju
zju
cju
sju
rju
?■30?????????．?．??????????．
nJu　njo　nJa
mju　mJo　mJa
wa
gwa
kwa
ljwa
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　　bu　bo　ba　be　bi　bju　bjo　bja
　　pu　po　pa　pe　pl　pJu　pjo　pJa
　　　　N
　　　　T
　　音韻節　計　116
　　単音韻計　　21
　この音韻節116は被調査者No．2，　No．4の数で，　No．1，　No．3の数はiと
hiの2っを除いた114である。　No．4は教養のある人ではあるが，両唇音，こ
とにmeとmiの区別はかなり怪しい。
　しかし，この4名を主にして見た金沢方言の音韻は，越中や能登・加賀の助
村や漁村のそれに比べ，「混晶は少ないといえる。「混剛はあっても，それ．
は音韻的なものではなくて単語的なものである。
　音韻節としては，④ワ行拗音のあること，（ロ）力行鼻濁音が語頭以外にあるこ．
と，㊨ヅとズ・ヂとジの区：別のないことを指摘できる。また，音声的には，（d＞
少なくとも1音節語に．長音化の見られること，（ロ）少なくともウオアエイに声
門破音の伴うこと，㊨意味に関係しない撹音・促音のあること，（＝）ウオイや
ηrdtHの調音に問題のあることが注冒される。
　イ→エの傾向はかなりある。これに比べ，ウ→オの傾向は少ない。ウとイの
「混同」はどちらになるともいえない。ズとジ，ツとチ，スとチそれぞれの区：
別はある。しかし，ジ・チ・シは口蓋化が少なく，ズィ・ツa・スィとでも示・
し得る音声である。これに対して，ズ・ツ・スの母音は中舌化のため，ジ・チ
・シと「混同」されるおそれが生ずるであろう。
　ゼ・セは語頭がズエ・スエ風　語中がジェ・シェ風で，南加賀・奥能登と多
少ちがう。
　上の袋について，これらの事実をさらに一つ一つながめることにする。
　1．2　／ウオアxイ・ユヨヤ・ワ／
　単独または語頭のときを主に，その性質を観察する。
　ウ（鵜）は爽京のウより前寄りである。オ（緒）は後寄りである。オ（緒〉
は［e］，オ（顔）は［つ］に近い。ウとオについて，ウは後，オは前であるに：
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しても，差はわずかである。しかし区別はある。
　ア（赤）は［a］，ア（秋）は［a］であろうが，一つの／a／である。
　エ（絵）は東京のエより前寄りである。イ（胃）は口蓋化が少なく，イ（貝）
とあまり差がない。被調査者No，1，　No．3のエ・イは，あいまいで／エ／（絵・
胃〉と考え得る。
　／ウオアエイ／または／ウオアエ／が単独のとき，はっきりした声門破音を伴
うが，意味に関係はない。
　傾向として，ウ→オが被調査看No．1，　No．3，に，イ→エがNo．2，　No．4
にも見られる。ウ・イについては分らない。アがオ・エと混同することはない。
　ユ（湯）ヨ（夜）ヤ（矢）ワ（輪）に問題はない。イエ（家）ウエ（上）ウヲ
（魚）などは早口の場合であるQバッラ（／ワッラ篇自称）バカバソ（／ワカサン）
の［V］は河北の宇ノ気。七塚，越中の高岡・氷見で，金漁こはない。
，　1．3　fhgkoz¢srdtnmbp／
　フ（麩）ホ（帆）ハ（歯）へ（塀）ヒ（火）ヒュ（ヒ＝→　ヒョ（1表）ヒャ
（百）の頭音はF（フ）h（ホハへ）g（ヒtVヒャ）であろうが，石川郡の尾口
のファ（チャファン瓢脚絆）のようなものはない。被調査者No．1，　No．3特に
Noほは／へ／（へ・ヒ）と考える。
　グ（ぐず）ゴ（碁）ガ（蛾）ゲ（下駄）ギ（義理）ギュ（牛肉）ギョ（業）
ギャ　（逆）グワ（画）の頭音は［g］で，普通は語頭である。グワ（画）／ガ
〈蛾）はこの4名に残存し，別の音韻である。大正以後に生まれた人は多く使わ
ない。
　ク（九）コ（子）カ（蚊）ケ（毛）キ（木）キュ（急）キョ（今日）キャ（客）
クワ（会）の頭音は［k］であるが，　クワ（火事）／カ（家事）のあることは前
と同様である。　クワ（鍬）→クワ，ラクヤ（楽だ，容易だ）→ラックワ，イッ
キャロ　（行くだろう）→イックワロがある。能登島の向田などのスッカロ（為
るだろう）トッカPt（販るだろう）は，これに類する現象の，さらにi整ったも
のと考えられる。
　プ（夜具）ゴ（籠）ガ（怪我）ゲ（影）ギ（鷺）キュ（馬牛）ギ。（農業）
ギャ．（大逆）グワ（絵画）の頭音は［弓］で，普通は語頭に立たない。年齢に
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関係なく［g一］／［一・ll］がある。この［p］は欝茎から軟口蓋にかけての鼻音で，
高知県幡多郡の高校生は金沢のガ行をナ行と誤ったQプワ／ががある。
　ズ（図）ゾ（象）ザ（座）ゼ（銭）ジ（字）ジ＝（巡査）ジョ（上手）ジャ
（蛇）の頭音は，ズ～ゼが［dz］，ジ～ジャが［d3］であるが，　dz→z，　d3→3の
こともある。南加賀・奥能登のジェ（銭・風）は語頭でズ＝，語中でジェが，
この金沢にもある。被調査者No．1，　No．3がよい例である。七尾の石崎のよう
な／ズ／（ズ・ジ）はないが，被調査者No．1，　No．3にズa（字）風があり，ズ・
ジ混同のおそれはある。ズとヅ，ジとヂの区別はない。
　ツ（土）ツォ（ハッツォ篇三二）ツァ（オトッツァン＝＝父）ツェ（イッツェ
ン諜一膳）チ（血）チュ（中元）チョ（蝶）チャ（茶）の頭音はツtVツェが
［ts］，チ～チャが［t∫］である。　石崎のようなツ・チの混同はないが，被調査
者Noほにツィ（血），　No・4にツィキ（月）の傾向があった。
　ス（酢）ソ（三二）サ（差）セ（背）シ（四）シュ（朱）ショ（醤油）シャ
（写真）の頭音は，スtVセが［s］，シtVシャが［∫］である。セ（先生・汗）は
語頭がスエ，語中がシェのことが多い。南加賀・奥能登のシェと程度がちがう。
石崎のようなス・シの混同はないが，被調査煮No．1にスa（四），　No．4から
もスィタ（舌）を得た。
　ル（るす）ロ（炉）ラ（羅紗）レ（蓮根）リ（りんご）リュ（竜宮）り・（料
理）リャ（略）の頭音／r／は［r］・［d］の性質を併有する。音声的には歯茎音
で，舌さきが前方へ弾かれ，同時に舌さきの裏が歯の裏に接することが多い。
能登の内浦や越中のアル（蟻）のような発音はない。
　ド（胴）デ（電車）ダ（団子）の頭音／d／，ト（戸）テ（手）タ（田）の頭
音／t／は，音声的に．は，舌と，歯茎および歯との閉鎖音でロ・ラ・レに似てい
る。ドゥ・デaとトv・テaはない。この類音は珠洲で聞かれる。
　ヌ　（廊）ノ　（野）ナ（菜）ネ（根）二（荷）ニュ（ニュース）ニョ（糖尿病）
ニャ（ニャー＝ヤ瓢若い女）の頭音／n／は，音声的に汚と，歯茎および歯と
の閉鎖鼻音であることは／rdt／と似ている。ネ（荷）ネヨ（尿）の傾向が
ある。
　ム（昔）モ（藻）マ（魔）メ（臼）ミ（実）ミョ（妙）ミャ（オンミャ篇お
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宮）の語頭音は／m／である。メソ（みそ）メ・一（妙）の傾向は前に同じ。
単語は見当らないが，ミュもあるはずで，発音が困難ではない。
　ブ（無事）ボ（凡夫）バ（番）べ（便所）ビ（ビソ）ビェ（ビュー）ビヨ（病
気）ビャ（三百）の頭音は／b／である。ソロワン（算盤）は越中で，こんな
［v］はこの4名にはない。なお，ビのみ特にその声門破音が羅立っ。
　プ（六分）ポ（ポンプ）パ（パン）ぺ（ペン）ピ（ピン）ピュ（ビュー）ピ
・（六二）ピャ（六百）の頭音は／P／である。ピに声門破音の伴うことが多
い。
　1．4　／N・T／
　ここに記すに適当でないことも，便宜上併記する。
　〈d）　バソ（番）／ノミ（場）
　　　カソゴ（君護）／カゴ（籠）
　　　サンド（三度）／サド（佐渡）
　　　サンバ（産婆）／サバ（鯖）
　（ロ）イッカ（幾臼）／イカ（烏賊）　1
　　　イツチ（一致）／イチ（市）
　　　イッシン（一心）／イシン（維新）
　　　ワッラ（男児の自称）／ワラ（藁）
　　　キッテ（切手）／キテ（来手＝来る人）
　　　スツパイ（酷い）／スパイ（スパイ）
このような／N・T／に対して，意味的には，なくてもよいソ・ツが個別的に
ある。すなわち，
　（a）カソギャ・カギャ（鍵が）カソジャ（かじゃ）オソリル（降りる）
　　　タンダ（ただ）　　　　　　ヒソナ（ひな）　　　トンビ（とび）
　　　スソミャ・スミャ（炭が）
　（ロ）オッキル（起きる）　　　オッチル（落ちる）　オッリル（降りる）
　　　ウッスイ（うすい）　　　ゲッF　・一（下等）　　ヨッポド（余程）
　しかし，被調査看NG。！からカーギャ（鍵が）スーミャ（炭が）が聞かれ．
南加賀の長音化と同じもののあることが分ったσ
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　このようなものと違うものに次のようなのがある。
〈d）溌　音
　名詞の一11U類にイン（犬）・キン（絹），一ni類にベン（紅），　一mi類にグソ
（ぐみ）がある。　タン（谷）・ワン（鰐）・オソ（鬼）は抵抗がある。一m圭類の網・
海・紙・炭・蝿・波・蚤・耳，一mu類のハム・ゴムなどのミ・ムはンとならな
い。
　動詞の場u類（例脱ぐ）一nu類（例死ぬ）一mu類（例編む）一bu類
（例　呼ぶ）は全部ンとしてよい。たとえぽ，「舟をコン（漕ぐ）」のようである。
　連声的なマンデ（丸で），．ヒンネ（昼寝）に似たことが，「問う・聞く・打つ・貸
す」以外の　「漕ぐ・おる・死ぬ・編む・飛ぶ」の禁止形に冤られる。　コンナ
（漕ぐな）。
　ンはいかなるときも，先行の母音と切り離すことはない。たとえぽ，［bSri］
（．便利）である。このことは，運・恩・餓・縁・印・椀・棺についても同様であ
る。ともかく／ウオアエイ・ユヨヤ・ワ／に対して／ウオアエイ・ユ葺ヤ・ワ／
がある。この／ウ／を／ウン／と見てもよい。
（P）促　音
　名詞に次の類がある。
　一ki類（例・秋）　一ku類（例・陸）　寸i類（例・瓜）　一ru類（例・夜）
　一z｛類（例・藤）　一zu類（例・数）　一bi類（例・蛇）　一bu類（例・粒）
　一ci類（例・町）一CU類（例・夏）　一・si類（例・石）一SU類（例・臼）
　たとえぽ，一ki類に次のようなのがある。
　雪・茎・月・鋤　沖・軒　秋・脇・柿・滝　駅・劇・席・敵　患・式
「締」については，次のようになる。
　カッキャ（相」が）熟した。
　カキ（柿）の木
　カキ（節）を食べたQ
　ヵッキョイネ（柿を！ですよ）。
　カキ（柿）になった。
　カツキャ（柿だ）。
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　ヵッキャガイネ（柿ですよ）。
　また，一ru類の動詞（乗る・有る・蹴る・着る・生きる・受ける・来る・為る）
のすべてが，たとえば，スット（為ると）風になっても差支ない。
　このような現象が一つの単語の内部でも見られることは前に示したが，溌音
のイン（犬）などと違い，末音よりも中音において濃摩である。たとえば，タ
ッカイ（高い）・アッツィ（厚い）・イッスグ（ゆすぐ）・アッレル（荒れる）・カッ
タイ（固い）・ヤッパリ（やはり）などがある。撹音同様に／ウオアエイ・ユヨヤ
・ワ／対［2ウ2オ2ア2エ2イ・2ユ2ヨ2ヤ・2ワ］風なことが考えられそうである。
　なお，オンリル・オッリル（降りる），ソンデ・ソッデ（それで）のあること
を附記する。
　2．　連声
　2。1単母音の長畜化
　1音節語はすべて長音にしてよい。たとえば，次の語をエー（柄）のように
してよい。鵜・緒・絵・胃・湯・余・矢・輪・歯・蛾・蚊・座・田・名・魔・
場これは感動詞のサー・サ（さあ！）ヤー・ヤ（はい！）などと似た点がある。
　しかし，2音節語ではあまりはっきりしない。2音節語で長音化のあるのは，
主として南加賀・口能登である。南加賀のナーツ（夏）・アーシ（足）は京都
の○○狸の一U類・4類である。m能登のカーマ（鎌）・アーメ（爾）はすべて爽京
の○○型のようである。南舶賀風の2音節語の長音化は旧市南部にあるが，北
部ではわずかに80歳台に残存するだけのようである。前記のように，被調査者
No．1からカーギ（鍵）・スーミ（炭）風なものを聞くことができたからである。
　なお，アーメヤ（雨が）／アソメヤ（飴が）は少なくとも鹿島にある。
　2．2　連母音の長短音化
　長音化には次のようなものがある。
　一U類。動詞にユー（言う）・クー（食う）・スー（吸う）・ヌー（縫う）がある。
　一〇類。ウオ（魚）・オー（追う）・rk　一（会う）・シ・（塩）がある。ヒPt　一一（拾う）
を標準的にしょうとしてヒラウになる。オマウ（思う）は白山山地の鳥越など
にある。カウ（買う）・チガウ（違う）は輪島の海士町にあるG
　－a類。感動詞のアー（ああ1）・サー（さあ1）などわずかである。
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　－e類。動詞にクエル（食える）・コエル（肥える）・カエル（代える）など，名詞
にウエ（上）・ゲー（芸）・メー（姪）・イエ（家）・ヒエ（稗）がある。ケール（蛙）風
は南加賀である。
　一一i類。形容詞にアツイ（暑い）・シロイ（白い）・アカイ（赤い）・ウレシー（嬉
しい）など，また，クイタイ（食いたい）・オイ（甥）・カイ（貝）・シー（椎）があ
る。アケー（赤い）は南加賀，クダー（下さい）は奥能登にある。字白峰にア
ーチ（暑い）・アーキャ（赤い）・ウリシ（嬉しい）風がある。
　短音化は漢語と用書に冤られる。
　漢語には，次の短音化がある。五十音図の各行にある現象といえる。
　タイン（体操）　　　　オシ翼（和薗）　　　　サソセ（賛成）
　スモ（角力）　　　　　ホーミョ（法名）　　　　ウソメ（運命）
　このような現象は動詞の未然形・形容詞の連用形にある。
　ショ（為よう）　　カコ（書こう）　　アP（有ろう）　　トボ（飛ぼう）
　ツヨ（強く）なる　　アコ・アカ（赤く）なる　　シP（白く）なる
　セボ・セノミ⑫斎く）なる
　2．3　設奮
　次に八音の例を並べておこう○
（d）ヤ行
　イメ（夢）マイ（繭）ユキ（雪）ツユ（露）。ユ→イが原貝驕勺ではない。ユキ→イ
キ，ツユ→ツイでもよいが，サイ（白湯）はない○
（n）ハ行
　タロキ（〈タルヒ＝つらら）　　シト（人）　　シトツ（一つ）　　チg一
　ハイ（＜朝拝i冨里帰りなど）　　チャハン（脚繹）
　チョーーワイ・チャワン風は南加賀・奥能登である。海士町にはアイル（あひ
る）・ノワラ（野原）まである。タpmキ・タルキに似た現象のグソド（〈ブド
ー「山ぶどう」）は口能登に見られる。
の　ザ行
　ラソパツ（散髪）・ラシキ（座敷）はないという。　リシン（地震）は江沼に，一
liソリキシャ（入力車）は能登にあるようである。
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⇔　ツァ行
　カヅツォ（鰹）。オトッツァン（お父さん）・イッツェソ（一三の食事）がある。
イッチェソ（一眼）は目能登に，エッチェソ（越前）は字白峰にある。
㈱サ行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　ホーヤ（そうだ）・クタハレ（〈クタ翌レr下さい」）・シマハル（〈シマサルr為
なさる」）・ヒカシ（しかし）。なお，アシェ（汗）の傾向が強い。アへ（汗）は
河北の北・能登の南である。
8　マ行
　サブイ（寒い）・オボタイ（重い）・セバイ（狭い）・アッベル（集める）・クルビ
（くるみ）がある。一見，体系的な現象に見えるが，個別的なものにすぎない。
（〉）その他
　ヨテ（得手）　　モヨギ（萌黄）　　ウノク（動く）　　ジャクP（ざくろ）
　メレタイ（目出たい）　　グルジ（ぐるり）　　ラッチャン（〈ラチアカン「だ
　めだ」）
　ヨノミ（榎の実）・ヨボシゴ（烏甲子児）・フギ（釘）・ムカゼ（百足）は口能登，
フム（汲む）・ブンカン（軍艦）は能登島にある。なお，富来周辺のオンジル（降
りる）はオジル（降りる）→オチル（回帰形）の奥羽風なものに関連があるか
も知れないG
　2．4　その引
く4）想像の形
　文末に聴することであるが，動詞の未然形において，自分の「志向」で決定
できる場合と，そうは行かない，単に「想像」の場合とで文末に違いの生ず
ることがある。前潜なら「必ずイコ（行こう）」・後者なら「多分イコーオ（行こ
う）」風になる。すなわちヂ志向の行こう」の「イコ」と「想像の行こう」のrイ
コ一輪」とがある。自分の意志でどうにもならないものにはこの区励がない。
（ロ）　開合の別
　柴田武茂が「山形県大島方言の音素分析」で示されたと同じような次の対立
が佐渡の金沢・真野・水津あたりに存在する。
　オrギ（扇）／ウーキー（大きい）　　　　　ヨーヤク（漸く）／ドユー（土
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用）　　ホーキ（箒）／フークー俸行）　　オキ・一（お経）／
　キュ　一一（今日）　　　　ドーグ（道具）／ドゥー（胴）　　　　トー（塔）／
　トゥー（十）　　　　　トージ（湯治）／トゥージ（冬至）
また，筑前の鐘騎には次の対立がある。
　カコー（書こう）／ウキュー（受けよう）
　ウトー（打とう）／スチ＝・一一（捨てよう）
このような現象は金沢方雷には見当らない。
Vx）中濁
　加賀山地に接する越前の北谷には，力行に限って，カギ（柿）／カギ（鍵），
コゲ（茸）／コデ（飯などの「こげ」）がある。金沢にはこのようなものもない
ようである。カキ（柿）／カギ（鍵），クワシ（菓子）／クワジ（火事），イト（糸）
ノイド（井戸）である。
　また，ガメ（亀）・ズベル（すべる）などもあるが，どちらかといえぽ次のよ
うなものが多いようである。
　フク（海豚）　　カカシ（案山子）　　ツツ（津々浦々）　　ムツカシー（難
　しい）　　ミシカイ（短い）　　オナシ・一・（同じ）
㊥連濁
　特に調べたわけではないが，次のようなのを聞き得た。
　アシタ（足駄）　　ジテンシャ（自転車）　　シンポ（辛抱）　　タカタ（高
　繊）　　ナカシマ（中島）　　カワシリ（川尻）
　　　　　　　　　　∴二　　　　　　　　　　　　　　　　　　舷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9鳩
　金沢でないものを記したのは何かの資料にでもなればと考えたからである。
文 法
　1．　動詞
　1．1箕段・ラ変
（1）五段の活用
否定　キカンコッチャ（聞かないことだ） キカソデ・キカイデ（聞かなくて）
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　　　キカソトイテ（聞かないでいて）
連用　キキタイ（聞きたい）　キーテカラソ（聞いたくぜに）
終止　キクマッシ（聞きなさい）　キクマッシャン（聞きな：され）
　　　キクゾ（聞くぜ）
連体　キクモソナ（聞くものは）
｛反定　キケヤ（聞けば）
命令　キケマ（聞けよ）　キコ（聞け）
未然　キコ・キコー（必ず聞こう）　キコーオ（多分聞こう）
　キコは志向，キコーオは想像を示す。以下一方を略することがある。
②　五段の連用と仮定
　連用　　　　　　　　　　　　仮定
　咲イタ　　　　　　　　　　　　　サケヤ（咲けば）
　干イタ　　　　　　　　　　　　ホシェヤ・ホセヤ
　立ッタ　　　　　　　　　　　　タテヤ
　死ンダ　　　　　　　　　　　シニヤ・シゲヤ
　読ソダ　　　　　　　　　　　事忌ヤ
　借ッタ　　　　　　　　　　　　カレヤ
　立テッタ　　　　　　　　　　　　タテレ’ヤ
　呼ボツタ　　　　　　　　　　　　ヨボレヤ
　ユータ（需つた）　　　　　　ユエヤ
　コータ（買った）　　　　　　　　カエヤ・コエヤ
　ヒPt　一一タ（拾った）　　　　　　　ヒ揖エヤ・ヒラエヤ
　漕ンダ・漕イダ　　　　　　　　コゲヤ
　呼ンダ　　　　　　　　　　　　ヨベヤ
サ行で次の2音節語はイ音便にならない。
　貸す・足す・増す・消す・押す・のす・燃す・よす
このうちには，「足す」・「増す」→フヤス，「消す」→ケヤス，「燃す」→モヤスと
おきかえるものがあるQ　これらはフヤイタ・ケヤイタ・モヤイタとイ音便にな
る。「のす」・「よす」などあまり使わない。老年はイタ，若年はシタである。
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　なお，オドカス（おどす）・ダマカス（だます）・アソバカス（遊ばせる）・コロ
バカス（転ばせる）などもイタにな：るQ
（3）「ある」
??????????
アッゾ（あるぜ）
風だという。
（4）イラサル（いらっしゃる）
：否定　イラサソ・イラサラソ・イラッシャラン（いらっしゃらない）
　　　イラサソデ・イラサラソデ・イラッシャランデ（いらっしゃらなくて）
　　　イラサイデ・イラサライデ・イラッシャライデ（いらっしゃらなくて）
　　　イラサナソダ・イラサラナンダ・イラッシャラナソダ（いらっしゃらな
　　　かった）
??????????
アリミス（あります）　アッタトコト（あったというのに）
アルワイネ（ありますよ）
アルトキナラ（ある時なら）
アレヤ（あれぽ）
アローオ（多分あるだろう）
　　　　　・アッゾネ（あります）・アッゾイネ（ありますよ）は能登
イラシタ（いらっしゃった）　イラシテカラ（いらっしゃってから）
イラサル（いらっしゃる）
イラサルトキ（いらっしゃる時）
（イラッシ）（いらっしゃい）
イラソー・イラサロー・イラッシャロー（いらっしゃろう）
イラサン・イラサランはイラバソ・イラハランでもよい。イラシテだけなら「行
ってお出で遊ばせ」の意味のあいさつ語「さよなら」に当たる。
　イラシタ系の活用は完全でないが，イラスカ（いらっしゃるか）・イラストキ
（いらっしゃる時）・イラシェヤ（いらっしゃれば）およびイラー（いらっしゃ
い）は奥能登にある。
　また，イラシミスケ（いらっしゃいますか）は口能登に，イラシンスケ（い
らっしゃいますか）は奥能登にある。さらに，オラスカ（お出でになるか）・オ
ラサル（お出でになる）も奥能登である。
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　3．2　上一・下一
〈i）上一の活用
否定　オッキン（起きない）　オッキソデモ（起きなくても）　オッキデモ（起
　　　きなくても）
連用　オッキミッソ（起きますよ）　ナッキテモ（起きても）
終止　オッキルサカイ（起きるから）
連体　オッキルトキニャ（起ぎる時には）
仮定　オッキレヤ（起きれば）
命令　オッキマ（起きよ）　オッキョ　（起きよ）
未然　オッキョー（起きよう）
　オッキル・オキルはどちらでもよい。この促音的なものはあいまいなもので
はない。
（2＞　「見る」
否定　ミン（見ない）　ミンナイ（見ないわい）　ミTデモ（見なくても）
連刷　ミミス（見ます）
終止　ミルゾ（見るぜ）　ミソナ（見るな）　ミソナイ（見るなよ）
連体　 ミルコター（見ることは）
仮定　ミレヤ（見れば）
命令　ミーマ（見ろ）　ミョ（見よ）
未然　ミョー（見よう）
（3＞下一の活用
否定　ステントケヤ（捨てないでおけぽ）　ステントイネ（捨てないそうです）
連用　ステテカカッテ（捨てたくせに）　ステマッシマイネ（捨てなさいね）
終止・連体　スチル（捨てる）
仮定　ステレヤ　（捨てれば）
命令　ステマ（捨てろ）　ステヨ（捨てよ）　　ステトユト（捨てというのに）
未然　ステヨー（捨てよう）
　普通スチルよりもホカスを使う。なお，スチル（失くす）は奥能登にある。
糾可能
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否定　カケソ・カケレソ（書けない）
連用　カケミス・カケレミス（書けます）
終止。連体　カケル・カケレル（書ける）
仮：定　カケレヤ・カケレレヤ（書ければ）
未然　カケヨ（書けよう）　カケレヨーガイ（書けるだろうよ）　カケレヨー一
　　　ゲ（書けるでしょうよ）
　カケレルは子供に多く晃られる。なお，カケル・カケレルは尊敬にもなる。
㈲尊敬???
????????
????????uゆ
???????
コレンワイネ（お出でにならないですよ）
コレミシタゾ（お嵐でになりましたよ）
たよ）
コレルゾ（お出でになるぜ）
コレルガガ（お出でになるのが）
コレレヤ（お出でになれば）
コレヨーオ（お出でになろう）
コレルのほかに岡じ意味でオイデルがある。
1．3　力変・サ変
　力変の活絹
コレタゲ（お出でになりまし
コン（来ない）　コンデモ・コイデモ（来なくても）
キタガケ（来たのですか）
タルト・クット（来ると）
クルトキ・クットキ（来る時）
クレヤ（来れば）
コー。コイ（来い）
コーオ（来よう）
コイマに対して，イラッシマ・オイデマはていねいである。
（2＞サ変の活用
否定　セソガデ（しないので）
連用　シマサル（しなさる）
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終止　スルナ・スンナ（するな）　スッチ”ガー（するなといふのに）
連体　スルモンナ（するものは）
仮定　スレヤ（すれぽ）
命令　セー・セイマ（しろ）　セートソト（しろというのに）　ショ（しょ）
未然　ショーオ（しよう）
　サッスル（察しる）アンズル（案じる）などは「為る」に薫じ。
　2．補助動詞
　ナイトル（鳴いている）　ナイトラン（鳴いてない）　ナイトッタ（鳴いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十，
た）　　ナイトラナンダ　（嘆いてなかった）　ミテラサル（見てらっしやる）
ミテラサン（見てらっしやらない）　トッテタイ・トッテクタサレ（取って下
さい）　トッテタインカ・トッテソカ（取って下さいませんか）
　なお，フッチ・ル（降っている）は白峰村白峰や能美郡久常にある。
　3・　形容詞と形容動詞
　3．1形容詞の活用
連用　アモカッタ・アマカッタぐ甘かった）
終止　アマイ（甘い）
連体．アマイガヤ（言いのだ）
仮定　アマケレヤ。アモケ．レヤ（甘ければ）
未然　アマカロ（甘かろう）
語幹　アー，アマ（ああ，一環）
　「て・なる・ない・かった」の続く連用形はアツ（暑く）クロ（黒く）クPt・・
クラ（暗く）スズシ（凍しく）であるが，一ai類のクPt（暗く）は老年，クラ
（暗く）は若年である。サービ（寒い）アーキャ（赤い）サビシ（淋しい）は
字白峰である。
　3．2　形容動詞の活用
連用　シズカヤッタ（静かだった）
終止　シズカヤ（静かだ）
連体　シズカナ（静かな）
仮定　シズカナラ（静かなら）
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未然　シズカヤロ（静かだろう）
語幹　アー，シズカ（ああ，静か）
　4．助動詞
　4．1使役
　　　　　　　書かせる　　　調査させる
否定
連用
????
仮定
命令
未然
????????????????
????
?? ??
????????
??
??
?
? ????? ?????????????サン
セソ
シタ
セタ
ス
セノレ
セヤ
セレヤ
セ
?
?
見させる
サソ
セソ
イタ
セタ
ス
セノレ
セヤ
セレヤ
セ
?
?
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見せさせる
サン
セン
イタ
セタ
ス
セノレ
セヤ
セレヤ
セ
?
?
　カカササソ・カカサセン（書かせない）は子供の言い方だというが，必ずし
も子供に限らない。カカスル・カカサスル（書かせる），また，調査ササイタ・
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調査ササセタもあるが，有力ではない。
　4．2受身
　　　　　打たれる
否定　　　ウタレン
連用　　　ウタレタ
終止・連体ウタレル
仮定　　　ウタレレや
命令　　ウタレ
　　　　　ウタレヨ
未然　　　ウタレ・一
歩かされる
アルカサレソ
アルカサレ’タ
アルカサレル
アルカサレレヤ
アルカサレ
アルカサレヨ
アルカサレヨー
アルカササレル・アルカサセラレルもある。
4．3　　自然。可能D寒象敬
語。思、い出される
否定　　　オモイダサレン　　　　オモイダセレル
連用　　　オモイダサレタ　　　　オモイダセレタ
終止・連体オモイダサレル　　　　オモイダセレル
仮定　　　オモイダサレレヤ　　　オモイダセレレや
未然　　　オモイダサレヨー山
歩かぜられる
アルカセラレン
アルカセラレタ
アルカセラレル
アルカセラレレヤ
アルカセラレ
アルカセラレヨ
アルカセラレヨー
　　　 　　　　　　　　　　　オモイダセレヨーオ
　オモイダセル風は動詞の下一で記したが，オモイダセレルをオモイダセレレ
ルにすると，より子供風な言い方になり，しかも「尊敬」ではなくて「可能」
専用になる。
　「案じられる・歩かれる・出られる・話される・来られる」についても同じ
である。なお，オモイダサレ（思い出しなされ）風は越中である。
　4．4否定
　例・分らない
連用　ワカラナソダ（分らなかった）　ワカラソトル（分らないでいる）　ワ
　　　カラソデ・ワカライデ・ワカラズニ（分らないで）
終止・連体　ワカラン（分らない）
仮定　ワカラニャ（分らなけれぽ）
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　ミーデ（見ないで）一IZ・・一デ（為ないで）イワサソ・イワササソ・イワセン。
イワサセン（言わせない）オモワレン・オモエソ。オモエレン（思われない）
がある。
　ワカラソダ（分らなかった）風は南加賀と越中にあるが，金沢旧市の犀川以
南でも多少使われている。
　4．5願盟
　　　　　読みたい
否定
連用　　．　ヨミタカッタ
　　　　　ヨミタテ
終止・連体ヨミタイ
仮定　　　ヨミタヶレや
命令
未然　　　ヨミタカローt
ヨミタイ以外ではタ→トでもよい。
4，6　ていねい
　　　　　行きミス（ます）
否定　　　イキミシェソ
連用　　　イキミシタ
終止・連体　イキミス
仮定　　　イキミシェヤ
　　　　　イキミスレや
命今
食べたがる
タベタガラン
タベタガラニャ
タベタガツタ
タベタガリミス
タベタガル
タベタガレヤ
タベタガレ・マ
タベタガロー
居るマサル（居られる）
オルマサソ
オルマサラン
」t’ルマシテモ
ォルマサッテモ
オルマサシテモ
オルマサル
オルマサレヤ
（オルマッシ）
オルマツシャン
オルマサツシ
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　未然　　 イキミショー　　　　オルマサロー
　オルマサッシは目上，オルマッシは目下に対して使う。オルマッシャン（〈
オルマッシャレ篇居りなされ）はオルマッシより品がよいと被調査者No．2は
いう。オラレマセ（お居り下さい）は越中である。
　オルマサルはオルマハルでもよいが，被調査者No．2によるとオルマハルは
晶が悪い。なお，マサルは五段の動詞では終止，上一’i　t下一4　一力変・サ変の動
詞では連用ic接続する。
　4．7　断定，その他
　　　　　　行った　　　　　　　行ってる　　　　　　　　　　　噛
　否定　　　　　　　　 ”　　　　イツトラソ
　連用　　　　　　　　　　　　　イツトリミス
　　　　　　　　　　　　　　　　イツトツタ
　終止・連体イッタ　　　　　　　イッ5ル
　仮定　　 イツタラ　　　　　　イツトレヤ
　命令　　　　　　　　　　　　イツトレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　イツトロ
　未然　　　イツタロ　　　　　　イツFm　一一
　五段の「騒ぐ。踏む・死ぬ・飛ぶ」においてサワイダ。サワソダの外はフン
ダ・フソドル風になる。イッタッタ（お行きになった）は能登，イッテヤッタ
（行ッて居られた）は越中でともに敬語である。
　なお，金沢のソヤサカイ・ホヤサカイ（そうだから）に対するホソジャサカ
イは口能登，ソッデアサカイは奥：能登にある。また，金沢のクルガやPt　一・ク
ルガイロー（来るのだろう）に対するクルガダローは鳳至の外記や越中である。
さらに，金沢のミルガヤ・ミルガイ（見るのだ）に対するミルソジャ・ミルソ
ヤは南加賀の江沼である。
　5．　助詞
　5。董　　関係助言司
く1）ハナー（花が）　　　　　アネァ（姉が）　　　　　ツノァ（角が）
　　アッキャ（秋が）　　　　フッジャ（藤が）　　　　マッチャ（町が）
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　　ウツスァ（臼が）　　　　ヨツルァ（夜が）　　　　ツツブァ（粒が）
　　カンギャ（鍵が）　　　　アンニャ（兄が）　　　　スンミャ（炭が）
　　カングワ（家具が）　　　インナ（犬が）　　　　ハンムァ（ハムが）
　　汽車＝（で）行く　　　町二（へ）行く
　なお，「山ヤロ（より）高い・カッキャロ（柿より）首い」が珠洲にあるとい
う。
〈2＞フレヤ（降れば）　　ナット（なると）　　尋ねたカテ（って）　　そう
　　ヤテ（だって）　　降るガ＝（のに）　　降るガデ（ので）　　行っテカ
　　ラユ・行っテカカッテ（たく轡こ）　　来いチュガニ（というのに）
　「歩き歩き」は「歩きながら」に対応する。
　なお，尋ねタテテ（ても）は能登，赤カレド（いけれども）は越中，知らネ
ド（ないけれども）は能登と越中，赤いケソドカ　（またはケンド・：けれども）
は南加賀にある。
〈3）アレヤタラ，コレヤタラ（ああだのこうだの）アレヤノ，　コレヤノ（あれ
だのこれだの）
　5．2　溺嚢憲員力雲司
（i）そのコサ（ことは）
　　イシ（くらいは）
〈2＞話バカシ（ぽかり）
（3）　白いガオ（のを）
㈹　知らンザ（ないよ）
　　取らンジ（ないね）
　　セvイ（為るな）
そのコタ（ことは） 猿カテ（でも） クラ
　一つだけハンカ（しか）
鷺のガト（のと）　　行カンガヤ（ないのだ）
　知らンジャ（ないよ）　　取らンゾ（ないそ）
　見ンチャ（ないよ）　　見ントソト（ないよ）
泣くマイ（な）
　推董の助動詞「まい」と意味の違う禁止のマイを便宜上ここに併記した。な
お，ミソテヤ（見ないよ・見ないというのに）は奥能登である。
　「あのね」に対するアノンネは小松や能美に，アノエネは河北・羽口乍に，ア
ノネヤは能登の内浦に，アノノキャは三三にある。
（5）　ソーカ（そうか）／ソーケ（そうですが）シランガヤ・シランガイ（知ら
ないのだ）／シランゲ（知らないのです）
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　オイヤ，ホヤ5コト（うん，そうだな）／オイネ，ホヤトコトイネ（えk，
そうですね）
　これらはていねい助詞とでもいうべきものか。
　　　　ニシ　　カ　　スウ　　イ　　　　　　　　キタ　ザき愛知県　西春日井郡北里村
　　　野　村　正　良
1　面積　8．　9km2（昭29）
菰　人ra　5，360人，977世帯，1世帯5．5入（昭29）
XI入口動態　総転入数127入（総人口に回してG．2％），総転出数135入（0．3％），
　愛知県外からの転入7人（0％），県外への転出15人（0．02％〉一（昭28）
∬　就業人口　農・林業3，267人（総就業人mに対して68．5％），水産業0人，鉱
　業0人，工業35人（0。7％），商業75人（1．6％），公務・自由業395入（8．3％），そ
　の他5人（0％），計4，772人（100％）一（昭29）
V　おもな産業（おもな生産物資）　農業（米・麦・疏菜）
W　高校進学着数（進学率）74人（中学卒業者数に対して65．0％）一（昭28）
顎　ラジオ二型率　1．e世帯に1台（昭29）
鵬　新聞購読率　1世帯に1．G部（昭29）
　　電話加入率　1．0世帯に1台（昭29）
X　上水道　ない
　　まとまった買物をするところ　名古二二
　　大けが・重病のとき入院するところ　名古屋市
唖　被調査姦（敬称略）
　山田安太郎　　　北里村大字藤島
　加藤桑三郎　　　北里村大字藤島
　加藤粂三郎　　　北黒村大字藤島
　広瀬　銑一　　　北里村大字藤島
　（年齢）（岱居）
男　60不変
男　66不変
男　64不変
男　58　不変
???????????（学鮫）
0～6年
0・）6年
。～6年
0～6年
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はじめに
　1．愛獺県方言のあらまし
　愛知県は，東西二大方雷の移行地帯に位し，いわゆる東海東山方書域に戒ま
れる。
　アクセントはいわゆる乙種方言式であることは周知の通りであるが，語法，
出国などに関して方欝的特徴をなすと見なされているものの中には，東部方言
型のものと西部方言型のものとが見出され，それらはさまざまに入りくんだ分
布を呈している。
　愛知県の方言それ自体も等質酌なものでないことはいうまでもないQ概略，
尾張方雷と三河方雷とに二大別されるが，厳密にはそれぞれがさらにいくつか
の小方言を形成しているものと考えなければならない。
　尾張方言と三河方言との相違のうち，音韻体系に関する最も著しい点は母音
音素の結合ならびに連結に関する法則であり（音韻2），これに次いで注意せら
れるのは，尾張方言が／射ではじまるモーラの系列と／g／ではじまるモー
ラの系列とを厳密に区別しているのに対し，三河方雷は大部分／g／の系列の
みを有し／p／の系列をもっていないことである　（これらの特徴は名古屋市爽
南部憂欝にもある。ちなみに名古屋市東南部方雷は，歴史的には，名古屋市藤
北部方雷，すなわち旧名古屋城下町方言の影響を著しく受けた三三河系の一方
　　　　　　　癖
言と考えられ，西三河方言への移行的諸特徴を著しく示している）。　ただし，
三河東南部の渥美郡，八名郡などの一部には／η／の系列のみの方言もあるが，
その分布域は，国語調査委員会編纂「音韻調査報告書」（明治38年）に見えるよ
りも，現在ははるかに狭められ，大部分は／g／型の三河系方言に侵蝕されて
しまっているようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語法に関しては，たとえぽ〈勧誘形〉の／一mai／という附属形式が尾張方欝では
／’lko一／「行く」と／一〇／語幹をとるのに対し，三河方需では／’ika一／のように
／一a／語幹をとる点や（王河でも名古屋地方と交渉の多い地方ではた。／語幹を
とる話し手も認められる。また，共通語／’iku－ma’i／との混同やそれへの類推
　l14　　　　　　　　　　　　　　愛　　知　　娯
などによる結果，この語幹形成の母音音素が先行するモーラの母＝音音素の違い
により交替する現象が青年層の一部に認められる地方もある），共通語のいわゆ
る「指定」の助動詞の推量形／daroo／に当たるものが尾張では大体において
　　　／daroo／であるのに対し三河では／daraa／（または／dara／）あるいは／zuraa／
（または／zura／），共通語の「良く」に当たる形が尾張では／’joO／，三河では
／’joku／であ1體_，また尾張型の終助詞／namo／に対し三河型のそれが／nOH／
（ただし，三河でも／namo／を用いる二三の小方言があるという。）である点
などは嗣子の違いの著しい例である。
　尾張方言と三河方言との境界は一部を除いてかなり明確で，概略，北より庄
内（玉野）川一守山市一天白川の纐こ求めることができよう。ただし，両
方雷の相接する地帯および名古屋市，春日井市など，その他詳細は，今後の詳
密な調査によらなければならない。なお，瀬戸市およびその周辺には，音韻体
系はもちろん，語法の点でも上の尾張，紅舌いずれの方言群とも明確に区別せ
られる特別の方言が行なわれている。
　2．方言から見た調査地点の位置と性格
　ここで報告する愛知県西春日井郡北里村：大字藤島方雷は名古屋市の北約7キ
ロの尾張平野のほぼ中心にある純農村で話されている方言であり，いわゆる尾
張方言の代表的なものと認めて差支えないであろう。それは名糊粘市西北部方
言一名古屋旧城下の方言一の基盤をなした方言と本来ほぼ同系のものと認
めてよい方言の一つと考えられる。江戸時代の初期に名古屋の城下町が造られ
た際，清洲（名古屋の西北約4キP，北里村大字藤島の東南約7　if　Pt）の住民
が多数名古屋に移住したといわれているが（り，現在の清洲方雷と藤島方言は大
体等質：的であり，また現在の名古屋筆写北部方言そのものも藤島方書とほぼ同
じ体系を有すると認められるのである。これらの諸方窪域根互の交渉密度は歴
史的にも極めて濃密であり，それらの諸方言は，概略，並行的に発展し来たっ
たものと考えられる。
　県下の方言に関する詳しい概観，方書的諸特徴の分布および方言区画などの
詳細については，下記の諸文献および名古屋大学言語学研究室会より順次弱行
する予定の「尾張，三河方書の構造論的研究及び言語地理学的研究」などを参
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照せられたい。
　　　柴田武：「愛知察のアクセント分布」（「文字と欝葉」昭和25年，東京，刀江書院，
　　　P．267以一ド）
　　　東条繰戸「臼本方言学」（昭和29年，東京，吉川弘文堂，特にPP　46－47）
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　1．短母音の音節
　東京方雷のカ，ガ，ガ，パ，パ，マの各行諸音節に鮒応ずる藤島方欝の諸音
節は概略次の通りである。　（この点については東京方書と大差ない。）なお，こ
の方言のウは一般に［UI］；［s］，［z］，［∫］，［3］，［tsj，［tおなどの後では［蝕］
であるが，以下簡略に［ujで表記する。
　〈4）　［　ku　1〈o　ka　ke　ki　kju　kjo　kja　l
　（p）　［gu　go　ga　ge　gi　gju　gjo　gja］
　｛7x）　［　lju　Bo　“a　lje　pt　gju　pjo　ijja　］
　（＝）　［　pu　po　pa　pe　pi　pju　pjo　pja　］
　（ホ）　［　bu　　　bo　　　ba　　　be　　　bi　　bju　　　bjo　　　bja］
　（hx＞［mu　mo　ma　me　mi　mju　mjo　mja］
　〈F＞　［ru　ro　ra　re　ri　rju　rjo　rja　］
　次に，サ，ザ，ナ，ハ各行の諸音節も上と平行的に，次のように整理するこ
とができる。
　〈f）　［su　so　sa　se　Si　Su　So　Sa　］
　（V）　［zu　zo　za　ze　3i　3u　30　3a　］
　B）　［　nu　no　na　ne　ni　rju　．pjo　．pja　j
　〈」h）　［（t）u　ho　ha　he　gi　gju　gjo　gja　］
　（iJ）ザ行の頭子青は，いかなる位置でも摩擦音［z］，［3］である。なお，
　6・を参照。
　母音およびいわゆる半母音で始まる諸音節は，次の通りである。
　〈ヲ）［u　　o　　a　e　童　ju　　jo　ja　］
　上記の諸音節は音韻論的にはそれぞれ次のように解釈される（2）。
??????????????
???????????，???????????????????
??????
，?﹇
??? ??? ? ?????? ?? ，
??
愛
? ?，?
艶
??????． ． ． ??．?．?。????
??〜t
（蜘?????????????
U
〜
t
（ゆ ? ? ??????
0
〜
t
　kja／
　gja／
　ηja／
　pja／
　bja／
　mja／
　rja／
　sja／
　zja／
　nja／
　hja／
　　　　　　　　’ja　’wa
t∫aj
　　る
?
　　　に，タ行については，
のように，一応上記各行と平行直属に整理されるが，これに対す　有声音の系列
ダ行には，
　　　　　　　　　［　do　　　da　　　de　］
の三つの音節しかない（東京方言な：どに．現われる［dzud3id3V　d30　d3aユ
などの諸音節はこの方書には存在しない。6．参照）。そこで，これらの諸音節は，
　（ワ｝　　　　　　［　to　　　ta　　　te　］
　㈲　　　　　　［do　　　da　　　de］
　（ヨ）　　［　tSUL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t∫i　　　　t∫U　　　　t∫0　　　　乞∫a　］
のように整理して，音韻論的に，
　（ワ）　　　　　　／　to　　　　ta　　　　te　／
　　　　　　　　　／do　　　da　　　de／
　　　　　　　　　　　　うく　　　　　　うく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　／　CU　　　　CO　　　　Ca　　　Ce　　　Ci　　　Cju　　　CjO　　　cja　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うく　　　　　　　　メと解釈するのが妥当であると考えられる。／co　ca　ce／は体系的な「あきま」
であるが，ここをふさぐ＝e・一うに該当せしあうる例には，「gottSel］二／gO2C品／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ〈ご馳走〉；［juidattsama］：／’juuda2cama／〈雷電〉；［o「tびttsama］：／’et’o？
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cama／〈お父さん〉などがある。（／ce／の例はこの方言には見当らない）ただ
し，これらのモーラは東京方言などと同様，／？／音素の後にまれに現われるも
のである（3．参照）。
　2．長母音の音節など
　以上は短母音のみを含む音節の音韻論的解釈であるが，長母音，降りニ重母
音（通例長い変母音とされているもの），および重母音などを含む各音節は次の
ように二解釈されるQ
　藤島方響には，次のような長母音，および二重母音（3）が現われる。それぞれ
極めて簡略に表記すれば，次の通りである。
　a）長母音
　（d）　［ui］
　（ロ）［o：］
（ノx）［ar］
（＝〉　［ii］
b）二重母音
（イ）［y￥］
　（ロ）［φ6］
｛」x）　［ees］
（＝〉　［e￥］
例（’t）［ku＝ki］　〈空気〉
　　［kol：］　　〈甲〉
　　［ma：］　〈もう〉
　　［k：圭li］　〈黄〉
［1〈yli］　　　〈杭〉
［kφ1ξ…］　　〈鯉〉
［kεelE］　　〈貝〉
［keiiko］〈稽古〉
　上のb）にあげた二重母音のうち，（イ）の［yi］は，はじめ唇が上下および左
右より狭められるが，その狭めの程度は［ZU］と［tt］の中ほどで，暑のまる
めと唇の突出しはこの程度にわずかながら認められる。前舌面は［i］よりや
や低く，かつ後退した位置をとる（概略中酒．的な［ylどいえよう）。この位置
より唇の左右からの狭めはややゆるみ（この点では概略［圭］の方向に近づ
く），前舌面は高まって［呈］に近づく傾向を示す（概略［y’i］とすべきであろ
う）。
　（ロ）の［φ6］は，はじめ辱のまるめと突出しは，この方雷の［O］（っ羅）よりや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十や強く，前舌面の高さはこの方雷の〔e］（［e］）の程度であるが，前後の位鷹は
勿少後寄りになる。この泣置から唇の左右の狭めはゆるみ，突出しがなくなり，
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舌は［ejの方向に近づく。（概略［φ▼e］とすべきであろう）
　㊨の［a…ε］は，はじめ唇も香もほぼ典型的な前回の広い［ee］の位置をとる。
ついで，それよりもやや狭い中舌的な位置，すなわち〔ξ弓へ移行する二重母
音である（概略［a∋E］で表記される）Q（5）
　（＝）の［eI］は，はじめ，この方言の短い［e］（たとえぽ［ke］〈毛〉の［e］）よ
りかなり狭い（基準母音の［e］よりわずか広い程度）位置をとり，次いで前舌面
がそれよりもやや閉じた中雪的な位置へ移行する二重母音である　（概略［e▼漏
で表記される）。
　なお，これらの二重母音に先立っ子音は，それぞれ程度の差はあるが，弱賑
蓋化されているのが普通である。一般に「入りわたり」もかなり著しいが，子
音が先立たない場合には，たとえぽ，概略
　　［Yyiro］　　〈ういろう一一米の粉を蒸して作った菓子〉
　　　　［。eφさ］　　〈甥〉
　　　ε　　［　caste］　　　　〈糊手〉
　　［ieigo］　　〈英語〉
のように表記される半母音的な入りわたりがことに長く，かつ強い。なかんず
く，［一e￥］の場合，弱口蓋化はこの系列の二重母音のうち，最も著しく，また
入りわたりも最も強い。
　これら四つの二重母音のすべてに平行的に認められる事実は，音韻論的解親
に当たって，［yi］，　［th6］，［eeS］，［e日などの二重母音を一つの系列をなすものと
して一括して扱わなけれぽならない理由のうちの最も有力なものの一つであり，
さらに，［yi　φ6　EeS　e￥　iiS］　が，この方言では結局一系列をな．
していると解釈しなけれぽならない理由をなすものでもある（［i：］も精密には
［i｛ヨなる二重母音であることに注意（3）。したがって，［圭：］を長母音の類として
扱うのは厳密に言えば正しい記述ではない）。
　藤島方言には上寵の長母音，二重母音に著しく類似してはいるが，その初め
の部分と終りの部分との間に，かなり明瞭な「強さの谷」（このような「強さ
　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　0　　0
の谷」は厳密には「強さの凹」と称すべきであろう）が認められ，それぞれが
　　　　　　　　　　　　くぱ
別の音節をなすと認められる一種の重母音がある。通常このような「強さの谷」
には前後のいずれの部分よりも高さの低い，多少ともゆるんだ声帯の発する振
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動音（有声の［瑚に近いが，声帯の緊張の度合は，それよりも低い）が聞かれ
る。それは一種のBlahiaut飾なつぶやき声と見なすことができよう。初めの
部分の出わたりおよび終りの部分の入りわたりは，いずれもゆるやか（gradua1）
である。
　　a）　　（イ）　〔U．U］（6）　1列　　〔SU達．　U（ka－U）］　〈酢を（買う）〉
　　（ロ）　こ0．0］
　　（A）　［a　a］
　　（pt　［e．　e］
　　㈱　〔i．三］
b）　（d）　［y．i］
　　（ロ）　［φ，e］
　　（ix）　［ee．　e］
　　£kol．　o（gilcu）コ　〈粉を（罎く）〉
　［ka・a（ta「t・’kg）］〈蚊を（詩P〈）〉
　　［kel．　e（1〈ilru）］　〈毛を（切る）〉
　　〔kii．i（lciiru）コ〈木を（切る）〉
伊」　　　［9i「王くyコ＿　i］　　　〈｛氏㌧、〉
　　齢「．eta］　〈澱いた〉
　［ka｝i．　eta］　〈書いた〉
　これらの母音連続は2であげた長母音，二重母音よりもやや長く，上の
［y．i］，£th．　e］，［ae．　e］は2・b）の［yi］，［φ旬，［aCE］よりもその：初めの部分
の開きがやや広くなり，かっ，先立っ子音の弱口蓋化もかなり弱まる傾向を
匂す。一般に，入りわたりも2・の場合よりも短くて弱い。また，これらの
［．一i］，［．一e］，［．一e］の開きも　（ことに［．一e］では）［胡，［避］［一9］よりも
広く，かっ，長さもより長い。なお，この方雷には東京方書におけるような夢
助音［e：］は現われない（り。上記の他に，藤島方言には次のような重母音があ
る。これは先立っ母音がかなり「はっきりした声止め」（S）で終り，それに続く母
　　　　　　　　　　　o　　”　　“
音もかなり「はっきりした声立て」（9）で始まるものである。ことに，あとの母音は
　　e　　e　　一
明瞭な息の強めの加わりで始まるので，二立ての程度はかなり著しい。音声の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　“　一とぎれ，はほとんど聞きとれないが（10），両母音の間には，このようなi著しく明瞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　一　　一　　e　　一
な「強さの谷」が認められ両母音は別々の音節を形成する。
“
a）　（t）　［u－u］（ii）
　（ロ）［o－oコ
　（ix）　［a－a］
　（S　［e－e］
　｛rjg）　［i－i］
b）睡り　［u－i］
　（ロ）　［O－i］
　（，x｝　［a－ii
例［maku－ut∫i］〈幕内〉
　　［ko一「oitol｛O］　　　〈ノ」、男〉
　　［kata－a∫i］　　　〈舛魑足〉
　　［kage－e］　　〈影絵〉
　　［tsuri－ito〕　〈釣糸〉
　　［jabu一「il∫a］　〈藪医者〉
　　［kuro－inu．1　〈黒犬〉
　　［hara一・ita］　〈腹痛〉
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　　　ξ⇒　　［e－i］　　　　　　　　［tame－ike］　　◎留灘三〉
　このような藤島方雷に著しく特徴的な母音音のあらわれは，その音韻論的解
釈の上にも当然十分に反映されなけれぽならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上の2で述べた長母音のうち，a）の（d），（ロ），㊨は／VV／，　b）の二重母音およ
　　　　　　　　　　　びa）の㊥の長母音は／Vi／と，2モーラよりなるが，一つの音韻的音飾をなす
母音音素結合と解釈する　（ノV／は母音音素を，／（／は音素結合を表わす記号）。
●　　　0　　●　　　O　　●　　　O
　　　　　　　a）㈹［u：］／uu／
　　　　　　　（m＞［Or］　／QO／
　　　　　　　（IN）［a：］／aa／
　　　　　　　㊥ 　　［i：］ 　 ／　ii　／
　　　　　　　b） 〈イ） ［yと］　 ／u∀
　　　　　　　（ロ〉［φEコ ／0i／
　　　　　　　㈲［a］E］／ai／
　◎［eV］／e童／
　　　ノへ例　　／kuuki／
　　《　／koo／
　　　　　／maa／
　　K／kii／
　　《　／kui／
　　《　／koi／
　　《　　／ka三／
　　久　／1〈eiko／
〈空気〉
〈甲〉
〈もう〉
〈黄〉
〈貌〉
〈鯉〉
〈貝〉
〈椿古〉
　長母音を糊種の母音音素2個の連結（すなわち，ここでは音素結合）と解釈
したのは，服部四郎博士の言われるように（12），㈱下降調，上昇調というような
長母音，二重母音，溌音などの音節に現われるアクセントをその他の音節と並
行的に扱うことができるからであり，（b＞次に述べる二重母音とも同様な扱いを
することができ，記述が体系的となるからである。
　：璽母音を母音音素十／i／と解釈する理由は次の通りである。
　㈲　これらの二重母音［y￥］，［φ司，［eeE］，［eY］はすべて［i］の方向に動
くわたり音である。
　（b）　これらの二重母音における［y一］，［φ一］，［εe一］，［e一］のそれぞれの調
音の綴違は［u］，［o］，［a］，［e］の調音の相違に相似的，並行的である。また，
ことに，［y］：［uコ，［φ3：［o］，［ee］：［a］，［e］（［ei］における）；［e］のよう
な音韻的に有意味な対立は認められない。かっ，麺］：［y］，［o］：［φ］，〔a駆
［ac］，［e］：［e］（［ei］における）の調音の栂似的，並行的な稠違は，後続する
母音音素が同種であるか／i／であるかによるものと兇なすことが可能である。
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　⑥　後の部分［一i］，［一6］，［一司，［一i］のそれぞれの調音の相違は，それら
に先立っ音素／u／，／0／，／a／，／e／の桐違によるものと説明することができ
る。
　㈹　これらの二重母音のそれぞれに先立つ子音に認められる弱口薫化は，い
ずれも／i／に該当せしめ，その影響による同化に基づくものと解釈することが
可能である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したがって，［yi］，［φ6］，［a｝司，［ei］をそれぞれ／ui／，／oi／，／ai／，／ei／に
該当するものと解釈することができよう。　「経済の作業原則」からいっても，
［y］，［φ3，［韻，［e］を／if／，／6／，／a／，／e／にそれぞれ該i為するものと解釈す
るよりも，上述の解釈の方が妥当である。
　これらは先に述べた理由にも基づいて，それぞれ音韻的には次のような系列
を構成しているものと解釈する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③／VV／の系列：　／uu　oo　aa／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）／Vi／の系列：　／ui　oi　ai　ei　ii／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，特に／uu，……／，／ui，……／のように／（／を付けて／uu，……／，
／磁，……／と区別した理由については次を参照。
　すでに述べた一種の重母音はそれぞれ（a）／VV／，（b）／V圭／と，2モーラよ
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　リ　　　　　　　　　　　り　　　　りなり，二つの音韻的音節をなす母音音素連結と解釈する。
（a）　g）
　　（ロ）
　　〈A）
（b＞　（d）
　　（ロ＞
　　ex）
［u．　u］
［o．　o］
［a．　a］
［e．　ej
［i．呈コ
［y．　i］
［φ．eコ
［EE）．　e］
／uu／
／00／
／aa／
／ee／
／ii／
／ui／
／0i／
ノai／
例／　Srfiu（ka’u）／〈酢を（買う）＞
　　／k60（h圭ku）／〈粉を（ひく）〉
　／kaa（tataku）ノ　〈月賦を（叩く）＞
　／k6e（kfru）／〈毛を（切る）〉
　　／　kii（kiru）　f
例　　／hik丘i／
　　／　’6　ita　／
　　f　kaita　／
これらの重母蒋を上のように解釈する理由は，
（a）上の2．で扱った長母音，
〈木を（切る）〉
〈低い〉
〈置いた〉
〈書いた〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二重母音を／VV／および／Vi／と解釈し，
本項で扱う一種の重母音を／VV／および／Viノとしたことについての最も重要な
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点は，次のことである。／VV／，／V圭／は音韻的にも一音節をなしている。しかる
に，本項の重母音は，音声的には工音節をなし，音声的，したがって音韻的にも
　ドへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
／vv／および／Vi／よりはゆるい連続をなし，音韻的には2音節をなす。しか
し，一方／VV／と解釈される場合とは異なり，前の部分と後の部分の間に音声
のとぎれは認められない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）／VV／と解釈したa）の／uu，…／などは，／VV／の場合とは異なり，聴覚
的には東：京方言の〔U＝，……］などの長母音に近く，その調音にも二重母音的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な傾向が認められない。ことに［e．　e］を／ee／と解釈したのも／ei／：［ei］とは
異なり，それよりもかなり開いた母音の連続であり，かつ，先立っ子音の口蓋
　　　　化は／eYの場合に比べて著しくない。また，後の部分の［一e］の調音もほとん
ど先立っ［e一］と同じだからである。
　（e）［y．　i］，［φ．e］，［εe．　a］がそれぞれ／ui／，／oi／，／ai／と解釈される理由
は詳しい説明を要するが，要は理由③，㈲に加えて，先立っそれぞれの／u，o，
a／に続くノi／によって一種のUmlaut的な変化を起したもので，／－1／と解釈
した部分における［一口，［一e］，［一e］なる相違は，それぞれ先立っ音素との同
化によるものと見なすことができるからでもある。このようなUmlaut的な
変化が，／V’i／と解釈した／V／についても，これよりやや低い程度に起っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことも，以上の解釈の裏付けとすることができよう。それはまた，前述の／Vi／
における事実とも照し合わせることができるQ／Vk／における畜声的な事情が
　　　　　　　　　　　　　　／Vi／の場合よりもむしろ／Vi／のそれに極めて近いのは，この母音音素の連
続が，／V’圭／における／V／と／i／との連続とは異なり直接的であることによる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものであり，一方／V圭ノにおける音声的な事情が，／Vi／に．おけるそれとはやや異
なるのは，前饗が「音素連結」であるのに，後者はよりかたい「音素結合」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　●
なしているゆえと解釈される。
　なお，詳説しなけれぽならない点があるが，紙面の都含で省略する。
　上述の重母音はそれぞれ次のような系列を構成しているものと解釈する。
　③　／VV／の系列：／uu　oo　aa　ee　ii／
　（b）／Vi／の系列：／u圭　oi　ai／
　すでに述べた重母音は／V’V／と解釈される。かく解釈する理由の，特にこの
　　　　　　　　　　　　　　　　音　韻
方言にとって重要なものは，すでに述べたところである。
㈲　　（イ）　［u－uユ
　　（ロ）　［o℃］
　　（ノ’ウ　［a－a］
　　（＝）［e－eヨ
　　〈」S）　［i－i］
（b）　（d）　［u－i］
　　（ロ）［O－i］
　　｛iN）　［a－i］
　　（＝）　［e－i］
／u’u／
fo’o／
／a’a／
／e’e／
／i’i／
／u’1／
／o’i／
／a’i／
／e’i／
例　　　／maku，uci／
　　／ko’6toko／
　　／kata’asi／
　　／kaiJe’e／
　　／cur呈’ito／
　　　　　　　　　　例／’jabu’1sja／
　　／kuro’inu／
　　／hara’ita／
　　／tame’ike／
〈幕内〉
〈小男〉
〈片足〉
〈影絵〉
〈釣糸〉
〈薮医者〉
〈黒犬〉
〈腹痛〉
〈溜池〉
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　藤島方言における上述の長母音，二重母音，重母音などの音韻論的解釈を要
約すれば次の通りである。結局，この方欝の母音音素の連続には次の三つの段
階を認めなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　1　／VV／，／Vi／の段階二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／uu，　　oo，　　aa／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　／ui，　　　oi，　　ai，　　ei，　　ii！
　III　IVV／，／Vi／の段階：
　　　fuu，　oo，
　　　／ul，　oi，
．III　／V’V／の段階
　　　fu’u，　o’o，
　　　／u’i，　o’i，
aa，
ai／
?
aa，
ナの
a1，
ee，　ii／
e’e，　i’i／
e’i／
　　　　　　　　　　　　　　　　オン　　　および上記以外のすべての母音音連続はこの驚の類にはいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠）　1の段階においては／ei／という音素の連続が存在するのに／ee／は存在：
しない。しかるに，11一の段階には，／eeノは存在するが／ei／は存在しない。結局、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1に．おいては／VV／のi系列をま／u，　o，　a／の三つの母音音素に限られ，，／－V／は同、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種の母音音素にのみ結合することができるが，／一iノの系列は完全に整い，それ．
はすべての母音音素に結合することができる。一方，Kにおいては，逆に同種
の母音音素連結ノVV／は完全であるが，／一i／は／u，　o，　a！の蕪っの母音音素に
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のみ続きうることに注意すべきである。　　　　　　　　　　　　．
　㈲　母音音素が三つ以上結合したり，連結したりすることはない。
　　　　　　　　　　　　　（c）／vv／，／Vi／なる「音素結・念」は一つの形態素の内部のみに現われる。
　（d）／VV／，／Viノなる「音素連結」は，先立付属形式の末尾母音と続く付属形
式の頭母音や，いわゆる用書の語基と語幹形成音素などがかたく結合する位猛，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　o　　oその億一般になんらかの形態論的なつぎめを介して二つの母音音素が連続する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置（たとえぽ／kaa／〈蚊を〉，／k6量ta／〈書いた〉，／mEesja／〈眼医潜〉，／kee－
ro／〈毛色〉など），およびこのような形態論的なつぎめが類推されていると推
測される位置（たとえぽ7’圭k6kaiノ〈行こう（鋤誘）〉の／－kaiノなど）に現われ
る。なお，ある条件（たとえば対比強調など）の下では「母音音素結倉」は「母
音音素連結」のように発話されることもないではない。
　（e）／V’Vノは相豪程度に霞立性の強い付属形式（服部四郎博士のいわゆる「え
せ自由形式」にほぼ近い形式）が結合する場合に認められることがある。たと
えξま，　／kata’asi／〈片足〉，　ノkape’e／　〈影絵〉，　／hara’ita／　〈腹痛〉，　／tame’ike7
〈溜池〉などがそれであり，また読書音と認めるべき発話における，たとえぽ
［kゼーi］〈杭〉，［koi－i］〈鯉〉，［kai一・i］〈貝〉，［kel－ikO］〈稽古〉などの母音連
続は，いずれもそれぞれ／v’i／型と解釈すべきもので，皿の類に属する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［補］（13）（a）東京方言の／vV／，　Ivi／は藤島方需の／VV／，／Vi／に対応する。
　　　　　　　東京　　　　　　　藤島
　　　　　　　　　　　　　　　　《　　　　　　／k6i／　　　　／kui／　　〈枇〉
　　　　　　　　　　　　　　　　久　　　　　　／k6i／　　　　　　／koi／　　〈鯉〉
　　　　　　　　　　　　　　　　久　　　　　　／　k会i　／　　　　　　　　　　　／　ka｛　／　　　　〈貝〉
　　（b）東京／v’v／及び／v’i／は藤島（／）　fvv／，／vi／，（Pt）／v’v／，／v’i／に対応す
　　る。たとえば（／）動詞語幹の／h“i一　（te）／〈吹いて〉，／’6i一一（te）／〈置いて〉，／k傑一（te）／
　　のような部分，形容詞の終⊥E形，／hur6i／〈古い〉，／kur6i／〈黒い〉，／，ak婚i／〈赤い〉
　　　　　　　　　　　　　　　ら　　など，および，先にあげた／m6esja／のような熟した複合諮（この種の単語はかなり
　　多いようである）。回1．2。4・3の例など。
　3，　つまる音
　［kakkoi］〈恰好〉，〔jat「ton：」〈長く〉，［bitt∫u：］〈備中という一種の鍬〉，
［o「toittsama］くお父さん〉，［jap「pairl］くやつぽり〉，［sassoku］〈早速〉，
［i∬o］〈一緒〉などにおける［一kk］，　E－tt一」，［一tt∫一」，［一tts一］，£一PP一］，［一ss一］，
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εイ∫一］のような「重ね子音」の前の鶴分が岡一の音素／2／と解釈されるのは東
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　《三方雷の二三と同様である。上の諸例は，それぞれ／ka2koo／，／’ja？too／，　／bi？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cjuu／，／’ot62cama／，／’ja？parif，／sa2sok：u／，／’i2Sjo！と表わしうる。
　／2／は三音音素の二三にのみ立つことができる。
　なお，［ik▼「kaij〈行くか？〉，［mos▼so］〈裳裾〉，［o∫▼∫i］（1’1）くお獅子〉など
における［一k’k一］，［一s▼s一］，［一∫▼∫一］の前の部分は前述の／2／と解釈されるも
のとは異なり，先立つ愚音との結びつきはゆるく，かっ，その出わたりにおい
ては閉鎖あるしやは狭めがゆるむ傾向が現われる。のみならず，［一k・］，［一s’］，
こ一∫弓などの代りにそれぞれ［選u］，〔一S”］，〔一∫i］，あるいは［一kU］，［一suj，
［一∫i］が現われる。したがって，これらの音節はそれぞれ／－ku／，　f－su／，　ksif
と解釈すべきであり，／’ikuka／，／mosuso／，／’osis圭／（15）と表わすことができる。
　4．　はねる音
　いわゆる「はねる音」の分布は，ほぼ東京二三などにおけると岡様である。
ただし，発詣段落の末尾に現われる場合は，［N］の閉鎖が概してゆるく，それ
に先立って，鼻母音のわたりが東京方言よりもかなり著しく聞かれる　（例，
［jaka“N］〈薬かん〉）。なお，個人によっては純然たる鼻母音がこれに代る傾向が
ある（例・［ham「bu撤3〈半分〉，［udOU］〈うどん〉・［jal〈ae］〈薬かん〉，［「，i阪ei］
〈二間〉．［t∫okii］〈貯金〉）。この音を！N／と解釈すべきは東京方舞と同様であ
る。／N／は母音音素の直後にのみ立つことができるQ
　なお，（a）［amme］〈梅〉，範勉n蜀圭］〈鰻〉，［嫡eコ〈竹を編んで作った漁具の
一種〉などにおける［倉m，ftn，9鵬は，いずれも［m，　n，韓などの三三に先
立って，いったん［U］の調音三三がとられ，かっ，これらの音は発話段落の頭
にのみ現われ，後に続く音も孤立曲でそれぞれ「m，n，　g］のみであり，さら
に上記のような発音の代りにIume］，［una癖］，［uoe］のように発音されるこ
ともあるゆえ，それぞれ／’ume／，／’unapi／，／’陶e／と解釈する。（b）［Om’1’mo］
〈雲母〉，［fin’na3i］〈問じ〉，［a131’oa］〈運河〉などにおける［“m▼，　L］nT，鴨］
も㈹の場合と同様，［m▼，nT，刺に先立って［U］の調音位澱がとられ，か
っ，これらの膏は発話段落の頭に，しかも，それぞれ［m，n，羽の前にのみ
現われるなど，その位置は孤立酌である。かっ，上記の発音の代りに［パmmo］，
　126　　　　　　　　　　　　　愛　　知　　藥
［unna3i］，こu論導a］のように発音されることもあるゆえ，それぞれ懸Nmo／，
／’UNnazi／，／’U喝a／と解釈する。
　5．［切の音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ljU，葛。，　oa，　ge，葛i，切u，　Bjo，切a／のノB／に当たる［扇は発赤段落の最
初の位置には立ち得ない。その位：置に現われるのは通例［g］である。しかし
［i3］と［g］とは必ずしも補い合う分布を示さず，東京方雷と同様，次のような
例が認められる○
　　［∫i「3ui：ηo］〈親が40代の時に生まれた子〉［∫i3Uigoi〈45＞
　　［3u「：po］　〈銃後〉　　　　　　　　　　　　　　　　　［3un：go］　〈15＞
　　［sonogO］くその後〉　　　　　　　　　　［sono「90’］くその碁〉
　したがって，この方欝についても陶］と［g］とはそれぞれ別の音素に該当
するものと解釈して差支えない。
　なお，／Ψは，この方言では，完全な閉鎖が営まれず，弱い摩擦音［’f］の鼻
音化した［『］であるのが通例である。ことに［me「Xa’ne］〈眼鏡〉［miYaku］
〈磨く〉のように前香母音〔e］および£i］が前に来る場合には，その狭めの
位置はかなり前寄りに，また狭めそのものもいっそうゆるみ，その摩擦音も著
しく弱まって，［j］（精密には［8］）と表記すべき音である。
　6．／z／の音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／zu，　zO，　za，　ze，　zi，　zju，　zjO，　zja／の／z／に当たる単音は，発話段落の
頭においても，東京方書などのような破擦音［dz一］，［d3一］ではなく，摩擦音
の［z一］，［3一］である。母音間では上述の場合に比べてさらに狭めもゆるみ，摩
擦も弱まる。
　7。　モーラ表
　7　以上は藤島方欝の音韻論的分析ならびにその記述・解釈にあたって特に
問題となるところを中心に説明したものである（もちろん，これがこの方慧の
完全な音韻論的記述というわけではない）。以下に》いま一応この方言に認めら
れるすべてのモーラを表示する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（d）　／　　ku　　　ko　　　ka　　　ke　　　k圭　　kju　　　kjo　　　kja　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n）　／　　gU　　　gO　　　ga　　　ge　　　gi　　　gju　　　gjO　　　gja　　ノ
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文 法
　1．　用雷
　ここで用言と呼ぶものは，いわゆる動詞と形容詞であるQいわゆる形容．動詞
をま含まれ，なし・o　それ．はヲ彦容‘動詞の活用ヲ｛多とμ乎尋まれている各ヲ影式は，　｝爆島プゴ雷て至
はr麟立語＋附属語」　よりなる単語連結と考えられるからであるσ5）。　なお，
形容詞についても問題があるが，それについてはあとで述べる。
　1．1　動詞
　1．・ll動詞の種類　藤篇方喬の動詞は旧基G6）の構造によって，まず次の2類
に分けられる。
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　第1の類は一般に（いわゆる「音痩形」を除く）語基の束尾が子音音素で終
るものであって，たとえば／naku／〈泣く〉，ノkゑku／〈書く〉，／cuqu／〈注ぐ〉，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／n6ηu／〈脱ぐ〉，／tobu／〈飛ぶ〉，／kumu／〈汲む〉，／’j6mu／〈病気をする〉，
／kacu／〈勝つ〉，／curu／〈物を持ち上げてその位置を移動させる〉，／t6ru／〈取
る〉，／sinu！〈死ぬ〉，／kasu／〈貸す〉，／d6su／〈出す〉，／ka’u／〈買う〉，／1煎’u／＜食
う〉などがそれである。
　策2の類は語基の末尾が母音音素で終るものであって，たとえぽ／Reru／〈寝
る〉，ノd6ru／〈鐵る〉，／kiru／〈着る〉，／miru／〈兇る〉，／seru／くする〉，／k紅u／
〈来る〉などがそれである。
　以下，Cで子音音素，　Vで母音音素を表わし，第1の類をC型，第2の類を
V型と称することとする。
　上の二つの類は，さらにそれぞれ次のように分けられる。
　a）C型
　（i）二二末が／k／のもの：1nak－uノ〈泣く〉，／kak－u／〈書く〉，／’iη6k－u／〈勤
く〉（／’in6k－u／という形もある）など。
　　　　　　　　　　　　　　　へ　（2＞旧基末が／0／のもの：／CUII－u／〈注ぐ〉，／n6恥u／〈脱ぐ〉，ノ’is6堵u／〈急
ぐ〉など。
　（3）雷丸末が／b／のもの：／宅ob－u／〈飛ぶ〉，／korob－u／〈転ぶ〉，／’asub－u／
〈遊ぶ〉など。
　（4）語基末がノmノのもの：／kum－a／〈汲む〉，／’jam一一W〈病気をする〉，
／cucfim－u／〈包む〉など。
　（5）語基末が／＃・一。／のもの：／k6c－u／〈勝つ〉，（／ka＃一6－N／〈勝たない〉），
／m6c－u／〈持つ〉，（／moレa－N／〈持たない〉），／綴。－u／〈立つ〉（／tat－2－N／〈立た
ない〉）など。
　（6）i譜基末が／r／のもの：／cur－uノ〈物を持ち上げてその位：鷹を移動させる〉，
／’t6r－u／〈取る〉，／hokar－u／〈捨てる〉など。
　（7）語気末が／n／のもの：／sin－u／〈死ぬ〉のみ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）語基末がノs／のもの：／kas－u／〈貸す〉，ノd6s－u／〈出す〉，／ma’w冬一uノ
〈隅す〉など。
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　（9）語基末が／，～0／のもの：／ka’一u／〈買う〉（／ka－l　n6para／〈買いな
がら〉），／k：C’一u／〈食う〉　（／ku－i　n的ara／　〈食いながら〉），／hiro’一u／〈拾う〉
（／hiro－i　n6para／〈拾いながら〉）など。
　この分類はノーta～一da／，／一te～一de／などの種々の形態素が結合したり，連
　　　　　　　　モヘフ結したりする際の語形選択の条件として，また，その際の語幹末音素の交替（い
わゆる「音便形」の形成）の条件として重要である（L12および2・13参照）。
　b）V型
　（i）語序末が／e／のもの：／ne－ru／〈寝る〉，／d6－ru／〈鐵る〉，／’i’e－ru／〈植
える〉，／’izake－ru／〈物を引きずってその位置を移動させる〉など。
　（2）語基末が／i／のもの：／ki－ru／〈着る〉，／ml－ruノ〈見る〉，／’oci－ru／’〈落
ちる〉など。
　（3）語些末がノe～i／と交替するもの：ノse－ru／〈する〉（／si　n勾6ra／くしな
がら〉）。
　（4）語基末が／u～o～i／と交替するもの：／ku－ru／〈来る〉（／ko－N／〈来な
い〉，／ki　nSllara／〈来ながら〉）○
　以上あげた動詞の類のうち，C型は従来の文法でいう「四（五）段活用動詞」，
V型の（1）は「下一段活用動詞」，（2＞は「上一一段活用動詞」，（3）は「サ行変格活用
動詞」，㈱は「力行変格活用動詞」にそれぞれ当たるものである。
　1．12動詞の活用　上述の語基はさらに種々の語幹形成音素と結合して，各語
幹（活撃墜）を形成する。語幹はそのままで，あるいはさらに種々の付属語，
付属形式がついて用いられる。各類の代表的な動詞について，それらの語幹を
表示すれぽ次のページの通りである。
　（1）終止形：それだけで交を終止する。また，／na／，／si／，／deノ，1k6de／（／k醗
　　　　二．、　　　＿　　　　　　（
do／），／gai／，　IBE’ja／，／zo／，／’wS／などの助詞が連結する。
　②　連体形：体言に連なって，それを修飾する。　また，助動詞／’d≦ro／，
／rasfi／，助詞／η！si／，／made／，／’」6ri／などが連結する。
　（3）鋤下形：助動詞／－mal／が接尾する。また，助詞／kai／が連結する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ　㈲未然形：助動詞ノーN～一n6Nda！，／一suto／，／－na！，　kmai／，／一su／が接尾
する。
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　（5｝打消形：／seN，　sen6Nda／という形式に連なって「打消」を表わす。
例．／kake　seN／〈書かない〉，／kak6e　seN／〈掛けなし・〉
　（6）命令形：それだけで自分より対等以下の選手に対する命令を表わす。
　（7）連用形：他の動詞，形容詞や，／ni／，／mo／，ノn的ara／などの助詞が連結
する。
　（8）仮定形二それだけでいわゆる「仮定の順接条件」を表わす。
　（9）＝膏便形：いわゆる過去の助動詞／一tat）一daノ，　その湿たt6r一・）一d6r一／，
／一£6r一～一dar一／などの助動詞および接続助詞／－te・v－de／が接尾する。
　C塑の動詞では特有な語幹が種々の形（従来のいわ＠る「音便形」）で現われ
るが，この点については東京方雷の場倉とほぼ同様である。ただし，C塑の動
詞のうち，語基末が／s／で語幹が3モーラ以上のものは，すべてこの語基末
　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の音素が／0／と交替する。たとえぽ，ノma’w6i－ta／〈回した〉，ノto’6i－ta／〈通
した〉など。また，語幹が2モーラのものは，語長男の音素が常に／0ノと交
替するもの一　／dai－ta／〈出した〉，／s2i－ta／〈刺した〉など一と，ノ○／と
交替する形と，そうでない形の両方があるもの一／kai－ta／，／kasi－ea／〈貸し
た〉；／kai一£a／，／kasi－ta／〈米をといだ〉；／k6i－ta／，／kosf－ta／〈漉した〉：／’6i－t
aノ，／’osi一一ta／〈押した〉など一とがある（なお，十分に確める必要があるが，
一般に語部末／s／の動詞は，語幹の末尾の直前のモーラにアクセント核が来る
類にあっては，　この／s／が／○／と交替するのではないかと推測される）。
　i．13動調の派生　乱調の語基に，以下にあげるような派生動詞形成接尾辞が
接尾し，さらにそれが先に述べた動詞と絵様の活用をするものがある。これを
仮に派生動詞といい，その現象を「動詞の派生」と呼ぶことにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ツ　以下にあげる接尾辞のうち，母音音素で始まる語形はC型の動詞の語基に接
　　　　　　　　　　　モ　フ尾し，子音音素で始まる語形はV型の動詞の語基に接尾する。干音音素で終る
接尾辞の接尾したものはC型の動調と同様の活用をなし（ただし，（5）／一aNS一・V
一’NNS－／，（6）／一jaas一・v一’jaas－／はいくらか異なった点がある），母音音素で終
る接尾辞の接尾したものはV型の動詞と同様の活用をする（ただし，㈲／一a？s6一
～一9la2s6一／はいくらか異なった点がある）。
　（エ）　／一6一（（・一e一），一6r6一（tV－ere一）；N－r6一（rV－re一）／：いわゆる「可能」を
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表わし，V型（1）の動詞と同様の活絹をする。なお，／一e一／および／－ere一／とい
　テげフう語形は，いずれもC型の動調の語恨（ただしC（9）型は／CV’一／なる語根）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　モぴフ接尾し，この限りにおいてはこのこつの語形は互に一種の‘free　variation’の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶかワ関係にあるがンC（6）型には／一ere一／なる語形は接尾しない。／－re一／はV型動調
の語根に接尾するが，V型（3）／seru／では／se一ノ，／V／型㈲1k億u／では／ko一！
という語根に：接尾する。例．／’呈keru／または／’ikereru／〈行くことができる〉，
／kak6ru／または／kaker6ru／〈書くことができる〉，／nereru／〈寝ることができ
る〉，／der6ruノ〈出ることができる〉．
　（2）　／一ar6一（（・一are一）；（・一rar6一（tvrare一）／：いわゆる「受＝身」を表わし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モドワV型（Dの動詞と同様の活用をする。なお，ノーrare－／という語形はV型動詞に接
尾するが，V型㈱／ktiruノでは語根／ko－／に接尾する。またV型（3）ノseru／に
おいては，／kfiru／などの場合との並行関係からすれぽ／se－rare－／という形が
予想されるが，そのような形はなく，そのあきまは／sare－／という特別の形に
よって糠充されているQ例，／nakareru／〈泣かれる〉，／kakar6ru／〈書かれる〉，
！kirareruノ〈着られる〉，／mirar6ru／〈見られる〉．
　（3）／－as6一（～一ase一）；一sas6一（～一sase）／：いわゆる「使役」を表わし，　V型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ワ（1）の動詞と岡様の活用をする。なお，ノーsase一ノという語形はV型動詞に接尾す
るが，V型㈹／k　（i　ru／では語根／ko－／に接尾する。また，　V型（3）／seru／の場
舎は，／k鞭u／などの場舎との並行関係よりすれぽ／se－sase－／という形が予想
されるが，そのような形はなく，そのあきまは／sase一／という特別の形に．よっ
て補充されている。　例，ノnakaseru／〈泣かせる〉，ノk：ak：as6ruノ〈書かせる〉，
／kisaseru／〈着させる〉，／misas6ru／〈見させる〉．
　　　　　　　ハ㈹　／－a2s6－r・ノー’ja？s6一／：その動詞の表わす動作の動作主に対する話手の親
しみのない敬意（概して傍観的な）を表わす。活用は，たとえばノkal〈a2s6ru／＜終
止形，連体形〉，／kaka2s6－N／〈未然形〉，／kaka？s6／〈命令形〉，／ka1（a2s6’ja／
〈仮定形〉，／kaka2s6－ta／〈音便形〉（それぞれ〈お書きになる〉，〈お書きになら
ない〉，〈お書きなさい〉，〈お書きになれぽ〉，〈お書きになった〉）のようであり，
V魏（i）の動詞とほぼ同様の活用をするが，ただ命令形が異なる。この接尾辞の
ついた動調は一般に相手の動作について用いられることはないが，ただ命令形
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に限り，対’等以下の根…手に対して用いることがある。例．／naka2s6ru／〈お泣き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になる〉，／ki’ja2s6ru／〈着られる〉，／mi’ja2s6ru／くごらんになる〉．
　｛5）／－6NS－r）一『｝aNS一／：聞き手と親密な関係にある動作主および聞き手に対
する（聞き手が動作主である場合は聞き手に対してのみ），話手の親しみを奮め
た敬意を表わす。主として男性に使われる。活用は，たとえば／kak諏su／〈終
止形，連体形〉，／kakaNs6－y／〈未然形〉，／kakaNse／〈命令形〉，／kakaNsi－taノ
〈音便形〉（いずれもく書く〉の場合）のようであり，C型（8）の動詞／kasu／〈貸
す〉とほぼ同様の活用をするが，ただ未然形が異なる。例．／nak6NS副〈お泣
　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きになる〉，／ki’猿Nsu／〈着られる〉，／mi’滋Nsu／くごらんになる〉
　　　　（　　　（久　　　　　　　　　　　（　（6）〆一jias一～一’jaas一／：（5）1－6Ns一・N・一’jaNs一／とほぼ同様の意味を表わす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久主として女性に使われる。活用は，たとえぽ／kakjaasu／〈終止形，連体形〉，
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノkakjaas6－N／〈未然形〉，／kakjaase／〈命令形〉，／kakjaasja／〈仮定形〉，
　　（ス／kakjaa－ta／〈音便形〉（いずれもく書く〉の場合）のようであり，　C型（8）の動詞
ノ面suノ〈湿す〉に類似の活用をするが，未然形および音便形が異なる。また，
　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　命令形が／kakjaa／〈お書き！〉のようになることもある。例．／nakjaasu／〈お泣
　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きに．なる〉，／kYjaasu／〈着られる〉，／mi’jaasu／くごらんになる〉．
　（7＞／一ikarakまs一～一karak6s一／：ほぼ「……しまくる」（「書きまくる」など）
に当たる意味を表わし，C型（8）の動詞／dasu／〈出す〉と同様の活用をする。例．
／nakikarak6su／〈泣きまくる〉，／kakikarakゑsu／〈書きまくる〉，／dekarakゑsu／
〈出まくる〉，／s圭karakゑsu／くしまくる〉
　（8）／一arakゑs一（（’一akas一）；（・一rak盗s一（（’一kas一）／：その動詞の表わす動作
が謡し手の意志に反して行われることを表わす。C型（8）の動詞／dasu／〈出す〉
　　　　　　　　　　　　　　　　モドフと同様の活用をする。この接尾辞の語形のうち，母音音素で始まるものはC型
動詞語根に，子音音素で始まるものはV型動詞語根に接尾することは前述の通
りであるが，／一ra一／というモーラを含む形（すなわち／－arakas一，一rakfis一／）
は，末尾に／r／という音素を含まない動詞語根　（たとえぽ，／tob－／〈飛ぶ〉，
／’oci－／〈落ちる〉）に接尾し（／tobarakas一／，／’otorak6s一／），／一ra一一／というモ
ーラを含まない形（すなわち／一akas，一kas一／）は，末尾に／r／という音素を
含む動詞語根（たとえぽ／tor一／〈取る〉，偉obore一／〈こぼれる〉）に接尾する
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（／宅ora猛s－／，／koborakas一／）○なお，　v型動詞では，語根末尾の母音音素やそれ
に先立っ一子音畜素が交替することがある。たとえぽ，／koborakas－／（／kobore－／
→／kobora一／），／’otorakゑs一／（／’oci一／→／’oto一／）など。例．／tobarakゑsu／〈（帽
子などを風で）飛ばす〉，！’otoral〈asu／〈（金などを）落す〉，ノtorakasu／〈（ボタ
ンなどが）取れる〉，／koborak盃su／〈（水などを）こぼす＞
　1．2形容詞
　1・21　ここで形容調と称したものは，／飴i／〈無い〉，／’ee／〈良い〉，／’akai／
〈赤い〉，／kur6i／〈黒い〉，／’uresii／くうれしい〉などの語である。ただし，／nai／
および／’ee／の二語はその活用において他の大多数の形容詞と異なる点が二三
ある。
／’ak含i／〈赤い＞　　　　　／kur6i／＜黒い＞　　　　　！’us直島／〈薄い〉
／’ゑka　nai／＜赤くない＞　／k鯉。　nまi／〈黒くない〉　／’（lsu　nai／〈薄くない〉
／’2kate／＜赤くて＞　　　　／kftrote／〈黒くて〉　　　／’tisute／〈薄くて〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コへ／’akoo　nuru／＜赤く塗る＞　／k：uroo　nuru／〈黒く塗1る〉　／’usuu　nuru／〈薄く塗る〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’akak6rla／〈赤ければ〉　／kurok6rja／〈黒ければ〉　／’usuk6rja／〈薄ければ〉
／’akak62ta／〈赤かった〉　／kurok勿毛a／〈黒かった〉　／’usuk：ま？ta／〈薄かった〉
などの諸形式を互に比較すると，／’aka一～’ako－／，／kuro－／，／’usu一／という部
　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　分と，！一i／，／一te／，／－o～一u／，／一kerja／，／ka2ta！という部分が分析されるが，
この爾部分の結合は東京方書における語学と語斡形式接尾辞（たとえば／－i／，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ／－ku／など）との結舎に比べてかなりゆるいようである（ただし，／’akoo／，／ku
ぼへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びヘ　　　　　ハroo／，／’　Llsuu／における／’ako一／，／kuro－／，／’us耳》などと／一〇～一u／の結合は
他の場合より固いと思われる）。たとえぽ語根／’aka－r）’ゑka一・）’aka一／という部
分は，肖立語／’ゑka／〈赤〉と形も意味も’趣めて近い「えせ自由形式」であるのみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハならず，H／，／一k6rja／，／－k62ta／などの形式は，たとえば／zjoobu／〈丈夫〉
　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハのような度漫語に由来する／zjoobu／に接尾して，比較的自由に／zloo髄1／〈丈
　　　　　　　　ハ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ夫だ，丈夫な〉，／zjoobuk6rja／〈丈夫だったら〉，／zjoobuka2ta／〈丈夫だった〉
のような活用形をつくる。さらに，形としてはまた，／ ak護i／，／kur6i／，／’us耐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハなどにおける／一ai／，／一〇i／，／－ui／が母音音素結合（すなわち，／－ai／，／一〇i／，
　ハたui／）を形成しない点も濫労すべきである（音韻の2参照）。
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　上述の結合は，この方言の動詞の語基と語幹形成音素との結合よりもはるか
にゆるいことは，もちろん，いうまでもない。
　L22形容詞の活用　形容詞は次のような活用をする。
?
｝語幹（2t’）
i（活用形）
1禰繁
終止形 連体形
鋤添度e）i→←いe）
無いi。ゑ、　。a1
打消形
　　　○（～一〇）
良い ’ee ’ee 横
陛ユ鞭ト噸
嬉しいi・ures｛i｝@・uresli
’Ska
’uresi
／te／形
o
n2一“
塑劉仮定形
x．……還
　　　ロむ
　～○
．k6倉a
音1更形
nあ
一k会2一
　　ハロnak邑rja　　　nak会2一
勉翻躰・・罎喩
’会ka一
’ur6si一一
・ak蕊
’uresi
　　　，akak6rja’akaka？一
鞭・k轟蔽＝1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久　（1）終止形；それだけで文を終止する。また／de／，／k6do／（／k6Ndo／），／gai／，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
／ηa’ja／，／zo／，／’w訂などの助詞が連結する。
　（2）連体形：体醤に連なってその体言を修飾する。また，助動詞〆d6ro／，
　　　　　　　　　　　κasi呈／，助詞／導isi／，／’j6rYなどが連結するQ
　（3）打消形：／nai／に連なって打消を表わす。ただし，／nai／〈無い〉にはこ
の活矯形は無い。
　（4＞／te／形二いわゆる接続助詞／te／が接尾する。
　（5＞連用形：主として動詞に連なって，その動詞を修飾する。
　（6）仮定形：いわゆる「仮定の順接条件」を表わす。
　（7）音便形：いわゆる過虫の助動詞／一ta／が接尾する。
　なお，次の点を補足しておきたい。
　Ci）fiiai／には上にあげた活Hl形のほかに，助動詞／一na／〈打消の仮定条件を
表わす〉を接尾させる／nak6一／という形式がある。　たとえば，！koko　ni　k｛N
箆ak6na’akaN／〈ここに木がなけれぽならない〉。しかし，他の形容詞にはこの
たna／は接尾しない。なお，〈打消の仮：定条件〉を表わすには次のような単語連
　　　　　　　　　　　　　　ハ続を用いる。たとえば，／’圭ro’wa’6ka　nak6na’akaN／〈色は赤くなけれぽな
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らない〉。
　（2）形容詞の語；基は，勤詞／漁ru／，／seru／と結合して現われることがある
が，その結合は相巌固く一種の派生動詞と見てよいほどである。　たとえぽ，
／taka　n5ru／，／taka　seru／はそれぞれ共通語の「高まる」，「高める」に近い。
しかし，語基と／naru／，／seru／とのつぎめおよび両考の間に介在しうる自由
形式（助詞）との連結（あるいは連合）などについて，さらに検討を要する点
があるので，ここでは派生動詞として扱うことはしなかった。
　2．　助動詞
　ここで助動詞と称したものは，従来の文法でいわれている助動詞にほぼ相当
する付属形式および付属語である。
　21尾醤に接帰する助動詞
　2．ll打消関係
　〈a）／－NrV－n6N一／＜打消，「……ない，……ぬ」＞／－N／は文の終止または体霊
に続いてそれを修飾する場合などに現われ，／一舶N－／は次に／一da／〈過表〉がっ
く場合に現われる。動詞の未然形に接尾するQ　　例．／nakaN／〈泣かない〉，
／nakanaNda／〈泣：カ、なカtSつた〉
　（2）／一suto／〈打消の中止．「……ないで」〉動詞の未然形に接尾する。例．
／si塗。毛。　s6suto　net6ru／〈仕事をしな：いで寝ている〉。
　（3）／－na／〈打消の仮定条件．「……なけれぽ」〉動詞の未然形および形容詞
1nii／の／nak6－／という形式に接尾する。例．／’6me　Ba　hurana’i’ereN／〈繭
が降らなけれぽ（葡が）籔えられない〉
　　　　　久　㈲　たma圭／〈打消の推蚤，また打消の意志．「……しまい」〉動詞の未然形に
　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接尾する。例，／kjoo’wa’fime’wa　huramai／〈今日は雨は降らないだろう
　　　　　　　　　（　（　　　ス（打消の推：蚤）〉，／maa’jaramai　to’om62ta／〈もうするまいと思った（打港の
意志）〉．
　2．12　　即言秀・意志関｛系
　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）／一m　ai／〈相手に対する誘いかけ〉動詞の勧誘形に接尾する。例・／’ikomai／
〈行こう〉．
　（2）／一、u／〈慧志，未来〉動詞の未然形に接尾する。次に，いわゆる格助詞
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／乞。／が続いて「引用」された形をとることが多い。例．／’ik6su　to’em62tey
〈行こうと思って……〉．
　また，次に助詞／ka／〈疑問〉が続いて，いわゆる「反藷」の意味を表わすこ
とがある。例．／soNna　koto’ar益su　ka／くそんなことあるもんか〉．
2．13　いわゆる「過去」関係
　／一ta（（ノーta）；（ノーdA　（（ノーda）／，　／一taro　（（”・一taro）；　tv－d衰ro　（tv－daro）〆，
／一tara（～一tara）；tv－dara（～一dara）／，／一・tま・）一dゑ／はいわゆるr過去」（あ
るいは「完了」），／－taro・V－d6ro／は「過表の推量」，／一毎ra～一d愈a／は「仮定
の順接条件」の意味をそれぞれ表わす。動詞・形容詞の音便形，および指定の助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モドフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モヨヴ動詞（／da2－／）に接尾する。なお，／t／で始まる語形と／d／で始まる語形の選択
の条件は東京方図の場合と同様。すなわち，先にあげた動詞の類のうちC型の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モドワ（1），（5｝，（6），（8），（9）およびV型には／t／で始まる語形，C型の（2），（3），㈱およ
　　　　　　　　　　モドフび（7）には／d／で始まる語形が接尾する。また，形容詞，指定の助動詞には〆t／
　　　　モドブで始まる語形が接尾する。例．／kゑita／〈書いた〉，／toNdゑ／〈飛んだ〉，！kまitaro／
〈書いたろう〉，／tONd激。／〈飛んだろう〉，／k盃itara／〈書いたら〉，！tONdゑra／
〈飛んだら〉。
　なお，動詞の音便形に接尾する助動詞として，上述のものの他に，／一t6r一～
一d6r－／くある動作妻が現こその動作（状態）を実現していることを表わす。「…
…している」〉，／一tar一・V－dar－／くある動作（状態）がすでに実行されてあること
を表わす。「……してある」〉，／tok一・V－dok一／〈・・…・しておく〉，／一tar一～一dar一！
〈……してやる〉がある。例．／kait6ru／〈書いている〉，／kait6ru／〈（字などが）
書いてある〉，／kaitoku／〈書いておく〉，／kaitaru／〈書いてやる〉．
　2．2　体言および用言に連結する助動詞
　（1）／da／くいわゆる「指定（断定）」の意味を表わす。「……だ」〉体書・朋書
の連体形（ただしこの場合は／daro／という形式のみ），ある種の助詞に連結す
る。／dゑ（rvda），　d益re（～daro），　d6（rvde），　da2一（～da2一）／という一種の活用
をする。意味，職能は棄京方言の「だ，だろう，で，だった」などとそれぞれ
ほぼ同様である。
　（2）／rasi一／くいわゆる「推量」を表わす。「……らしい」〉体言・用言の連体、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形，ある種の助詞に連結する。／rasii・vrasi・vrasik6rja（・rasikゑ一2／という一種
の訴追をする。意味，職能は東京方醤の「らしい」とほぼ同様である。
　3．助言司
　3．1用書に連結するもの
　（i）／de／〈いわゆる「既定の順接条件」を表わす。「……から」〉用雷の終止
形，打消の助動詞／一N／，過去の助動詞／ta（・一da／，指定の助動調／da／などに
連結する。例．／’ore　mo’iku　de　ma？t6re／くおれも行くから待ってろ〉。
　（2）／k6do（rvkedo）／，（／k6Ndo（rvkeNdo）／）くいわゆる「既定の逆接条件」を
表わす。「……けれど，……が」〉用雷の終止形，打消の助動詞／－N／，過虫の助
動詞／一ta・）一da／，指定の助動詞／da／などに連結する。／k6do（keNdo）／の形も
／k6Ndo（keNdo）／の形も用いられる。　例。／’ore　mo’iku　k6do（k6Ndo）’os（）
　　　　ド　へnaru　ka’wakaraN／くおれも行くが（行くのは）おそくなるかも知れない〉。
　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　（3＞／pa’ja（’喝a’ja）／〈一種の強調を表わす。「……ぞ」〉胴雷の終止形，打消
の助動詞／一N／，過去の助動詞／一ta～一da／，指定の助動詞／da／などに連結する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久　　　　（なお，これと意味，職能をほぼ同じくする／gai（～gai）／という形式もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例．／ore　mo’iku｝3ゑ’ja／〈おれも行くそ〉，／kore’ore　n6　da　gai／〈これはお
れのだぞ〉。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）／’w6（～’wa）／〈一種の強調を表わす。「……よ」〉翔言の終止形，打消の
助動詞／－N／，過表の助動詞／一ta・V－da／，指定の助動詞／da／などに連結する。
　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　《一種の強調を表わすが，前述の／g萌a／または／ga呈／ほど強くない。東京方雷
などの「……よ」（f行くよ」）にほぼ当たるQなお，東京方慧の終助詞「わ」は．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主として女性に使われるのが普通であるが，この藤島方欝の／’wa／は男女どち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らにも用いられる。例．／kono　hu’j｛ビwa　samu　nai’wa／〈この冬は寒くない．
よ〉。
　（5＞／n6mo／〈念押し。「……ね」，女性に多く使われる〉この／n6mo／は用言’
の終止形，打消の助動詞f－N／，過去の助動詞／－tarv－da／，指定の助動詞／da／’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に連結するが，また体書や前述の助詞／’wa／にも連結する。例．／’6e　t6Nki、
dan6mo……／〈いいお天気ですね〉，！konoh6N　nゑmo・一…・／くこの本ねえ…・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ…〉，／’wasi　mo’iku’wa　llimo／〈私も行くわね〉。
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　（6）／ηis圭（Nlllsi）／〈「……だけ」〉用言の連体形に連結するが，また体言やあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る種の助詞にも連結する（例．／kore　llls正……／くこれだけ……〉）．例．／maa
　　　　kore’jaru　pisi　daノ〈もうこれをするだけだ〉。
　以上あげたもののほか，用言に連結する助詞としては，
　（1）終止形につくもの：／si／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈2＞連体形につくもの：／mtide（r）made）／，／’j6ri（・v’jori）／
　〈3）連用形につくもの：／n呈／，／mo／，／n鈎ara／
　（4）音便形につくもの（形容詞は／te／形）：／t6（～te）；t）d6（～de）／
などがあるが，その意味，職能は東京七七の場合とほぼ同様である。
　3．2鉢醤に連結するもの
　ここでは藤島方書の特徴的なもののみをあげることにする。
　（1）／“a・vN／くいわゆる「主格」を表わす。「……が」〉語末が／N／以外の体欝
の後では，多くの場合／N／という形が用いられるが，語末が／N／の体言の後で
は，すべての場合角a／である。例．／kiN’6ru／〈木がある〉，／k圭N　pa’aru／
〈金がある〉。
　（2）藤島方書においては，体言がいわゆる対格にたっ場合（たとえぽ「水を
飲む」の「水（を）」），助詞／’o／〈「……を」〉を連結させることなく，その語幹の
みで用いられることが多い（例．／mizu　n6Nda／〈水を飲んだ〉）が，なお，1モ
ーラの名詞には，語幹の母音音素と同種の母音音素が加わって2モーラとなる。
例．　／St’1／　〈酢〉　：
　　／k：o／〈子〉：
　　／ka／　〈蚊〉：
　　／t6／〈手〉：
　　／kI／〈木〉：
／s磁ka’u／〈酢を買う〉
／koo’umu／〈子を生む〉
／kaa　tat6ku／　〈蚊をロロ＜＞
／t6e’ara’u／〈手を洗う＞
／kii　kiru／〈木を切る〉
　以上のように，語幹に接尾されたたu，一〇，一a，一e，一i／はそれぞれ互に補い
合う分布にあるとみなすことができるゆえ，それらの母音音素を一括して／V／
で表わし，助詞／’o／の代りにたV／が接尾したものと解釈することもできるで
あろう。
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　　注
　1）　名古記市役所：r名古屋市史，政治篇第一」（大正4年，名古屡：，p．88以下および
P．401以下）参照。
　2）　以下にあげる／ku，　ko，　ka……／など個々の単位は1モーラ（mδra）をなす。
　3）　以下には，いわゆる長い変母音を含めてかく称することとする。音声的には「降り
二重母艦」とするのが正しいからである。なお，この節（2）で簡略に長母音と記述しだ
ものも，厳密には「降り二重母音」とすべき場合がしばしばある。むしろそのような場合
の方が一般的ではないかと観察しているが，詳しい記述は別の：機会にゆずる。
　4）　以下にあげるすべての傍のうち，音韻的にアクセント核を有するものは，その部分
を音声的には［「1コまたは［■］（例．［ko一「o「tol〈o］，　［koii〕），　音韻論には／ノ／（例，
　　　　　　　　久／ko’6toko／，　／koo／）で表わすことにする。なお，アクセント核を有しないものは音声
的，音韻捷いずれの表記もしない。
　5）　このこ二重灘音はいろいろな条件による変種が特に多いが，ここでは最も典型的なも
のについて読罪するにとどめた。なお，服部四部：「音声学」（昭和26年，東京，岩波，
P．163），および東条操編「日本方言学」（昭和29年，東烹，野川弘交館P．103）参照。
　6）　下記の［u．u］，［y．　i］などの［．〕は，服部四郎：「音声学」巻末のアメリカ雷語
学の音声記号の表（K．L。　P圭ke：Phonemics　leよるもの）により，上記のような音簸の
切れ欝を表わし，かつ，母音連続とも区別するために用いたものである。
　　　　　　　　　　7）したがって，／ee／なる母音音素結合は存在しない。
　8）　〈clear　ending＞。発話段落：の家臣に現われるものよりは弱い。
　9）　〈clear　beginning＞。発話段落の始めに現われるものよりは弱い。
　10）それは音声のとぎれが全く存在しないわけではない。わたしの個人的印象では，爽
京方言における同様の場合よりもかなり著しい。それほ服郎四郎1海士の述べておられる
／hi－siNkaroNx，tekif〈非進化論約〉という形式の発話（東京人の）における［一］にほぼ比
定されよう。この方言に現われる，このようなとぎれは，箭後の付属形式がむしろ「分離
され得ないという印象を与えるのに役立っている」と考えられる。服部照郎；覧具体的需
語論泣と抽象的欝語単位」（コト／ミ，復刊∬一12，昭和24年，P．2）参照nなお，問題の
［．］および［一コについては詳しい突験的研：究が大いに望ましい。
　11）この種の重母音を，ここでは［u－u］，［u一一i］のように表記することとする。
　12）服部暇郎；「国語の審韻体系」（「音韻論と正書法」昭和26年，東京，研究祉，PP．
152－157）参照。この点の理由は次の重母音の解釈についても妥当である。
　13）以下に述べる点について，三河部の諸方言は概略東京方器に近い。ただし，講部な
らびに東南部の一部には／ie／（たとえば，／kieru／〈消える〉，／mieru／〈見える〉など）
なる連結が認められる方言もあるようであるが，詳しい謁査は完了していない。
　14）［O∫’∫i］〈御獅子〉の［∫▼コの部分は，他の部分（すなわち［0一］および［一∫i］）より
も強く発音され，また，そのかわりに［∫i］または［∫i］が現われる際には，〔o「jin∫i］ま
142 愛　　知　　艮
たは［o「∫i「∫i］のように，その部分が他の部分よりも高い。したがって，音韻的には，そ
れに当たるモーラにアクセント核があると解釈すべきである（すなわち／’osisi／）。
　15）たとえば／sizuka－da／〈静かだ〉，／sizuka－dar◎／〈静かだろう〉，／sizuka－da2ta／
　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごく静かだった〉，／sizuka－de／〈静かで〉，／sizuka－na／などにお轄脳る／sizuka〆は自立認
／da／，／daro／，／da？ta／，／de／，／na／は付属語と考えられる。なお，この種のいわゆる「形
容動詞の活燗」に当たるものについては2．2①「指定の助動詞」の項を参照。
　16）動詞の各語韓，いわゆる活用形（記述の便富上いわゆる音硬形は一応i徐外して考え
る）を：互に比較し，それぞれの動詞について同じ意味（「意義素」）を表わすと認められ，
　　　　　　　　　　　　　ニゆりて　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ワかつ，その形も類蝦し，一つの形態素を構成すると考えられるところの基本的都分（語形）
を一揺して下賎と称する。かかる語塞は，動詞の類により一つの語恨から成るものもあれ
ば（たとえば／kak一／〈諜く〉，／mi一一／〈見る＞＞，二つ以上の語根から成ると認められるも
の（たとえば！kat一～kac－／〈勝つ〉，／ka’一～ka一ノ〈買う〉，／se一・・vsi一／〈する〉，　／ku－
rvkO一～ki－／〈来る〉）もある。
　17）語幹（活用形）の配列は，語幹形成音素の母音審素により，音韻論におけるモーラ
の表の母音の国字を基準としたものである。
　18）一般に，語幹形成音素のうち舞音音素で始まる形はC型，子音音素で始まる形はV
型の動詞語基にそれぞれ接尾する。a）四川形の／－a（wa）N一〇／の／一wa／はC型⑨の
語根ノka’一／〈買う〉，ノku’一／〈食う〉などにつく。／一〇／はゼロを表わす。　b、打消形の
／－e～一V（’e）／の／－V／はV型の動詞語基につくもので，語基末の録音音素と溝じものが
現われるゆえ，／v／で表わした。たとえば／d6e（sex）／〈出ない〉，／kノ｛i（seN）／〈着ない＞b
ただし，V型（4）／ktiru／の場合は／k6i（seめ／となるのが普通であるが，／k6’e（seN）／と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いう形もある。／一’e／としてあげたのがそれ。c）命金野／－e～一’jo（i）／の／一（i）／はv型．
のく4）／ktiru／にのみ現われるものである。
　19）ここで「音便形」と仮に呼んだのは，　助動詞／－ta～一da／，　／－t6r一～一d6r－／，
／－tar一～一d禽／や助詞／－te・V－de／に続く語幹（活用形）である。従来の文法でいう「音
便形」とは異なり，いわゆる音便なる現象が現われないV型の語幹も仮にこれに含めるこ
ととする。
　2Q）語幹（活用形）の名称およびその配列は大体，動詞のそれに準じた。
奈良県
シ　　　キ　　　　　　　オ　　ダ　　　　　　　　　　　　　　ぼオ　　ミ　　　ワ
磯城郡織田村（新大三輪町）
民一宮西
1　薦積　3．　6km2（昭29）
E人口　3，　943入，750世帯，1世幣5．3人（昭29）
］ff人口動態総転入数129入（総人口に対して3．3％），総転出数163人く41％），
　奈良県外からの転入52人（1．3％），県外への転出84人（2．1％）一（昭28）
エV　就業人口　農・林業1，482人（総就業人口に対して63・　9％），水産業0入，鉱業0人，
　工業207入（8．1％），商業147入（6。2％），公務・自由業141入（6・0％），その他372
　人（15．8％），計2，　349入（1QG％）一（昭28）
V　おもな産業（おもな生産物資）　農業（米・麦・そうめん・果物）
W　高校進学者数（進学率）481人（中学卒業考数に対して37．　3％）一（昭28）
Xl［1　ラジオ聴取率　O．9世帯に1台（昭29）
V旺　　碧〒聞｝講読率　　　1世帯1こ0．7部　（昭29）
D（電話煽引率13．　4世帯に1本（昭29）
X　上水道　ない
XIまとまった買物をするところ　三輪町・桜井町・大阪帯
　　大けが・重病のとき入院するところ　三輪町・畝傍町
M　被調査者（敬称略）
龍見安一郎
回訓　タキ
島岡幸市郎
島岡　宇吉
吉摺猪三郎
沢　熊次郎
外島　ハル
西田キクエ
野儀佐治郎
米瀟楢一郎
中川驕之助
石井繁太郎
森　　久　蔵
織蟹村芝北垣内
規田村芝屋敷
妙田村茅原
織田村酒平
織田村箸中上壇内
織田季寸一肩コ」二壇内
織田村大泉
織田村大品
擬向村田毯
多村三間
耳郷村葛本
大穗村大編
三三輪町薬師堂
　（年聲論）（焦居）
男　69　不変
女　78不変
男　76不変
男　69不変
男　64　不変
男　60不変
女　77不変
女　63不変
男　72不変
男　69不変
男　63　不変
男　79不変
男　78不変
　（職業）
織田村儒用組合
無職（士族）
農業
農業
農業
農業
無職
無職
農業
農業
農業
　　　ξ　ヤ　ソ
（騨校）
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
神職（三十八柱神社宮司）
　　　　　　　0～6年無職（もと農業）O・V6年
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はじめ｛こ
　1．奈良県方奢のあらまし
　奈良漿の方言は，川が瞭を境に南と北に州充しているように，天辻糠・笠木
峠・伯母峯瞭を境に南北に鋭い対立を示している。　したがって，南北いずれか
の1地点を選んで，それを県下の方言の代表とすることは無理ということにな
る。ともかく北部大和は平雌・丘陵地帯で，交通上は大阪の支配下にある。南
部大和は由間部で，古来有名な書語島である十津川・北出・洞川を有している
ところである。
　1．1アクセントの対立
　北部は甲種アクセントであるが，南部はほとんど乙種アクセントである。北
部では特に開音節名詞第五類（雨）に特徴（ノL）があり，三音節名詞では京
阪地方に比べて多少の出入がある。南部では一音節名詞の「印「火」や形容講
の「赤い」　「白い」が同型であったり，また独立的に異なった型を示すところ
（下北山村南部）もあったりして乙種型の例外もあるが，繭北の対立から見る
と，その差の方が甚だしい。
　1．2　音韻の対立
　北部では一音節名詞が長音化するが，南部では全くしないのを初めとして，
南部特有の音韻酌特徴は多い。　たとえぽ，　「窓」［mando］（下北山村上桑原），
［mado］（＋溺U全村）；「人」［ciso］，　［iso］（YliJll＊雪面ID；連母音／ai／が［a：］（下
北山村，上北山村，十津川村，天川村洞川）となったりする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，県下全般の特徴として［kw］，［gw］，［なwヨ音の存在と，ザ行音が「dz］音
であることがあげられる。
　1．3語法の対立
　北部では「イケヘル」（奈良市「行きなさる」），「イッコッタ」（磯城郡「行きよった」〉
「アノミー」（奈良市，三輪駐Fあのねえ3），「ハヤハス」（磯城郡「早し・です」）などの
特殊なのを除いて，概して，打消「見ン」，「見ヤヒン」；命令「見イ」；断定「ヤ」，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アコ　　　　　　　　ワロ「ヤPt　一」，「ヤッタ」；尊敬「ハル」，「ナハル」；丁寧「ダス」；音便「赤なる」，ヂ笑
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　　　の　　　　　　カツ　　　　　　サイた」，「買た」，「借た」，「差て」；助詞「ヨッテソ」（から），「カテ」（でも），「ナー一」
（ねえ）など，中部近畿の特色を担うものである。南部では「受クル」「落ツル」
「笑ワルル」（十津川村）の二段活用が残り，敬語に「タモレ」（下北山村）が聞
かれるQ　動詞㌃こ「出ラソ3「見ラソ」，打消「ソ」「セソ3，命令「イコーラ（イ）」
（十津川村，下北山村，天川村坪内）「イカンシ（ヨ）」（天1騨衡剛D，断定「ヂャ」「ダ」
がある。尊敬・丁寧は助詞による表現を用いる。音便「トーダ」（飛んだ）「ノー
ダ」（十津川，下＃ヒ由村「飲んだ」）罫オヤンダ」（溝痛「泳いだ」）「オヨインデ」（坪内
「泳いで」）の形は撹音便形成論の一一“，Si料となろう。終助詞「ノーラ」（＋津川）「ネ
ヤ」（大塔村，坪内，下北由，上北由）「ニヤ」「＝ヨ」（澗1の　は，形態・　」一ig法とも
注目される。
　2．方書から見た調蚕地点の位置と性格
　　　　　　セ　キ　　　ナ　ダ　調査地点は磯城郡織田村である。同村は北部大和の平環部の中心地域を占め
ている純農村である。したがって，前述のような，北部の方言的特色を十分持
っている○また隣接地域（纒向村・多村・耳成村・大福村・三輪町）とは方言
的視野からは大差がない。特に同村は近畿臓本鉄道に遠いため直接大阪の影響
を受けることなく，織田村方需の純粋性を保っていると書えよう。
音 韻
　1．1　はしがき
　奈良県磯城郡織濁村の音韻調査にあたり，同村生え抜きの60歳以上の数入を
選んで調査したが，いずれも特異な音韻を示すものはなく，まず織田村の音韻
とみなされるものである。同村はもと旧幕時代織田一万石の所領であって，現
今なお少数の±族が残存しているが，その士族某氏について観察したところ，
音韻的には全く他の被調査者と等質であることを確認し得たっ
　記述の体裁は，母音・子音・音節の順序に従う。母音と子音は語頭および語
中尾の場合につき発音上の差の有無に注意し，音節においては必要に応じて子
音・母音にまで分解して考察することにした。
　また語彙的な現象こは触れないことにしたが，ただ一一・．ndでもきわめて特色の
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ある発音（1．　2の13参照）については，従来その実態が知られていないだけに特に
取りあげることにしたQ
　発音記号はすべて国際音声記号によった。ただし，下記項暦のうち，　「一音
節名詞の長音化」以下は，音韻論的見地から，音韻記号を使用することにした。
また，慣用と異なる記号には特に説明を加えることにしたQ
　l、2　織磁村方言の音声の特微
　織田村方書の音声は中郡近畿方雷に属する。いわゆる発音が正しい，詑音現
象の少ない地方であるため，特に取りたてて言うべき特徴はないと言えよう。し
かし，全圏の方雷から見ればやはり幾つかの特徴をもっている。いま，その法
則的・やや法則的な特微についてあげると，次のようなものである。
　（1）語頭単独母音［i］の後続頭子音が［W］の時は，その［i］は［ju］となる。
　（2）語頭の単独母音［U］の後続頭子音が［m］［g］の時は，その［U］は〔m］
［項となる。
　（3）連母音の「ei］はすべて［ei］となる。
　（4）連母音の［ou］はすべて［o：］となる。
　（5）連母音の［ea］はある綱限をもって£a］となる。同じく［eo］は［o］，
［ei］は［ej，［玉ojは［O］　となる。
　（6＞連母音〔aaヨには［w］［」］，［ua］には［w］，［ia，圭0，　ae］には［j］の
グライドがはいるQ
　（7）ガ行音は語頭では［9］，語中尾では［8］となる。
　（8｝室町期の京都語の／kw，　gw／がそのまま〔kw，　gw，　ljW］として残存
している（、
　（9）［s］膏はしぼしぼ［h］音と交替する。
’（10）サ行のr∫］は〔9］に近く，破裂子音の前の［∫］が［9］になる。
　　　　　　　　　　　樋 ザ行の音価は［dz］であり，［i］の前では［3］となる。
　㈱　語中の［m”1と［b］とは交替することがある。
　働　語中尾のハ行音の中，「塩」に限り，両唇の有声摩擦音（平唇）［β］が聞
かれる。
　〈U）　［ju］は［i］となることがある。
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　㈲　［3u］は［3i］［zu］［ri］と交替することがある。
　飼　一音節名詞は長音化される。
　㈲　陣列の長音において多く短音化される。
　（18）介音は，［d］［b］［m］［n］［g］音の前で，また「長音節」「鼻音節」に
：おいて起る。
　働促音は後続音節の母音が［a，o］のとき，また　Lk］［t；t∫；ts］［s］
［∫］　［P］の前で起る。
　圃　拗音は後続音節が母音［a，o］のとき，また擁音・促音のあとで起る。
　おもな特徴は上のようなものであるが，音韻変化がわずかの語にしか見られ
ないようなものは，ここでは取りあげなかった。また織田村以外の特徴と比較
して，同村では絶対にそのような特徴はあり得ない場合は，それも特色として
考えられると思うので，末羅に簡単に付け加えることにした。
　2．その特徴の説明
　（1）［i］十［W］→［ju］（語頭の場合）
　　　　　　　　　　　　　　いわれ　たとえぽ「岩」ゼ祝い3「鰯」「由緒」などの語は，それぞれ，［juwa］・［iuwai］・
［juwa∫i］，［juware］と発音される。語頭の〔i］が後続子音［W］の影響によって
［ju］となるものである。語彙的なものとして　「位牌」　［juha月，　「衣桁」
［juko（：）］があるQ
　（2）［U］十［m］→［m］，［U］十［ll］一一〉［8］（語頭の場合）
　だいたい「ウ」の音は，東京の唇の燐めを伴わない［田］に対して，京阪の
は唇の円めをともなう［U］であると言われているが，やはり織田村でも［U］
音である。しかし，後続子音に［m］［glが来るときは，その子音に［罵化されて
［m］［O］となる。たとえば，「馬」「うまい」「梅」「海」はそれぞれ，［mma］，
［mmaiコ，［mme］，［mml］のように発音される。また，「鶯」「動く」なども
［1311uiSU］，［鞠oku］のように発音される。もっとも，これらは，語彙的に，
［均oku］［inoku］（動く），［船oiSU］（鶯）と形を変えることもある。
　（3）　［ei］→［ei］
　rイ」を含む連母音の中，「エイ」はすべて［e：］となる。たとえぽ，
　　［elser］衛生　　［te：ner］丁寧　　［lceisatsu］警察　　［se＝to］生徒
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のようなものがある。ただし，「アイ」「ウイ」「オイ」の連母背では変化がな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいかい。たとえば，「無い」は［nai］であり，「西瓜」は［suika］であり，「太い」
は［Φutolコである。ただし，［kai］（痒い），1：e：］（良い）は例外。ついでに
「イエ」は［merrul（見え．る），［ke：ru］（消える）の2語を例外として，あと
は［9沁ru］（冷える），［墨eru］（癒える），［nieru］（煮える）のように連母音
のままである。
　←4）　［OUヨ→［0：］，　［au’］→［0（1）］
　いわゆる一行四段のウ音便および形容詞のウ音便が近畿方雷の特色でもある
が，いまその語中のハ行音の「フ」を／u／であらわすならぽ，／ou／，／au／の
連母音が考えられる。たとえぽ「負うた」「良うなる」などの場合は，／outa／，
／jou　naru／のような達母音が考えられる。ところが，それらの連母音は［o（：）］
と発音されるわけである。たとえば，
［0：ta］負うた　　　　〔jOinaru］良うなる
［∫ironaru］白うなる　　［orta］会うた
［warote］笑うて
［jatote］雇うて
［no：naru］無うなる
のようなもの。これらは共通語との対応においては考えられないものではある
が，著しい特徴である。このうち，第一音節の長音化以外は，rjatote］（雇うて）
［∫ironaru］（白うなる）のように短音化される。
　これと同じく京阪語の「コナイ（＝）」　（こんな（に））に紺応ずるものとして
「コネソ」［koneD］がある。／ai／カミ［e］となった例と醤え．よう。　これはいわ
ゆるコソアド系（〔sonen，　anep，　doneDコ）に見られるものである。
　（5）　［eaヨ→〔a’」，［eQ］→［o］，〔ei］→［e］，［io］→£0］（語中尾の場合）
　たとえば「書ってあった」のような，動詞の連用形（あるいはrテ」を介し
て）にいわゆる補助動詞（後述）を付けた形における連母音では，1：jurtattal
（言ってあった），［mitOIAU］（見ておる），［ka重teku］（書いていく），［ikkoruコ（行き
おる）のようになる。また補助動詞「やる」の半母音［jlのときも，たとえぽ，
［kitaru］（来てやる），［mitaru］（見てやる）のように，／eja／はしa］となる。た
だし，この種の熟合の場倉以外は変化を起さない。
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　（6）　［aa］・→［aWa，　aja］，「Ua｝→「uwaj，［ia］→・〔ija］，［iO］→［ijO］（語中尾）
　　［bawaiMbajai3場合　［guwaiコ具含　〔頭au］似合う　［nijoij匂
　これらは母音が並列することを嫌う習慣にもとつくもので，その閲にグライ
ドが挿入されたものである。ただし，［ikkjoi］（勢），£kakkloru］（書きおる），
［tobbjokkjoru］（飛び起きおる）のように［io］では，ヤ行拗音化が行われる。
　（ワ＞rg］（語頭），［P．〕（語中尾）
　ガ行音が語頭に来る場合，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　ざ　　［9・kk・3学校　［gig　ko］銀行　［9　epki］元気　［9？dza］葵魎
のようにすべて「g］音である。ところが，語中尾になると，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふぐ　　［ma＃aru］．［iDamu］曲る　　［kaDO］籠　　［kUoi］釘　　［（1）　UDO3春
のようにすべて［壌音となる。さらに，二語以上の複合語になったときにも，
［to章ara∫i］，〔toりηara∫蟻（唐カミらし），　rsaηn，　eD］G三問），　£asaB．　ao］（朝顔），
　　　　　　ハIohajo①：odzairnasul（お早ようございます）となる。したがって，ガ調音
は語頭と語中尾では明らかに区：別があることになる。
　　　ハ　　　　　　　　　｛8）／kw，　gw／→［kw，　gw，鶏w］（語頭・認中尾）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　室町期の京都語の／kw，9W／を含む語，たとえぽ「菓子」「火事3　r外面」，
「喧嘩jr一一剛「正月」などの語は，それぞれ
　　［kwa∫i］菓子　　［kwasi］火事　　［gwaikoku］外国
　　〔kegkwaコ喧嘩　［ikkWai］一一・tW　［∫O：gwatSU］，［∫OSgWatSU］正月
のように発音される。この現象は，古老の層にではあるが，全漿にわたる顕著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいひな特徴である。しかし，「旧記などのような地理的名称や晒瓜」などのよう
な商品名は，身近かに青年層の発音に接したり，また商贔名などは流動の激し
い性質をもつものであるから，合拗音はいち畢く消滅している。
　（9）〔s］：［h3・
　たとえぽ，rそれ」「そして」「～様」「ありません」などの語は，
　　［horeコそれ［hete，　hote］そして［～haD］～様［arimaheP］ありません
のように，Ls］音が［hl音に交替することがある。これはすべてのしs］音に
起るのではなく，サ行の指示代名詞・接続詞・感動詞および「～様」「～せん」
（打酒）において見られる。
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　⑳〉［∫］：［9ヨ（認頭）
　たとえぽ「質」「七」，「雪」「芋」，「敷く」，「叱る」などの語は次のように発音
される。
　　［git∫i］質，七　　［gita］舌，下　　［gikuコ敷く　　［gikaru］叱る
　これによって〔t］“［k］音のような破裂子音の前の［∫］は［9］に発音される
ことがわかる。特に［t］音において多い。ただし，「人」「一つ」は本来［cito］
［gitotsu］であるが，逆に〔∫ito］∬itotsu］と発音されることがある。要する
に，［∫］の音が［g］に近いことから起るものと考えられる。
　　　　　（ll）　［dz］，　［3］　（子音）
　よく「ザ三音・ダ行畜・ラ行音の混同」ということが言われる。事実しばし
ぽそのような発音を耳にすることができる。しかし，ザ行とダ行との混同とい
うことが認められても，ダ行とラ行との混同，ザ行とラ行との混同は全く認め
　　　　　　　　　　　　　　　　ぜに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られない。たとえぽ「座敷」「熟し」「銭」「雑巾」「管」「恥し」「混ぜる」「満、
足」などのザ行子音は次のように発音される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜに　　　　　　ハ　　〔dza∫iki3座敷　［dzuku∫i］熟し　こdzeD］銭　こdzokk瑚雑「｛J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　ハ　　［kaadza∫i］轡　　［hadzuka∫i］恥し　［madzeru⊃混ぜる　［mandzQku］満足
　　　　ハこの［dz］音はザ行膏とダ行音との中二二で，語頭・語中尾を通じて現われ
るが，語中尾の場合はむしろ［d］音に近い。ただ，ダ行音とザ行音とに：おい
て，［凱ukaze］～［mukade］（百足），［nozo］・〉〔nodoj（咽喉），［nazeru］（’
［naderuコ（撫でる），［kazo］～〔kado］（門）など潰同した例が少数あるが，
それ以外は，明らかにダ行音は［d］音なのである（，
　また，　ラ行音に，おいては，〔30rgawa］（両側），1：gizukwa∫i］（おやつ，「昼
菓子」に由来するもの）のように，語彙的にザ三音と交替する例もあるが，それ
以外はすべて［r」音である。したがって，ダ行とザ行との混同や，ダ行・ザ行
とラ行との混同ということはあり得ない。特にラ行音に．関して混同が行なわれ
るならば，「貨がまわらぬ」とて軽蔑される。事実，発声器管に障碍があるも
のである。
　さて，ザ行・ダ行子音が［i］の前にあるとき，たとえぽ「地震」「自分」「味！
「匙」などの語は，［3i∫in］，［3ibUP］，［’a3i］，　rsa3i］のように［3］音となる。た
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　　　　だし，［d3］の音はなく，「ジ］と「ヂ］の区別もない。
　｛12）［m］：［b］（語中尾）
　［m］音が［b］音と交替するのは
　　［sabui］寒い　　［keburi］煙　　［nebutai］目民い　　［t◎bosu］点す
などのようなものであり，逆に
　　［amunai］危い　　［∫ikimi］樒
のように［b］が［m］に転ずる例もまれにある。また［w］と［b］との交替
例は［harabata］（腸）一例ぐらいのもので，語彙的なものである。
　｛13i）　［β」（子音・語中尾）
　語中尾のハ行音は現在，ア行音やワ行音に，また［j，w］のグライドの挿入
された形になっているが，その中で∫ただ一つの語「塩」に限り，次のように
発音される。
　　〔∫io，　∫ijo，　∫iβ0，　∫ibo］　塩
　第三例のような両唇の有声摩擦音（平唇）［β］が聞かれることは下弓に価す
る。この発音は当村および隣接村あるいは北倭村でもある。ただし「勢」「顔」
などにはこの音は聞かれない○「塩」にのみ化劇的に残存したのかも知れない。
　㈱　［」司→［i］
　音節が他の音鰍こ変化するのは例の多いこ≧であるが，その中でまず顕著な
ものをあげると，
　　［io：］硫黄　［ai］鮎　［otsui］お汁　こokaiコお粥
のように，［ju］が［圭］になるのがある。その他［ereruj（入れる），［Omai］（お
前）などのように，［i］と［e］の交替例も多い。
　　　　　　　　　　（15＞　［3u］：［3i］：［dzu］：［ri］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〉㌧　たとえぽ「手術」「珠数」などは［∫i3itsu］［∫iritsu］（手術），　［dzudzu〕（珠
数）となる。その他，語彙的なものとして，［3ako］（雑魚），［30：ri］（草履）
などをあげることができる。
　㈲　一音節名詞の長音化
　すべて一音騎馬は長音化される。たとえば
　　／kaa／蚊　／hii／火（H）
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　もちろん数詞の場合でも，／jootoko／（四所），／muutuki／（六月）のように
長音化される。この現象はさらに，
　（i）　／hoogu／反古　　／koomai／古米
のように語彙酌に，また
　（ii）／amee／爾　／saruu／猿
のような二音節名詞第5類のアクセントとの関係（義）において・靴
　　　　　　　　　　よむうい　（iii）／jokee／沢山（余罰‘）　／daaremo／だれも
のように意味を強めるために第二音節にアクセントをおき，一音細めを長音化
するなど，いろいろの長音化の現象が起る。
　㈹　短音化について
　たとえぽ
　　／0sa｝｛a／大阪　　／sato／砂糖　　／akonaru／赤うなる　　／slkke！失敬
などのように，多くは羅列長音において短音化するが，それ以外の例は少ない。
　（18）無音の起る条件
　撹音は次の条件で起っている。
（i）　［d］音の前で　　　　／aNdo／有るぞ　　／maNdara／斑
（ii）　〔bj音の前で　　　　／tONbi／鳶　　／90Nbo／牛勢
（ili）　［m］音の前で　　　／maNmae／真南　　／teNmare／手毬
（iv）　［n］音の前で　　　　／mitsTnif見に　　／taNneru／灘塁ねる
（v）　［壌音の前で　　　　／nix墓jaka／賑か　　／to餌garu／尖る
（vi）　長：音節の終末において　　　　／sumo》相撲　　／sooreN／葬礼
（vii）　ナ行マ行音節の母音の脱落によって／kirimo・N’／曰物／boNsaN／坊様
（viii）　その他（添加）　　　　／kwasiN／菓子
鰯　促音の起る条件
促音は次の条件で起っている。
　　（i）　［a，o：1の母音音節が後続する時／i’rkoru／行きおる　／tarrt：aru／立
　　　　　ちある
　　（ii）　［k］音の前で　　　　／iTkaki／いかき　／0Tkl／大きい
　　（iii）　［t，　t∫，　ts］音の前で　　　　／aTtja／あちら　　／beTtari／始終
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　　（iv）　［s，∫］音の前で　　　／UTsuri／薄く
　　（v）　［P］音の前で　　　　／teTpeN／頂
㈲　拗音の起る条件
拗音は次の条件で起っている。
　　（1）　［a，01　の母音音節が後続する時
　　　　／ta（T）tjarU／立ちある
　　（ii）差音のあとで
　　（ii圭）促音のあとで
3．その他の醜類的特徴
　／soodeTS二aro／そうでしょう
araTpoi／荒っぽい
／ka圭t，oru／書いておる
／aNdjoo／上手に（味良う）　　／kiNnjo／昨fl
／tiTtsjai／小さい　　／OTkjuu／大きう
　以上で織田村方雷の音韻上の特徴を概説したのであるが，最：後にいちおう音
韻調査のための項醤の中で，同村ではそのような特徴が絶対にあり得ないとい
うのも，一つの特徴と考えることもできるから，それについて簡単に説明する。
　3．2　〔d］音がないこと
　有声破裂音の鼻音［d］は，奈良県方言の南北を分かつ重要な音韻的特徴であ
るが，南部では，十津川村全般のような　［mado］（窓），［kodomej（子供）
のような発音や，下北山村上桑原の［manda］（まだ），［indo］（井戸）のよう
な音節としての［煽が挿入される音が聞かれるが，北部には全くない。織田村
でも絶対にないQ
　3．2　／se，　ze／を［∫e，5e］ということ1ま絶対になし、こと
　たとえば「先生」「一銭」「全体」「風」などの語が［∫e］あるいは［3e］と発
音されることは，生駒郡北倭村など少数の箇所を除いては，県下ほとんどその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようにはならない。織田村でも［se］［dze］の発音である。
　3．3　／dju／を［6i］とし、うことは：ないこと
　たとえぽ「十回」「三十銭」などのノdjufは決して［3i〕とはならず，［3u〕
である。［3圭］となるのは南部に多い。織田村でも［3u］である。
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　奈良県磯城郡織田村方雷の文法を記述するにあたり，活用語の種類・活用形
式の種類・箇々の活用形とその用法・特徴的な助詞の用法の四項壌にわたって，
方言盗体の文法体系に即して記述する。
　1．2活用語の種類
（1働詞②形容詞（3膨容動詞（4）助動詞
　1．3　活用形式の種類
　ω動詞　（i）「カク」（書く）によって代表されるもの　（ii）「ミル」（見る）に
よって代衰されるもの　（圭ii）「ネル」（寝る）によって代表されるもの　（iv）「ク
ル」（来る）　（v）「スル」によって代表されるもの
　（2＞形容詞（i）rai」型（ii）rui，　oil饗（iii）rsiiJ型（iv）特殊漿
　（3）形容動詞
　㈱助動詞　（i）動詞型　（i圭）形容詞型　（iii）形容動詞型　（iv）雑
　2．　個々の活用形とその用法
　2．1動詞の活馬形とその用法
　（1）「ヵク」（書く）によって代表されるもの（いわゆる四段あるいは五段活
用1こ当たる）。
　動詞「カク」の活鳥形としては次のような七つの形があらわれる。
　カカN　カイ～　カキ（・・U）　カク（～）　カッキャ　カケ　カコ
　「カカnvjには「～ン，ヘン，ヒソ，イン」（打消），「r）ハル」（尊敬），「～レ
ル」（受身・蟹能・自・発），「～ス」（使役）などが付く。
　　ジブソデ　カカンカテ　ヒトニ　カカシタラ　エーヤンカ。　〔自分で書かなくても他
　人に：譲かせればいいじゃないか。〕
　rカイt・V」には「・Vタ」（過去），「～タラ」（仮定），「Nテ」が付く。
　　ハヨ　ジー　カイタラ　アスビ＝．　ツレテッタルガナ。　〔早く字を書けば遊びに連れ
　て行ってあげるがね。〕
　「カキ（・V）」には「（・マス」ぐ丁寧），「～ナハル」（尊敬），「へ’タイ」（願望）
が付く。また，文の中止の形，やさしい命令の形（親が子へ，また女性の命令
法）でもある。たとえぽ，
　　オカチャソノ　ユートーーリ　カキ。　〔お薄さんの言うとおりお遙：き。〕
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「ガク（～）」は払いきりの形である。この形には文末助詞の「～ナ」（禁止），
「～ケ」（疑問），間投助詞の「～ナー，ノー」，接続助詞の「～ケド」「～ヵテ」
（ても），「～ヨッテソ，サカイニ」（から）などが付く。また「～ヤロ」（推最）も
付くが，「カッキャPt　」と音変化する。また体認を修飾する形でもある。
　テガミ　カクカテ　ソネン　ヘタヤッタラ　セソポーサソニ　ワラワレンデ。　〔手紙
　を書いてもそのように下手だったら先方様に笑われるよ。〕
　「カッキャ」は仮定をあらわす形だが，「カイタラ」の形を多く使い，「カケ
バ」はない。
　「カケ」は言いきりで命令の形。　fカケー・一　］，ドカケーヨ　一」の勧誘的命令の
形もある。
　「カコ」は言いきりで，意志をあらわす。
　　コンドコソ　ァンジョー　カコト　オモテソネ。才度こそ上手に書こうと思ってい
　　　るんだよ。］
　（2）「ミル」（見る）によって代表されるもの（「ネル」（寝る）もこれに準じ
る）（いわ㊧）る上一段活用・下一段活用に当たる）。
　動詞「ミル」の活用形として次の五つの形があらわれる。
　ミr）　　ミー（〆〉）　　ミノレ（r））（ミ　ソ，　ミ～）　　　ミ　ッ　リ　ャ　　　ミ　ヨ
　「ミn」」には「・Vソ，ヤソ，ヤヘン」（打消），FNヤハル」（尊敬），「Nヤレ
ル」（受身・可能・自発），「んヤス」（使役），r～タ1「～タラ」「t’Vテ」「rVマスj
f～ナハル」が付く。
　　ヨソベ　アンマリ　シソドテ　ヨー　ネヤレヤヘソダンヤ。　［昨晩はあまり疲れてよ
　　　く寝られなかったんだよ。］
　使役のなかで，「ミル」にのみr～セル」（使役）が付ぎ得，「ネル」その他には
付かない。
　「ミー一（tV）」には「tvタイ」が付く。また，これはこのままで，中止の形，
やさしい命令の形である。格助詞「～二」に続くときは「ミン‘＝　」となる。
　「ミル（～）」は書いきり，その他は「カク」に準じる。「～ナ（一），ノ（一）」
に付くときは「ミン」，「tVヤロ」では「ミッリャPt」となる。
　「ミッリャ」は仮定の形，「ミm」は命令（アクセンi・は前に），意志（アクセ
　　　　　　　　　　　　　　　　丈　法
ントは後に）をあらわす。
　（3）「クルj（来る）（力変）
　動詞「クル」は活朋によって次の六つの形があらわれる。
　コ（ノ　　　キ（一）（（ノ）　　クノレ（～），（クソ～）　　クッリャ
　「コへ弓には：ギ・Vソ3カミ付く。
　「キ～」の用法も「コ～」のそれとほぼ同じだが，
に付くときは「キャーヘソ」　「キャハル」となる。
コイ
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「～ヤヘン」「～ヤハル」
　その他の用法は前例に準じるが，「～ナ」（禁止）は「クル」（クンナ．）以外に
rキ～」からも付く。　rコイ」は命令，　「コー」は意志の形である。
　（4）「スル」によって代表されるもの（サ変）
　動調ギスル」の活用形として次の七つの形があらわれる。
　セ～　サ～　シ（一）（rV）　スル（N）7（スンtV）　スッリャ　セ・・一　シ：1一
　「セ～」　には「～ン」　カミ付く。
　「サ～」には「！vス」が付く。
　「シ～」が「～ヤヘソ」「・Vヤハル」に付くときには「シャr一“ヘソ」「シャハ
ル」となる。
　その他「Nナ」（禁止）は「シへ・」からも付く。　「セe一　」は命令，「ショー」は
意志の形。
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　以上をまとめて活用の表を作れば，
　（5）　「動詞」十「補助動詞」（アル，オル，テアル，テオル，テアゲル，テヤ
ル，テオク，テイク，ヤガル，テヤガルなど）
　この特色は＝音韻変化を起すことと意味変化を来たすことにある。たとえぽ，
ヵク十アル…カキャラヒン，カキャッタ，カキャル，　カキャッタラ，カキャル
ヤμ（丁寧）のようなものである。　rカク＋オル」は「カッコッタ　（四段目の
み起る）」「カッキョッタ」の二形を生じるが，ともに，いやしめて言う形。「ミ
ル十テァル」「ミル÷テヤル」は「ミタル」「ミタル」のようにアクセントで区：
魅する。　「ミル十テアル」は「ミチャル」ともなり，了寧ないし親愛をあらわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シバす。　「ミル十テオル」は「ミトル」となるが，大字芝においてのみ「ミチョル」
の形をとる。ともに，いやしめて醤う形である。
　（6）　動詞の音便（イ音便，ウ音便，促音便，溌音便，特殊音便）
　（i）　イ音便…力行「書イテ」・ガ行「泳イデ」・サ行「指イテ」において起
るGただし，サ行は「傘サイテ」「どこそこの方向をサイテ」の二例においての
み起る。
　　　　　　　　　　　ニタ　　　　　　　　　ワロ　（ii）　ウ音便…ハ行「買一テ」「笑テ」において起る。後者は短音化される。
　（lll）　促音便…ラ行「借ッテ」・タ行「勝ッテ」において起る。ただし，「行
って」「取って」「持って」は「イテ」「トテ」「モテ」のように促音節が脱落し
ている。
　（圭v）　溌音便…バ行「飛ンデ」・マ行「飲ンデ」・ナ行「死ソデ」において起
る。
　（v）特殊音便…音韻篇1．2（18），（19）参照。
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　3．形容詞の活用形とその罵法
　3．1　「早い」の活絹
　「ハヤイ」（早い）という形容詞は活用によって五つの形があらわれるQ
　ハヤカッtV　　ハヨ（一）（N）　　ハヤイ（N）　　ハヤN　　ハヤケリャ
　「ハヤカッN」には「～タ」（過ま），「n」タラ」（仮定）が付くQ
　「ハヨ（一）（N）」には「～テ」ヵミ付く。また用言に連なる形でもある。特に
f・vナイ」（打消）に続く形である。申止法として使われるときだけ「ハヨー」
と長音化する。
「ハヤイ（～）」は震いきりの形である。この形には「～ナー，ノー」　（間投助
詞），「Nケ」（疑問），「～ケド，カテ，ヨッテソ」，（接続助詞）などが付く。ま
たr～ヤロ」（推量）に付く形である。また二三修飾の形でもある。したがって，
「ハヤイナイ」の形は「ハヤイコトナイ」の，体雷「コ碍の省略形と見るべ
きである。
　rハヤ～」は語幹であるが，「～ハス」（丁寧）に付く形で，北部大和の特徴
形の“つである。
　　エラィ　ハヤハソナー。〔たいそう皐いですねえ。〕
　「ハス」は後続子音［n］音によって同化され，携音化する。
　「ハヤヶリャ」は仮定形であるが，「ハヤカッタラ」の形を始終用いる。また
「ハヤイネヤッタラ」（早いのだったら）の形をも使う。
　3．2　「暑い」の活用
　「アツイ」（暑い）・ギオモシPt　K」（面白い）の活用は四つの形があらわれる。
　アツカツ～　　　アツ（一）（t’v）　　　アツイ（～）　　　アツケリャ
　オモシPtカッ～　　オモシロ（一）（tV）　オモシPtイ（rN・・）　オモシロケリャ
　おのおのの用法は「ハヤイ」に準じる。なお，rネブタイ」（眠い），「オモタイ」
〈重い）などは，「uij型に「タ」が挿入されて「ai」型に変化したものである。
　3．3　「e箋　LLN3の活用
　「ウツクシイ」（美しい）の活用は四つの形があらわれる。
　ウツクシカッ～　　ウツクシ（一）（tV）　ウツクシイ（～）　ウツクシケリャ
　絹法は「ハヤイ」に準じるが，形の上で「ウツクシ訊一」とはならずにヂウ
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ツクシ（一）」となり，最後の「i」が脱落してすべて短音化しつつある傾向に
ある。
　3・4　「ええ（良い）」の活用
　特殊型として「エー」（良い）がある。活用として次の四つの形があらわれる。
　ヨカッ～　　Hf・・　r）　　エー（N）　　ヨケリャ
　用法は上に準じるが，「～ハス1に続くときには「エーハス」とはならないで
「ヨロシハス」の形を使う。
　そのほか，「シンドイ」（疲れた），「ダンナイ」（大事ない）など語彙的に珍し
いものがあるが，活用形としてはとりあげるものはない。
　4．形容動詞の活甲形とその用法
　たとえぽ「シズカヤ」（静かだ）という形容動詞は，活用によって七つの形が
あらわれる。
　シズカヤッ～　　シズカニ・V　　シズカデ　　シズカヤ（～）　　シズカtV
　シズカナ～　　　シズカヤμ
　「シズカヤッ～」は「・Vタ」（過i却「～タラ」（仮定）に付く○「シズカナラ1
という仮定形は使わない。
　　ワシトン　キンジ3　ホンマニ　シズカヤッタラ　」＝・一ネケドナー。　〔私の所の近殊
　が本当に静かだったらいいんだがなあ。〕
　「シズカ：・vjは用需に連なる形，「シズカデ」は中止法の形である。
　rシズカヤ（～）」は言いきり，また闘投助詞，接続助詞，「～ナイ」（打消）
に付く形。
　「シズカtV」は語幹で，「・Vケ，デス，ダス」に続く形である。
　「シズカナ～」は体言に連なる形である。この形から「シズカナヤ」という
．新しい基本形が生まれる。
　「シズカヤロ」は言いきりで，推量をあらわす形である。
　5．助動詞の活用形とその用法
　ここでは，大きく活用の形式によって分類し，その活用形と意味と接続とを
示すにとどめる。
　5．1動詞型の活用を示すもの
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　（1）　「ス」　使役。動詞（四段・サ変）の第1活用形より接続する。動詞
にならって活用表を作ると，
ス
1 ・1・巨　1・ 6 7　1
（ノソ
tVサrV
一・
Nシ（ノ ～シ（～）
言いきり
体　　欝
～ス（～）
・・vタラ
（仮定）
rN・シN
?）????（
．一一」it
Atシ
言いきり
（意志）
（ノソ
となるQ以下これにならって説明する。
　「ヤス」　使役。動詞（上一・下一・力変）の第1活用形より接続する。活
用形は，「ス」の活用形に「ヤ」の付いた形となる。ただし「ミセル1のみ「セ
ル」の形も併用する。
　（2）　「レル」受身・可能・自発。動詞（四段・サ変）および助動詞（「ス」
「ヤス」）の第1活用形より接続する。その活用形は，
　～レ・v　～レ～　～レ（・））　～レル（～）　～レ（・　（～レヨ）　へ・レヨ
　命令形（～レヨ）は受身のみQ可能の表現には「ヨー（得）　ノボル（登る）」
の形を多く使う。
　「ヤレル」　受身。可能・自発。動詞（上一・下一。サ変。力変）の第1活
用形より接続する。その活用形は「レル」の活用形に「ヤ」の付いたもの。用
法は「レル」と同じ。
　（3）rハル」尊敬。動詞（四段），助動詞（「ス」「ヤス」「レル」「ヤレ
ル」）の第1活用形より接続する。その活用形は，
　（ノハラ（ノ　（ノハッ（？　（ノハリ（（ノ）　（ノハル（tV）　（ノハッ（ノ　（ノハレ　　○
　「ヤハル」尊敬。動詞（上一・下一・力変・サ変）の第1活絹形より接続す
る。活用形は「ハル」に「ヤ」の付いた形。
　「ナハル」　尊敬。動詞，助動詞（「ス」「ヤス」「レル」「ヤレル」）の第3活
用形より接続する。その活用形は，
　tVナハラrV　Nナハッ～　　O　　r…ナハル（rV）　NナハッtV　～ナハレ　○
　（4）　「マス」丁寧。接続は上と岡じ。ただし，助動詞（ヂハル，ヤハル」）を
さらに添加する。
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　・）マへ～　～マシん　○　～マス（～），（マツ～；マン～）　～マシ～
　（tN・マセ）　　～マヒa
　f～マセ3は上流家庭用謡（比較的に）。
　「ダス」　丁寧な断定。名詞，形容動詞の第4活用形，助動詞（「ソウヤ」
「ヨウヤ」）の語幹，ある種の助詞より接続する。
　0　～ダシrV　O　～ダス（tV），（t’■vダッ～；tVダソ（ノ）　～ダシ～　○　○
　「デス」も併用。これは上よりもやや上品。
　「ハス」丁寧な断定。形容詞の第4活用形より接続する。
　O　　tVハシ～　　○　　～ハス（i’・V），（ハンtV）　Nハシt’・’　○　　○
　ヨPシハシタラ　ムサイトコダッケド　トマッテイキナハレ。〔およろしかったらむ
　さくるしい所ですけど泊って行きなさい。〕
　（5）　「タ，ダ」過虫。用言，助動詞の第2活用形より接続する。
　○　　○　　O　　Nタ，ダ（～）　　～タ（1ダ）ラ　　○　　0
　5．2形容詞型の活用を示すもの
　（1）「タイ」願望。動詞，助勤詞（「ス」「ヤス」「レル」「ヤレル」）の第3
活用形より接続する。
　O　　Nタカッ（ノ　r）ト（一）（～）　　～タイ（t・V）　～タケリャ　○　○
　　ワイ＝　キカシトナイネヤ。〔お前に聞かしたくないのだよ。〕
　（2）　「ラシイ」　推定。用雷，助動詞（乱調型，「タイ」，雑）の第4活用形
より接続する。
　○　 ～ラシカツ（ノ　NラシーN　（・ラシ（一）（rV）　～ラシカツtV　O　O
　5．3　形容動詞型の活用を示すもの
　（1）　「ヤ」断定。名詞，形容動詞の第4活用形，助詞（「ノ」　「バッカリ1）
より接続する。また「tVヤロ」（推量）は用欝，助動調の第4活用形より接続す
為。また体言に続く形はない。
　○　　～ヤツ～　　～デ　　～ヤ　　～ヤッ～　　0　　～ヤロ
　（2）　「ソーヤ」様態。動詞，助動詞（動詞型）の第2，また形容詞，形容動
詞，助動詞（形容詞，形容動詞型）の第4活用形より接続する。
　○　　～ソーヤツ（’　～ソー二，t・uソーデ　　～ソーヤ，　・Vソー・・ナ
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　（・ソーヤツ～　　O　　tVソーヤロ
　「良い」ヂ無い」には「ヨサソーヤ」「ナサソーヤ」のように「サ」が挿入され
る。
　（3）　「ソーヤ」（伝聞）用言，助動詞の第4活用形より接続する。
　O　　O　　Nソーデ　　t’vソーヤ（tV）　○　　○　　○
　（4）　「ヨーヤ」比瞼・不確かな断定・例示。山九，助動詞の第4活用形よ
り接続する。
　○　　～ヨーヤツ～　　～ヨー二，・Vヨーデ　　～ヨーヤ（tV），・vM一ナ～
　ヨーヤッrN／　O　　nVヨーやPt
　5．4　雑
　（1）　「ン」打消。動詞，助動詞（動詞饗）の第1活用形より接続する。そ
の活用は，
累・
ン 。
2
〜〜〜〜??????〜〜?〜～
3 4 5 6
○
〜?〜〜．?〜??．? ?〜??〜???
製鷹ズ～
7
o
　　マダ　ガッコイ　イカズカ。〔まだ学校へ行かないのか。〕
　　アネソ　セーデモ　エーヤロ。〔あんなにしなくともいいだろう。〕
　　カカ（ン）ナ　アカソデ。〔書かねばだめだぜ。〕
　（2）「ピン」打消。勤詞（四段），助動詞（動詞型）の第1活用形より接続
する。
　○　～ヒンカッ）Nヒナソ～　○　（・ピン（～）　～ヒンカッtv　O　O
　（3）　「ヤヒン」打消。動詞（四段以外），助動詞（「レル」「ヤレル」）の第1
活用形より接続する。活用形は「ピン」に「ヤ」の付いた形。
　6．　特徴的な助詞の用法
　6．1格助詞
　（1）　格助詞の省略
　格助詞「ガ」「ヲ」「ノ」はしぼしぼ省略される。ここでは，「ノ」の省略例を
一つあげるに止めるQ
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　アメフル　ヒーデモ　ヨー　ハタラッキョル　ヤッチャデヨ。〔雨の降る臼でもよく
働きおるやつだよ。〕
　（2）　「の」にあたる「ネ」
　コネソ　カイタラ　エーネヤ。　ここのように書けばいいのだ。〕
　6．2　接藷霞…助婁司
　（1）　rヨッテン，サカイニ」（から）
　ワシヨカ　イツツ　ウエヤヨッテン　（サカイニ）　ハチジューゴヤロカ。　〔私より：五
つ上だから八十五歳だろうか。〕
　「セヤッテン，セヤサカイ（二）」（そうだから）はしばしぼ使う。
　（2）　「カテ」（ても，でも）
　　ソーカテ　アンタ　アネソ　イワバッタヤンカ。〔そうでもあなたがそのようにおっ
　しゃつたではないか。〕
のように逆説をあらわす。
　6．3　副助詞
　（i）係助調「ワ」の省略　　　　　　　　　　　　　　　　　－「’
　　ワイラ　グズヤサカイ　マニアワヒンネド。〔お前らはのろまだから間に合わないん
　だぞ。〕
　ただし強調のときは省略しない。
　　コラー　ワシノ　コドモダンネ。　〔これは私の子供ですよ。〕
　（2＞「ナット」（でも）
　　ナンナット　スキナモン　トンナハレ。　〔何なりとも好きなもの取りなさい。〕
　　ハシリナット　セー。〔走りでもしろ。〕
のように強意に用いられる。
　（3＞「ハッチャ」（しか）
　　ヵマハッチャ　アラヒソデ。　〔鎌しかないぜ。〕
　を≦）　「ド」　（ぞ，　カ㍉　やら）
　　ドコドィ　イキサラセ。　〔どこかへ行ってしまいやがれ。〕
のようにrぞ」の誰音であることは明らかであるが，「か」「やら」の意味にもな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナン　　　　　イ　ツる。そのときは「ダイド」（誰ぞ，か，やら），「何ド」「何時ド」のように疑問代名
　　　　　　ナン詞と併用。「何ドイ」ともなる。
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　6．4終助詞
　（1）間投助詞rミー」rナー」「ノ’一・　」「ヨーj「エ　一一」「ヤー1および「ナーヤ
ー一梶uノーヨー」のような熱合形。
　　アノミー，アノコチ＝、，　一一タラ　ガッコイ　イテ　ワルサシトッテソミー，ホンデソミ
　一，ヒドッコ　一一　オコラレヨッテンテーe　〔あのねえ，あの子ったら学校へ行って，い
　たずらしておったのさ，それでねえ，ひどく叱られおったんだとさ。〕
　「アノミe一　jは全村用いるが，間投助詞のrミー」は大泉，大西で用いるも
ので，圓想的内容をあらわす会話に用いるものである。
　　アノナー，コレナー，アンタ＝ナー，アゲマヒョカ。　〔あのね，これをね，あなたに
　ね，あげましょうか。〕
　　アノノー一，ワイトコノ　イヌ　オッキナッリョッタノー。　〔あのねえ，私んとこの犬
　は大きくなりおったねえ。〕
　　コネン　テッリHッタラヨー，ツル　モーテモテヨー、ドタイ　コーモアーモ　シャ
　ルカヨー一。　〔こんなに日が照ったらね，蔓が舞ってしまってさ、全くどうにもこうにも
　しょうがないよ。〕
　　ワイナーエ（ヤ）　カワイ　オヨギニナーエ（ヤ）　イテキチンヤェ．　〔私はね，規へ泳
　ぎにね，行って来たのよ。〕
　以上の語は文節の終りにはどこにでもはいり得るわけであるから，特に間投
助詞と名づけてよかろう。「エー，ヤー」は女性特有語である。またrノー，ヨー」
は男性のみ使用。　「ナ同一・　」には多少の敬意をふくめ得るが，「ノー」は同等ない
し下輩に用いる。この「ノー」の使用意識は，南部大和における用法（尊敬。
両性とも）と対立的にまで異なるものである。
　（2＞終助詞「ガナ」「ワレ」「ワ」「　「■　＝＝」「ネ（ン）」「ネヤ」「デ」「デヤ」
rデヨ」rヂm」「ド」「ドヨ」「ドイ」「ケ」「テ」Fト．｝ヂヨー一　」
　　ソコ＝　キチャルガナ。　［（その入は）そこに来ているじゃないか。〕
　「ガナ」は確定した事物に対し，他人の疑問や決定を反駁する意をあらわすt一
　　オラ　シラソワレ。　〔僕は知らないわい。〕
　ギワレ」は男性用語で，強い言いきり。
　　ココ＝　ナイワ。〔ここに無いよ。〕
　男女とも使う。男性では「ワイ」の省略形，女性では「ワエ，ワヤ」の省略
形と見られる。詠嘆の意はほとんどふくまない。
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　アンナコト　ユーチャソネ（ン）。　〔あんなことをいっているんだよ。〕
　男女とも使う。［よ」や「の」（女性）に当たる。「ネヤ」はやさしく念を押す
形。
　オトーサン　ヨンダハソデ。　〔おとうさんが呼んでいらっしゃるぜ。〕
　男女とも使う。柔かい表現。「デヨ」（男性），「デヤ」（女性）の熟合形もある。
ゼヂ・」は下品。　「ド」系は「ぞ」の誼音だが，下蔽に聞こえることもあるので，
女性は「デ」を使う○疑問は「か」よりも「ケ」を使う。「テ」rト」は圃想を
あらわす会話を受けるQ　「ヨ　一」は勧誘をあらわす。
　　　　　ヒガシ　ム　　ロ　　　　タカ　イケ　　　　　　　　　コ　　ザ　カワ和歌山県　東牟婁郡高池町（新古座川町〉
　　　　　　村　内　英　一・
1　薩積　38．728km2（昭29）
∬　人口　2，716人，622世帯，1世帯4．4人（昭29）
：斑人口動態総転入数156人（総人口に対して5．7％），総転出数148人（5．4％），和
　歌山県外からの転入7G人（2・　6％），県外への三隅67人（2．5％）一（昭28）
，，A「就業人q　農・林業641人（総就業人口に対して59．2％），水産業2人（0％），鉱
　業0人，工業224人（20・7％），商業78人（Z2％），公務・自由業76人（7．0％），その
　他62人（5．7％），計1，e83人（100％）一（昭25）
V　おもな産業（おもな生産物資）農業・林業（木材・木炭）
暇　高校進学者数（進学率）35人（中学卒業者数に対して66．0％）一（昭28）
Vll　ラジオ七四率　2．9世帯に1台（昭29）
M｛1　新聞翼薄読舞ζ　　1世チ欝に　0．93畜区　（B醤29）
IX　電話加入率　11．5世帯に1本（昭29）
x　上水道　ない
XIまとまった買物をするところ　古座町
　　大けが・重病のとき入院するところ　古座町
’XE［被調査者（敬称略）
大量伊三郎
辰巳こさん
小池徳次郎
山口　平蔵
辻　きよえ
中楓　きち
前rE　音吉
沸　平太郎
中家五依衛門
大江いとの
高池町月ケ瀬
高泡町字高池
高独口字池の山
高池町字高池
高池町寧高池
高池町掌池の寅
高池町寧高池
高池田丁字宇津木
高池町寧楠
蔑池町宅重池
　（隼齢〉　（｛i柱屠）　（職禦）
塁導　　56　　不変　　農業
女　　70　　不変　　無蹟査
男　70　不変　農業
男　67　不変　商業
女60層目無職
女　64　不変　無職
男　65　不変　農業
男　59不変　農業
男　59　不変　農業
女65不変無職
（学校）
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
G～6年
G～6年
7～9年
7～9年
0～6年
0・）6年
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はじめに
　1．瓢歌出方雪のあらまし
　本県は京阪に比較的近く，古くから開けたにもかかわらず，：交化の進展は遅
々として進まない。それは，多くの山地とこれらの由々に囲まれた自然環境に
もとつくものと思われる。また，地理自勺に南北に長く，政治・：文化の中心であ
る和歌山市が北端に位置していることも不便であり，鉄道，バスその他の交通
機閣も極めて貧弱である。このような自然的・入：文的性格は言語の上では方言
の分裂となり，山のふところに眠る里謡はそれぞれ自分たちのことぽを麿ては
ぐくんでいるし，古語の残存も多い。アクセントは全般的には京阪型で，土地
により多少の違いがある。また，ザ行ダ行う行の転化が著しく，敬語法は発達
しておらず，文末助詞にたよるところが多い。
　方言心心として，県全体は北部地区，中部地区，南部地区：に大捌できる。ま
ず，北部地区は，和歌山市，海南市，面革郡，那賀郡，伊都郡（花園村のみ中
部地区にはいる）の全部と，有田郡の西部海岸地区で，新しい交化の洗礼を大
阪側より受けて，露語上新しい変化を遂げつつあり，生物の存在態に「ある」
を用いっっも，「いる」にとって代られる方向にあること，東部に．おいては「見
らん，兇らす」などの一段動詞の四段化が見られることなどは，西部の「児や
ん，見えへん，見一へん」の否定形とともに特徴的である。
　中部地区は，有田郡の出地地帯，臼高郡，西牟婁郡（南端部は南部にはいる）で，
　　　　　　　　　　　　　　　　デ　クおもな特徴は，「落つる，柚るる，出来る」などの，終止形が連体形に岡化され
た形の二段動詞の根強い残存と，それに慰ずる一部の助動詞「叱らるる，着ら
るる，寝さする」などの広い分獅が見られることである。また，生物の存在論
と蕩物の継続態・結果態に「ある」を専ら使用する西部と，「おる」を専ら使用
する東蔀とに分けることもできる。古語の残存は東部に多い。
　南部地区：は東牟婁郡を中心とし，西牟婁郡の南端の一部が含まれる。特に，
新富文化圏を中心として，アクセント・イントネーションの異色が匿立つ。海
撰沿いおよび熊野川流域地帯と，それ以外の山地地帯とに分けると，前者では
生物の存在態と事物の継続態に「ある」を使用するのに対して，後者では「お
　　　　　　　　　　　　　　し
170　　　　　　　和歌由県＝
る」を使用するので，この点で著しい対照をなす。動詞の連用形に「いる」が
ついて継続態をあらわす語法「降りいる」，「仕事しいる」（否定形は「降りいな
い」式）が海岸地帯を主にして見出される。また，北方山地地帯は，ヂあらない」
が残存していること，指定の助動詞ドじゃ」，「たい」に続く一音節動詞が長呼さ
れないこと，反悶的に念を押す言い方の「つろや」，ギにや，のら，の一ら，な
や」などの文末助詞があることで特異性がある。
　2。方鷺から見た調査地点の位置と性格
　古座川町（高富町）は，和歌山方雷区劃の中では，南部地区の海岸地帯に属
する。町として特別な産業もなけれぽ，人m移動も少なく，隣接の古座町がこ
の附近の中心地であるのに比して，停滞的な中間的性格である。それゆえに書
語も著しく異なった方言的特徴は持ってはいない。強いてあげれば，敬語形の
「まってん」や，交末助詞の「に一」などをあげることができよう。大字高池
は昔は木材の集散で多少栄え，旦那衆といわれた上麿階級と，つかわれていた
労働者階級とがあり，今臼残る敬語は当地の旦那衆へのことばづかいであった
わけである。3世帯に1台のラジオ普及率で，：文化的刺激を受けることが少な
い。しかし，働きに出る若い人たちを通じて，ことぽの新しい息吹きが感ぜら
れないこともない。
音 韻
　竃．母音
ヂあ」一（1）単独で語頭に立つ場合
　語頭に立つときも，藷中・語尾にあるときも特別に署しい特異性が見られな
いが，口の開き方がやや少なくて，［a］と［oJの中間位の開き方である。舌は
全く緊張を解かれた状態に放置されて，雷講が高まるようなことはない。三富
的には［a］の省略されることがある。たとえぽ，Ralnakara］あたまから。
（2）単独で語中・語尾に来る場合
　語中においてイ段音の次に位するときのヤ二二への変化はほとんど見られず，
（［niau］似合う，　［joriai］寄り合い），第三音節以下に来たときにヤ行拗音節に
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なる現象も見られない（［maniau］間に合う）。また，ウ段音の次馬あるとき，
ワ行音になる傾向もほとんど見られない（［gua呈］具合，［takuaN］沢庵）。ガ行
鼻音が直前に挿入されることもなく，溌音の次にあるとき連声現象のおこるこ
ともない。
「い」一（1）単独で語頭に立づ場合
　［i］よりも舌の位置低く，口の開き方がやや少ない。また，口蓋化も少ないα
両唇が左右にわずかに広げられ，歯は少しの問隔で狭められ，：の爾角は左右
に積極的には開かれないままで調音される。二舌は他の母音に比して，緊張の度
合が高いとはいえ，東京音に比べてゆるんでいるのが特徴的で，したがって発
音は明噺性に欠ける。［i］と［e］の混同は少ないが，下問母音の［6］となる
こともある。例．［mai∫o：ra］まいしょうらい，［もremON］入れもの。
　［e］の前に立つ［i］は，［e］に同化される傾向がある。　［aga　e：］わが家。
　［圭］が［a］に転化する傾向もあるが1目立つほどではない。［bikkura］びっく
り。ヤ三音の前の［i］が消失することはな：い。
②　単独で語中・語尾に来る場合
　まず「ai］連母音であるが，転化しないでそのまま保存される。［kurai］：暗い、、
［arigatai］ありがたい。
　［oi］連母音も転化しない。　［∫iroi］白い，［kuroi］黒い。
　［ui］連母音も転化しないQ　［atsui］暑い，　［samui］寒い。
　［ei］連母音が［e：］となることも普通にはない。［kirei］きれい，〔seNsei］．
先生。
　また，無声化の現象は見られない。
「う」一（i）単独で語頭に立つ場含
　唇は上下より狭められ，やや前方へつき出されるのが特徴的で，強く発音ざ
れるときは唇の上下左右からの丸めが加わる。子音と結びついた場合の唇の形、
は，子音の性質によって異なるようで，［s薗］［ts｛幻［dzdi］のときは，［ku］［nu］
［hu］［mu］［rujなどのときよりも唇の上下左右よりの：丸め方が少ないようで
ある。
　香は一般に緊張を解いた扁平な位置をとり，自然的なゆるみの状態となる。
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　子音と結びつくときは，［hu］［mu］の場合などことに著しく，このゆるみ
の状態が割合長く保持されるので，これらを含むことばが，全体酌には母音的
であるという印象が出てくる。東京音の［U］に比べて，この調音位置は特徴
的である。
　また，ある種の語においては，［u］：［i］，［u］：［o■の現象がある。［igoku］
動く，［osagi］兎。
（2＞単独で語中・語尾に来る場合
　語頭に［U］が立つときと違って，懸は丸められたり，前方へつき出された
りすることがなく，平然と発音される。
　連母音の〔au］と［ou］はともに［or］となるQ開合の別はない。　［eu］は
［jo：］，［iu］は［ju：］となる。（ただし，「匂う」，「歌う！，「笑う」などは［au］；
「誘う」，　「思う」などは［ou］である。）
　ついでに，長母音［o：］は［o］と短呼される傾向が著しい。　［tako　naru］
高くなる，　［kekk◎］結購。
　また，動詞に助動詞の「う」rよう」をつけて生じたオ列長音はすべて短呼さ
れる。　［kak：o］書こう，［okijo］’起きよう。
　子音と結びつく場合の無声化の現象は見られない。
ギえ」一（1）単独で語頭に立つ場合
　［e］と［ε］の中間音であって，唇が上下に少しく開かれ，上下の歯がわずか
に見える程度で，［e］よりも唇の左右への開き方がやや少ない。「」旬と発音さ
れることはな：い。
（2）単独で語中・語尾に立つ場合
　特記することはない。連母音については他の項で述べた通りである。
「お」一東京藷の［o］と概して変りはない。口角が左右から中央へ引き寄せ
られ，唇は少し円形をとるが，あまり前の方へ突き出しはしない。
　£o］：［u］の転化はなく，「遊ぶ」が［asubu］などとなるようなことはない。
　2．子音とそれを含む音節
　（i）力行子音は破裂音［k］で，ガ行子音はその有声音［9］である。語頭に
立つときは気音が概して強く，語中，語尾にあるときは弱い。
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　力行子音の中，〔ka］，［ku］，［ko］に比べて，［k圭］，£ke］は口蓋化してお
り，［ke］よりも［ki］の方が口蓋化が著しい。語頭の［k］が語によって［9］
となることもあるが，法則的ではなく，語中・語尾が濁る傾向は見られない。
　ガ行鼻濁音の問題については，程度の軽いものが存していると見られないこ
ともない。ただし，その程度のものが果して鼻濁音という名に値するかどうか
問題である。一般的には鼻濁音は存在しないという方が適切であると思う。と
にかく，ある過渡期にあるようで，一m一の上に動揺があらわれているのではあ
るまいか。被調査者の一人は，きれいな鼻濁音を出していたので尋ねると，「鼻
が乾いてきたら，ことぽが鼻へかかる。」と，はっきり述べていた。大変微妙な
ことだが，こんなことも生理白勺にありうるのだろうか。
　［k］，［g］は半母音〔j］と結合して，［kja］，〔kju］，［kjoコ，［gja］，［gju］
［gjo］となるが，これらは硬口蓋で閉鎖が形成される。
　［kwa］，［gwa］は存在しない。
〈2）サ行子音は［s］，ザ行子音は［dz］である。
　［s］はわずかに開いた上下の歯，歯茎と鼻端との摩擦によるのだが，構音に
東京語のような鋭さがなく，シの子音〔∫］は前舌面が硬口蓋に向って盛り上り，
［S］よりは幅広い間隙で調音される。
　［∫i］は口蓋化し，［se］は語中・語尾のときは多少日蓋化する。しかし［∫e］
というほどではない。［∫i］は前号面が扁平に持ちkって硬口蓋へ近づき，摩擦
は［se］などよりも幅広い。
　［∫ito］（人），［∫ita】（舌）などの母音の無声化はない。
　また，語中の［s］は摩擦が弱いので，脱落する傾向が著しく見られる。たと
　　えぽ，［nekalsaru］馴したる，［jomaisa］読ませた。
　［s］が［h］に転化する傾向が見られるのも，闘様な摩擦の弱まりの現象と
見られるのではあるまいか。　［hit∫i］質。
　［s醐は発音に際して　［醐　の調音状態が少し長く持続される感じがある。
だから，母音の響きが強く後へ残される。無声化の現象はない。
　［se］は先述の通り［i］の次に位するとき，軽く口蓋化するのが認められる。
［ni亀ii　sa圭ミe］西へさして。
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　［so〕は口蓋化されない。
　また，［s］が［h］にかわる現象は一般白肋こは見られない。
　ザ行子音の発音は極めて特徴醗であり，さまざまの幅が認められる。概して
強く発音するときは破裂音がはいり，この最もひどい程度のものは［d］とな
る。したがって，ダ行と区別がつかなくなる。ゆるく発音するときは破裂がな
い。だから，音列の編としては，なまりの［d］も入れると，i　［d］から［dz］
を経て［z］まで含まれよう。音領域の中核は［dz］である。
　音批現象について，ザ行，ダ行，ラ行の転化を発音の方からながめた結果を
まとめて結謝i勺に述べると次の通りである。
　1．ザ行の発音に．おいては，子音が［dz］または［d〕に発音される傾向が
　　強い。「絹に発音される場合もあるが，これは［i］，［U］などの狭母音に
　　先行されるときに著しい。
　2．ゼ，ゾの発音が強い破擦音になる傾向が著しい。
　3．ダ行の発音は，ラ行音に転化する方がザ行音に転化されるよりも多く，
　　この場合も［u］［o］などの狭母音に先行される場合に多く，携音に先行さ
　　れる場舎は少ない。
　4．言1ヒ音の程度の最もひどい者は，ザ，ダ，ラ三行の区別がつかず，すべて
　　ラ行に発音する傾向が強い。こういう者は，舌の動かし方が極めて重く，
　　不活溌である。
　5．概していえぽ，一語の中での音排列としては，語頭，語尾，語中の順に
　　転化の度合が低い。これはまた矯正される際の変化の過程でもある。
　6．聞き分けることができず，したがって発音し分けられない二種以上の音
　　については，調音の位置または領域が近似している場合に見られ，混乱の
　　度合の高いものは，音知覚としては合一している。このとき，ある一問音
　　のものもあるし，どれか一方の音が代表としてとられていることもある。
（3＞タ行子音は［t］，ダ行子音は［d］である。破裂の形成の仕方は，舌尖を上
の前歯と歯茎のさかいあたりに，前舌面を硬日置にべたりとつけ，東京語より
もややゆるい速度で破裂させるのである。舌の側部も全：ms．i顎に密着している。
破裂が軽快でなく，胃角の運動も敏捷でないので，子音のあとに鈍重に母音が
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ひびく。また，断行子音が語中，語尾に来たときに有声化する現象は見られな
い。
　［i］に先行されるときの［t］が［s］に転化することは著しい特徴の一つで
　　　　　　アシ　タある。「a！sa］明日，［hanaisa］放した，［kaeisoite］返しておいて。
　［t］が規則的に［t∫］に転化される傾向は成人には見られない。
　タ行子音中，［t∫i］，［tsdi］の子音はやや蒋異性がある。前曲面が硬口蓋へ
［ta］の猛禽などより少なくつき，破擦して生ずるが，このときの口蓋化は相当
強い。
　また，［雛］［tu］は存在しない。
　［t∫a］［t∫u］［t∫o」の調音位置は，少しく奥へ移動する。
　ダ行の発音では，「ヂ」と「ジ」，「ヅ」と「ズ」の発音上の区：別は見られない。
　ダ行音が語巾，語尾では鼻濁音になる傾向も見られない。ときに軽く鼻へか
けるような人もあるが，一般的規則的でないし，鼻濁音と称するほど強いもの
ではない○「砥いだ」などのガ行四段動詞の音便形に「だ」のついた形に，
［nd］のあらわれるのは，山地地帯であって，海岸地帯には一般的に存しない◎
　ザ，ラ行への音誰については，すでに述べたが，［dz］が［z］となるよりも
〔r］となる傾向の方が多いのは，生活環境や風土との関係から発音が安易な方
へ流れたと見るべきであろうか。
　ダ行子音がナ行子音｝こ転換されることはない。
倒　ナ行子音は一般に［n］であるQこの調音位置は［t］，［d］によく似ている
が，前舌颪の硬口蓋へのつき方が［n］の方が軽い。
　ナ行の拗音には［pa］がある。［kaka［panaraN］書かねばならない。
（5＞ハ行で，「ハ」，「へ」，「ホ」の子音は「h」である。［F］は和歌山県では聞
くことはできない。調音上の特徴としては，声門および口腔の緊張が東京語に
おけるよりもゆるんでいることである。
　「ヒ」の子音は弱い摩擦音であるが，強く発音されるときは，pa磁化が伽わ
る。［h］の［∫］への転化はない。
　「フ」の子音は，語頭では両唇の摩擦による無声音［Φ］である。語中，語尾
では唇の動き方が少ない。
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　バ行の子音は破裂音の［bjで，拗音には［bja］［bju］［bjo］カミある。
　また，バ行の子音は［p］で，拗音には［pjo］がある。
　バ行子音がマ行子音と転換されることは語彙論には見られるが，一般的・規
則的ではない。
（6）マ行の子音は［m］で，両唇の閉鎖を破るのも概してゆるやかである。ほ
かに特記すべきことはない。
（7＞ヤ行子音は［j］で，中雪面と硬口蓋の弱い摩擦音であるが，「イ」「エ」は
完金にア行音のと同一化している。
　［i］に先行されたとき，　これと融羨しては音節をつくるが，このために，そ
の直前に溌音節や促音節がはいる。［ni弓gjaka］にぎやか，［to∬ori］年寄。
（8）ラ導音の子音は［r］で，語頭に立つときは弱い閉鎖音である。語中，語尾
のときは，破裂を含まず，舌尖を軽く歯茎につけてはじくようにし，母音の調
音位置で停滞する。ふるえはない。ゆるく発音するときは，［ra］［re］［ro】は
有声側瀬音，［ri］Fru］は破裂的閉鎖音である。強く発音するときは，どれも
相星強い程度の破裂的朗鎖音となる。
　音言1ヒ現象については，「ザ」の項で述べた通りである。
　ラ行拗音節としては，［rja］［rju］［rjo］がある。
（9）　ワ行の子音は［w］で，両唇摩擦の半母音である。辱は上下より軽く合わ
せ狭められて，わずかな間をつくるだけで，左：右が引き寄せられて前方へ突き
出されることはない6舌面は扁平の位置を保ち，呼気も強くはない。
　［w］は語頭では脱落する傾向が特徴的である。これは漁師など海上生活者に
多い現象であって，海岸寄りを中心に，広い分布を持っている。これは［w］
の持つ，唇のすぼめが，風など自然環境の影響を受けて不適応のゆえに脱落し
たものであろう。［aga　koto］わがこと。
　［w］は［i］の次で［j］になる傾向がある。［G圭ja　kureta］日は暮れた。
㈲　「ン」　単独に発音された場合は軟口蓋の端部と奥舌面との軽い接触によ
る閉鎖の鼻音である。［N］であらわされる。一番多くの場合にあらわれ，独立
した一音節の音感を持っている。［kimON］着物。語頭に立つときは［m］であ
るQ［mmai］　うまい。
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　溌音は調音位置によって，［m］（［m］［b］［Pコの前），［n］（［n］［t］［d］
［r］の前），［9］（［k］［9］〔P］の前）に分かたれることは東京語と変りがない◎
　溌音の脱落傾向はよく見られる。［kana］鉋，［gellka］：玄関。
　概してi溌音に特徴的な現象は見られない。
（11）促音
　東京語に比べて促音現象は少ない。あらわれるのは，［幻［t］［s］［p］の前
のみに限られる。語頭にあらわれることはない。促音を特に挿入して発音する
くせもない。促音は音価が一音節と認められるくらいの独立性を持っている。
（12）引音節
　一音重語はすべて長音化される。二毛節黒の第一音節が長音化されることは
ない。引音節はまた消失することも多い。ことに語尾に来たときは，なくなる
傾向が強い。引音節消失の代りに揆音がその前へ添加されることもある。
?
法
　1．　動詞
　活用の種類としては次の五種類を認めることができる。（1）は「カク」（書く）
によって代表される形式　（2）は「オキ・ル」（起きる）によって代表される形式
（3）は「カソガエル」（考える）によって代表される形式　（4）は「クル」（来る）
によって代表される形式　（5｝は「スル」によって代表される活用形式であるD．
　〈i）「ヵク」（書く）によって代表される動詞の活用形式と用法
　動詞「カク」（書く）の活胴形として次の6っの形があらわれる。
　カカtV　　カキn．’　カイt’V　　カク（t・V）　　カケ（・））　　カコ（・V）
　「カカN」には「Nン」（否定），　「tVンシ」または「～イシ」（懲癒），　r・V
tzル」（受身），　「～ス」（使役）などがっく。
　　　コソナ　ムズカシノ　ァガラ　m一　カカンナー。　（否定）
　　　（このような　むずかしいのは　灘分たちは　書くことができないね。）
　　ハヨ　カカソシ。　マッタリ　ヤンノニ。（懲慰）
　　　（早く　書きなさい。　待って　あげているのに。）
　　カオエ　ギョ　一一サン　スミデ　ジー　カカレタ。（受身）
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　　　（顔へ、たくさん　墨で　宇を　書かれた。）
　　テキニ　イッペソ　エ・一一　カカイサルカ。　（使役）
　　　（あいつに　一一度目絵を　かかせてやるか。）
　「ヵキ（～）」には，「・Vヤル」（継続態），「～ナイ」（継続態の否定）がっく。
また，「カキ。」で言い切る命令の言い方がある。命令の形は，「カケ」の言い方
よりも「カキ」の方が一般的で多く使用されている。
　　　アコデ　エー　カキヤルノ　ジヨーズヤジー。
　　　（あそこで　絵を　かいているの　上手だよ。）
　　　アソテキァ　イマ　テガキ　カキーナカッタ。
　　　（あいつは　今　手紙を　書いていなかった。）
　「カイN］にはギNテ」「iVタ」「～タリ」「’【）タラ」などがっく。
　　　マ　イッペソ　カイテ　ミタラ　ドーナ。
　　　（もう　一度　書いて　みたら　どうか。）
　　　ハヨ　カイタガ，イガソデ　シモータニー。
　　　（覗く　書いたが，いがんで　しまったね。）
　　　ホソ　ヨソダリ，ジー　カイタジ　シテタ。
　　　（本を　読んだり，字を　書いたり　していた。）
　　　ミンナ　カイタラ　ミセテ　ミー。
　　　（みな　書いたら　見せて　みよ。）
この形で語尾が「～し」になるものは，「～して」〉「t）いせ」，「Nしたら」〉
「～いさら」のようになる。
　　　ソノ　シゴト　オラニ　ヤライセクレ。ヤライ　サラ。
　　　（その　仕菓を　おれに　やらせてくれ。やらせて　やろう。）
　「カク（～）」は謡い切りの形であるほかに，「・Vトキ」に続く連体用法があり，
また「t－L・ノ（一）」「Nノシ」r・“Vカ」など文末助詞がつく。
　　　オラ　カク　ユーータラ　キット　カクヨ。
　　　（おれが　書くと　いったら　ぎつと　書くよ。）
　　　アンタ　ジョーズ＝　ジー・一　カクノシ。
　　　（あなたは　上手に　字を　書くね。）
　　　アノコ　カンジデ　ヨー　ジー　カクカ。
　　　（あの子は　漢：宰で　よく　字を　書くか。）
　「ヵケ（N）」は，言い切りになって命令をあらわす形である。ただし，ぞんざ
いな言い方で，目下に対して主として男子が用いる。連用形の「カキ」がきつ
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い命令の形で，「カカソシ」「カカイシjがやさしい命令の形として用いられる
点は，きつい表現をできるだけ避けようとする気持のあらわれとみなすべきで
ある。「カケ（～）」には文末助詞の「・Vヨ」がっくのが普通である。
　　マッチルサカ　バ9　ハガキ　カケヨ。
　　　（待っているから　早く　はがきを　書けよ。）
　「カコ（一）（N）」は意志とか思案をあらわす形で，特に気持をこめて書うとき
に長音化されるが，普通は短呼される。あとへ「～カイナ」r～カシラソ」「～
ラ」などがっく。
　　　ヨッピテ　ヤッテ　アイサノ　アサマデニ　カロ。
　　　（一晩中　して　あしたの　朝までに　書こう。）
　　アガラ　イケノ　ハタイ　イテ　エー　カコラ。
　　　（刈分らは　池の　そばへ　行って　絵を　描こう。）
仮定形の「～リャ」へ続く形は融合して「カキャ」となる。
語彙的には次のような例もある。
　　＝キマデ　アイバソカ。　アイブノ　カマソケド，　アイビタラ　オクレヘソカノシ。
　　　（駅まで歩かないか。歩くのはかまわないが，歩いたら　おくれないかね。）
この「アイブ」（歩む）は活胴形式としては，第一類にはいるが，・r・Vマス」の
接続する形を欠いている。
　②　「オキル」によって代表される動詞の活用形式と摺法
　動詞「オキル」（起きる）の活周形として次の2っの形があらわれるQ
　　　オキ～　　　オキル（～）
　「オee　NJには，「t’vン」（否定），「rVヤル」（継続態），「rVヤンシ」「～ヤイ
シ」（命令），その他「tVテ」「n．タリ」「tVタラ」「～リts　」「～ヨウ」などがっ
き，雷い・切りの命令形もある。
　　ハヨ　オキソト　ガッU　オクレルデ。
　　　（早く　起きないと　学校に　おくれるよ。）
　　　ソガイニ　オコラソデモ　イマ　オキヤッタヨ。
　　　（そんなに　おこらなくても　今　起きつつあったよ。）
　　モー　ヨ　アケタサカ　ミンナ　オキヤイシ。
　　　（もう　夜が　明けたから，・みな　起きなさいよ。）
　　アサリ　ハヨ　オキテ　エビ　カイテ　キタンヤ。
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　　　（朝　早く　起きて　えびを　とって　きたのだ。）
　　ハヨ　オキリャ　エ　一一ノニ　アイサラ　バヨ　オキヨev。
　　　（早く　起きたら　よいのに。あしたは　早く　起きよう。）
　「オキル～（N）」は欝い切る形で，また「～トキ」「r）ケエ」「～カ」「～ノtvj
などがっく。
　　　ソガイニ　ヤカマシ　ユワンデモ　オキル。
　　　（そんなに　やかましく　言わなくても　起きる。）
　　　オイ！　アガラモ　オキルケエ。
　　　（おい！　自分たちも　起きるか。）
　　マダ　ハヤイド　オキルノ　マイショーラエ。
　　　（まだ早いよ。起きるのは　やめようよ。）
　③　「カンガエル」（考える）によって代表される動詞の活用形式と用法
　動詞「カソガエル」（考える）の活用形として次の2っの形がある。
　　　カソガ＝n・tv　　　　カンガエル（～）
　この類の活用形およびその用法は，上述の第二類に極めて類似しているので
説明は省略する。
　（4）「クル」（来る）の活用形式と用法
　「クル」（来る）には次の5っの活用形式があらわれる。
　　　コ（・　　キ・V　　クル（N）　ク（・　　コイ
「コ～」は「～ソ」がついて否定形となる。
　　　テキヤ　コノゴロ　イッペンモ　ヤッテ　コンナー。
　　　（かれは　このごろ　一一度も　やって　来ないね。）
　「キN」は「・Vヤル」「～ナイ」「～テ」「t・Uタラ」「・Vタリ」「・Vヤイシ」「～
ヤンシ」がっく。
　　　カワイソーニ　アメノナカ　ヌレモテ　キヤル。
　　　（かわいそうに　雨の中を　濡れながら　来つつある。）
　　　アイツ　イタリ　キタリ　シテ　アソソデバッカシャマッチャ。
　　　（あいつは　行ったり　来たり　して　遊んでばかりだよ。）
　「～ナィ」につくときは「キーナィ」と長音化される。
　　　バス　キーーナイカ　チf・一ト　ミテクレ。
　　　（バスが　来つつないか，ちょっと　見てくれ。）
　「クル（～）」は言い切りの形と，「～トキ」がっく連体用法とがある。また，
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準体言の「・Vノ」や女末助詞がっく。
　　　コンド　タルトキャ　カサ　モテ　キテ　クラソシ。
　　　（今度　来るときは　傘を　持って　きて　下さい。）
　　　アッチカラ　クルノ　ダエナイナ。
　　　（あちらから　来るのは　だれかいな。）
　「ク～」は「～リャ」について仮定形となる。
　　　アイサノ　ヨサ．クリヤ　ゴッチョ　シタルヨ。
　　　（明Hの　晩　来ると　ごちそうを　してあげるよ。）
　「コイ（～）」は雷い切りで，命令形である。
　　　イッペソ　ヤマイ　イテ　シバ　トテ　コイヨ。
　　　（一度　山へ行って　柴を　取って　来いよ。）
　この「コイ」の命令形に「ゴンシ・」という雷い方があり，これは親愛の意
をこめた，ていねいな言い方である。「オイデヨ」という言い方は新しい言い方
で，微温として用いられる。
　　サシイロト　カオ　ミンナ。イッペソ　ゴソショ。
　　　（久しいこと　顔を　見ないね。一度　おいでよ。）
　（5）動詞「スル」の活用形式と用法
　「スル」は活用によって次の4つの形がある。
　　　セー　　シ～　　スル（’））　　ス～・
　「セ（一）」は「～ソ」「～マイ」に続く形と，「セー」となる命令形がある。
　　アンナ　カラダニ　ナッタサヵ，モー　シゴト　セマイヨe
　　　（あんな　体に　なったから，もう　仕事を　しないだろうよ。）
　　ナマケテソト　シソゴーニ　イレテ　シゴト　セー。
　　　（怠けていないで　一心に　なって　仕事を　せよ。）
　「シ（一）tvjは，「～ヤル」「r・vテ」「・vタ」「～タリ」「tN・タラ」や，否定形の
「・・Vヤセソ」「・vヤソスナ」，命令形の「～ヤィシ」「・Vヤソス」に続く形である。
また，継続態の「～ナイ」へは「シー～」と長音化して続く。
　　イマ　ハタケ　シャッタノニ　　イテミタラ　シーナカッタ。
　　　（今　畑を　していたのに，行ってみたら　してなかった。）
　　エラソーーニ　ユーテテモ　ヨー　シヤ　センヨ。
　　　（えらそうに　言っていても　できないよ。）
　　　ソソナ　アホナコト　シヤソスナ。
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　　　（そんな　ぽかなことを　しなさんな。）
　「スル（～）」は言い切りの形と，「～トキ1「・）ノデ」「～カラ」などに続く形
である。
　　ベンキョスルトキャ　ダマッテ　セエ。
　　　（勉強するときは　黙って　せよ。）
　　アンマリ　エソリョスンノデ　オコッタッタ。
　　　（あまり　遠慮するので　叱ってやった。）
　「ス～」は「～リャ」に続いて仮定形となる。仮定形はさきの「～タラ」を用
いるか，「～リャ」な用いるかであって，「レバ」の形は用いない。
　　ハジメニ　チャソト　ソーダソ　スリャ　ヨカッタノニ㍉
　　　（はじめに　ちゃんと　相談を　すれぽ　よかったのに。）
　なお，用法の限定された動詞として「マイスル」がある。これは「マイスル」
「マイセエ」「マイシャンシ」の形のみ用いられる。「止める」または「止めてお
け」の意味を持つが，禁止形では用い方の違いが次のようである。
　　　灘魏∴㍊顯嫡男1’る．
　　　1シゴト　シャンスナ。一同等の者に対して期いる。
　以上，動詞の項をまとめて活用の表をつくれば次の通りである。
酬カーiカカー…　イ1…一・1・キ・1；M・（一）簡・一・
オキル
i起きる）
　　　…Iキ～iオキ～
@　　…
オキ～iオキ～　　　i　　l劃オキー オキ（～） オキ（～）
カソガエル
i考える）
　　　　…Jソガエ功ソガエ`　1～ カソガエi～） カソガエi～）
ク　ル
i来る） ＝Z（ノ キ～ キ～
キ～レ。（～）し～　　　1　　　｝
コイ（～） コ（一）i～）’
ス　　ル’ セ（ノ シ～ シ～ シ～
@　　μ
炉iシ（～）　　　｝
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　従来用いられている交法用語を参考にして活用形の名をつけるとすれぽ，第
一，第二活用形を未然形，第三，第四活用形を連用形，第五活用形のうち喬い
切り（文を終止する）の形を終止形，「～トキ」に続く形を連体形，第六活用形
と，第四活用形のうちの「～タラ」に続く形を仮定形，第七活用形を命令形，第
八活絹形を意志形とするのが妥当と思われる。
　なお，動詞「アル」は第四，第五，第六活用形のみ見出される。また，存在
態として生物，無生物の区別なく「アル」を奪胴するのが極めて特徴的であり，
継続態には「カキヤル」式，結果態には「ヵイタール」式がはっきりとした対
応をなしているのが胴法上の特異な点である。
　　ユソベカラ　アメ　ズーット　プリヤル。
　　　（昨夜から　雨がずうっと　降っている。）
　　　ヒルヤノ＝　ナマケテ　マダ　ネヤル。
　　　（疑だのに　怠けて　まだ　寝ている。）
　　アメ　フッタールカイセ　ミチャー　ヌレタ・・一ル。
　　　（爾が　降っているかして　道は　ぬれている。）
　　クライノ＝　モー　セソセイ　キタール。
　　　（膀いのに　もう　先生が　来ている。）
　また，「起くる」式の終止形が連体形に岡化された形の二段動詞や類似の形を
なす助動詞の残存はこの土地には見られない。
　2．形容詞
　「ヤスィ」（安い）という形容詞の活用として次の4っの形があらわれる。
　　　ヤスカッr）　　ヤス（一）（（ノ）　　ヤスイ（rV）　　ヤスケ（N）
　「ヤスヵッ～」は確述，過去をあらわす「～タJ，仮定の「・Vタラ」につらな
る形である。
　　アノ　エー　コータノ　ヤスカッタ。
　　　（あの　家　買ったの　安かった。）
　「ヤス（一）（～）」は否定形の「Nナイ」または「～テ」「・）ナル」「Nスル」な
どにつらなる形である。
　　　アノ　キモソ　ガイ＝　ヤスー　ナイデ。
　　　（あの　着物は　たいへん　安く　ないよ。）
　　　ムカシャ　モノ　ヤステ　ヨカッタノシ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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　　　（菅は　物が　安くて　よかったね。）
　一つ注目すべきは，翻詞形に「ヤッスー」式に促音がはいって強調されるこ
とである。
　　　ワルイコト　セソヨニ　キツツー　ユーートイテ。
　　　（悪いことを　しないように　きつく　欝っておいて。）
　なお，「～ナイ」に続く形で語．幹が［a］母音に終るものは［o］母音に転化さ
れるのが普通である。「タカナイ」〉「タコナイ」，「ハヤナイ」〉「ハヨナイ」など
のようである。また，ドヤス～」と「ヤス　一一　・vjは後毒が多く行われているが，
両方用いている者は，意味を強めて醤うときに後者を用いるようである。
　語幹が一音節のものは，東京語の「～ク」の「ク」に当たる部分は必ず長音
化される。「ヨーナイ」（良くない），rスーナイ」（酸くない）などで，「カユイj
に対応する語は「カイ」だが，これは「カイナイ」となる。
　形容詞の副詞形でこの近辺で用いられている形をまとめてみると，次の8通
りが見られる。たとえぽ「高く砂を積め。」の　「高く」は，「タコ」「タコー」
「タコ’一　＝」「ターコ」「ターコニ」「タカニ」「タカー二」「タッカニ」の形が見
られるのである。さまざまのニュアンスをこめて表現しようとするところから
分化したものであろう。
　「ヤスjの言い切りの形はまた感動形ともなっている。
　「ヤスイ（～）」は言い切りの形である。この形には「（・トキ」「～サカ」や，
交宋助詞「～ノ」「～ノシ」などがっく。またこの形は体言を修飾する形でもあ
り，「～ナイ」がついて否定形でもある。「ヤスナイ」が普通の言い方であるの
に比べて，「ヤスイナイ」は感慨をこめた言い方で，強く書い切った強意の欝い
方である。もっとも，これは「ヤスイコトナイ」の「コト」を省略した形で，
新しい語法である。
　ナント　オモイヤルンカ　シランヶド　ァソマリ
　　（なんと　思っているのか　知らないが　あまり
疑問，回想などの「～カ（ナー）1もつく◎
　コノ　キモソ　ヤスイケナー。
　　（この　着物は　安いかなあ。）
推量のときは「～ヤロ（一）」がっく。
ヤスイナイu。
安くはないよ。）
　　　　　　　　　　　　　　　　丈　法　　　　　　　　　　　　　　　185
　　ココノホガ　アッチノ　ミセヨリ　ヤスイヤロ。
　　　（ここの方が　あちらの　店より　安いだろう。）
　注意すべき語法としては，東京語「ヤスクNjに朗詠する連用修飾の形がや
はり「ヤスイ～」である。
　　オモイキッテ　ヤスイ　シトカソシ。
　　　（思いきって　安く　しておけよ。）
　　ウツクシイ　ソージ　シヤソシ。
　　　（きれいに　掃除を　しなさいよ。）
　「ヤスケN」はr・Vリャ」に続いて仮定の形となる。
　　　シズカジャPt・・V　　シズカジャッtV　　シズカデrV　　シズカニ～
　　　シズカジャ（rV）　　シズカナ～
　「シズカヤPt・r）」は「～ウ」に続いて懸垂を表わす形。「シズカヤッ～」は「～
タ」について確述や過去を表わす形。「シズカデ（tN・）」は「・Vアル」「Nナイ」
に続く形，また，中止法の形。「シズカニ・V」は「・Vスル」に続く形。「シズカ
ヤ（tV）」は文を終止する雷い切りの形。また，「～ナ」「・Vニー」などの：文末助
詞のつく形。「シズカナN」は「（・コト」その他体言に続く形である。特に説明
を加えるほどのことはない。
　以上をまとめて，動詞に準じて活用表をつくれぽ，次のようである。
轄葡診…ｺ編警世蔽隔壁編霧丁霊続繕再診「編彪i編賜
????〜（
????
ヤスイ
（安い）
ヤス（一）
［tv
tVンシ
・）ヤンシ
×
?????〜〜〜〜??? ）??〜（?〜
×
ヤスカツ
バヤス（一）
（！
?????）? ↑??????? （〜〜〜〜
ヤスイ
（tv）
（’リャ
ヤスケtV
言い切り
（命令）
～ヨ
x
言い切り
（意志）
tWE
（または、
　ヨウ）
tVJイナ
i’vラ
×
　動詞の場合に準じて活用形の名をつけると，第一活用形が未然形，第四活周
形が連用形，第五活用形のうち雷い切りの（文を終止する）形を終止形，「～ト
キ」に続く形を連体形，第六車掌形と第四活用形のうちの「Nタラ」に続く形
とが仮定形で，命令形，意志形を欠くということになる。
3．形容勤詞
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　形容動詞の文を終止する言い切りの形は，「シズカヤ」（静かや）のように「～
ヤ」という形が東京語の「シズカダ」に対応する。ほかに「ジズカジャ」とい
う言い方も少し用いられる。これらの語は活用によって次のような6つの形が
あらわれる。
　　　シズカヤロ～　　シズカヤッ～　　シズカデ（N）　　シズカニ～
　　　シズカヤ（tV）　　シズカナ～
　さきの場合に準じて活用表をつくると，次の通りである。
紅…ﾁi藩諺繕廟撫奇想編鶏簿…｝一『”　．．rmww
。ズ。ヤ1。ズ，デ
（静かや） hi～ × x
　　　iシズカヤ
シズカヤ1（～）
・～ 猿?Jナ
器用野饗構用捌齢
　　　1　　　　　　　　誉い切り
　　　　　　　　　　　（意志）
　　　　　　　　　　　～ウ（ま
　　　　　　　　　　　たは・〉ヨ
　　　　　　　　　　　ウ）～カi
　　　　　　　　　　　イナ～ラ
　　　　　　　　　　　’　　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　t
シズカナ
四
× ×
　ここでほ，第一活用形が未然形，第四活用形が連用形，第五活用形のうち言
い切り（交を終止する）の形を終止形，ヂ～トキ」に続く形を連体形，第六活用
形と第四活用形のうちの「～タラ」に続く形とが仮定形で，命令形と意志形と
を欠くということになる。
　4．　助動詞
（・）れ・，られ・（審薯）一朔河甫旨にのみ用い，轍の意に用い・・と
はない。「れる」は五段動詞の未然形に，「られる」はそれ以外の動詞の未然形
につくなど，東京語と変りはない。可能の言い方では可能動詞を用いることが
多い。活用形としては，「レ」「レル」と「レル」「ラレル」が見られる。
　　　コドマー　ソガナモン　ミヤレソ。
　　　（子供は　そんなものは　見てはいけない。）
　　　コノ　ゴハソ　スエカカッタルケド　マダ　タベラレルジー。
　　　（この　御飯は　くさりかけているが，まだ　食べられるよ。）
．「ヨー・rVスル」という可能形も用いられるが，可能動詞や可能の助動詞は可能
の意のみに用いられるのに比べて，「ヨー～スル」は「多く～する」（たとえぽ，．
「ヨータベル」はたくさん食べる）の意で用いられることもある点が相違する。
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　また，この「～れる」の打消形の「～れん」が単に不可能の意から転じて．
禁止の意に用いられていることも注意すべきである。たとえぽ，表面から「書
くな」と禁止するよりも，「書けないのだ。だから，書くなよ。」と腕曲に書5
「カカレン」の表現法をとっている点，関西式表現法のこまやかさを語る一一っ
の例である。
　「～られる」というより「t・Uらえる」の方が一般的で，「～やれる」がさらに
多く用いられているQ
（2＞す，やす一使役の意に用いられるが，「す」は五段動詞に，「やす」はそ
れ以外の動詞の未然形につく。活用形としては「サ」「シ」「ス」，「ヤサ」「ヤ
シ」「ヤス」があらわれる。
　　オラトコノ　ハタケイ　キー　ウエヤイサッタ。
　　　（おれとこの　畑へ　木を　植えさせた。）
（3＞　う，よう一意志や鋤誘，推量をあらわし，五段と力変動詞には「う」が．
それ以外の勤詞には「よう」が続く。ただし，「う」に当たる部分が長音化され、
ず，脱落することが多い。
　　ダイブ　アソソダサカ　イッペソ　シゴト　シヨ。
　　　（大分　遊んだから　一度　仕事を　しょう。）
（4）よな一「ようだ」に対応するもので，用言の終止形および「の」に続いて，、
主として様態をあらわす。活翔形は「ヨナ」のみである。
　　カキモ　ジュクシタヨナノー。
　　　（柿も　熟したようだなあ。）
　「らしい」は胴いず，「～かして」を用いる。
　　ネテルカシテ　トット　カオ　ミセソノー。
　　　（寝ているのかして，少しも　顔を見せないなあ。）
（5＞まい一用いられることは少ないが，打消推：量の意をあらわして，未然形三
に続く。活用形は「マイ」だけである。
　　テキ　ケガシタサカ　モー　シゴト　セマイヨ。
　　　（かれは　怪我をしたから，もう　仕事を　しないだろうよ。）
　この「まい」は意志をあらわして，「カワマイカ」また「カオマイカ」（買お・
う）と用いられるところも附近にあるが，調査地点にはない。
　ユ88　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示口　　歌　　Lb　　些褻
（6）た（だ）一確述および過去の意をあらわし，連絹形から続く。東京語の
場合の未然形の「タ”」がないほかは同じである。
（7）たい一一希望の意をあらわし，連絹形から続く。「タイ」「タカッ」「タク」
「タケ」の三三形が見られる。「タイ」に続く一音節動詞は長呼されない。
　仮定をあらわす需い方は，この地方に，「ミタケリャ」「ミタィンヤッタラ」
「ミタィンナラ」「ミタカッタラ」などが混同して用いられているが，なかでも
「ミタケリャ」が古く，また多く，「ミタカッタラ」は一番新しい語法である。
（8／たがる一希望する状態をあらわして，連二形に接続する。「タガル」rタ
ガラ」「タガッ」の活用形があらわれる。
　　コドマー　イキタガツタガ　イエエ　オイテキタ。
　　　（子供は　行きたがったが，家へ　おいてきた。）
（9）や，じゃ一断定の意をあらわすのだが，「や1の方が多く期いられる。活
用形は「ヤロ」「ヤツ」「ヤ」，rジャロ」「ジャッ」「ジャ」「デ」があらわれる。
　　アメニ　フラレテ　ヨワッタンジャ。　　　・
　　　（雨に　降られて　弱ったのだ。）
㈹　やんだ一一強い断定をあらわす。「～ヤンダ」の形のみである。
　　　ソーヤンダ。コレ　ウラノ　ゲタヤンダ。
　　　（そ5だよ。これは　おれの　下駄なのだ。）
鋤　い，やい，ん，やん一懲懲またはやさしい命令の表現で，『い］rん．」は
五段動詞に，「やいj「やん」はその他の動詞にっき，五段動詞は未然形に，そ
れ以外の動詞は連用形に接続する。肯定形はたとえぽrミヤンシ」「ミヤィ
シ」であるのに対応して，否定形は「ミヤソスナ」「ミヤイスナ’」である。「ミヤ
ンシ」と「ミヤイシ」との差異は，前潔は藏上の悲に対する敬譲表現であり，
後者は同等または羅下の表に対する「みなさいよ」の感じのていねいことぽで
ある6同等ではちょっと遠慮があるような場合に用いられ，親しい者どうしで
は「ミ（一）」がへだてのない，うちとけた物書いである。
｛12）　ん一一打消の意をあらわし，未然形に続く。ただし，サ変三三には，　「セ
ン（トコ）」とならず，「シャン（トti）」と続く。活用形は「ン1のみである。
　「降りはせん」のなまった「降りゃせん」式の否定形が存在するが，単純な否
定でなく，感概をこめた否定である。
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　　　アノ　イケ　＝ゴッタッタサカ　アマリイリャセソノヤ。．
　　　（あa）池は　濁っていたから　もぐらないのだ。）
〈i3）ない一否定形には相違ないのだが，単純な否定（これは「ん」である）に
は用いられず，否定釣な継続態を表現するのに用いられるのが特徴的である。
連期形に接続し，活用形は「～ナイ」「～ナカッ～」「t’Vナケ（リャ）」の形があ
らわれる。
　　　アノ　ミセデ　ミカン　ウリナイジー。
　　　（あの　店で　蜜耕を　売っていないよ。）
　　　ココノ　トコ　コガイニ　シーナカッタノシ。
　　　（ここの　ところは　こんなに　していなかったね。）
㈱　みたい一比況の意をあらわし，終止形に接続し，活用形は一つのみであ
る。
織　まってん，まった，まっちゃ一ていねいと親愛の意をあらわし，終止形
に続いて，活用形はこれ一つである。おもに女性が同等の表に対して心いる。
　　　アノコ　キヤッタケド　モ・・一　力Xッタマッテソ。
　　　（あの子は　来ていたが　もう　帰ったよ。）
「まってん」は，　「まってんす」「まいてんす」という土地もあることから推し
て，「ましてです」から出たものではないかと恩われる。「まったJrまっちゃ」
はさらに転諺したものと思われる。
　5．　助詞
（1）格助詞の省略一「が」の省略されるのは普逓であるが，池の由地区のみ
は省略を行わない。同様に「を」も常に憲略され，「は」は，前に立つ音節の子
音と〔wa〕の母音とが常に結合して齋韻変化を遂げている。
（2）方向，場所を示すのに「い」を用いる。
　　ヤマイ　イテキタ＾　　　　ツクエノ　ウエイ　ホン　ノセタ。
　　　（山へ行ってきた。）　　（机の上に本をのせた。）
（3）選択を示すにはrほが」を絹いる。和歌由県には「しか」が広く分布して
いるが，謁査地点では用いない。「しか」は強意の搦法のみであるe
（4）　文末助詞
　文末助詞による敬譲表現は微妙に使用されている。いわゆる敬語の未発達な
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地域においては待遇表現は交末部に依存している。差異を要約的に比較してみ
ると，次の通りである。
④のし　一日上に用い最上敬意。女が主として用いる。男も客などには用
いるQ
＠じ一　一女ことばで，女は普通同等の者に用いるが，男が用いるとH上
へのことぽとなる。
◎の一
㊥ね一
㊥に一
6なえ
㊦なあ
一男が同等の者へ用いる。
一一翌ｪ同等の者へ用いる。
一男は目上に，女は同等の者に用う。
一池の山地区だけが用い，男女とも同等に対して用いる。
一目下に用い，男が主である。
　㊦ど一，ぞ一一　一目下または同等へのぞんざいなことばである。
　以上が待遇表現を担っている文末助詞であるが，たとえば，
　　コドマー　サヶラ　ノソダラ　アカソノシ。
　　　（子供は　酒など　飲んだら　だめだね。）
で，文末助詞さえ取りかえれば，それぞれにかなった蓑現をなし分けられるの
である。
　　　タカ　サゴ　　　　イ　　ホ　　　　　　　　　イン　ナミ　　　　イ　　ホ兵庫県高砂市伊保町（旧印南郡伊保村）
　　　　　　和　田　　実
工　面積　6．4km2（昭29）
9人口　8，937人，1，923ii瑞，1世帯4．6人（昭29）
瓢　入口動態　参考一昭24年12月来r総：人口8，846人，昭29年6月1（　8，867人，昭29
　年10月末8，937入
】V就業人U　農・林業796人（総就業人潟に対して29．2％），水産業U2人（4・　1％），
　鉱業0人，工業933人（34．2％）＊，llfj業21．5人（7．9％），公務・自由業184人（6・7％），
　その他488人（17．　9？6），欝2，728人（100％）一（昭24）㌔・芯酬∫高砂麿・鰐｝餌にある鐘紡・鑓
　化。三菱劉紙・膜鉄高砂工観碇婁i原馬匹等の大工騰，さらに，擦古川市などの大工掛への勤醗潜が多い。
’V　おもな産業（おもな生産物資）　農業・水藍業・工業（米・麦・えび・かれい・
　煉瓦・酒）
W高唱進学者数（進学率）98人（中学卒業罪数に薄して46．0％）一（昭29）この
　項は，炉保町と曽根町とを学褻とする松陽中学についての数字である。
W　ラジオ聴取率　不明
EH　新聞購読率　不明
Pt　竃話加入率　19，6世帯に1本（昭29）
X　上水道　ある
Xlまとまった買物をするところ
　　大けが・重病のとき入院するところ
理　被講登覆（敬称略）
　浜谷うた　高砂市伊傑町｛）喉晦中　女
　木下ます　高砂南伊保町伊働｝累｝中　女
　中住　実　高砂市伊保［tll一中島　　　男
　蕎谷藏次　高砂市伊保町彫保崎中　男
　三軸梅一　高砂市伊保町梅井　　　男
　前田とよ　高砂制チ喉鰻丁伊保綺西　女
　大原よね　高砂市伊保町伊保崎西　女
　高谷てる　高砂市伊保町伊保崎中　女
　撫茂きく高砂市伊保町伊保晦西女
高砂市・姫路市・神戸市
高砂市・姫路市・神戸市
田鶴）
80
78
50
49
49
70
65
58
58
??????????? （職業）
なし
なし
農業
農業
農業
農業
農業
農業
保育園の
給食係
　（学校）
G～6年
0～6年
7－9年
7～9年
7～9年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
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はじめに
　1．兵制県方角のあらまし
　兵庫県は摂津の一部・丹波の一部・但馬・播磨・淡路の五か国から成る。う
ち，まず倶馬方言が分かれる：アクセントが乙種，アイがくずれる，開音に対
応するアー，ナ変の死ヌル，「において」の意味のカラ，など相違歴然，定説の
通り中圏方言に属し，鳥取県に互するものであろう。こまかくは播但国境と方
角区画とに出入りがある。なお，播備国境近くにも申国方雷に属する地がある。
　他の四か縁懸淡路を分かつ：語中のgdに鼻音が添い，右「ミンギ」，左「ヒ
ンダジ」と聞こえる，タキャ〔滝が，滝は，竹が，竹は〕，タカ〔鷹が，鷹は，
蛸が，蛸は〕，ヤカ〔役が，役は〕などと雷う，だろうをダロ・ダアと憩う，など
の特色を数え，紀伊や四国との共通齎があるQ
　その他をさらに分かつにはどんな基準が優位か。アクセントによるならば，
高吟式と理智式の区：別がない丹波の北・播磨の北寄り西寄りの地域と，区別の
ある摂津・丹波の南・播磨の東南の地域とに分かれる。語法によるならぽ，「て
いる」をテルで表わし，尊敬の助動詞ハルを博いるいわゆる阪神間（大阪神戸
に挟まれた地域を言い，大阪神戸を含まない）と，トル〔ている〕のほかにヨ
ル〔つつある〕をも有し，尊敬は助詞テによる阪神間以外とに分かちうる。
　かくて，県下諸方欝のうち，但馬が鯛系統淡路は異色濃く，「阪神間」は大
阪弁的，北丹波と北西播磨はアクセントが近畿周辺のタイプである。こうした
特徴を持たない残りの地域が，兵庫県で最も平凡な，したがって共通的な方雷
体系を有することになる。海岸線でいえば，神戸から姫路までがまずよく似た
方言といえる。調査地点高砂市もその中にある。
　2．方醤から見た調査地点の位置と性格　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　タカサイ　　　ィ　オチヨオ　　　　　インナミ　　イ　ヘムラ　兵庫県播磨国高砂市伊保町（旧称印南郡伊保村）。その老年層の言語を記述
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　む　　　　タカサゴナヨ臥したものである。　伊保町は，昭禰29年7月に旧加古郡高砂町ほかと合併して
出来た締の一門であ・（地醐蜥の地図，。1。。r離」・251。。「酷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ホ川」所載）。山陽本線に近く，瀬戸内海に臨む。山陽電鉄伊保駅から神戸・姫路
へ簡単に行ける便利ないなか。
　この方雷は，母音・子音が共通語と大差ない，助動詞ヤ，標準的な甲種アクセ
ント，など，近畿中央部の方言である。助動詞ダス・動詞オマス，三音節名話
頭類アタマ，など大阪式（京都式でなく）の近畿方欝である。いるを用いずオ
ルと言う，トル・ヨルを使い分ける，尊敬をテで表わす，など近畿最中央部の
方言でない（これらは西方では神戸以西の特色である）。コソに応ずる已然形，
助詞ナイ〔なさい〕，助動詞マス〔奉る〕など神戸に見えぬところ，またラクナ
〔支障がない〕やオナコ。〔女房〕などいかにも播磨の語彙である。
　結局，近畿中央部のうちであるが，その西の端の地域の方言ということに
なり，こういうものを「東播方言」と呼ぶなら，調査地点高砂市伊保町の方雷
体系はそれの沿海地域のノーマルな一例と見てよいものであろう。　（いわゆる
東播でも海に臨まない諸郡市では低回式アクセントが○○○，○○○○など古
風を示す。また，ザダ・ゼデ・ゾドの区別が失われがちである）。
　調査地点の方言を研究した交献：原朗「播州方言の助動詞」昭30一助動詞活用表・
　　相互接続の一覧表などのプリント。圃「播州方言の助詞」（神戸大学国文論叢第4
　　号）昭30。和田実「高砂」（東条操先生古稀祝賀論文集）昭30一この調査報告の資料に
　　と録音した方言の会話実例を翻字注釈したもの。
音 韻
　凡　例　　片仮名，または漢字と片仮名で書いたのは油粕。例：サカイ；花ヤ。〔〕
内は方書の共通語訳。例：花ヤ〔花だ〕。～はその両側のものが双方とも，あるいは，
さらにその中聞のものも用いられるの意。例：柿ヤ～カッキャ；喬ワンの語幹はイ～
ユ。長音の表記については，一とア　イ　ウ　エ　オとは読み易さなどの便宜に従
　う。例：モー爽工。アクセントは必要なときだけ示す。上側の太線によるg例：誘
　。；老
1．　膏節の種類
東京方言のとほぼ同じモーラ体系をなす。また，各モーラの音声はいずれも
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共通語として通るものである。東京方言のと「著しく」違って聞こえるような
モーラはないQ
????????? ????????????
????????
???
??
????????
??
工
???????ッ??????????
????ォ ????。?????ヤ
????
チャ
ニヤ
ヒャ
ミャ
リャ
ギヤ
ギヤ
ジャ
????
??
??????
????????
????
ヨ
キョ
ショ
チョ
ニニ　ヨ
ヒョ
ミョ
リョ
ギョ
ギョ
ジョ
ビョ
ピョ
?
このうち，ツァはオトッツァンなど，ツェは鍛えるカッツェルなど。ツォは御
馳走ゴッツォーなど。ヒュビュピュは風の擬音がそれぞれのおもな使いみちで
ある。より音声的には，ミュ（三浦ミューラ），ウォ（十トウウォ）なども聞か
れ，さらに，つまる音やはねる音に続く位：置にキェ・シェ・チェ・リェ・ジェ
などをもたらす音声変化がある。
　1．1アヤワ行音
　（i）ン＋拗音・ッ＋拗音への変化　　文節（連：文節でもよい）の第2モーラ（ま
たはそれ以降）にイ列樹・ウ列音があり，その次にヤユヨなどがあるとき，「オ
宮ハソイ参ル」ユーテ行キヨッタrVオンミャハンイマイッリューテイッキョッ
タ，のように発音することがある。よくある。
　助動詞ヤ・ヤガル・ヤク，形式名詞ヤツ・助詞ユーテあるいは動詞言ウ・助
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詞壇カなどに関しては，規則的にその傾向が見られる。用需＋助辞の例：行キ
ャガル～イッキャガル，イキヨル～イッキョル，イク奴ノ気が知レン・）イッキ
ャツ，イクや戸～イッキャ質，イクユーテモ金が無イ国イッキューテモ，イク
ヨカ家デ寝ト戸～イッキョカ；読ンミャロ，ヨンミューテ，ヨンミョル；見ッリ
　　　　　　　　　クヤロ～見ソリャロ，来ッリューテ～クン’リューテ，乗ヅリョル～ノソリョル；
綴ツジ。ル～トンジョル，反対二綴ツジャガツタ～トソジャガッタ。
　体雷÷助辞の例：柿ヤ〔柿だ〕～カッキャ，柿ユーテ虐カッキューテ，柿ヨカ
　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　イrVカッキョカ，菊ヤ～キッキャ，菊ッキューテ，　i菊ッキョカ；蟹ソニャ，犬ソ
　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
ニャ；紙ンミャ　ハンミャ〔はむだ〕；釣ッリャ～ツソリャ，鶴ッリャ～ツンリ
　　　　か　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヤ；心臓麻卑ッヒャ；次ソギャ：火事ッジャ～カンジャ；錆ッビャ～サソビャ。
一挙サタハバ行音〉ッ，ラザパ行音〉ッ～ソ，ナマが行音〉ソである。
　語彙の例二御宮オソミャ，年・寄トッショリ，鍛冶屋カッジャ～カソジャ，材
木屋ザイモッキャ，日曜ニッチョー，木曜モッキョー，石由イッシャマ，丸山
マッリャマ，えちおびやニッチョッピャ……Q
　さて，この変化はヤユヨが起しやすいのであるが，母音・半母音一般に同じ傾
向がある。例はより少なくなるが；机ツッケ，教えるオッセル，幼稚園ヨッチェ
ン，動物園ドーブッツェソ，餓えるカッツェル，鰹節カッツォブシ，取柄トッ
リェ～トッレ，塗絵ヌソリェ～ヌッレ，麦藁ムソギャラ，藤i江：（地名）フッジ
ェなど。　このうち，カッツェルやオヅセルは，そういうラソグと見てよいくら
いである。なお，取扱トッリャツカイ，組禽クソミャイ，勢イッキヨイなど
は，ア〉ヤ，オ〉ヨと除つたそのヤヨの所為と見うる。
　終助詞ワ■tt“・導がマッサ・オマッセ・ダッソなどの形に融合するものも同
類の音変化であろうG
　ちなみに，ダヒヤ〔誰やら〕～ダヅリャ～ダッラ・コ上ヤ〔事だ〕～コッチ
癖ま広い母音の音節からのまれな例である。
　〔2＞「ア」　iaは往々，試禽シャイ，似合ニヤウ，取扱トリヤツカイとなる。
あるeaは，請合ウケヤイとなる。
　（3）「イ」　ワなどの前でイ（・ユとなる：岩，祝イ，即言ワン；衣桁。a三は
転引しないのが原則で，助詞のサカイ～サケ，カイ～ケ逼，ガイパゲー，　ドイ
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～デーは特例。eiは規聯勺にe：になる：兵隊ヘータイ，毛糸ケート，江井ケ
島（地名）エーガシマ。なお→格助詞イ（交法10・1）。
　（4）「ウ」　マ弦音の前でソ：馬，旨い，生れる，梅，埋める。ンrVウ：生む，
海（海のことを普通オキとしかいわないが）。ワ行動詞：買カウ，誘サソウ。iuは
語により区々：窟由ジ＝t，　’一》不自由フジュ．一“，胡瓜キューり，石油セキユ，三
浦さんミウラrVミューラ。
　（5＞「エ」　ie：消ケーール，見メーール，煮ネール，家工一。冷ヒエル，知恵チ
エ，見栄ミエGae：蝿ハイ，蛭カイル～カエル，前マエ・）マイQ返・帰・覆は
つねにカヤル・カヤス。こそあど誰；此（其・どれ）コエ～コイ。彼（誰）ア
＝L・tVアイ。
　（6）「オ」　あるio：塩谷さんシヨタニ，勢イキヨイ。格助詞オは，用いても
省いても，なんら音変化が起らない：鳥短小ル，トリトル〇十：トウ」e　・Vトウ
ウrt。
　（7）「ワj　aの次：瓦カーーラ，俵ターラ，廻マール，両側リョーガーe私ら
はワシラー，明日はアシター一〇終助詞ワ→（文法10・　4）。
　（8）「ユ」　行イクQ鮎アイ，お粥オカイ。痒カイー○言う結う→（交法3・2）。
　1・2　カサタナハマラ行音
　（1）サ行音　ハ弦音に転じた語彙：様ハソ。七ヒチ（質下舌はシチ・シタ・
シタ）。ソレ～ホレ，ソイデ～ホイデ，ソシタラ～ホイタラ，ホンナ～ホナ〔そ
んなら〕，ソーカ・～ホー一力。助詞サカイ～バカイ。助動詞ナハル。助．動調ヘソ◎
ていねいのマスのマヘン・マホ。オマスのオマヘンe
　（2）「サ」　シャ：シャミセソ，クシャミ，シャカンrVサカン。（鮭サケ）o
　（3）「ス」　マスr）マー　ダス～ダー　オマス～オマ　の3語○
　（4）「チ」・「ツ」　つまる音になった認がある。続く濁音は清音に変る：活動
写真カツドーNカットー」鉄道テツF一　一r）テットー，手伝テッタウ，別条無ベ
ッチョーナイ〔大丈夫だ〕。御馳走ゴッツrt　一，一膳イッツェン。
　（5）「ヒ」　シに転じた語：人シト，”シトツ，額シタイ。
　（6）マ行音　バ行音の語：サブシ’一・rVサムシー，サブイ，ケブリ，ケブタイ，　tt
トボス○
　ig8　　　　　　　　　　　　兵　　庫　　察
　（7）ラ導音子音をおとしうるものがよくある。タラNター～タ：花取ッタ
ーイカソ，聞イタ分ルワ，ホイター～ホイタ〔そしたら〕。ホンナ四ホナ〔そん
　　　　　　　　　　　　　　　キなら〕。ヨル・）ヨー：行ッキョー，来ヨー。トル～トー：読ンドー，見トー○モ
　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コラウ（本動詞・補助動詞）の音便形：良エモソモロテン冠モーテソ，買一テモ
ロタ～コーチモータ。こそあど誰：コレ（ソアドダ）～コエ～コイ，こちら質ッ
チャ（ソアド）。入れるエール，忘レル（・ワッセル，椿コッシャエル～コッサエ
ル，面白イ～オモッショイ。やらヤ。
　ラ行音がダ行音に転ずる例はまれ：ダッチモナイ　（ただし，ラチガアカ
ン）。
　1．3　ががザダパパ行音
　（1）ガ行音　原則として文節の頭。
　（2＞ガ導音　原則として交節の頭以外。ただし，十五ジューゴ，ガタガタ，上
本ギソコー，など。語彙＝動イノク，違ウ～チヤウ。
　〈3）ザ行音　ザダ・ゼプ・ゾドはそれぞれ別のモーラであるが，語彙的には，
ぞナソド・誰ド，座i敦ダシキ，ダクロ，膝ヒダ，カダ〔に．おい〕，デニ，コゼル
～コデル〔こじる〕，ミド，オジドーサソ…。終助詞のド・デ。
　ラ行音に転ずることはまれ；人力リソリキ。
　樹ダ母音　ラ行音に岡化される助辞がある。終助詞ド：有ルド～アルロ～ア
ッロ。終助詞デ：有ルデ～アルレ～アヅレ。誰ド〔だれぞ〕～ダッロ。コレダケ
（ソアド）～コッラケ，見ルダケ～ミッラケ。（個人的には，未ダ～マラ，ソーダ
ツシャロ～ソーラツシャ瞑。）　ザ行音に：撫デル～ナゼル。
　1．4　語彙の湾濁
　一斑をあげる：カエル～ガエル，カニ～ガニ，独楽ゴマ，スナ，トンボ，ハ
チ，ヒル，トカゲ，カガシ，カガト，ムツカシー，ハズカシー，ミシカイ，イ
シガケ，ジソジャ，センダク，　ドビン，審判シンバン。
　1．5　はねる音・つまる音・引音
　（t）母音が脱落して鐵来たン・ッ　活用語の語尾音と同じ子音の語が接した
り，同じ子音に岡化したりすると，語尾音のuなどが往々脱落する。マス・ダ
ス・オマスの3語と，ルで終る諸活用語に目立つ。以下の。識はンに，＿はッに
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転じ易い。n：アノナー，死ヌノワ，見ソナラソ（見ナナラソとは言うことが
ない）。為生ノワ，降窯ノー，行キタが北ネソ。オクソナハレ。マるノソカ，
塑ネソ・オマ冬ネソ・孤・読吻・ガ泳ごガイ・為窪ガイヤ・マ～暫ち
ダるガナ・オマ洛ガナ・k・聞クケド・行ク気・有・レケド・見ラレルカ・マス
ヶド，ダスカ，オマろカ。S：貸ろサカイ；マ系サカイ，ダ洛サカイ，オマろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トコサカイ。来イレサカイ，釣レ膨魚。毛：持ツ所，ウチトコ〔あたしの所〕。乗を所，
植工花時。h：来ル日。　rd：出ルラシー。見ルダケN見ンダケ～見ツラケ，有
ルド～アンド～アッロ，来ルデ～クンデ～クッレ。
　②「ッ」　共通語と同じ位置のほかに，以下の音の前にもあらわれる。もっ
ともパロールの音声としてのものが多い。霊江さん～ユッキェ，教～オッシェ，
マッツァン〔松さん〕，一膳～イッツェソ，鰹～カッツォ，来ル日～クッヒ，猫々ヤ
～ヒッヒャ，誰ヤ〔誰やら〕～ダッラ，海苔ヤ～ノッリャ，来ルユーテ～クッリ
ュー e。取柄～トッリェ，有ルデ～アッレ，有ルド～アッロ，漏りョル～モッ
リョル。虹ヤ～ニツジャ，火事ユータラ～カツジュータラ，藤江～フツジェ，
綴ジヨル～トッジョル，錆ヤ～サッビャ，飛ブユーテ～トッビューテ，伸ビヨ．
ルrVノッビョル。　　なお，狐をケ㌻ネともいうQ
　促音便のッの消失：坂ル。持ッと，テ来ル・テク〔て行く〕との組合わせは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　イトテッテクレ・モテタなどとなる。（行クの音便形がいつもイテ・イタ・イタ
リなどであるのはしばらくおく。）
　（3）「ン」　語彙：菓子カシン・オカシン，お母オカン，お爺オジン，お婆オ
バン。幽霊ユーレソ，葬礼ソーレンQ
　（4）「一一」　添加。1モーラ名詞は引くのが自然：戸トー，名ナー，手テー一。
ことに「手類」アクセントの語に「低くつく助辞」が伴うときは引かずにいら
れない：テエヤ，テエモ，テエマデ02モーラ名詞の「猿餐類」アクセントの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ド　語を引くことがある（助辞がつけぽ引かない）：サル～サルウ，ムコ～ムコォ。
1モーラ名詞は複会語になっても引くものがある：メリケン＝r　b一，サトーユーt
下駄ノハーナオシ。　　2モーラ名詞の第1モーラを引く語はきわめてまれ：
毬マノレ（ノマーノレ。
　見ル・寝ル・来ル・為ルなどの1モーラ連用形をとかく引く→（交法4・2，9・2，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ　　　　　　　　　　ムlO・　4）：前カラ見一後カラ見一シテ…，早ヨ着一，夜ワ出一ナs・寝曳一タイ，来
一トミナイ，勝手二為一クサレ。　　終助詞力・コ・ワ・ド・デ・ヨ・エなど
を引くことがよくある。ニュアンスが変って来る：ホンマカー，ソーコー，有
ルワー，無イドー，去ヌデー，待テヨー，行キマッセー。
　消失。とかく引かずに発音する語がある。なかなかある。ことに語尾の長音を
引かない。自然漢語に多い。個人的に出入りがあるが消失しやすいものの一斑：
二三・学校・銀行・孝行コーコ・線香・戦争・消防ショーボ・貧乏・人形・尋
常・村長・駅長・オ説教・下条無ベッチ。ナイ・公会堂コーカイド・先生・幽
霊。消失した形の語彙となったもの（といっても前項とは程度の差のみ）：遠ト
イ・仕様無ショガナイ・豆腐トフ・オトフ・アゲドブ・ヤキドブ・庖丁ホチョ
～ホチョー・香々コーコ．・六方焼ロッポヤキ〔菓子）・御苦労様ゴクロハン。
　交法の面を考えると，将然形（→交法2）：薔7・藷・出y・酔牙・唐ロ；起
　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キロ。骨腫；集メロ・出μ；来ガ；ショオ；長カロ・無力戸，助動詞マホ・ヤ
ロ・……となって，力変・サ変以外は引かない。仮定形（一・一・交ix2）：置力・誘ワ・
居ラ・似ラ・集メラ・為ラ・起キラは特にそこに強調を置かぬ限りはまず引か
言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ
　　　　　　　　　ロ　　ク　ず，出サ・出ラ・来うは引きやすい。アクセントがしからしめるのであろう。長
’ケラ・褻鍔ラ…は引かぬ。　命令形：置ケ・誘工・庭ヂレ・集メ・ゴi黄セ・クヴエ（〈
　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コ　　　　
集メル・衡エル），酔工・出セ・似・出・起キ，来イ・セQ以上のうち，語尾に
　　　　　　　アクセントの○を持つ語だけを引く。ことに1モーラのはよく引く。程度の差に
はちがいないが，似イ・出工・セエと写すのがふさわしい。一段と変格では，
コイだけを除き，アクセントや語の長さが支えてくれぬ限りは短呼してしまう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲワ　　　　スクどいうことになる。　ワ行五段の音便形：語幹が2モーラ以上あると，誘タマ掬
　　アロタ・洗鯉となり，引かない。形容詞の連下形→その項（交法6）。助動詞ダス・マ
スの終止形はダー・マーともいうが，さらにそれをダ・マとも発音する。
　かくて当方醤では引音を1モーラと数えるか否か音韻論上むずかしい場合が
起る。交法面では引く引かぬがまずまず習二三であるが，語彙薦になると引い
でも引かなくてもよいものが多く，引音の貸借に関する音韻観念はそれだけ鈍
るであろう。当方言の詣し手の意識がどうあるかの調査は容易でないが，文字
表寵との関係では，長音に発音しているものを短音の文字で書く方に「まちが
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える」のが普通である。この地方にトーカイという姓があるQ渡灘と書くが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　かいだれしもトーカイという。あるトーカイ氏が回気補したとき，選挙公報に渡海
もとムぶ　ろ
元三郎と仮名が振ってあった。
　1．6　アクセント体素
　大阪・神戸と隅じ唾類のものである。すなわち，たとえば4モーラの名詞では
次の7種類の型を区別する：○○○○　○○○○　○○○○　○○○○，
○○○○　○○○○　○○○○。語粟の翻心も原則として大阪・神戸と岡様で
ある。たとえぽ2モーラ名詞：ニワガ・トリガ：イシガ・カ．純K・ヤマガ・イ
ヌガ；マッガ・カサガ，サルガ・ムコガ。3’モーラ名詞の「頭」の類はアタマ
と発音する。
文 法
　　凡例　　なるべく宇部省「中等文法」の説明体系に従う。從っておいて済むことは
　従う。たとえばレルを助動詞，シズカナを形容動詞とする。
　　第2部ではg難　ともにガギ…と書く。
　　下線＿力蝋該簡脈…（■そ温こ関連の深い箇所，例：≡型．Zこ盆モン℃
　．その匙第1部㊧凡例にならう。
　L　活用藷㊧種類　　　　　．
　動詞・形容調・形容動詞・助動詞。
　2・．活用彰の種類　　　　　　．
　「中等文法」のをいささか分割統合した。否定形1黙然形3連凸形・音便形
・終止形・已然形・仮定形・命令形・語幹形と名づける。否定形：ソ・ヘソ・
レル・スに続く形。揺然形：いわゆる来然形と「う」とが融合してしまった
形。音便形：タ・タリの類に続く形。起キタの「起キ」も音便形と仮称。連用形
：いわゆる連丸形から上記音便形を除いた残IP　。終止形：終止形と連体形とを
併せて終止形と仮称。配然形：コソを結ぶ形。　（しかし，個々の語彙について
は存在が未確認なので活用表に列挙することを見合わせた。）仮定形：いわゆ
る仮定形に「ぽ」が融合してしまった形。命令形：いわゆる命令形。語幹形：
形容詞・形容動詞においては語幹を一つの活用形として立てる。
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3．　動詞
3．遷　五段
兵　　庫　　県
行｝酬否定瑚曲舞形簡副音彫1終酬仮劇墨形
????????????? ????? ???? ???
t
?? ???????? ???????????ッ?????????????????
? （別　　表）
　　　　　　　　　　シて　各説　飽ク借ル蹴ル染ム足ル五段。可能動詞：五段動詞は行ケル漕ゲル言エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イルなど下一段の可能動詞を派生する。力行。行クの音便形は「いっ」でなくイ
；イテ・イタ・イタリ・イテソ…。ガ行。メグ〔こわす〕に限り溌音便：ガラス
誰かメソダンヤ。サ行。原朗氏が裾母（当所の人，80歳。29年に調査。）につい
て尋ねたところ次のようだったという。イ音便の方が自然だとの笛を得た語：
　　　　　　トボ刺ス・出ス・燈ス。イ音便にもなるとの答を得た語：荒ス・浮カス・写ス・起
　　　　　　　　　　　　かヤス・落ス・下ロス・隠ス・返ス〔戻す・覆す〕・乾カス・崩ス・殺ス・探ス・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　リ残ス・外ス・放ス・干スQイ音便にならぬとの答を得た語：動カス・押ス・オ
ビャカス〔小豆を煮るとき水をさす〕・貸ス・暮ス・サマス・晒ス・通ス・飛パ
ス・流ス・直ス・ヒヤス・（子供を）遊バス。ナ行。他にイヌ〔帰る〕のみ。バ
マ行。古い音便の所為らしい語幹：染シュム・畳タトム・並ナロブ，挟ハソム。
ラ行。居ル：昼ワ犀エヘソ，蛇が昼当タなどすべて「いる」は用いない。
　3．2　ワ行玉段
型誘幹の
　長　短
・・型
??例
酔ウ
誘ウ
…聯1細面鞭謡｛聯厩
ヨワ　ヨオ　 ヨイ　 ヨオ　 ヨウ ヨワ ヨエ
［サソ uサソオiサソ借ソrソウサソ㍗ソエ
備　　考
ウウ型の短と同様
ウウ型の長と一致
｝ウゥ灘鰍｝∴i継
1埋劇｝蕩i図誤
一・型 Pい・回イイ
丈　法
ヌウ
スク
コオ
アロ
ユウ
ヌウ
スクウ
カウ
アラウ
ユウ
ヌワ　　ヌエ
スカクI隣
「アラワ…アラエ
　　　i
　　　　いワ1イx　　　l
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遡哩同様｛
耀帳・
　　　　　　　l
　　　　　　　il
　　　　　　　i
　蕎説　ウウ型Q食ウは語幹が短いのに音便クでクテ・クタ…が普通。ユウ型Q
表中「い」の発音イ～ユ，，連用形に助動詞ヨルがつくとイヨル。　ほかに，（髪
を）結ウがあり，雷ウと音もアクセントもすべて同じ。
　3．3　上一一段
ト
行 例 否定形
?
ガ
ザ
?
ナ
ノミ
’マ
?
｝????????????????????????????????????????????????．?
??
?
?｝
「………ーー
将然形
キロ
????
鰯鰯
チP
二P
ビPt
ミロ
リPt
キ
ギ
?
チ
?
?、
?
キル
ギル
ジル
チル
ニノレ
ビル
ミル
リル
仮定形
キラ
????
チラ
ニラ
ビラ
ミラ
リラ
命令形
キ
ギ
ジ
チ
?
ニ
?
ミイ
?
?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　各説　2モーラの語。着ル・似ル・見ルのみ。たとえば居るはオルで，煮るはタ
ク。命令形を引く引かぬは→音調・5（4）。タ行の落チル満チルはともに不完全な五
　　　　　　　　ペツチヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にツカグイシ
段にも活用する：別条ナイカ〔大丈夫か〕，．急心ヘソカ。六角石ガギョーサン落
毘トリマ。潮が満．案ント舟出サレヘソ。マ行にタミル⊂醗酵する，蒸れて腐る〕
という語がある。
L，e4
3．4　下一段
兵　　庫　　梁
e
行
ア
?
ガ
サ
ザ
ダ
ナ
ノミ
Vs
?
」?
植エル
受ケル
逃ゲル
載セル
混ぜル
撫デル
重ネル
調べル
集メル
呉レル
否定形
??????????????????????????????????????????????????
将然形
工1コ
ケロ
ゲロ
セロ
ゼロ
デロ
ネロ
ベロ
メPt
レロ
連用形
音便形
工
ケ
ゲ
セ
ゼ
デ
?
べ
?
レ
終止形
エノレ
ケル
ゲル
セル
ゼル
デル
不ル
ベノレ
メノレ
レノレ
仮定形
エラ
ケラ
ゲラ
セラ
ゼラ
デラ
ネラ
ベラ
メラ
レラ
命令形
工
ク’
ゲ
セ
ゼ
デ
?
べ
メ
レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ　ノド　各説　2モーラの語：出ル・寝ルのみ。蹴ルは五段。力行：出来ルがある。
ダ行：オイデルがある。「行く・来る・居る」の敬語である。テオイデルと補
助動詞にもする。否定形と命令形とを欠く（オイデ〔来られよ〕とは言うが，
共通語の輸入と感じられている）。
　3．5　力変・サ変
???
???…????
ル
?
門形i山鼠勲葱形虚、姦…
　　ifil便形
コオ　　　キ
為ル
セん
Vやへん
Vうれる
Tす堰eiジス∫…』凹
ショオ
ショまし
???
シ
’ヲま二くス）’“’
スノレ
スな
クレ
簾骸弓形
クラ　　コイ
　　　　　　1
ス・　スラ1セエ
　　　　　　！
　餐説　ひらがなは接続する助詞助動詞の例。為ルの点線以下は打消を表わす
補助動詞となるときの活用。その場合，動詞への接続は助動詞ヘソに闘じ：降
　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キッタラ行カシ．三くワ・来薫シンワ；ドーセヨー来泣血エイ。行力．煮焦庶ご〔；モ
一シ窯．渚エ黛Zρ
　ナマス　・ガイ’マス
i
丈　法
特殊な活用である。いまサ変に添えて説く。
否定形瞬形幽形陳形睡・蹄劃命画
205
オマス　　オマヘ
ガイマズガイマへ
　　　il
オマシ
ガイマシ
オマス
オマ
ガイマス
　オマスは「ある」のていねい語。本動詞にも補助動詞的にも用いる。ガイマ
スは「ある」の最もていねいな語。多くは補助動詞的に矯いる。下駄オマスカ
イナ，オマヘソカQオサブオマ。今朝ワサブオマシタナーG止ミソーニオマヘ
　　　　　　　　　　　　　　　エンデ。一人ヤオニエ念ソ。アンマリ良エコトオ了ムソネ〔良くありませんのです。〕
　　　　　　　　　　　　　　ヤナソニモガイマヘンケドドーゾ遣ットクソナハレ〔酒を召せ〕。ゴク出勝ソデガ
　　　　　　　　ヌイマス。モーチト温クガイマヘソト困りマソナー。
　4．　動詞の会期用形の用法
　助詞や助動詞が付く用法はそれらの項にゆずり，こ融こは動詞のみで文節を
なす場合を述べる○
　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　イ　4・1　将然形　意志：ホンナラ行コ；行テ見ロ○未来：爾が降ロが風が吹コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ老行クユータラ行ク；死ノ．至生キ監亙勝手ニセー；借ッテ来詫鼠匁窯蕊猷力煮。
　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　ガロソコ　イ　4．2　連用形　列挙：役場行テ聞キ学校行テ聞キシテソケド…；アソマリ我
　ロスドが家ミタイニ茶モ飲ミ飯モ食：イスルサカイヤ。命令：命令形に比し語気やわら
か。　（一段動詞でもアクセントで区別できる。1音のは普通長呼する。）
　　　連用形命令法　　　　　　　　命令形命令法
　　　台ノ上酒盛キ　　　　　　　台ノ上粛粛ケ
　　　ハヨ起キ　　　　　　　　　　　ハヨ起キ
　　　’E；’ラカラ肝＝　　　　　　，tウラカラ出工
　　　勝手ニシー　　　　　　　　勝手ニセエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　あ　畳語：しっっ，食イ食イシャベル；したぽかり，来一来一ノパソ・鰯ノ取レ
亜。
　4．3　終止形　終止：例略。連体修飾：例略。
　4・4　已然形　コソに癒じて反戻の意を蓑わす：ロデコソ言エヨースルモソ
ヵ；写真デ＝ソ見レ本物ワ知ラソネ；学校イ．三．2来レ勉強ワチョットモセン子
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　　　　セドモン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナンデナー；乱交〔誓文払の大売出を〕見一コソスレ何ニモ買ワヘナソダ。なお，
コサレ（→交法10．　3）の語源は「こそあれ」であろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　ェ　4・5仮定形　用い方に型あり：手紙グライ出玄良鷺ノ＝）一緒二董輿三ヤ
ナイカ。距通ヒ∠ピケド危イ。マダ蕊z着乏，．ヒンコトモナイナー，百万円デモ当
．7三子簿烹ぢ…。（単なる仮定はタラが普通：降ッタラ中止ヤ，など。）ソラ世間ワ
爾ノ日庶締鯖二風ノ臼煮貰悲。
　4．6命令形　命令形命令法：前述。
　5．　形容詞
　型
アイ型．
iイィ型
｛，型
エエ型
オイ型
特殊　　／
　例
長イ
惜シイ
．櫛形瞳形遷聯厘湊
川イ
大ケエ
??????
レガ
g
Iirk，
iiア。
ii。。ケ??
?
??
ナガカロ
オシカロ
i。。カ。
オオケカPt
クロカロ
ナカロ
ヨカPt
ナゴ
ナガカリ
オシ
オシカij
　　　Iアツ　　i
ア・カvl
オオケ
オオケカリ
クロ
クロカリ
ノオ
ナカジ
等等
ヨカロ
ナガカツ
オシカツ
アツカッ
オオケカッ
クvカツ
ナカッ
ヨカッ
幽幽暗潮拷1
ナガイ
オシイ
アツイ
オオケエ
クロイ
ナイ、
エエ
　　　し　　ナガ。。｝
　　　1
オシケラド
　　　i
アツケラ1
オオケケラ
クロケラ
ナケラ
ヨケラ
洞様
　　　　タヨリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココッナヨ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　ヨ　惰無イ・頼無イなどはアイ型に活用。心地良イ・削り良イ・頼ミ良イなどは
オィ型に活用。
　6．　形容詞の各活用形の用法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キワ　6・1　語幹形　感歎文：アーナガ！イツマデシャベル気ヤロ；ナサケナ1。
無イ・良工にはこの用法なし。様態の（サ）ソーナ：ホーオイシソーナ；風
呂熱イコト無サソーナワ；加減良サソーナデ；コノナイフノ方が削りヨソーナ。
　6・　2　将然形　推量（終止形にヤロを付けるよりも古風）：ソラ惜シカロナー，
チョットモーアイ〔あれ〕ダケノ縁談無力戸。マイが付く：惜シカロト惜シカロ
マイト…。
　6・3　連用形　ナルその他の動詞に続く。（助詞二を介することあり。長呼す
ることあり）：日ガ2＝i孟ナル，生ゴーナル，ナゴZlナル，窯ゴ＝二とナル，杢－削
v，ホソー＝削レG一ヒのうちナル（ナルに限る）に続き，二を介さず，長呼しない
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ときは，ナゴナル・ホソナッタとも言うが，むしろナゴナル・ホソナッタという
「1語のアクセント」を取るのが普通である。テ・テモに続く。長呼が多い：
アツーテ仕舞二布団脱イデシモテ；ヒッツクナアツテカナン〔暑くてかなわ
ぬ〕，切符ノーテモ遙入レルヤロ。オマス・ガイマスに：サブオマンナー；オ竺
ブガイマス。無イに：風呂ソナイアツナイワ。（ちなみに，形容詞の打消には，
これのほかに，熱イ三．五無．イ、・熱イ，ヨ．五歳了鳶zの表現がある。）ある語は体書
化：ハヨーカラオソーマデ。カリヨッタで圓想：昔ノ芝居ワ幕間が長カリヨッ
座．舌z悪。カリン・・一ナ；親ノ言ウコト聞イトイタラ三ヵ…11一．．スニ之モソヤ。
　6・4　音便形　タ・テンが付く　：ホシカッタケド金が無カッテソ。　タリが付
く：黒々激タリ悪煮黒タリ。
　6・5　終止形　終止：例略。連体修飾：例略。助動詞ではネン・ソーナ　（伝
聞）・ミテナ・ヨーナ・ラシイ・ヤρが付く。エライは連用修飾になる：駅前
ガエライ良一ナットル。
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　6・6仮定形　仮定：tttシケラ買一テ来イ；無乞互ナラソノカ。ホシカッタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エラでも表わすが，仮定形で表わすことも多い。列挙；男前モ良ケラ家柄モ良モ。
　コソを受ける已然形はないようである。
　7．形容動詞
　　同感形i連用副音便形終止酬仮定形
旗艦1◎lll∫ilJ：1り臨llご1蔓｝1…
綺麗（ナ）は形容動詞と形容詞エエ型との合の子に活用する。
　8．形容動詞の各活用形の用法
　8・1　語幹形　様態のソーナ：：丈夫ソーナ人ヤッタノニ。ミテナ・ラシイなど
（ただし，終止形に付く方が普通）：見タトコ元気ミテナケドモ…；達者ラシイワ。
　8．2　連罵形達養至メデタイナ，ゴヤデ萱fシaガナイネ。チッ｝・静竣．三
セー0
　8・3　音便形　タ・テンニ若イ時分ワ丈夫ヤッタサカイ；丈夫ダシタ；達者ヤ
ッテソケド…Q
　8．4　終止形　終止：ソラ体ワ達者ナ；ホソマニ賑カナナー；今日ワ沖〔海〕
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静カジャ（ジャは男専用）；ナカナカ上手．座；上孟ダニ。「＝ナ」にネソ。ソーナ
（伝聞）・ミテナ・ラシイ・ヤロ・カ・ワ・ド・デ・ナ・一・ノーが付く：見タトコ重気之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パミテナケドモ…；ココノゴ獺勤沈やP。；オ婆ソ達童2ニカ。「＝ダス」にヤPt
が付く：熱手1ダ黙．熟．焦βQ＝・ダーナ・ダッソ・ダッセ（→IO’4）となる。「・：ナ」ト
は連体修飾：例略。
　コソを受ける已然形はないようである。
　8．5　仮定形　コサレ（→交法10・3）に続く：親が初老ナラコサレ学校イモ遣ッテ
貰エルノヤ。仮定は仮定形によらず「瓢ヤッタラ」で表わす。
　9．　助動詞
　補助用言で助動詞に準じうるものが種々ある。うち一部（主として方言芭あ
るもの）を併せ説く。それを含めて，以下等に助動調と呼ぶ。
　9・1　動詞の否定形に接続する助動詞・動詞の将然形に接続する助動詞
　　　　　　　瞬翻叫膨搬塵彫｝墾掘形仮定塑艶隣i意
　l　　l　il　li’　1、∴箋奪i腕∵浮
し，レ丁丁し下一／詞
lll論旨L麟鯉授与ll一」
　　　　　　　他の用費に；
　ス
　レル　（受身・可能・自発）接続；
ことにする。）
シラセノヒ，（可能はデケル）。
　ン
??
??????
　シ　　i
イ　｝ス
レ㌧，レ
レレ・レ
イiン
ヘナソ宴wソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　1領　轡
　　　　　マイは形容詞の将然形にも接する。
接続：書カス・起キラス・受ケラス・来ラ不・サス。
?????セ｝
レ
．＿王■
　　　　　　　　　（レルの他にラレルを立てないで処理する
書換レル。起キラレル・受ケラレル・来ラレル。サ変の受身は
　　接続：書力γ・起キ．γ・受ケン・来γ・セtt。かなわん〔たまらない〕
はカナン。ズ：奉公ニモ行カズ兵隊ニモ行力ぞ泣。　（ズヤ・ズカは「しなかっ
た（か）」の意，一晩添寝メ逸，寝ズ泣）。イ：行カイ烹惹良工，折角来トクンナ
バッタノX居りマへまf…，有ライズカ〔なくってさ！〕。ナン：知ラヵンダ，
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知ラヵとデ．Zp（イとナソとはテ・テモ・タリ・タ・テソを濁らせる：行ッタリ行
カナンダリデ…）。ソ：ソにトが付くときアクセントで言い分けて，
　　a）ケソ貰ワソト這入ラレヘソ〔券を貰わないと〕
　　b）ケソ貰ワント避入ッタツテソ〔貰わないで這入ってやったのだ〕
　　a）イマ来ソトモー来ラレヘソ〔来ないと〕
　　b）親ノ法事ユモ来ント…〔来ないで〕
（bのソトに置クが付いて補助動詞ン5ク〔ずにおく）ができる。今度カラモ
オ来ソトイタpa，汚イ金貰ワソトケ。このントケは貰ウナよりもやわらかな禁
止で，よく用いる：悪イコトスナ；ソンナ＝トセ．Z恋久；モーーセ払L＿を）。ナ：
見ナ分ラヘソ〔見ねぽ）。　（「なならん」はいつもソナラン：見／．オ．乏．三く。）
　ヘン・ヤヘン　接続：民力位．。起キ念．瓢・受ケ血黒，児曳黛掛詞烹tZ．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス来ヤヘソ・シヤヘソ。構わぬ〔差支えない〕はカマヘソ。なお一〉動詞為ルの助動
詞酌用法（文法3・5）。
　マイ　フグダケワ球脚了イナ；隆E．調整望マイ＿し…（意志や推量は将然形が
すでに表わしているのだから，マイの意味は打消のみということになる）。
　9，2　動詞の連馬形に接続する助動詞
騰ぼ蔀綿綱癌離石彌綱漸騰藤瀦仮定畔塗形
ir””””1”一”’一’nv一’一’i，’illL｝」［．；ll／Li／Ll，’；llmmTumrmTmmr，i’mu．ww一’一一’1”””’一””1’r’rm”ww’V””””’1”
レイ
辰螺た伽、
i
i・・
tソオナ
?
｝ナハル
潔ル
1ヤク
｝ヤガ，レ
｝クサル
?
｝サラス
様　態
iなさる
1
つつある
置く
｝1蕗
繕◎！類
たてまつるii動詞五段l
　 　　II　liii形容動詞il
轡撃i
11　11　tl　tt　1／　1／
i／ili　rt　t，　iil
???
?
蘇1鰯雛l1
1∵rハロrバリrハ匁「
硫呈1腔ケ詔
∴辮∴刷二∵1
訓㌶1麟㍊レ
　　　　　　　　　　　　クサラクサレ｝
　　　　　　　　　　　　サラササラセ
他の用言に　ソオナは形容詞の語幹形。形容動詞の語幹形にも接続する。
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　タイ　接続：見ル・幽ル・来ル・為ルなどの1モーラの連用形は見疏ゴ侶見マ
　　　　　　　　　　　イタイ。タガルを派生：里去ニタガル。
　トミナイ・トモナイ　接続：1モーラの連用形は引きうる，閣ワ．｝とπ蒸＿之1蕉
シナー〔したくないしね〕。
　トミナガル・トモナガル：幼稚園行キトモナ；グ黒重．泣キマソネp
　マス（ていねい）知り」『会ソ。止メエホ。ソラ頭イ当ッタラ死二甥ニナー。
　マス（たてまつる）　アゲル・タゲル（〈テアゲル）にのみ接続：ヨー咲イタ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナモ隣イモー枝よグエ：髭；ヨツポド轡幣グマ．ソカ思タケソド…。
　ソオナ　降り∠二三オマヘン；オイ降ッテ来ン＝煮デ。
　　　　　　　　タン　ナハル　ーペン尋ネテミナハレQ
　ヨル　っっあるの意。悪くいう・ぞんざいにいう意はないから敬藷とも重ね
うる：藪医者行キ孟L黙7、：乙黒案。見ヲル，見黒二、；見tt－ty入，見ヲπ人。
　ヤク
　ヤガル
　グサル
　サラス
する。
　9．3
しあるく，しまわるの意。遊ビャィテイッツモ家二居ラヘソ。
　ア，猫が来ヤカ乏テソナ。
親二恥カカスヨーナコトバッカリシ「4サ・ヒ。
　　　　　　イ　ォ前ラバヨ去ニナ烹蒸。為ルには付けず，勝手ニサラセと本動詞に
動詞の音便形に接続する助動詞
語
?
?
テン
トル
トク
タル
タゲル1てあげる
痢！醐墾壁1頭蓮塵1野趣些塵癖、
i過表・完了
iたのだ
1
細いるi
iておく
iてやる
﹈
。マ刻てさしあげる
テク
テクル
テマウ
i
』ていく
てくる
てしまう
特殊
無変化
動詞五段
tt　tt
tt　rl
〃下一
〃五段
lt　M
〃力変
〃五段
鵬1二；il顎。鴛1鴛
｝テカ…7＝iテキレiテ，iテカ
i舞。r・オトテ・レ・夙テクラ
tl　zzizryvlfllLt11Tl　r．！lf一‘e．．jl　rum212［fvv171．2
に；i
l‘eL．j
lタゲ
L雰「
。副
テマエ
他の用書に：タ・テンは形容詞・形容動詞の音便形にも接続する。
濁音化：ガナバマ行五段動詞に付くとどの語も頭がダデドになる。
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　タ　有ッタ，泳イダ，見身；良カッタ；達者ヤッタ。
　テン　有ッテン，泳イデソ，見テン；良カッテン；達者ヤッア／。テン（1語）・
タンヤ（3語）ともに「たのだ」の意であるが，タンヤはより重く，テンは軽
い感じ。イツ田鼠z烹，今着イ土∠。イツ来しZ，今着イ室．z忽。
　トル　ているの意。ヨルはつつあるゐ意。　「ている」と「つつある」は一部
分重なるが（→拙稿「てるる考」神戸大学国文論叢2），そのごとくトルとヨル
も一部重なるのである。金魚が死ンドル；金魚が死ニヨル。巻寿司シトルトコ
イ孫が来テ…；巻寿司シヨルトコイ…。死ンドー；シトートコ。
　　　　　　　　　　　　　　工
　その他
コ
買一テモータソ；寄セテモライマッサ〔参上しますわ〕；
二来テモロタラ良カッタノニナー〔来て下さったら〕Q
皆飲ソデコマソ。テケツカル：知ラン顔シテケツカル。
来テイラソワィ。など。
　9．4　動詞の終止形に接続する助動詞・体言に接続する助動詞
トク　ヨソベカラ用意シトカ良エノニ。
タル　　ヨシ一遍iオコッタロ〔叱ってやろう〕。
タゲル　　自転車二積ソダゲマー。
　　　　　　テツタイ　　　イタマス　ハヨ手伝二行タマセ〔行ってさしあげろ〕。
テク　ダート飛パシアタサカイモ一着イタヤロ〔て行った〕。
テクル　ダート飛バシテッタサカイ五分デ来タワ〔て来た〕e
テマウ　メチールデ死ンデモテント。
　　　　テミル・テクレル・テオイデル・テモラウ：ソソナ良エオベベ誰二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マーネーサン昨購一緒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テコマス：イッソノコト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テイラソ：オ前ラモー
語 意
　　i
ネソ　1…のだ
ソオナ：伝聞
ヨオナ…ようだ
…トたいだ…
ラシイi擬
””
?
嚇胡哩i??
無変化｛
形容動詞
　　tt
　　t／
形容詞イi
l．イ．．　1
???
連用形
ソオニ
ヨオニ
ミテニ
音便形
ラシカッ
終止
率ン
不
ソオナ
ヨオナ
ミテナ
ラシイ
／終働こ
　　二
　　tt
tt
??????
?
????? ?? ???????????
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??????1蜥定
　tt
I　，，
t
　　　　i！1
形容動詞…ヤロ
　　　　’
無変化i
　　　　達
形容動詞lli
?ャ
兵　　庫
ヤツ
ダシ
?
?????? ?　1ナラ ??????
　　やの将然形ヤロだけは動詞・形容詞・形容動詞の終止形にも接続する。
ネン　医者行クネソ，足ガオカシーネソ，コナイダカラロクナコト起ラヘンネ。
ソオナ
ヨオナ
ミテナ
ラシイ
ヤ
　むンオ母が死ンデンソーナデ。
高砂二特急が停ルヨーニナッテソ。
ナソヤオ札ミ乏生モソ売りニ来タワ。
晩ニナルラシー；八時カララシーデ。
マタme’t，前ノ臼曜モ雨ヤッタナー；モー止ム翌ロ。親類ヤナイ；親類
や主エ黛z。夫婦オ乏三芝烹．〔なればこそ）辛抱シテ…。ソレデャ；三百円ズ
ッ集口許ラヤナー…○
　　　　　　　　　ぼ　ジャ　男。アー良工天気ジ漁；何之土イナ人が折角頼ンダットンノニ。
　ダス　モー見テ来テ陶窯タンカ，へ一幅ライ人と。
　雀0．　特徴的な助詞の用法
　“き印の助詞は，ここに書いた以外の意味用法がなおある。
　助詞に準じうるものの一部をあわせ説く。
　10・　1第1類
’：t’ m’ノン・ン「誰某の所」：ワシ上三，朱働．．る安サソ．h．，％準体ノ（・
ノソ～ン：サツキ来タノソ誰ヤ。のもの：風呂敷アンタノンカ。のだ：ナソボ
要ッタンヤ。のか：オマヘンノカ；チガイマンノソカ。問いのイントネーショ
ンで：オマヘンノ？；チガイマンノソ？
　　　　　　　　　　　　　ホソ　曇二形容詞の連用形に：細一二削ル。で。からの意：取り出シタラ石油ズッ
　ヌノ　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵド
ト布田二二又ンナラソ。鰯オ喜市ツァンネ〔喜市さんの家〕ノ子轟〔むすこか
　　コら〕買．ニトツテン。
　イ　「へ」である。やはり二の領分を侵している形勢：大阪イ八時二着イタ。
　　　　　　マエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエ列音の次：前庶詰メテクレ，神戸二通ウ。イのつく語の前：会社行ク，風呂
イ　　　　　　　　イ
入ル，里去ヌ。
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　イサシテ・イサイテ　イの強い形：庭野業シ孟オ稲荷サソ立テテ…。
　幹ト　と欝うのトは普通省く：金払ウ蒼ニトッタ，山田三二人。ただし，「何
　　　　　　　　　チンと」に限り導きえぬ：何糞洗二ρ　ト思ウ・ト違ウ〔ではない〕のトを雀き得：
アッ五臓．立ケド；アンタノ鋤鍋吏．カ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごニ　L一一テ・ユテ　　引用の「と」の役：講修ウ＝L・・一テ言一トッタQ
　ヨカ　よりも：乞食ヨカマダマシヤ。　よりほか：ラジオデモ聞イテ寝ロヨカ
ショガナイQ
　オ　とかく使わずに済ます。原朗氏の観察では，当所のおばあさん2人30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソイジの会話中，盆踊ノ難子が聞エテッテソイォ添乳ニシテ〔聞えて来てそれをうと
うと耳にして〕のたった1回だったというQ
　ガ　オとちがい，なかなかよく使う。拙稿「高砂」の会話につき，オ・ガの
実状を見られたい○
　カラ　ヂヤ（説明略）
　10．　2第2類
　曽ト　ント：「しないと」「しないで1の両義一ン（文法9・1）
　トテ・テ　　って：見タ迂分ラン；走ッ4．．．テモーアカソ。引用して「って」：
　　　　　　　　　　イ今更ヤメルトテソレ二言ヨンネ；金貸セテヨーマーソンナ…。
　力トテ・カテ　ても：行ッ2．．カトテショガナイ。（なく）ても：行力z2生乏力
　　　　　　　　　　　ベツチヨドマヘンネ；来ヤムと庶上柔別条ナイワ。
　コトニ　のに：書ウコト閥表良ニコトニ聞カヘンノダッソ。
　トコデ・トコmデ　ところが：バスイ飛ソデ乗ッタトコデ財布持ットラヘソノ
ンジャ。
　軒テ　動詞の尊敬を表わすには音便形にテを付ける：オ茶要ッ烹ノ人無イカ
〔お入用の人〕，時計持ットッテカ〔持っていられるか〕，読ンデナイカ〔読まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アシタぬか〕。これを多くテヤ・テダスの形で用いる：明巳来重忽〔来られる〕。行ッキ
。ッテグ本証〔行きっっあられました〕。このテヤの過去はテヤッタ～タアッタ
識。タ，オジーサンが謝》。噸ヤ。タ、・〔てやる〕はア弗1ク。弼
二書イタツタ。
　サカイ・バカイ・サケ・ハケ・サカイニ・バカイニ。サケニ・ハケニ・サケ
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ン・ハケソ，ケンド・ケド・ケンドモ・ケドモ，テモ，ノニ，シ，タリ　説明略。
　10．3第3類
　ifワ　コレ・ソレ・アレと融合：，z．乏ソーーヤ；．：z烹嫁サンノ弟ヤ。
　コソ　→動詞の撃払形の用法（交法4・2）Q
　コサレ　（なれば）こそ：親ナラコサレ心配シテクレンネ。足運ンダナラコサ
レワケが聞ケタンヤ。
　サエ　サエスラ〔さえずれば〕の形で用いる：ヒマガアッテサエスラ寝テケ
ツカル。
　ナト　なりとも：茶ナb．飲モカ；ゴ．2ζ窯二上来ナハレ；出テ行キ之上死物之上
勝手ニサラセ。
　カトテ・カテ　だってニソラ兄貴カテ怒ットラ；石鹸デカテ落チルヤロ；ワ
シカトテ若イ時分ワ…。
　小袖　しか：百円ヨカ無イナー；百円ダヶヨカ無イワ；電話ココヨカ借ラレ
ヘン不。
　バッカシ　のみ：人ニバッカシサシヤガッテ…。
　聾ダケ　こそあどではコソダケ〔これだけ〕（等）にさらにダケを付けもする：
タツタ黒．三乙タニ乞ダ剛力。
　ヤナイカ乙ヤナイケ・ヤカ・ヤケ・ヤナイカラ　なんか：木ヤナイケ皆切ッテモ
トソネ；寄附ヤカダーレモシヤヘン；親ヤナイカラホッタラカシやQ
　　　　　　アン　　　　　　　　　ハナシ　ャ　やら：何ヤソンナ謡シヨッタワ；終電車ニナルヤワカラヘンド。
　　　　　ゲイ　　　　タン　ド　か：誰ドユ尋ネテミ；．．覧2．1乏．曳．．ド〔どちらか〕貸シテモラオ。ぎゴ．下牛王
居りマー；．．じ三．．ドカ．ド悪イネンデ。
　ナラ　ながら：三人力乏戦死シテシモテソ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めほ　ナリ　そのまま：戻ッテ来ル型寝テシモテ；ソノ日カラ寝タ．：煮ユヤ。
　タラ　とやら：i恋愛結婚タラ言ウノンシテ…；ナンタラカタラ理属ヌカスネ。
　モ，デモ，マデ，ホド，グライ，力　説明略。
　10．4　第4類
　力　問いなど。例略。
　コ　問い。男。カよりも土語感：マッチ貸シテクレッコ〔くれるか〕。
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　ンカ　連用形命令法を強める；モーチト待チソカ；ヨー頼ミンカイナ。（待ッ
テカ，待ッデンカは当地では新輸入の感じ。今，ンカを1語と扱う。）
　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　ガ　主張：頼ソダテグカンや戸ガ；牡丹グイ。分ットルギナ。
ワわ；ヤメyク7；カマヘソ旦イ。融合：家二墨乏．；返事盤立二；去ニエ
ッサ；オマッサ；ホンマダハナ（当地にはまれ）・ホソマダーナ（普通）。
　ド　ぞ，男：怒ラレッド恐イ止；趨鳳イ。
　デ　ぜ：キテヤオマヘソデ；雨ヤデー。
ナ禁止：行ク≠；見ル之；逃ゲルカ；ク之；スちゃわらかな禁止：行キ
之；見一ナ；逃ゲ≠；キーカ；シー之。
　ナ　勧め，普通イを伴う：二二レンヨー二心レテ行キナイ；モー寝ナイヨ；
キド
気ツケナヨ。
　　　　　　　　　　　　モロ　ト　ということだ：嫁サン貰テ労上；舌抜カレルト．イナ。
　レ　男，カ・コ・ガ・ワに荒さを添える：誰か貸シタルカレ；知ラソガヒ；
フ侍ルワレN有ラレ。
　イ　カ・コ・ンカ・ガ・ワ・ド・ナ・ナ・トに添える。イになおや・ナ・ノ
を添えもする：ホソマカイ・ホソマカ柔烹・ホンマカ柔之Qイナ・イヤなどは
さらに種々の文節に：待テ庶泣；待チニ．太；イーヤゴ．去；ワシガイ；ウソジャ
イ．酵鐘紡行トル方ノ弟イ∠ρ
　ヨ　命令文に：待テ黒；待チ耳；待チナイヲ；待ッテヲ。ダスと融合：知ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナゴソノ三軸ノ。ヨナの形で：ドコニヨ烹；ココカラヨ鑑；切ッテ黒．之；モット長
一二 茶I。
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　ヤ　命令交に：ハヨ来イヤ；ハヨ来一三。イのあとに。
　　　　　　　　サプ　　　　　サブ　ナ・ナー一　交末：寒イ才；寒オマン之二；ヨー頼メナ。問投：今旧之二晩ニ
ナー学校デナー…GイのあとにQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　ノー　男，ていねい語に与しないQヌクイノー；良工日和ヤノーQアノノpm
アレノー政ガノ＝…。イのあとにも。
　ノ　感慨釣ニジッキ子知レラ／〔知れるわな〕；神サンワ良一知ットッテジャ
ノ◎
　工　融合して：チガイエ黒庶；オ了．2．竺．；一番テッペソ．久Z庶Q女のみ：ド
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コカマレタソエ，足工；新聞二出トッタガエ。
　トコ・トコトイ　ってぽ，男：チャッチャト歩ケトコ；分ットルト＝トイ。
　トオ　ておくれ，女：チョット端引張ットー；待ットー。　（トルの終止形を
トーというときと語形もアクセントも全く同じ。）
愛媛県宇和島市
世正
?
杉
王　葡積　54．　2km2（昭29）
H　人m　61，　762人，13，974世帯，1世帯4．4人（昭29）
］II人口動態総転入数5，　012人（総人口に対して8．1％），総転出数2，884人
　（4・7％），愛媛県外からの転入　1，802人（2．9％），県外への転出　1，626人　（2．6
　％）一（昭28）
IXT就業人q　農・林業　4，749人（総就業人口に対して16．　8％），水産業　2，734
　人（9・4％）・鉱業　7人（0％）1工業　2・806人tt（9・9％）・商業　3，881人（13・7
　人），公務・自由業　3，997人（14．1％），その他　IO，1G7人（36．　1％），計28，281入
　（10096）一（昭29）
V　おもな産業（おもな生産物資）　農業一工業（さつまいも・麦・食料品・木材）
W　高校進学春数（進学率）397入（中学卒業者数に対して40．O％）一（昭29）
W　ラジオ聴販率　2．3担：帯に1台（昭29）
m　薪聞購読率　1世帯に1．0部（昭29）
猟　電話加入率　8．5世帯に1台（昭29）
X　上水道　ある
皿　まとまった買物をするところ　宇和島市内
　　響けが・重病のとき入院するところ
双　被調査者（敬称略）
松本良之助
高槻　　栄
岡　　秀吉
土居義雄
　　　　モツトイギ宇和島市元結掛
　　　　オガマチ宇瀬島弓鋸二
三和島市袋町1丁匿
宇和島市丸穂五区
?????（? ????????（
（職業）　　　　（学較）
市擾産所長　10～年
保育園長　　10～年
無職　　　0～6年
銀行員　　　10～年
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はじめに
　1．愛媛県方蓄のあらまし
　愛媛県方言は，近畿方言性の濃い四国二二の中で，土佐方言に対位する阿讃
予方言に包括されることが早く指摘され，かつ，中圏九州的なものを内包する
ことによって，さらに徳島方言，香川：方霧とも区別された。
　この愛媛県方言は爽条教授，奥里将建氏によって東予・中予・南予（三塁氏は越
智郡を中口区に入れることによって來条教授と見解を撫とする。）の三方雷区に区分し
て概観されたのであるが，その細部については，昭和7年藤原与一氏によって
越智郡の島峡部（生名・喝削・岩城・大三農）が中国の広島方言圏に属することが
究明された後，昭和28年にいたって愛媛大学の武智正人戎は方言アクセントの
分布を参照し，東中予陸地部・一中予島峨部・肱川流域部・伊予瀬南部と4区
分されたが，29年11別こは語法現象を主とする時は，1東中予方言区（a東予
溶く掌摩・新居・周桑と越智＞b中予区：〈必読・伊予・上浮穴〉）III南予方言区（a宇和区
〈箏四四郡〉，b大洲区〈喜多を中心に伊予・上浮穴の各軸部・東宇和の中部以東〉）
と2大区分する見解を表明された。杉山は，28年に，宇和島以南は高知県幡多
郡の南西部とあわせて潤南方雷区とし，阿讃予方書・土佐方言の地域と鰐位さ
せ得ると指摘した。（高知大学の土居重俊氏はジ・ヂ・ズ・ヅの区別などから必ずしも
独立させ得ないとする。）
　これより先，昭和15年，平山輝男玩は県下方書のアクセントの分布は主流ア
クセント地帯（東・中予），一型アクセント地帯（喜多郡が中心），特殊アクセン
ト（1）地帯（西・東宇和君［1の大部分），特殊アクセント（2）地帯（北宇和郡の北東部），標
準アクセント地帯（宇和島以南）と区分できるとされた。昭和27年，大西久枝氏
は四韻の観察にもとづき，東予地方・越智郡温泉郡島醸墨部地方・中予地方・喜
多郡と上浮穴郡南部地方・南予地方の五区分を試みられた。杉山も昭和29年，
県下の方雷アクセソyが次のように1G区分できることを明らかにした。甲種ア
クセント地帯（漏泉郡と伊予翻‘の東部），甲種系アクセント（1）地帯（上浮穴郡の大
謝1分），甲種系アクセント②地帯（周桑郡越智郡の陸地部），甲種系アクセント（3）
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地帯晒・東宇和郡の大部分），甲種系アクセント（4）地帯（宇摩郡新居郡），大島式
アクセント地帯（越智郡大島），中国系乙種アクセント地帯（越智郡島曝部の大部
分），肉南式乙種アクセント地帯（宇和島以南），乙種系アクセント地帯（宇和島
の北東部），一型類似アクセント地帯（奮多郡を中心に）。
　2．方雷から見た調査地点の位置と性格
　以上を通観して，南予が他の地域と区別できることを知る。この追認（宇和四
郡）には高知県幡多郡の中南部以西へかけて，見チ来チ・知ッチョル・桜ガサ
ヒタ・アサジリ・シャエン（野菜畑）・シェエンウリ（野菜売り）・イモジリ（平
等）・ダイコジリ（大根畑）・イヤジリキラウ（厭地する）など共通したものが多
い。しかし，宇和島以北には二重母音aiをe：（ve，　oiをi：・viまたはe：・）e
でいうものが多いぽかりでなく，それでええガジャニ・どげするガジャPtカ・
知つとるガニ・知らんガゼー；ドゲジモしょや・ヘッサ来なんだノー・これカ
シャない・どうシ＝一・イダ（己）・シキセソ（嫁観の持参金）などがあるのに，
それ以南は音調が東京系であるほかに，ヤデ（腕）・ウンダ（副・外へ出ロー
や・森君は来るローか・イシャーースおいでんかったナシ・これバカ無い・囲っ
たもんダス・アジャクル（ふざける）・ニオウ（蹴る）・シズ（下水）などと，違
ったいい方をするものが少なくない。
　宇和島市は指定された地域での位置は北端に片害っているが，産業・文化・
交通，さらに教育上の中枢的影響力は古くから大であった。昭和25年に高等学
校の学区制が布かれるまでは，東・北・南宇和郡各地からの遊学者は男・女と
も少ない数ではなかった。
　　なお，記述にあたって，地区をさす語については次のような使いわけをする。特別の
　ものの他は，町村名は省く。
　　「この地区」　字和島市と宇和島市以南の白字和郡・南字和郡をあわせた地域。
　　「海岸部」　宇諏島市の海岸地と九島をあわせた地域。旧九島分をさす。
　　「郡　　部」　rこの地区」から挙月島市域を除いた地域。
　　「臨海；地」　郡部の溝岸沿いのi境域。
　　「北郡部」　宇粕島市の北・葉方の牝宇和郡・地方で貰田郷・鬼北郷といっている
　　　　　　　　地域。
　東・中予については二三の項で琶及するに止めた。「東予」穿摩・薪濫・周桑・越智
　照郡の地域。「摩予」温泉・紐予・上浮穴・喜多四郡の地域。「南予」酉・東・北・南宇
　　　　　　　　　　　　　　　音　裁
和四書の地域o
Oこの地区のものとの相達点を詣嚇した直増は，（（））の中に入れる。
○補説的に添えたものは，〔　〕でかこむ。
2軍
音 韻
　1．母音
　母廠は，ア・イ・ウ・エ・オの五つである。それぞれの音は，海嫌部や蒋干
の職屡を除けば，菓京語に極めて近く，かつ，すべて単独で音節を作りうる。
　M　単純母音
　アの音は香の前部が少しくぼみ，声の共鳴域が広いが，［a］で表わしうる。
　イの音は［圭］であらわしてよいが，舌の両側の縁が上の臼歯に1窪く触れる程
度で調音される。
　ウの音については，四團には口角が左右から寄るくちびるの丸めとともに，
やや奥番で調音されるものが行なわれているところもあるというが，妾地のも
のは，くちびるの丸めがほとんど臼立たない［田3である。
　エの音は［e］であらわされる。東京語ではこの音の発音を特にはっきりさせ
ようとするときなどに，讐の両端を左右へ引くことがあるというが，当地では
声を強めるようなときでも，そうした状態は観察されない。
　オの音は［o］である。特に注意して発音するときには，くちびるは口腔の円
みを変えない程度で上下ともその外縁が軽く内側へ引かれる。
　（注）　郡部の脇海地帯には，「意見・岩・鰯」などがユケン・ユワ・ユワシなどという
ものが少なくない。なお，この地域ではないが，大西久枝氏によれば，喜多郡の；旗1．飽
区（柳訳・満穂・立用・五城・大瀬・御被・天神）では薪娩豆・遠慮・駅・枝・円満」
などのエは［je］であるという。また，東中予には£兎・鰻・後」などをオサギ・オナ
ギ・オシロ，「魚・田植・穰える」などなイオ・タイ」・・イエルというところが少なく
ないが，この地城ではあまり聞かれない。
　母音だけの音節が語中・語尾に来る場合の変化で，「走り合い・具禽」をハシリ
ヤィ・グワィなど金国白勺に見られる傾向は，助詞「へ」がほとんどの場禽にイ
といわれることとと醤こ，この地域でもまず常態と認められる。
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　「来年・葬礼・幽霊」など若干の語にあらわれるだけであり，また，県下一帯
にありはするが，語中・語末のイがソとなって，ランネソ・ソーレソ・ユーレ
ン・オーゼソ（タソギナr大儀な」）というのはこの地域にもある。　（東宇和玉高
由にはニッキソ「肉桂」がある。）
　「顔・竿・倒す・直す・遠い」をカワ・サワ・タワス・ナワス・トワイという
のは，個人酌な差違はあるが，まだ相当に聞かれる。
　動詞連用形＋居るの場合に［蹴lor田］となることは，県内の他の土地と変り
がない。
1．2　二重母音
　［ai］〔Uii］［oi］［ae］〔ie］など，いずれも正しく発音され，［ε：］Le：］［i］
などのようにいわれるごとはない。（「良い」は［ee］となり，人により［ii］とい
う。これは，助講［へ］が［i］となることからの再転化か。）
　この地域外の越智・温泉郡の島膝部では「赤い・危い・少ない・無い・まい」
などがレae：］といわれ，西・東・北宇和郡の海岸部ではこれらが［一ε：］［一e］，
この他の地帯では「温い・低い」などが［一i］，「黒い・白い・ひどい・細い」
などがし－i：］［i］あるいは［一e弓といわれる。
　£ae］は「蝿・お前・前垂」が［一aitとなるほかには「蛙・帰る・変える・
　　　　ツバエル生える・騒ぐ」などすべて［ae］のままである。
　£ie］は「消える」一語が宇和島とその周辺ではケールとなっている。
　［ei］は改まった態度での発音では正しく［ei］といわれもするが，自然な状
態では［一e：］である。
　董・3舞母音
　鼻母音は観察されないQ
　2．子音
　2．1各行の子音
　ヵ・ガ行の子音は［k］・［g］で［g］はない。一般的にはこの音は語頭にあって
も語中・語末にあっても音質が変らない。また，［kコが有声化することも「案山子
　　　　　　　　　ム・踵・独楽・欠く・剥く・蟹・蜘蛛」など西日本に多いもののほかには，その
傾向は認められない。限られた語の現象だが，「石垣・蜥蛎」がイシカキ・トカ
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ケといわれるようなものもある。
　サ行の子音は［s］であり，ザ行の子音は舌端がごくわずか上に触れる程度で，
［dz］とでも表記すべきもので［幻としてもよい。ただし，シ・ジは［∫］・［3］
であり，語中・語末のものは［z］であるのは東京語と変りない。
　西宇和郡の半島部にはセが［∫e］であるところがあり・東・中予の島軸部や
東予の陸地部の老人間には［z］が［d］になっているものが少なくない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シチ　タ観音の前の［∫i］がLGilとなるもののあることは「七・七輪・’ca・質屋。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ下・支度・失礼・知つとる・しつこい・捨てる・○○して」など，語によって
多少の異動はあるが，県下の各地と変りない。
　語頭・語中にあるサ・セ・ソのしs］が［h1に変っている例も「○○さん・
　　　　　　　　　　　　ナ　せ○○なさる・00なさい・何故・○○ませ（ん）・そして・その・それから」な
どの限られた語にだけであるが，この地域にもある。
　他の地域にも珍しくないものであり，また限られた語だけに見られるもので
あるが，オトッツァン（お父さん）・イシズッツァソ（石槌山）・ゴヅツォーサ
ソ（ごちそうさま）など，語中にあるサ・ソの［s］が［ts］になっているものが
ある。（西宇和郡三崎・三島・川．一L・菓宇和郡高1⊥い俵津・田ノ筋・中筋・貝吹・遊子規・
北宇和郡B齋・三浦など火縄この地域の北方ではオトッタソという。県下一般にあるオ1・
ロシイ・オットロシイ（恐しい）は上詑の諸地とともにこの地域にもある。）
　ほかに，ナシゾ（何故か）・ベソショ（便所），また，郡部にはズナ（砂）など，
限られた語であるが，こういう例がある。なお，ワラット（わざと）・リテソシャ
（自転車）・リンリキ（入力）・リg一リ（療治）・シリツ（手術）など，限られた
語であるが，こういう｛列が県下各地に聞かれンこの地域でもときに聞かれる。
東予には「座敷・座布団・駐在所・00ざった」が，ダシキ，ダブトン……の
ようになる例，r満足に」が，マソロクニとなる例が餐地に晃られる。北郡部に
は「発られんド・ついて来られんドヨ・二度とせんドイ」のように，ゾがドにな
っているものがあるQド一丁ン（冗談）も30：＜ZO：＞dOiの経過をとったものか。
　タ・ダ行の子音lx　［t］・［d］である。ただし，チは［t∫i］，ツは［ts蝿であ
り，ヂ・ヅはジ・ズと区：別なく［31］・［ZUi］である。なお，この地域外ではあ
るが，大西久枝氏によれば上浮穴郡柳谷村の老人からtutukaren（触るな）・
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Fu∫圭tuku　（五倍子）など［tu］か，また，　tSU3i（脳天）・tSuno（角）・tSu－
me（爪）・tSurFzawa（釣竿）な：ど［がu】が聞かれ，今日のツ音がtu：tSu二
tSUの経過を経て来たものではないかを思わされたという。また，越智郡島興
部にはテツラウ（手伝う）・テツライ（手伝）・シラレザクラ（枝垂桜）・ハラカ
（裸）・mク（毒）のようにd→一rの転化が見られる。この地区でも「出来た・
伝染病・電柱・電報・電話・土葬」など限られた語に個人差としてd→τがあら
われる。海辺の村などでは，比較的多くの表がこういう。　トナラ（戸棚）の例
さえある。九島（西宇和郡三瓶にも）には，テツナウ（手伝う）というd→nの例
がある。
　この地区には［”d］があるといわれているが，宇和島では聞かれない。
　なお，地区外であるが，西宇和郡三島でオトゾイ（オトドイ「兄剃），東宇
和郡高山でテキダウ（手伝う）という特別なものを聞いた。
　ナ行の子畜は［n］である。ただし，二では［P］によほど近く前舌面がかな
り平に上顎に触れる。ヌでは舌尖が軽く内翻し前舌面が口蓋に触れて［∫1］に近
づいている。すべての二がそうなるのではないだけに，ヌワ（庭）・ヌワトリ（鶏）
・シヌクイ（しにくい）は耳につく。
　貼扇子音はハ・ヒ・へ・ホが［h］，フは［F］である。ヒは［9］に近い。た
　　　ヒチ　　ヒチヤ　　　ヒツレイ　　　ヒだし，「質・質屋・失礼・しつこい」など上のアクセントでいう諮のヒは翫］
であり，rNの：丸・日吉・一人・単衣物」などは［g］であるが，摩擦は東京の．
人のほどに強くない。ヒがシになっているのは「人」だけで，まれに「ひたい
・一ﾂ・一人」にも聞かれるが，これは個人差と見てよい。
　バ行子音は［b］である。郡部には［doMbej（しんがり・最後）など特殊の
藷に［’tb］のあらわれるとごろもあるQ
　九島には語中・語束のバにb→wが見られるQオワヤン（おぼさん）・オワサゲ
ナ（ままごと）・セワイ（狭い）・タワコ（タバコ）・ドコワレ（泣く寝よ）・ドワ
クレ（怠け者）・ツワキ（椿。睡）・コクワ（落松葉）・シワ　（柴）’ツワ（唾）。
デワ（庖丁）。これらは語により濃淡の差があり，郡部にも聞かれる。また，ダ
ーウ（大分）・オウギ（初着）・ツエ（尻）・ツエゴ　（末子）・ツエノス（廣門）
などブ・べが［UII］・［e］となっている例も若干見あたる。（ツワを［tStu　a］と
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いうものもある。）
　マ行子音は［m］である。m→bにはセバイ（狭い）・バ・くイー（まぽ吟）い）・
ケブリ（煙）・ケブタイ（煙い）・サブイ（寒い）・サブイボ（寒疵）・オーサブ
（おお寒い）・ネブタイ（眠い）・ブチ（鞭）・ヒボ（紐）・ボリヨル（漏ってい
る）・トボス（ともす）など橿i当多い。b→mは郡部でアムナイ（危い）を聞くく
らいである。また郡部は，［doMmori］（吃）のように，［vnm’」と思われるもの
のある所も二三ある。
　ヤ行子音はLj］である。ヤ・ユ・ヨの三音があり，イ・：一はア行音と同一一で
ある。なお，さきに記したように，喜多郡内山地区には〔je］があるという。
　ラ行の子音は1－r］である。r→dの例は少なく，北郡郁の愛治で老人からド
クマク（肋膜炎：）を聞いた。r→zはズス（留守）・ズスモリ（留守番）にその
：おもかげが残っている。
　ワ行の子音は［w］で，ワだけがあり，イ・ウ・＝・オはア行のものと同じ。
なお，県下各地で［iUiO］「魚」などに［iiio］を保っている老人を見零すことがあ
る。カリバサ（軽業）・シバク（打つ）を使う老人に時に出念うのはw→bの残
存であろうか。「アサブラ」（麻裏草履）や「押し出す」を北郡部の立關尻，騙海
地の遊子でボシダス，南宇和郡緑僧都でボイダス，東宇和郡高川・北宇和郡遊
予・南宇和郡城辺でボウ（追う）を聞いた。
，拗音　力・ヴ行は［kja］［幻u：i］［kjo］［gja］「gjtuj［gjo］であり・これら
が転化することはない。
　サ・ザ行は［Sja］［S3ur］［∫jo］［3ja］［31uエ］［3jo］。　「宿題・算術・手術・
細筆・課業」など若干の語のシ＝・ジュがシ・ジになっている。九島では「来
週」をライシとさえいう。なお，オヅシェル（教える）が，東宇和郡の籏津・
玉津，北挙国郡高光・松丸・来・畑地・日岡島にある。
　孝行は［t∫a］［t∫tU］［t∫o］であり，他の音に転化することはない。ヂャ・
ヂ、，一・ヂョ音はない。
ナ行は瞬a］晒朝野。］である・
　ハ・バ・バ行は［gja］ilgjw］［gjo］，［bja］「bl田］［bjoj，［pl田］［pjo］で
ある。1：bja］の語例は少なく，かつ［bejajに近い。［pja’iの語例はない。
　226　　　　　　　　　　　　　　愛　　媛　　LR
　マ行は［mja］［m50］で［mjua］erkこの地域の地ことばにはない。なお，地域外
の東宇和郡高山で［mjtuito］（夫婦），「行って見よう」を同郡細江で〔i－te－
mjur：］，西宇和郡三鳥で［i－te－mjru］といったのを聞いた。：三島のものはいく
　　　　　　　　　　　　ぶん〔mi－jur］に近く，［mljva］とでも表記するほうがよいようである。
　ラ行は［rjaj［riw］［rjo］である。
　クワ’グワ［kwa］●［gwa］は，自然な発音ではすべて　［ka］・［ga］になっ
ている。なお，東予には，個人差はありながらも，［kwa］・［gwa］で言われ
る語が残っている。
　2．2　子音と結びついた母音
　西宇和郡以南の多くの土地では助詞のrて・で」が［t∫レ3i］と変っており，
助詞て＋居るが［t∫orUI］といわれさえするが，宇和島市では海岸部や二三の
職層の人たちのほかは，正しく　「見テ・飛ソデ・知ットル」という。
　助詞「は・ぽ」は，その直前の音節と融合してア列拗音となるのが常態であ
るQ語末に［tSUi］音節をもつものに助詞「は」が続いたものは，平常の会誰
ではコイツァー（こいつは）・蜂ミツァー（蜂蜜は）のように［一一tsua－a’1がいっ
そう緊縮して［一一tsa：］になることが多い。
　東京を中心にした地方では常態である無声子音の音節や恩の段落の直前に来
たキ・シ・チ・ヒ・ピ・ク・ス・ツ・フ・プの母音が無声化することは，この
地区ではまれであるQ
　広く県下各地でもそうなっているのであるが，この地域でも「昨日」のこと
をキニョー・キソ＝雪一というQ
　九島や臨海地にその傾向がいっそう強いようであるが，タノシュム（楽しむ）
・ヨーシ訊（養子）・ナジュム（なじむ）・ニジュム（にじむ）がある。
　ム音節は正しく保たれてしぐるものが多いので，ミシロ（莚）・ミシル（むしる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　ユ・ミシリアイ（むしりあい・けんか）は耳立つ。　「鮎・粥・梅雨・醤油・眉・
繭・お夕飯・痒い・床・指・歪む・賄でる」などユがイに変っている語も見出
される。ニンギャカ（賑か）・トッショリ（年寄）のようにイ初音の次に来るヤ
行音が前の音と融合して拗音節を作るものは，この地域にもある。なお，宇摩
郡や新居郡にはムンギャラ（麦藁）のような例もある。臨海地の下灘にニンギ
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ヤーカ（賑か），北郡部の泉・立間でオッジャ（雑炊），東宇和郡三江にシッチャ
（質屋）がある。
　ツパケ（唾）・デケル（出来る）・デケモソ（腫物）・スケナイ（少ない）・ガ
ネ（蟹）・クネギ（櫟）・カベ（徽）などイ初音が工列音に変っているもの，コ
ワシイ（詳しい）・アイト（あいつ）・タノキ（狸）・タノシ（田螺）・タボコ（タ
バコ）・コモソー（虚無憎）・クチビ担（唇）などウ列音がオ列：音に変っている
ものが少なくない。これらは，たとえば二のすべてがネに変っているというも
のではないが，耳につくものである。
　2．3　長音
　県下，ことに東中予の各地では一音節語でその母音の長いものが多いが，こ
の地域では歯・目など少数の語がときに〔hai］［me：］といわれる程度である。
　　　　　　　　　　サ　　ス　　　　　　　　　　　だヰ　　　ババ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　リ　　　　ホニ音節以上の語でも　f荷棒・椋欄・後・婆・反故・桝・もず・子守・着て・蛍
・誕・白い・高い・いつも・まるで」など語頭の音節の愚音を長くいうものが
あり，そのようにいう語の数は一音温語でその母音を長くいうものよりも，若
干多く見評すことができるが，宇和島ではやはり市衛部には少なく，海岸部に
多い。なお，「濃い」「酸い」は，［koi：］・［swi：］とも［koii］・〔SUiii］ともい
われている。
　長音の短縮はケイトー（難頭）・センコー（線香）・センドー（船頭）・スィド
ー（水道）など若干の語に見られるだけである。
2．3　促音
　語中・語末にあるP・t・k・s・∫・ts・t∫の前にあらわれる。
p…コッパ（落葉）・イッピラジョ（最上の衣服）・イッペンコッペン（片三三）。
　　　イッポンカソチ（片一方）
　t…ビッタレ（不潔者）・デッテル（レッテル）・モットイギ（元結旧く地
　　　名〉）
k…シッカリ（多量）・ニッキリ（臥床春の発汗している状）・メックリダマ
　　　（限球）・ノッケ（発端）・スッコム（ひっこむ）
s…イッサンマイ（悉く）・ゴザッス（ございます）・＃ッセツ（たびたび）・
　　　ゴッソリ（そっくり・ことごとく）
　228　　　　　　　　　　　　　愛　　媛　　県
　∫∵ビッシリ（ギッシリ）（臨海地にオッシェル「教え．る」がある）
　ts…オッツケ（やがて）・オトッツァン（おとうさん）・ゴッツォーサソ（ご
　　　ちそうさま）
　t∫…オッチラ（ゆっくり）・ビッチャ（泥潭）・オッチョロベンケー（背の赤
　　　い用蟹）
　なお，南宇1和郡城辺附近（緑・東外海）にはオッラ（代名詞おれ）がある。
　特にその傾向が強いというのではないぶ，カッカ（かあさん）・バッカリ（ぽ
かり）・スッコキ（兵児帯）・アッチ（あちら）・コットイ（牡牛）など，もとも
と促音のないところに促音を入れているものもかなりある。
　rた・たり・て〔チ］・とる［チョル］」がタ・ラ行五段動詞の連用形に続くと，
その語尾は促音となる。
　2．4　掻音
　［m〕〔n］［p］［n］夏相で，あらわれる条件も，葉京語などと違いはない。
　m…kambei｝（〈R約家である）・tem難ari（手毬）・　kampin（銚子）
　n…kanteki　（一ヒ輪）・ka£ondo　（彗鍋ま拝）・kinno　（昨H）・nan耳。（痢か）
　？一・一ki，J｝jol　　（昨　
??）
　n…∫inrzxxl（親類）・nal⊃SUI（なさる）・poo∫i（袖無羽織）・dekiD（出来な
　　　い）
　kl…gango（お化け）・Jnitge（人間）・te　T・gwg（天狗）．　kaoko：ri（氷）
　語末の溌音が消失したものは，センダ（栴檀）・ニンゲ（人間）・ハソテ（伴
天）など普通のものだけ。ハブソ（半分）のように語中のソの消えるもの，テ
ングン（天狗）・お前ノンか（お前のか）・コンマイ（小さい）のようにンの加
わるものも素干あるが，東予に比べて数は少ない。なお，西宇和郡町見にはニ
ージン（虹），菓宇和郡高由や吉田銀βにスイカソ（西瓜），鬼北郷にはツルベン
　　　　　　　　　　　ゆう（つるべ），毒佐方には「タニソジン（虹）川底割れる」という気心がある。
　他の音節が携音に転化するものとしては，f物」の語末音節，助詞「の」，バ・
マ・ラ行五段動調の連用形が「た・たり・て［チ〕・とる［チョル］」に続く時が
一般的なほかは，ラ行五段にナハイの続く時，「けれど」がケンドとなるくらい
で，あまり凄立つものはない。イッポンカンテ（片一方）はその珍しい例である。
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　語頭に三音のある語は一般的な傾向としてはない。ンマ「馬」’ンメ「梅」（鬼
北郷），ンマ「乳・菓子・食物」（愛治・岩松），ンマンマ「食物」（来村）も聞く
が，分布は確かめてない。
文 法
　1．活用語の種類
　動詞・形容詞・形容動詞・助動詞。
　2．活用形式の種類
　①動調…五段活用・上一一段活用・下一段活用・ヵ行変格活用・サ行変格活用
・ナ行変格活用の6種。②形容詞…1種。⑧形容動詞…エ種。④助動詞…（i）動
詞型［五段型・下一段型・上二段型］　（ii）特殊型　（iii）形容詞型。
2．1動詞の活用形式
活用の別・蒸部・打消形・連用形・終止形・連体形・仮定形・命令形・未然形
五段活肩
上一一段活用
下一段活用
力変橘用　　k
サ変活用　S［∫］
ナ変活用　一n
一a
“i
一e
一〇
一e
一a
回
一
一e
一i
一圭
一i
一cu 一UI
一irua　一irul
一一 ?ｒｒ?
一一 嘯?ｘｒＬu
－tu＊
一u工ru王
一LU　＊
一一浮撃窒
－UI
一ert叉
一eru均
一砥理UI
一Ulrt工
一一
一一
?
－ire
－irja
－ere
－erja
一一 撃撃撃窒
－fae
－wre
－ulra
r－浮≠窒
－u工rJa
一e
一i玉
一ei
－ee
－oi
一一
?
（一e：）
一e
一一Z
?
一
0
??
「
一一Z
一jo
一〇
いいきり
下に続く語 　　　　　　一to－N　一ta　　　　　　－na
　　　　一ba　　いいきり一名詞
　　　　一a
一〇
　　　　g　IZif．S”’iscllgi！．．　．k・g［f］1t．一・　m；r．・g・b・w
　　基部i上一毅活用（i）・k　・　s［∫］・t∫・h・n・m・r・9・　s・b
　　　　L・下一段活用（e）・k・s［∫］・t・h・n・m・r・9・d・b
　　＊　　力変の「く」，サ変のFす」を終止b形と呼ぶことにする。
　共通語で上一霞ご活用する「高きる・借りる・足りる・伸びる・染みる」は
五段に，「できる」は下一段に活用する。下一段の「消える」はケールという。
その活用形は，打消ケーラン，推量ケールPt・一，命令ケーイ，ケーレであるQ
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なお，　「見える」・「すえる」は，ミユル，スエルである。
　（1）音便形
　①サ行を除いた五段活用・ナ行変格の連用形に「テ・タ・タリ・トル」が続
くときに起る。②カ・ガ行五段はイ音便，バ・マ行五段・ナ行変格は携音便，
タ・ラ行五段は促音便，ワ行五段は長：音便である。③力行五段のうち「行く」
はイテ・イタ・イトルという。な：お，過去推i量には「お箭もイットロー・イッ
ツロー」もいう。④サ行五段のうち「射す・刺す・挿す」はサイテ・サイタと
いう。⑤ワ行五段は語幹の末音がア列音である「合う・扱う」の類は「オーテ・
アツコ～タ」，ウ列記・羅列音である「救う・争う」の類はヂスクーテ・アラ
ソータ」という。ただし，「洗う・歌う・思う・習う・笑う」などは「アロテ・
ワロタ」のようにいう。
　（2＞活用形の用法
　L　打消形　全動詞にソ・ナソダ・ズクニ・ソズクニ・イジャイ。五段活・
ナ変にス。上一段・下一段にサス・ラス・マイ・ロ（意思）。力変にサス・ラス
・ラレソ（司’能の打消〈禁止〉）・レル（可能）。サ変はサスが続いた場合は，
「勉強サス」のように動詞の基部が消えたかのような形となる。
　2．連用形他の動詞につらなって複含語を作ること，中止法に使われるこ
とは共通語と同じである。タ・タイ・マイ・トル・ヨル・ナハル・サル・ソー
ジャ（様態）。二。テ・テモ・タリ・モテ・サヤ・ハ・モが続く。なお，　「来は
せん」はクラセン，ギしはせん」はシヤセン，スラー・・一段ン，スリャーセンのよ
うにいう。
　3．終止形　文の終止に使われることは共通語と同じ。ソージャ（伝聞）・マ
イ（五段に）・ラシー・カ・ガ・ゾ・シ・ト・トモ・ノ＝・ナ　（禁止）・ケン・
ケソド（モ）・ナー・ナーシ・ネヤ・ノー・ゼが続く。禁止の助詞ナは，力変・
サ変には「クナ・スナ」と続けるのが普通。上一段・下一段に「ミナ・ステナ」
のようにいうのはこの類推か。
　4．連体形　体書に続く。ヨーダ・ノニ・バッカシ・グライ・ダケ・ホド・
ノン・ソ・ンデ・グラシ・ギリ・ロ（推量）が続く。
　5．仮定形　多くの場合助詞バが語尾の音節と融合した形でいう。
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　6．命令形　多くの場合助詞ヨ・やを続けていうQ
　7，未然形　五段・ナ変は「書コワイ」「往ノゾイ」のように短くいう。
　ド下さい」は使わない。「やる」の膏便形ヤソに助動詞サル・ナル・ナハル・ナ
ス・ハルの続いたものが，助詞テを律う動詞に続けて使われる。
2・2　形容詞の活屠形式
　　　　　　基部　打消形　連用形　終止形　連体形　仮定形　命令形　末然形
i?
梅類aiv
通類b
　下接する語
　　　　　瀦贈変ぎ臨1こ黒∵灘、＿．
　　垂ま蕪吝i～　iiii）’9／a　　　羅　UI　　　寒し・・悪し・一・…
　　　　｝歪ii類b　総田　　（四〉角い……
　　　　i　＼iv類　　羅0　　しんどい・広い・やおい……
　2・21活用形の用法
　〈1＞連用形　一k田助詞ワが続く。ただし，サムクワなどをサムカというG
k－aT助動詞タが続く。一nakaT（iii　b）四角ナカッタ。一ru呈i類：i－w・vjru，
iii類：，　cu－ur・vtu　O－O　i類：　a－O・vO：，呈V類O－O・・vO・：。テ・ナイ・ナルが
続く。
　（2）終止形　ソーダ（伝聞）・ラシイ・デス・ダス・カ・ガ・カラ・ケソド（モ〉・
シ・ケソ［キニ・キソ」・ゼ・ゾ・ト・トモ・ナァ・ヤラ・ナーシ・ネヤ・ノー
が続く。
　（3）連体形　体喬・ヨーダ・グライ・ダケ・ノニ・ホドソジャ・ソデ・ギリ
ボ続く。
　㈲　仮定形　一一kere－baの融合した　一keraaが一kerlaで使われるのが普通ひ
素然形　助動形0が続いてサムカ．ロオがサムカロとなるのが普通。なお，iii類
bは，四角ナカμとも，角力Ptともいう。
　（5）語斡　ソーダ（様態）が続くQ「良い」の終止形・連体形はエェという。
　　　　　　　一（kw）
　　　　　　　一kaT　　　　　×　一e　一一kerja　×　一karo　　　　　　　－tU　　　　一三　　　一量
＿＿＿＿＿煮．＿．二睡～鋸＿こ1＿＿．．煮　こi茎er塾　×　一nakar◎
　　　　　　　一ma　　いいきり
　　　　　　　一ta　　　　　　　一名詞　一a　　　　一　　一〇
　　　　　一　一narur　　　　　　　－nai
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1なお，九島には：，リコイ　（賢い）がある。
2・3　形容動詞の活罵形式
語幹 打消形　連用形　終止形　連体形　仮定形　命令形　未然彫
静か・上手 　　一n三×　　　　　　　一捻a　　－nakaT
　　　一一nakara－na　Hh’5iE6’｝5T　×一naro
下接する語 ＿＿　　一用需　いいきり　一体書　　　一ta 一a 隔0
　2・31　活用形の罵法
　（i）連用形　上手ナカッタといい，上手ダッタとはいわない。
　（2）終止形　奇麗ナ・上手ナといい，奇麗タ㌦上手ダとはいわれない。
　（3）仮定形　「風が静かナカラーええが」「静かナヶラー」どちらも使われて
おり，さらにナカリャー・ナケリャーともいわれるQ
2・4　助動詞の活用形式
語 基部打消形連贋形　終止形　連体形　仮定形命令形未然形　意味　接続
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　　　覗i　　　　　　　　　　　　　　　　　　例　示
x嚇・調一na漏×拙舗。
下接する語
　　一一ta
－N　一to，一一de
　　一一masul
　　　一ga－na　一1〈eN
　　一一ma1
一一＝@一ja　一〇
　上接する語については，次のような略畢で代表的のものを記した。
　A……打消形　　B……三門形　　C……終止形　　D……助叢司「で」・形容詞の音便形
　E……体言・助詞「ソ・ノン」
　　＊基部のrが消える。　Tは促音，Nは揆音を示す。
　以上のほかに，活用のないものとして「オ・冒オ。マイ」がある。
　2・5助勤詞の用法その他
　オ上接する語尾の母音と融合し長呼される。意志・予定・未確定の意をあら
わす。動詞の未然形に続く。
　ロオ　＠　ロと短縮してもいうQ意志を表わす。上一段・下一段の打消形に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ「行て見ロオ思う」「外へ出“オや∫酸いいきん捨てロオ」のように続く。サ変に
は終止b形に「バレーすロオや」，助動詞「です」には終止形に「今βはどうで
す窟オ」のように続く。⑤短縮してロともいわれる。推量の意をあらわす。動詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　イ・形容詞・形容動詞・助動詞ドル・ンの終止形に「具合ようにひっつくロナか」
「あの店やったら有るロオ思う」「ようけは無い戸オ」「ここは静かなロ」「窪ん
どるロオ」「一郎君には出来ん減オ」のように続く。
　マイ　動詞・助動詞マス・サス・ラス・レル・ラレルの終止形に続く。力変・
　　　　　　　　　　　　　　　クサ変には終止b形に続いて「今日は来マイ」「そんなことは有らすマイ」という。
上一段・下一段にはr起きマイ・受けマイ」と続くQ　　　　　　　　　　；
　ヨル　動詞の連用形に続いて動作の進行態をあらわすQ
　トル　動詞の連用形・音便形・助詞の連用形に続く。動作の完了を添すとと
もに，存在態をあらわす。トローは，ツロ・ツローの形で過表または完了を推測
する意を蓑わす場合がある。　「お前も行っツローが」「お疲れでしツロ」「お前
もゆうツβが」（「ゆうツpa　」は，東予では「いっツ豚が」という。）
　スは五段・ナ変，サスは上一段・下一段・力変，ラスは上一段・下一段・力
変の打溝形に続き，ともに使役の意をあらわす。サ変にはサスが続いたもので
あろうが，音が融合して動詞部を含めた全形がサスの形で変化する。ラスが続く
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　　　　　　　ナンチヤときは「すラス・何にもすうーせんのに」と，終止b形に続けたようにいうt．t
　サル・ナル・ナハル　動詞の連用形に続き丁寧の意をあらわす。ナハルがい
ちぼん丁寧である。連用形では「サリました」「ナリました」はごくまれで，
「サイます」「ナハイます」，助詞テ，助動詞タが続くときは「サッて」「ナッた」
「ナハッた」の形でいう。命令形は「始めサレ」「急いで行きナレ」よりも「始
めサイ」「行きナィ」を多く使う。ナハレとはほとんどいわない。サイ・ナイ・
ナハイは，ことに女子は助詞やを続けていうことが多い。
　ラセル　カ変・上一段・下一一段の打消形，サ変の終止b形に続いて使役の意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コをあらわす。たとえぽ，「妹にすうセル」「早よ持って来ラセイ」「行て見ラショ
・・一 墲｢」。女子は命令形を「しっかり勉強すラシよ」のようにいうことが多い。
　レル・ラレル　レルは五段・ナ変，ラレルはその他（サ変を除く）の打消形に
続き，受身をあらわす。サ変にはギいけずすうレル」「じゃますラレた」と終止
b形に続いたようになる。
　レル（ラレル）可能の意をあらわすものは全動詞の打消形にレルを続け，起
きラレル・受けラレル・来ラレルということは少ない。サ変には終止b形にラ
レルを続けていう。ともに命令形はない。
　ナス・ナハス・ハル　動詞の連用形に続き，丁寧の意をあらわす。ナハスが
使われることは少ない。女子が多く使うハルに禁止の助詞ナが続くと　「そがい
iこしハンナや」となる。
　ゴザス・ゴザッス・ゴザソス　形容詞の音便形，助詞ワ・デを伴った体雷に
続き，サル・ナル・ナハル・ナス・ナハス・ハルなどよりも丁寧である。
　ン　動詞・助動詞の打消形に続き，その意を打消す。連用形のンカッは助動
詞のタに，ズは助詞の二・トに，イは「早よせイで」「書かイでもええ」のよう
に助詞のデを伴い，仮定形は「言わナわからん」のようにいう。
　共通語のナイは，ときに「心配すな。だれにも言やあせナイ」「そんな事はあ
りませナイ」のように，サ変動詞・助動調マスに続いて使われ，「水が少ななつ
て流れよらナイ」などともいう。
　ナソダ　動詞・助動詞の打消形に続き，打消の過去形をあらわす。仮定形は
多く助詞バを伴わずにいわれる。なお，累下一般に多いザッタは，宇和島では
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使わないが，北郡部南宇和郡では使われる。
　ジャ・ヤ　体言・動詞の連体形に伴った助詞ン・ノソ，酬詞コォ・ソォなど，
形容動詞の語幹などに続き，断定の意をあらわす。ジャロー・ヤロー・ナラは
動詞・形容詞の達体形に続く。終止形はジャスということもある。
　ダス　体需・動詞の連体形に挫つた助詞ソ・ノソ，副詞コォ・ソォなど，形
容動詞の語幹などに続き，丁寧な断定の意をあらわす。仮定形は助詞バを伴わ
ずにいうことが多い。連用形デは中止法に使われる。
　マル・モル　動詞連用形に続き，その動作について強く言いあらわす。終止
b形は禁止の助動詞ナに続くときに使われる。
　タイ・タ・ラシイ・ソーダ・ソージャ・ヨーダ・ヨージャなど，共通語と活
胴・意義・用法に変りがない。様態のソーダ・ソージャは，連用形がソージャ
ッ，終止形がソージャであることが多く，仮定形は階調バを伴わずに使われ
る。伝聞のソーダ・ソージャは連用形・終止形ともソージャ・ソ～やということ
が多く，まれにソーナという。ヨーダ・ヨージャは万雷に伴った助詞ノに．も続
き，たとえ・例示・不確な断定をあらわす。連用形はヨージャッ，終止形はヨ
ージャ，未然形はヨージャ召，仮定形は助詞パを伴わずにいオつれることが多い。
　3．特徴白勺な助書司
　ン　体言に続き，①客格をつくる「に」に当たる。「松本さんが組弓長ンなっ
た」　②主格を示す「が」に当たるものが北郡部を主として臨海地にもある（宇
和島にはない）。「腹ン痛で」「花ソ咲いた」　③用奮の連体形に続き，体書の資
絡を与える「の」に当たる。断定の助動詞ジャ，疑閥の助詞ゾが続く。ノソと
もいう。「次回がしたソじゃろ」「どがいするンぞ」「どこい行くノンぞ」
　イ　体欝に続き，①動作の行われる場所を示す「に」に当たる。「お風昂イ入
いんなはい」　②動作の贈品を示す「へ」に当たる。「東京イ行くんじゃと…」
　ラ　①動詞の連用形またはその弓形に続いて動作を提示する「は」に当た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　めチる。「今にも落ちうせんかと……」「もうこそ来うせんぞ∫私は何もすうせんの
に……」②助動詞タ・ダス・ゴザスの終止形を伴う語に続き，問う意を示す。
　　　　　　　　　　ナンが「どがいしたラ」「これ何程だすう」
　埼イ　助動詞マス・ダスの終止：形を伴う語に続き，軽い詠嘆をあらわす。「そ
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うだすライ」「私も旧いとりますライ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　ワィ　①未来表現態に続いて意志をあらわす。「わしから言うて聞そうワイ」
　②終止形に続いてその意を強める。語末に「る」音があるものは融合する。
　のチr私がして上げライ」「僕も知つとライ」（九島では，上接音と融合せずにバイ
となっている。「わしがするバイ」「わしにゃ出来んバイ」）
　サヤ　①体言または動詞の連胴形（名詞法）に続き，一つの事物の上にさら
に他の事物を添加する　「さえ」に当たる。「風サヤ吹き串した」「お前が言いサ
ヤせなんだら……」②陳述の上に強勢を与える「さえ」に当たる。「お天気サヤ
良けりゃ需うこたない」
　バッカリ　体言や用言の連体形に続き，他と区別して制限することをあらわ
す「ばかり」に当たり，バッカシ・バァイともいわれる。「遊んでバッカシおる」
「泣くパァイして何も言わん」
　ナソダ　体言，用言の連体形に続き，例をあげておおよそに指し示す「など」
に当たる。「瓜やなすびナンダようけあった」
　ヤカ　体言に続き，卑しめた意をあらわす。「お前ヤカに分ったりするか」
　ジャ　体雷に続き，理由・原因の事物を指承する。「では」の約音か。「そんな
事ジャがまん出来ん」
　モッテ・モテ　動詞の連用形に続き，二つの動作が並び行われることをあら
わす。「ながら」に当たる。ザ話しモッテ行こう」「泣きモテ往によったわい」
　シナ　①動詞の連用形に続き，時や場合をあらわす。主として動作が一転換す
るときの「際・場合」に当たる。「行きシナに寄ってや」「寝シナに何やか食べられ
　　　モドんぞ」「戻シナに溶寄り」（菜予では，シということが多い）　②名詞・代名詞に
続いて漠然と指示する。「今臼シナ人がよろけ出るじゃろ∬これシナ良いがなあ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワル　　　　　　　　　イヤ　シ　①名詞に後接して条件を示す。「自分が悪なるんも厭シ」　②動詞連用形
に続いてその極限の度を示す。「有りシ持つといで」「値は引けシ引いときます」
　コソ　ある事物を特に取りたてていう時に使い，旧来に否定を表わす語が来
る。「もうコソ連れて行かん」「そんだけコソ残つとらんのか」「IO円コソない」
　バカ・カシャ・シキャ　体誉や特殊の助詞に続き，ある事物をあげてその他
のものを排除する意をあらわす「しか・ほか」に当たる。”これに照応する述部
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は否定をあらわす語を持つ。「これバカ無い」「1－1．iだけカシャ見えん」「夢とシキ
ャ思えん」。（「こんだけ力無い」もいうが，これは新しい。）
　カラ　体欝に続いて，事のはなはだしい意を示す「も」に当たり，モ・ニモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロンを続けていうこともある。「あれからもう一年カラんなる」「之だきが千円カラ
モするんじゃけんのう」「あれから五年カラニモなるじゃろ」
　ワ　普通，子音［w］が落ち［a］［ja：］となり，上接語の末尾の音節と融合す
る。「そんなコタあるまい」「ワシャー知らんそよ」
　バ仮定形に続いて仮定条件をあらわす。子音［b］が落ちて［a］rja司とな
り，上接語の末羅の音節と融合していわれる。
　ヶソド　用器の終止形に続き，反戻の意をあらわし，繭の叙述をひるがえし
て後の叙述を起す「けれど（も壌こ当たる。臨海地にはキ・ンドカミ多い。「行くなあ
　　　　　キドええケンド気つけて怪我すなよ」
　ヶソ　三三の連体形に続いて理由・原因となる条件を示す「から」に当たる。
臨海地にはケニ。キニ・キンが多い。
　テ　未定の事物を仮設して上文の意を翻す「ても」に嶺たる。助動詞タに続
けた形で，動詞の連用形に接する。「なんぼ考えたテ出来らせん」
　テテ　名詞や形容詞の終止形に続く。逆態条件法をあらわす「とて」に当た
る。「先生テテ出来りゃせんぞい」「銭は無いテテかんまん持って行きなはいや」。
〈県下の多くの地にはカテもあるa）
　ナ　①動調の終iヒ形に．続いて禁止の意を添える。力変・サ変には終IE　b形に
　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムド
続き「来ナ」「すナ」という。これから類推したものか睨ナいうのに∬よう気
つけて落ちナよ」「受けナ欝うんじゃけんど……」などという。②不確かな意を
含む語に続き，疑問の意を示す。臨海地に多い。「何ナ」
　ナラ　不確かな意を含む語に続き，尋ねる意を承す。「誰ナラ」「何処ナラ」の
ように。間に助詞ン・カラ，動詞連体形などの挟まれることもある。「この本は
だれんナラ」「鋪のけいこはいつからナラ」「どこ行くナラ」上に強調表現があ
ると反語法となる。たとえば，「これ位：何ナラ」。（ナラは郡部に多い。）
　セ　終止形に続き，その意を強める「ぜ」が助動詞マス・ダスに続くとヲそ
の末音は促音化し，「ぜ」はセとなる。「有りまつセ」
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　ゾ・ゾー　①助詞ソを伴った動詞に続き，念を押し，意味を強める。「ここは
お前がするんゾ」②不確かな意を含む語に続き，疑いの意をあらわす。「だれ
ゾー」。また，反語法にも。「これぐらい何ゾ」
　ヤ　①不確かな意の語や三態表現法に続き，詰問・促しをあらわす。「何ヤ，
もいちど書うてみい」「早よせんかヤ」②意志表出態に続いて勧奨の意を回す。
「羅よ行てヤ」③命令形に続いて鋤奨の意をあらわす。「しゃんとせいや」「ちょ
っと待ちなれヤ」
　テワ　終止形に続き，反語法となる。「どこ食われるテワ（どうして食べられ
るカネ。）あ（九島に多い。）
　テヤ　①終止形に続き，主張する意をあらわす。「そうテヤ」。（九島に多い。）
②迫るように呼びかける。「お母さんテヤ」「のうテヤ」③桐手の意に抗して主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビロチ罪する。「そがなごた無いテヤ」隣爽テヤ」④願望する。「私にも見らしテヤ」
　ネヤ・ノー（男の同輩間に多い）・ナー（ことに女が，同輩にも親しい目上に
も）・ナシ・ナーシ（女に多い。丁寧さが濃く，未知の人に対しても使う）・ノ
ーシ（郡部南に多い）①終止形に続き，軽い詠嘆をあらわし，語意を強め，指し
示し，親愛の情をこめて呼びかける。「面白いネヤ」「漁ったことだすナーシ」
②呼びかけの語，：文中の切れ国，終止する語などに添い，念を押し，また親密
の意を示すQ「またナーシ，来てやんなはいませやナーーシ3
　カイ　①感動を経く示す。　「わしゃ知らんカイ」②終階調ノを伴うこともあ
る。「早ようせんカイノ」　⑧強い語調で不能の意を示す。「こがな事でけるカ
イふ（東中予ではケともいう。）
　デ　打消の助動詞ソの連用形イに続いた形で使われる。①打消の条件をあら
わす。「明日は早よ来いでデかまんぞな」②反藷法として述部の省略形式でい
う。「こんどは勝たいデ」
　ト　上の動詞に捌詞の資格を与える「に」に当たる。打消の助動詞ンの二三．
形ズを介して続く。「何も知らずト居った」
　ンナ　条件を提示する「のは」に当たる。　「一人で行くンナいやそよ」
　ラシ　漠然と指示し，「などは・あたりは」の意をあらわす。「今賑ラシ雨は降
らんわい」
大分県 オヰノ　カワノンドリ　　　 ノッ大野郡川登村（新野津町）
一寛井糸
環
阻1
轍
??
Xlまとまった買物をするところ
　　火けが・重病のとき入院するところ
XH　被調査者（敬称略）
　神野　倉太　Jii登村大字清水原掌今俵
　神野　サミ　州登柑大字情水原字今俵
　坂本　カネ　用漁村大字清水原字今俵
　掘　　三郎　川登村大掌清水原字今俵
　握　チヨノ　川登営大字清水原字今俵
　関屋今朝一
　神野ミドリ
　神野　カヤ
　絹野　ヤチ　川登村大字白岩
1　面積　5。552iくm2（昭29）
狂　入m　3，942人，558世帯，1世帯5．6人目昭29）
〕II入口動態　総転入数　151人置総人口に対して3．8％），総転出数9／人（2．4％）t．
　大分県外からの転入　18人（0・4％），県外への転繊　24人（O・6％）一（紹28）
】y　就業入口　農・林業　1，023人（総就業人舞に対して90．2％），水麗業0人，
　鉱業18人（1．6％），工業！0人（0．9％），商業16人（1。5％），公務・窪1引照
　59入（5．2％），その他8人（O．　7％），計1，134人（100％）一一（昭28）
V　おもな産業（おもな生産物資）　林業・農業（木炭・しいたけ・ドロマイトi・
　竹ざる）
　　高校進学者数（進学率）26人（中学卒業者数に対して37．9％）一（昭28）
　　ラジオ聴販率　L6世帯に／台（昭29）
　　新聞購読率　1世帯にα7密ド（昭29）
　　電話加入率　32．8撚帯に1本（昭29）
　　上水道　ある
野津町・臼杵審・大分市
　　　　　　　　　　　臼杵市・大分市
　　　　　　　　　　　　　　（年齢）（土居）
　　　　　　　　　　　　男　73　不変
　　　　　　　　　　　　女　48　不変
　　　　　　　　　　　　女　81不変
　　　　　　　　　　　　勢　53　不変
　　　　　　　　　　　　女　51不変
川登村大字壇河内宇遠久原　男　65　不変
川登国大宇垣河内掌遠久原女62不変
川登記大字垣河内寧遠久原　女　65不変
　　　　　　　　　　　　女　72中間
????? ?（
農業，村役揚吏撮
農業
農業
農業
酒販売
農業
（学校）
0～6年
7～9年
0～6年
7～9年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
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　1．　大分県：方餐のあらまし
　大分県は，全体として，いわゆる「春日方言」の地域に属する。県内の諸方
言には，他と著しい三三を示し，けわしく対立するというほどのものはない。
しかし，梁内でさらに小方言区を設けようとすれぽ，およそ下のような五つの
区画を認め得るかと思う。
　（1）東北海岸方言　東圏爽郡および速見郡・西国東郡の一部
　（2）念力海岸方欝　淳久見二千怒崎以南，爾海部郡下入津村に至る海燦地帯
　（3）西　萄g　　プテ　＃　　　Hl≡尊君i；7霞，　箋久山翼β　（籍…田丁舞芝期～を除く），　一ド毛君【鯉Ll国零寸
　　　　　　　　　下毛郡大部，中津市，宇佐郡，玖珠郡の一…部，高田市，酒国爽・　㈲北部　方言　　　　　　　　　速見両郡の大部，大分郡由布院町，別府市
　　　　　　　　　南海部郡由地，佐伯市霞手，津久見衝北部，臼杵市，北海部郡，　｛5）南部方欝　　　　　　　　　鶴崎欝，大分斎，大分郡大部，火野郡竹田帯，蔵入郡
　　　　大分県方言区画図
　　　　　　　　　　　　　　　es＞　　　　　　　まず，（1）と（2＞とは共通の
　　　　　　　・萎、／巽こ　　方講鮪し他と大き
　　　　　　　．喉〆？，、”’”’t　ノ’　tt　［i・］）・共通語の／・・kc対
　　　　　　　　　　／レ▽　■’＼へ”f，．．．・・TtY／　v
　　　　　　　　　i’　　　　　＼＼　’　Y　して［Oi］が現われること
　　　　　　　ズ’へ⑤　磨墨…髄
特微である。語法の面では，二段活用消失の傾向が琶立っ。いわば，
　2♂他は［α］のほかlq　［u：ユ）・
　　　「花を」「肩を」に当たる語形
・　　　がハナー，カターと発音さ
　　　れること，恥a］騰ajの聞
　　　かれないことなどが著しい
　　　　　　　　　　　　県下で最：
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も新しい型の方言である。（1）（2）の地域は合して一区域としてもよいが，互の地
域が隔たり，かっ，二段活用を北は一段化し，南は四段化するという傾向の糊
違があるので，分けて二区域とする。
　（3）は，濃淡の差はあるが，その全域にわたって「肥筑方雷」の影響が発られ
るのが他と異なる。すなわち，終助詞パイは全域にわたり，タイは玖珠郡薦半
までを覆う。高ウシテ，安ウシテの雷いかた，準体助詞ツ（F）もほぼ全：域に聞か
れる。ヨカ，．ナカ爾語は日田郡南部にも賜いられ，バッテンさえも鼠田では聞
かれる。音韻では，アクセントが玖珠の北山田から日田地方へかけて，東京式
に近い特殊アクセント（金田一春彦氏の1地域），津江地方は一型アクセントで，
県内の他の地域（C地域）と紺立する。
　以上を除いた県下の大部が鮒（5）に属する。鮒と（5）とを分かつ主要な根拠は，
北が上二段活用をどうにか保存しているのに対し，南はそれを下二段に統合し
てしまった点に存する。
　2．方欝から見た調査地点の位置と性格
　南部方言地域は，いわぽ豊後ことぽの本拠で，その中心に当たるのが大野郡で
ある。調査地の川登村は，この郡の東南隅に．位置する。面積5．552km2，人q
3，942人（昭和29年7月現在）。一条の川を中にした，由峡の美しい村である。有
名な鍾乳洞がある。その位置が臼杵市や佐伯市に近いので，この村の方言には
両市の影響がかなり存するようである。しかし，大体はやはり大野郡の他の地
域の方響と同様の特色を保存しているG日杵衛内の雷語に比べると概して古饒
に富むといえよう。
　本文の記述は，この村のほぼ中央に位する今俵部落の，老年層の需語につい
て行ったものである。年齢層による転語のちがいは，ここでもかなり著しい。
音 韻
1．　母　音
1．1母音音棄
母音音素としては，東京語などと同様に／u，o，　a，　e，三／の五つが認められ
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る。これらに該幽する概音は，いずれも音声環境によって多少の動揺はあるが，
代表的なものについていえぽ，ほぼ次のようである。
　／u／　［u］，東京語の［m：1に比べて後馬り，墜の円めと突き出しが著しく，
基本母音の［u］に多少近い。／usi／「牛」，／9Llりmi／［9u1璽］「ぐみ」などの［u］、，
／su　io／［srkonj「酢を」の［司はそれより少し前寄り。
　／◎／　［o］，東京語の［o］に比べて，やや後寄り，唇の円めが厨立つ。／oka／
［oka］「丘」，／ko／［ko］r子」などの［o〕。
　／a／　［a］，基本』母畜［a］と［（1］の中『琶1音。東京語の［a］にほぼ同じQ／a”iine／
［a塒e〕「雨」，／ha3／〔haコ「歯］などの［a］。
　1e／　［e］，東京語の〔e］にほぼ同じ。；基本母音［ε］と〔e］の中間音。／eda／
［eda］「枝，上肢」，／ko］e／［ko・ie］F声」などのre］。
　／i／　［i］，東京語の［圭］に比べて，さらに唇が左右に引かれ，願の麗きの狭
いtenseな母音。／ii乞。／［ito〕「糸」，／Sugi／［．sgl　i］［杉」などの［圭］。
　川登方言の単語には，東京語などの／0／1，e当たるところに，／u／の現れるも
のが多い。
　｛列　　　／unulsi／　「おとなし（おまえ）」，　／ubalki／　「叔母」，／k◎tuV　r欝峯」，　／suragotu／「虚
　　　欝」，／jOTpodo／「よほど」，／kosu／「こそ（助詞）」
　1．2長母音の解釈
　この日照には，長母音［u：］［o：］［a：］［e：］［i＝］が聞かれるQそれぞれ／uu，
GO，　aa，　ee，圭i／と解釈されるb
　例　〔tu：（野e］／t掘ude／「タ匿んで］，［ko：ko＝］／kookoo／「孝行」，［ba：saN］／baas猟／
　　「；婆さん」，［n．eijaN］／nelejax／「姉さん」，［M．i：］／mii／「姪」
　1＞uu／（川登六器の／uu／）が’「／oo／（東：京語の／oo／）にi当たるところに現れるこ
とが多い。例　／ulukeN／「大きな」，／huui　duki／「ほおずき」，／kudゴu／「小
僧」，／biiNbuu／「貧乏」など。これらの例語は，かの「開合のJ8iljのなごりを
止めるものである。（注）
　（注）　指何方欝には，いわゆるr開合の別匪が見られる。すなわち，この方言とi蓋町時
　　代の京都語との間には，次のような対応がある。　　　　　　　　　　　　　’
　　　京／つつ／：川／00／，　京／00／：州／uu／
　汐ll／kjoo／「京」，／kjuu／「今擬」；／iTsloo／「一一生」，／圭・rsjuu／「一升」；／tjoo乞1◎o／i㎜町
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　　　長：」，　／tjuutjuu／　r蝶々」；／00／　「逢う」，　／uu／　r追う」；／kuroo／「暗う」，／kuruu／
　　　「墨漂う」 ；等！セ。
　　　このような開合の別は，新しい漢語などは別として，老人はもちろん中年（40歳代）
　　　以上の人々の閲にもだいたい保たれているようである。
　1〈／oo／がツa’u／（’は音負貸のきれめを添す）に当たるところに現れることがあ
る。例fkolo／「買う」，／waroo／「笑う」，／jasinoo／「養う」。
　iC／ee／は主として次のような単語に現れる。このような単語はあまり多くは
ない。た1とえぽ”／neejaN／「妓さん」，／ageeノ「あんなに」，／keetuu／『かいつぶり」，
／seeraahuku／rセーラー服」。
　K／ii／が，　f｛’／ei／（r・」／ee／）に当たるところに現れることがある。例／mii／「姪j，
／sekirii／「せきれいJ。
　この方雷の助詞「は」／wa／，「を」／o／が他の語（1モーーラの語，語末が／N／
で終るもの，語末に母音音素が重なるものを除く）に結合する場合，語末に，
／aa／；ノoo！，〆uu／　の現れることが多いQ例　／nataa／「夏は」，／hitaa／「人は」，
／honjaa／r骨は」；／hanoo／「花を」，／maduu／「窓を」，／sakjuu／「酒を」などe
　葉：京語などの語中・語尾の／awa／に当たるところに／00／が現れることがま
れにある。例　！koora／「河原」，／toora／「俵」，毎oosiro／「苗代」，／tanigoo／「谷川」。
　ぞんざいな発音のスタイルでは，第二音節以下の／uu，　oo，　aa，　ee，　i圭／に当た
るところに，それぞれ／u，o，　a，　e，　i／が現れる傾きがある。例　／ga’vkoo／～
／gafi　ko／「学校」，／seNk◎。／・v／se・yko／「線香」，／joona／～／10na／「様な」。
　雀．3　二重母音の解釈
　二重母音としては，まず，［ul］［◎i］［al］［el］が聞かれる。それぞれ／ui，
◎圭，ai，　ei／　と解釈される。　｛列　［su￥der］／suidoo／「水道」・［1〈o￥］／koli1「鯉」，
［鳥eltai］／heitai／「兵隊」，［keisatu］／keisatu／「警察」など。
　Ic！ai／はときとして▽a’e／に当たるところに現れることがある。例／maikake／
「前かけ」，／kairu／r帰る」，／saiki／「佐伯」，／sai／「さえ．（助詞）」
　K／ei〆は，’「／eeノ（／ei／と交替し得る）に当たるところに現れる。例　／heitai／
「兵隊」，ノtokei／「時計」，／gosei／「ご精」
　’ワu鉱／oi／に当たるところに，単語によって，二重母音［il］の聞かれることが
ある。（長母音［i：］が聞かれることもないではないが。）例［w凱a］「浮いた」，
　　　　　　　　　　　　　　　　音　韻　　　　　　　　　　　　　　　245
［Φiita］「拭いた」・［］ikwii］　「憎い」・［usii］「薄い」，［ariita］「歩いた」，
［niiage］「縫上げ」，［atii】「厚い」，［sam湖「寒い」，　r∫ibii］「渋い」；
［jog厩lta］「汗した」，［osil］ヂ遅い」，［∫irii3　F白い」，［sadiU「敏捷な」，
〔tilda］　　「磨し、だ」，　　など。
　この方書でも，［i］ないし［i：］の直前の子音には，口蓋化の認められるのが
ふつうである（〔gima］「蝦」，［girta］「引いた」，［∫iba］「柴」，［O∫ii］「惜し
い」，［a貞：ユ「当てよ」，［：o¢4i：］「怖い」，……）が，上のような単語において
は，こi肩の直前の子音がほとんど口．蓋化していない，あるいはそれに軽い唇二
化の認められる場合もある。これらの［ii］は，多くは無造作な発音に現れる
ので，そうでない場舎は，〔ul］ないし［oi］の現れるのがふつうであるQそ
れゆえ，この［ii］は／ui／または／oi／と解釈するのが適当であろう。たとえぽ
［Φiita］／huita／「拭いた」。　cf・〔gi・ta］／hiita／「引いた」，〔osii］／0soi／「遅い」。　cf．
£o鍬］／osii／「惜しい」。
　T／ai／に当たるところに二重母音£e6］（または［ε6］，まれには［ae6］も）が
聞かれることがある（長母音［el］が聞かれることもないではないが）。
　例〔w戯a］「湧いた」（［westai［e・・ta］とも）・〔nageE］「長い」，［ak醐「赤い」・
〔a＄蕊］「浅い」，［de訂。］「在所」，〔de…k郎r大工」，£kat磁］「堅い」，［kure5］「賠い」t
［ame6］r嘱’い」，など。
　この方言では，［e］の直前の子音にふつう軽い口蓋化が認められる　（rase］
「汗∬ka（静e］「風ゴ，［m．igSe］「見て」……）のであるが，上の二二における，
r－e6］の直前の子音には口蓋化が認められないのがふつうである。これらの〔e6］
などの二重音は，多くは無造作な発音に現れるもので，そうでない場合は［al］
が現れる。それゆえ，この1：e61などは〆ai／と解釈しうると思われる。すなわ
ち，［we6ta］／waita／「湧いた」，［nage5］／nagai／「長い」，［de6kg］！daiku／
「大工」のように。
　（注）一方，口蓋化子音に導かれる［e：］もあるeしかしそのように発畜される部分
を坐する単語は多くはない。かつ，そういう単語では，［er］と交替して［．a1．］　が聞かれ
ることがない。　例　［ge：jaN］姉さん，［atl　er］あんなに，［koge；］こんなに，［1ge：tu：］
かいつぶり，饒6＝maウ墳」でしゃばる入，匿e＝raΦ出射セーラー服，［驚e＝tor婦メート
ノレe
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　1．4　その他
　三重母音は聞かれない。母音音素が三つ以上連続するとき’は，その中に必ず
音節のきれめがある。例／o’ui／「多い」，／0▼uu／「多う」；／a’ui／「青い」，／a’uu／
「青う」
　この方喬における7母音の無声化ないし脱落の傾向については，観察が不十
分であるから，記述をさしひかえる。
　2．　子音
　川登方言の子音音素は，／」，w；h，9，　k，　s，　r，　n，　d，　t，　m，　b，　P／の13。
東京語に比べると，／射および！z，c／の三つを欠いている。酬を有しないの
は，九州認可としてありふれたことであるから，別に説明する要はないであろ
う。／z，c／を欠くことについては，次のモーラの項で説明する。
　なお，ここで，下に掲げるモーラ表について，干音一般に共通する事項を一
々記しておこう。
　まず／i／軸の子音に（広い意味での）口蓋化が見られることは，東京語などと
同様である。
　／e／軸においても，その子音にβ／軸の場合ほどではないが，やはり口蓋化が
認められる。特に／se，　de，　te，　ne／の子音において著しいが，そのほかの／e／
軸モーラの子音にも，おしなべて軽微なP二化が認められるようである。
　｛列　　　［kage］　／kage／　「影」，　〔：〈e：tor醤］　／geeteru／　「ゲートル」．　［tok，ei／　／tokei／　「iVf＝
汚血」，　［ミenaka］　／senaka／　「背に戸」　［（恥zeil〈iN］／deikiN／　「税金＿1，　［し§e］／te／　「手」，［han，e］
Ihane／「羽」など。
3．　モ…ラ
川登方言のモーラの体系を表心すれば下のようになる。
???????
??? ?
??????
???????
h圭
9三
ki
si
ri
ju
hju
gju
kju
sju
rju
jo
hjo
g30
kjo
sjo
rjo
ja
hja
g］a
kja
sj’
rja
wa
gwa
l〈wa
nu
du
tu
mu
bu
pu
no
do
to
mo
bo
po
na
da
ta
ma
ba
pa
1
ne
de
te
me
be
pe
n至
di
ti
Illi
bi
pi
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dju
匂U
mju
bjtl
pju
njo
djo
tjo
mjo
bjo
pjo
nJa
dja
tja
mja
bja
pja
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　上の表で，縦のならびを「軸」といい，横のならびを「行Ulということにし
よう。以下，行を追って問題点を取りあげていくことにする。
　まず，第一の行で問題になるのは，／e／および／je／，／we／である。母畜モー
ラ／e／に該当する膏節は［e］でもあるが，ときとしては，入りわたりに弱い摩
擦音凹を伴ったVe］が聞かれることがある。例　　［eSi〕tv　F・ie6i］えび，
£tue3～［tuie］杖，［eN］N［jeN］縁。一般に／e／軸モーラの子音に軽い口蓋化
が見られることはすでに述べたが，これらは音韻論的に無意味な特徴だと考え
られる。Pe］も同様，／e／と解釈してよい。
　一一一Vi，東京藷の「焼いた」「早い」に当たる語1よ，［la｛ta］［hajai］ともいうが，．
また「je詫a〕llhaje：］のように発音されることがある。このギj］は，［」ebi］な
どの［jjに比べ，強くて明瞭な摩擦音である。かつ，1＝e：ta］「開いた」と［je：taj
「焼いた」とは明らかに湯引される上に，一般にLe＝コの前の子音には1婿油化が
ほとんど認められないのであるから，　これらの［je：］は／jai／と解釈するのが
適当であろう。
　岡様に，〔we：ta］「涌いた」［saweida］「騒いだ」「jowe：］「§野い」などの
［we：］は／wai／と解釈される。
　h行のモーラのうち，／hu／に該当する膏節は両唇摩擦音で始まる［ΦU］であ
る。例koohu／〔to＝Φu］豆腐，／huta／LΦりta］蓋。／hi／および／hi／の子膏は，．
ほぼ［引で表わしうるが，東京語の／hi〃hj／の子音ほどには強い摩擦音が聞か
れない。なお，／he／の子音には，弱い短いわたり音が聞かれることがあるYhei／
［｝｝jei］「塀」。
　（注）　「灰」をEΦe：］と発音する老人もたまにはあるという。これをとりあげれば，上’
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のモーラ蓑も修正しなければならない。しかし〔Φe：］を鷹接聞き出せなかったし，ふつ
うは［hai］と発音するから，表には入れなかった。
　9行，k行には／gwa／，／kwa／という東京語には兇られないモーラがある。
その頭に該当する音は，それぞれ唇音化した［笛［績である。
　例　／gwalN／［gaN］「元金」，／du’lgwa／［d頗a］「図画」，／kwalsi／慾a∫i］「菓子」，
fsuikwa／［suika】「水瓜」。
　（注）　この［9］濾］は，室町時代の京都語の／gwa〃kwa／の子音音索に番たるところ
に現れる。　／gwa／：／gaノ，／kwa／：／ka／の渥llは，40歳代以上ではよく保たれている
が，若い人々の閥では急速に失われようとしている。中学生は金く／gwa〃kwa／を有し
ない。なお，「鍬」を［kwa］と＄いうことがある。
　s行のモーラのうち，／si，　sj／の子音はほぼ東京語のような［∫］。／se／の干音
も口蓋化した［§］であるが，まず東京の［s］と［∫］の中門音と見てよい。こ
の［s］の調音点は上歯茎の後部（この方言の［∫］の場合より前）であり，前
舌面がかなり持ち上る。音色はやや［∫］に近い。例［「alse］「汗」，［elernalka］
「背中」，〔ミe：ra：（鱒k蝉セーラー服。ただし，［afsel：〕／asai／「浅い」，［Fse玩a］／saital
f咲いた」o
　／si／は，／t／の前では／hi／と交替する額向がある。　例　／Usitttlru／〔u∫tur瞬N
t）^ uhitulru／撫gtur竪］「捨てる」、／s玉tikudo、i／［∫til〈udii］・v／hitikudoli／　［§tlkud圭i］
「しつつこい」，／sitogi／［∫；to¢i］・）／hitogi／［gto白i］「しとぎ（棟上の時の置き餅）」。
　東京語のz行並びに。行に当たるものは，この方言では，それぞれd行，七行
に統合されている．と解釈される。これが音韻体系の上で東京語などに対する最
も著しい相違点であろう。
　まず，v／zu／に当たるところに［du］（注1）が聞かれる棚に［dzu］が聞かれる
ことはない。すなわちズ・ヅの別は存しない）。例［durk，ki1N］「頭巾」，［a爺uk謂
ギ小豆！，［rsuldum，e］「雀」，［rkaldv］「数」。このことは，’iγcu／に当たるこの方言の
音節が［tSU］でなく，［tu］である（例　隣u、ba］「鷺」，［na「tu］r夏」）のに平
．行ずるQ
　次に，東京語のfzo／と／do／，／za／と／da／に．当たるところに，それぞれこdo］，
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［da］が聞かれる（注2）（すなわち，ゾとド，ザとダの区朋がない）。例［do「：saku3］
「造作」，［doi’robikg］「そろびく」；［〈e「doi：］「外道」，こdo「gi鵡「土概」；こda「∫2kil］「座敷」
〔a「da］「黒子」；［da「mal］「牝馬」，［kerda，lii］「支谷」。
　葉：京の／ze／と／de／に当たるところに，ふつう［ヤe］が聞かれる（注3）（すなわ
ち，ゼとデの区別がない）。例　鰹e1」・i】「銭」，臣a「げe1］「風⊥　［fd．7・lrg］「出る」，
〔soFd4e］「袖」。これはT／te／に当たる当力の畜節がふつう［te］である（例［断e13
「手」）のに平行する。
　さて，この方雷のダ（ザ）行，タ行の蕾節を並べてみると，概略，
　　　du　do　da　d7te　d7ti　d’｝u　dgo　d’ta
　　　tu　to　ta　tse　tEi　g8u　tao　tSa
のようになる。これらを薬京語におけると同様のしかたでまとめて，
　　　　　　　　　　　／ze　zi　zJ’u　zJ’o　zj’a／
　　　　　　　　　　　／ce　ci　cju　cjo　cja／
　　／du　do　da／
　　／tu　to　ta／
と解釈するのは適当でない。東京のz行は，s行に平行的であるのに，当方は
！zu，　zo，　za／の箇所があく。また東京の。行は／co，　ca，　ce／の簡所があいて
いるが，こういうモーラの現れる単語が全くないというわけではない。これを
埋めれば，全：くZ行に平行的である。しかるに当方では，そういう単語（ftSUコ
［tsol［tsa］と発音される部分をもつ単語）が，全く見当らない（注4）ので，
！CU，　CO，　ca／のあきまを埋めることができない。それゆえ，上の解釈を採ると，
音韻体系の均斉がこの箇所で著しく損われることになりそうである。
　次に当方の〔串］，；［ta］は，その破裂の後に聞える摩擦音が東京の［d3］〔£∫］
のそれに比べて短くて弱い。東京語のような完全な「破擦音」とはいえない。
また，この方書では，〔d］と［¢z］，［t］とLtS］は，互に桐補う分布を示して
いるから，結局上の2行は，
　／du　do　da　de　di　dju　djo　dja／
　／tu　to　ta　te　ti　tju　tjo　tja／
のように解釈するのが適当ではないかと思うQ
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　（注1）　この［du］［tu］の子膏の調音に際しては，舌端の前部が歯茎の前部について
囲鎖をつくる。［da］［ta］（「駄」，「照」などの）の［dj〔t］より少しうしろ。なお前庭
畷が硬欝蓋に対しいくぶん持ち上る傾きがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）　個人によっては，［d50］［dllalの境れることがある。しかし，そういう個人に
別に［do3　［da］が現れることはないようである。　また，土諮の老入でゾ，ザを£‘lzo］
［dza　Ll　，ド・ダを［do］〔da］と区鋼する個入も全くないわけではない。が，その数はき
わめて少ないと思われる。
　（波3）　加入によっては，［卍e3［t§e］でなくて，［d．e］［telが現れることがある。ま
た，r大工」「旧い」などには［de＝k》］［ite：］のように，ほとんど難蓋化しない［d］［t］
が聞かれることが多い。これは，すでに述べたr浅い」を［ase：］　と発音する傾陶と平
行的である。
　（控4）　たとえば，よく引き合いに幽される／go’rcoo／「ごちそう」，／0toTcax／「お父さ
ん」，／koicaa／「こいつは」などは，［gossor］，［otottaN］〔koitaa］のように発音される。
　／deガte／が／di／／ti／に転ずることがある。
　例　／madi／「まで」（助詞），　／jaNgati／「やがて」，／ti／「て」（助詞）
　r行の子音は，ふつう東京語のそれとほぼ同様の一種の弱い破裂音である。
語頭以外では，弾き音あるいは摩擦音と交替することがあるのも同様である。
［1］は聞かれない。また，この方言にはいわゆる「ダ行・ラ行の混剛は児受け
られない。ぞんざいな発音のスタイルでは，翠雨以外のr行のモーラはしぼしぽ
〆N／と交替する。例　／sorenara／rv／soNnar　／，／inulru／～／inu「N／「帰る」，／siTtjolru－
ka／N／siTtlo旗ka／「知っているか」，／sorekara／～／sorekax／
　岡じくぞんざいな発音のスタイルにおいては，n行，　m行のモーラも，語頭
以外では，／N／と交替することが多い。特に助詞「の」／no／，「に」／ni／，　「も」
／mo／（～／mu！）において甚だしい。例／kogena／r）／kogeN／「こんな」，／senjaa
照ra》～／seN　naraN／，／inuga／・v／iNga／［igga］「犬が」，／ano　hoN／iv／aN　hoN／「あの
木」，／tani　dejoru／～／tar　dejoru／「田に行こうとしている」；／nats’nlmo／tN・fna・x’nits’／
r何も」。／itudemo／tV／圭Ttex／。
　この方言には，／mju／の現われる単語が少なくない。　例　／mjuu£o／夫嬬，
／umjuu／埋めよう。
　／T／は，東京語と罵様に，母音音素の後，／k，s，　t，　p／の前にのみ立つ。東京
語などの偽，z，　d，　b／などに当たるものの前に／T／が来れば，それらは／k，　s，
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t，p／として現れる。　例　／huTka／「禰が」，／roTkwatu／穴月，／teTto／「鉄道」，
／ha’rtooki／「発動機」，／nawsja／「梨じゃ」，／koTtja／「事じ癖」，／aTpii／「遊びに」（小
児語）。
　／N／は，母音音素の後にのみ立つ。それに該当する音は東京語などと闘様，後
に来る音のいかんによってさまざまである。当方にはいわゆる「語頭の溌音」は
存しない。「馬」「梅」などは，［u「ma3」［u「mejのように発音される。また／N／
で終る語に，東京語などの「を」「は」などに当たる助詞が結合するときには，
いわゆる連声が聞かれる。例　／hONnu／「本を」，／hONna／「本は」。
　最後に，前のモーラ表で，第1行および／gwa／，／kwa／，／T／；／N／を除けば，
この方書のモーラには構造上一般にCV，　Cjvという二つの型が認められる
が，当方にはいくらかCV＞CjVVの傾向があるようである。その例／kinjuu／
「昨口」，／sjonelmu／「そねむ」，／djolori／「草履」，／taNdjakuノ「短癬｝」等。
文 法
　用登一例の「活用語」には，東京語などと同様に，「動詞」「形容詞」「形容動詞」
および「助動詞」の4種が認められる。
　L　i動　詞
雀．1　活用形
　いま，この方書の動詞kiru「切る」を例にとってみよう。　kiruの活用形と
しては，下の八つの形が現れる。
　kira一　1〈iri（一）　kiT一　kiru　kirjaa　kire　kiroo　kireedi
kiτa一の形は，助動詞一N（打消），一・Nsu（尊敬），一ruru（受身・可能），一su
ru（使役）が付く形である。一Nsuの付いた用例：
　　／te　o　kira一・Nsu－na！／　「手をお切りでないよ。」
　　／moo　ii，　hai　kirA－Nse！／　「もういい，早くお切り。j
kiri（一〉の形は，助動詞一jaNsuru（丁寧），一tai（希望），一kiru（能力），一joru
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（進行態），一mai（意志・推量）などが付《形である。
　　／hee，　korjUtt　k童ri－jai　suru　na？ノrヘー一，これを切りますか。」
　　／uukeNki　dja　kii，　omaidoo　kiri一一kiraN　roo4　「大きな木だから，　おまえ　切
　　　り得ないだろう。」
　　／ima　kiri－joru　de，／「いま切っているところだよ。」
また，ni（’）i）を介してjukuなどに，　wa（～a），　mo（tvmu’）N）などを介し，
てsuruなどに続く。また，　mOTteなどの助言司を介して他の動詞の類に続く
形でもある。「中止法」としてはあまり現れない。
　kiT・一の形は，助動詞一ta（過去・完了），一一tjoru（存在態）などの，助詞一te
（Nti），一ta「i，”tarikoの付く形Q
　　／雛jaa，　sogee　misiko◎，　kamjuu　kiτ一tariko　se・y．　／「わたしは，そんなに短く，
　　　髪を切ったりなどしない。」
　kiruの形は，言い切りの形，また連体修飾語に用いる形である。また接続助
詞ga，　keNdo，　nii，　kii，　noTte　（原因。理由）　nari　（並　］」），　katadii　（同時），
……G終助詞ka，　na（質問）一na（禁止），　de（強調），　do，　e，　waN，　wai…；
問投助詞naa，　no◎などが付く。
　　／te　o　kiru　kii，　ki　o　tuk玉ija！／「手を切るから，気をつけろよ。」
　また，助動詞のroO（推：量），　gotaru（推量・様態）もこの形に付く。
　　／doomu　te　o　kiru　gotaru　naa．　「どうも手を切りそうだねえ。」
　kirjaaは，（おもに仮定の）条件を表わす形である。
　kireは，言い切りになって命令を表わす形である。
　kirooは，おもに言い切りになって意志・推量を表わす形である。　kiruの形
に付く助動詞や助詞の付くこともある。
　　／doomu　te　o　kiroo　getaru．／
また，一dotu　suruという語に続いて，「将にしかじかせんとする」という意味
を表わすこともある。．
　　／kusoo　kiroo　dotu　sitara，　uukeN　hebi　ga　dete　kita．／　「草を切うとしたら，
　　　大きな蛇が出てきた。j
　kireediの形は，言い切りになってFしかじかしないことがあろうか，する
に決っている」というほどの意味を表わす。終助詞のja（強め）などが付くこ
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ともある。
　faNjatu　deN　kusoo　kiru　kotaa　aN　no　1〈a　e？　sorjaa，　marekanja　kireedi！／
　　「あいつでも，草を切ることはあるのかい？そりゃたまには切るに決ってるさ！」
　kiruにはこのような八つの形がある。　kiruと同様に八つの形を有する動詞
も多いが，また，それよりも少数の形を有する動詞もある。しかし，動詞とし
て共通の多くの用法窃，それだけの形で分担しているのであるから，やはり
kiruなどと同じ八6の活用形を有すると見なしてよい。
　八つの活用形に，いま仮に，「未然形」「連用形」「無名形」「基本形」「条件形」
「命令形」「推量形」「揚雷形」という名称を付けておく。
　1．2　活用の種類
　いま，この方言の大多数の動詞のひとつひとつについて，上の八つの活用形
に当たる形を求めて配列すれぽ，各動詞の活用形の系列が得られる。さらにそ
れらの系列の異同を検して分類すると，次の6種17類の「活用形式」を見出す
ことができる。
　まず，kiru（切），　toru（取）…や，　tatu（立），　motu（持〉・・などは同一の
旭町形式を有すると認められるが，これらの活用形式は一般に，
｛語 麩綱目劃無幽鮪二二盛遜・郵璽珍！耀1
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と表わすことができる。「無名形」において，「二二」の交替，（NVC）～（～V）
すなわち（一）r・V（……りを認めなけれぽならない。
　これに準じて，全動詞の活用形式を示せば，下表のようになる。
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　　この表を一覧すれぽ，すぐわかるように，（i）から⑳までは，語基の交替を問
わなければ，ただ無名形に小異があるだけで，他は全く同形式の活用である。
それゆえ，この11類を一一・tsして，仮に「アソ活用」ということにする。打消
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kiraN，　mataN……の末尾をとったのである。同様に，（lt：）を「ナン活用」，㈲を
「ラン活用」ということにする。この王種にはまた共通性があるから，総称して
「アン式活用」といってもよい。（t4＞（15）はまとめて「エン活用」，㈲は「コン酒
用」，（17）は「セン活用」と呼ぼう。
　以下に，餐活用形式に即する動詞の例を示すQ
アソ活用
（1．）iru（要），　uru（亮），　osjo〕ru（折），1bilru（弄）；ultu（打），　kaltu（勝），　moltu
（持），jodaltu（思い立つ）など。　alru（有），　oru・godalru（居）もこの類。　alruには
命傘形がないが，これはalruだけでなく，益上章氏のいわゆるギ所動詞」はみなそう
だから，それをもって油類の活用とするのは不当。また，東京語の上一段動詞の「借り
る」「刈りる」「足りる」に当たるkaru，　taruなども。
C2）umu（産），　ulmu（膿），　sulmu（済・澄），　kumu（汲）など。2モーラの／Cumu／
という型の動詞がすべてこの活用。
〈3｝ai郵瓢u（歩），1〈odumu（積），　asubu（遊）など。2モーラのものは，　nulbu（仲）
だけ。
ωnolmu（飲），　tobu（飛，走），　jerokolbu（喜）など。
（5）hasalmu（鋏），　kagamu（屈），　egamu（歪），　orabu（叫）など。
（6）　os難mu　（惜），　rikilmu　（プ」）　など。
〈7＞hiku（引），　k圭ku（聞）；jusug慧（浬），　udulku（ずきずき痛む），　tul！〈u（着〉，tuku
（突），kudu拾u（壊），　kakulsu（隠）などQ；helgu（劇），　homeku（暖），　simelsu
（濡）など。；tolgu（磨），　noku（退），　okolsu（起），　modolsu（戻），など。；sawalgu
〈騒），hutalgu（塞），篇aku（泣），　jaku（焼），　salsu（指），　hanalsu（話）など。
（8）OStt（押），　kosu（越），　kesu（消）の3語以外に例を知らない。
（g）iku（行）1語だけ。他に，　moti－kuru，　toti－kuruがあるが，　一kuruと含して1
単語と晃るべきである。　　　　　　　　　　　’
〈1e）uu（追），kulu（食），　suu（販），　nulu（縫），　joku1R（憩），　omulu（思），　juu（欝），
julu（酷）など。
Ql）O’IO（会），　kOO（買），　utOO（歌），　tUNnolO（運），　warOO（笑）など。
ナン活用
働　inulru（帰・表〉，　sinuru（死）の2語だけ。文語ナ行変格活用に桐当するもの。
ラン活用
⑬　milru（見），　hilru（干），　niru（似・煮），　klru（着）。文語上一段活用に絹当す
るもの。ただし，ilru（居）は用いない。」癬斑（射）はアン活用。また，　delru（幽），
neru（寝）など2モーラの，文語下二段に梱配するものもある。なお，　ke’lru（蹴）は
アン活用と見られる。
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　エン活用
　鋤　ukulru（受），　usitulru（捨），　jokulru（避）など。文語下二段の語に相当するも
　の，および，otulru（落），　dekulru（出来），　oduru（怖），　sugulru（過）などもおし
　なべてこれ。つまり，この方里には，上二段に相当する活屑形式が失われている。なお
　siilru（強）はアン活用。
㈲kojuru（越），　OSQjuru（教），　uJuru（耀0など。
　コン活用
　Q6）ku、ru（来）のほかに，　motikulru，　totikulruも入れてよかろう。
　セン活用
　㈲　suruのほかに，　godaNsuruも，ほぼこの活用と見てよい。ただし，　未然形は，
　90da｝ise一だけ。なお一一suruの熱合した動詞としては，　okusulru（臆），　kaTsulru（撫
　勢）の2語ぐらい。sodulru（損），　hoodulru（焙），　booduru（呆）などは，エソ活用
　にはいりそうである。
　1．3活用形の用法
　動詞の活用形の用法については，すでにアン活用のkiruを例として述べた
が，活用形式の未然形などの用法に小異がある。すなわち，
　i）　エソ活用・コン活用の未然形には，助動詞一raruru，一sasuruが付いて
一ruru，一suruは付かない。セソ活用のsuruには，一ru撒，一suruが一saの形に
付く。一raruru，一sasuruはse一の形にも付かないようである。なおgodaNs耀u
にはこの種の助動詞が付かない（一般に「所動詞」の未然形には，受身・使役
・尊敬の意味の助動詞が付きにくい）。
　ii）　ラン・エソ・コン活用には，その未然形ea　一Nsuも付くが，連用形に同
じ意味の一saNsuが付くことがある。セソ活用のsuruをこは，一Nseがse一の
形に付くのがふつうである。mira－Nse　r）mi－saNse，　uke－Nse（・uke－saNse，
koN’一一se　tv　ki－saNse
　iii）助動詞一maiは，アン・ラン両活用には，基本形に付くこともある。
　　tori－mai　N　toru－mai，　de－mai　N　deru－mai
　以上の3項が，そのおもなものである。
2．形容詞
　2．玉　活用形
　形容詞samui「寒い」には，次の六つの活用形が認められる。
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　（連用形）　（無名形）　（基本形）　（条件形）　　　（推量：形）　　　（揚言形）
　samuu　samukaT一一　samui　samukerjaa　samukaroo　samukareedi
　samuu（連用形）は，連用修飾語に絹いる形である。また補助胴言aru，　na量
などに続く。
　ノsamuu　naTta　naa．／　「寒くなったなあ。」
　　／kotosjaa　tiTtOmu　samuu　nai．／「今年は少しも寒くない。」
　こういう用法は動詞には見られなかった。またこの形に助詞de（「て」に当
たる）が付くQ
　／samuu－de　lscotaeN．　／　段階くてたまらない。」
中止法には用いない。動詞の連用形に付く多くの付属語がすべて付かない。
　samukaT一（無名形）には，助動詞一ta，助詞一・tari，一tarikoが付くだけで
ある。
　samui（基本形）の用法　動詞の基本形と一致するところが多い。samukerjaa
以下の形についても同様である。動詞の命令形に当たる形はない。
　大多数の形容詞は，このsamuiの各形と同じ用法の六つの活胴形を有する。
2．2　活用の種類
　形容詞の活用形式には，次の4類がある。
睡基
　ii例
（1）　i，　sam－a
　ii
②卜
　鋒
（3）　1｝ak一一
（4）
s
｝　SUZUS一
連用形睡名形瞬形
一uu　1－ukaT－1　一ui
　　　　　　　l
一uu
　　　　f－okaT一一　i　一〇i
l　’1
一〇〇　11　一akaT一
一ai
一juu　1－ikaT一　i　一ii
条件形睡量曜揚言瑚
　　　．　　1ご督脇）i一一uk・… 1　一ukareedi　1
r－Oukfi5“r’Fa）1－okaroo　1，　一〇kareedi
一akerja
（一akarja）
　　　　　i
－akaroo　1　一akareedi
一ikerja　　　　　一圭karoO（一ikarja） 一ikareedi
　（1）の野洲をウイ活用，（2×3）（4）をそれぞれ，オイ活用，アイ活用，イイ活用と
呼ぶことにしよう。ただ「好い」はオイ活用であるが，基本形が常にiiとなる。
以下に，各活用の語例を少しあげておく。
　ウイ活用　atUli（暑，熱），　atUi（厚）・USUi（薄）・SetUii（つらい〉，　nUkUli（澱）・
nuruli（緩，鏡），　dirUli（湿），　OdUli（怖）；kOiui（濃），0▼Uli（多〉，　a’Uli（青）など。
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　オイ活用　kureli（黒），　oso圭（遅，　hutoli（太），　kadoli（桿）など。　E注3これらの
／ui〃oyは，［ii］または［ii］のように発音されることが多い。
　アイ活用　akai（赤，開），　kinai（黄），　aSai（浅），　matai（鏡），　jaWai（軟），
nigijal〈ai（賑）など。（注）これらの［ai］は，［e6］または［er］のように発音されるこ
とが多い。
　イイ活用　SU▼ii（酸），　ibiSii（気味がわるい），　OSii（借，欲），　SakaSil（たっしゃな），
me・ildoosii（はずかしい），　hotetoos宝i（さわがしい）など。
　2．3　活用形の用法
　形容詞には，語によって上の活用表以外に次のような形が現れることがあ
る。どれもすべての形容詞に通じて現れる形ではないから，表には雀いた。
　i）　いわゆる「語幹」（語基ではない）
　　／oo　samu！f，／niku　ja　nOO！／など。
　ii）　…kari一の形
　　／jokari一・soo／，／nakarl－soo／など。　josasoo，　nasasooは聞かれない。
　iii）…kereの形
　　／kane　kosu　nakere，　isagii　otoko　dja．　／など。　これを象言うまでもなく
「係結」の残存である。
　3．形容動詞
　この方雷では，「形容動詞」を序詞として認める必要はさほど感じられない。
　第一に，東京語などの場合と同様，語尾のdjaは助動詞のdjaと見てさし
つかえない。
　次に，東京語などにおいて，形容動詞として活用する語に禮当するものの多
くが形容詞として活用する。その例．maTkee「真赤な」nlgijakeer賑やかな」
sikakui　r四角な」ootjakui「横着な」kinodoku圭「はずかしいj　djoobui　r丈
夫な」など。なお，東京語の「きれいな」「おっくうな」rめんどうな」などに
相当する語がなく，utukusii，　jodakii，　jaekurosiiなどを用いる。
　第三に，一niまたは一naの形のみを有し，一djaとは言わない語も多い。
例　marekani「たまに」tootekini「てきめんに」，　gjoori「たいそう」，　atadani「にわ
かに」；nohuuna「横着な」maN　rokupa「十分な」，　muteena［mugEe：na］「むちゃな」
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など。
　しかし，形容動詞を認めるならぽ，全体としての用法がほぼ形容詞に等しい
から，その活用形も，形容詞に準じて，次のように五つのワクを設けることが
できよう。もっとも，実際の形は八つである。
幹語
例、u、i｝
mu・
野　用　形
一ni
－de
　　　　　　　　　　　無名形中本形降件形睡量形
一djaT一dja－na
　　　　　T－um一　1
－narjaa　1　一djaroo
　形容詞の「揚雪形」に当たる形はない。budini　aree　diのような旧いまわ
しをする。
　形容動詞の活用形式はこの1種だけである。
　各活用形の用法を略述する。
　一ni（r）i）の形は連用修飾語として，また捕助用言aru，　naiなどに続く場
含に用いられる。
　　／budi－i　suNda．／，　／budi－ni　aru　ka　e？／
つまり形容詞の連用形の用法と同じだけの用法がある。なお，niは玉と弱まる
ことがある。
　一de（Ndi）は中止法に用いる。形容詞の連用形にde（te）の付いた語形に
当たる。
　／mina　N　budi－di　omedetai　koTtja．／「皆も無事でおめでたいことだ。」
　一djaT一の用法は形容詞の無名形と同じ。
　基本形は三三つある。　ふつう言い切りには一dja，連体法には一一naを用い
る。ゼ冒語尾の形tlこは，疑問のna，　kaが付く。rooは一djaに，　gotaruは
一naに付くが，その他の付属語は，一一dja，一naいずれにも付く。
／b・di二罷k・Nd・（・ii・kii…T・・……）／
／m・・i＝齢w・N（W・i・naa・k・T・3・〈強調灘詰〉）／
　一narjaa（～nara，～naN）は，おもに仮定の条件を表わし，一一djarooは
言い切りで推量を表わす時などに用いる形である。
　4．　助動罰
t
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　よく用いられる助動詞としては，下のようなものがある。
　（i）一NSU，一＄aNSU　尊敬の意味を表わす。敬意はさまで高くはない。・一NSU
は動詞の未然形に，一saNsu　はラン活用，　Ptン活用，コン活用の連用形に付
く。活用は’動詞型。ただし，現在では基本形（それも禁止の一naが付くときだ
け）と命令形しかない。
　　×　×　x　一一Nsu一　×　一Nse　x　×
　　x　×　×　一saNsu一　×　一saNse　×　×
例　　／sogeN　tokoro　i　ika－Nsu－na！／「そんな所においででない。」
　　　／Omai　X　OmUU　gOtU　Se－XSe！ノギおまえの思うとおりになさい。」
　　　／kimonagoo　tate－saNse　！／「心強くがんばりなさい。」
　　　／miy、　na　ki－saNse　！／「みんなおいで。」
一Nseを樋siともいう。さらにsiを落してただ一Nということも多い。／hai
ko－N！／「早くおいで」，／arjuu　mira一一N！／「あれをごらん」。敬意はごく軽く，
kui，　mijoというよりはややていねいな命令表現である。なお，　nasa－Nsii，
kudasa－Nsii，　kuda－Nseという形でしか現れない動詞もある。／gomeNna
saNsii，　sakjuu　iTsjuu　kudaNsel／
（2）一N　打消の意味を表わす。動詞の未然形に付く。活用は特殊形。
　　　　（連用形）　　　（無名形）　　　（基本形）　　（条件形）
　　　　　一di　一daT一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一N　一nJaa　　　　　－Ndi　一NdjaT一一
例fhodu　nube－dl，　hadime－njaa　nara－N　ga……／
　　　＃kitoo　nakerjaa　ika－Ndi　sumu．／
　　　／0maidoo，　huwnara　hitotumu　ika一一N　dukui　suxda　ka　naa？／　（一dukuiは，　形
容詞のnaiや助動詞一Nに添えて「ままに」，「なりに」の意を表わす。）
　　　／kogeN　kotui　naroo　taa　omuwadaTta　ke．x’do…／
　一njaa　nara－Nは一一N　nara一・N　と～もいう。／moo　ina－N　nara－N／
　助動詞「一ない」は金く用いない。
（3）一ruru，一raruru；一suru，一sasuru　前二つは，受身・可能，後の二つは
使役の意を表わす。ともに動詞の未然形に付き，活用は動詞型エン活用。
｛4）一ja長suru　東京語などの「ます」に当たるところに用いられる。動詞の連
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用形に付く。活用は動詞型，セソ活用に近い。
　　一jaNSe一　　×　　一3aNS1一　一，aNSUr競　　一jaNSUrjaa　　　×　　一jaNSjUU　　×
　　／lie，　naNnimu　deki－jaNse－N．／，　／dol〈ui　oide－jaNsi－ta　na？／
現在では一masuが多く用いられ，これはあまり用いられないようになった。
　一tai願望の意を表わす。動詞の連用形に付く。活用は形容詞型，エエ活用。
（6）一kiru「能力を有する」意を表わす。動詞の連用形に付く。活用は動詞型，
アソ活用。ただし，命令形を欠く。
　　／hanasi－kiri　mu　seN　nii・・・…　／
　　／moo，　mamaa　taki－1〈iru　de．　f
（7）一一mai否定的意志あるいは推量を表わす。動詞の連用形（アソ式活用には
基本形にも）に付く。活用は特殊，基本形だけ。それも連体法にはあまり用い
られない。
（8）一joru　「動作・作用が進行・継続の状態にある」意味を表わす。動詞の連
用形に付く。ただし，いわゆる「継続動詞」に付くのがふつうで，「状態動詞」に
は付かない。もっとも，／UNdookai　ga　ari－joru・／　とはいうが，、この場合の
aruは，継続動詞と見られよう。「瞬間動詞」に付けば，「今将に……しょうとす
る状態にある」の意を表わす（／neko　r　sini－jortt　do！／）。　「状態の発端を表わ
す税調三に付くことは全くない。活用は動詞型，アソ活臥
（9）一・ta過夫・完了などの意を表わす◎広く用雷の無名形に付く。活用は特殊。
　　　　　　　　（基本形）　　　（条件形）
　　　　　　　　　ta　tarjaa
　　　　　　　　　　　　　　（tara）
㈹　一tjoru　r動作・作用が完了してその結果が存在している」という意味を
表わす。動詞の無名形に付く。ただし状態動詞には付かない。発端動詞は常に
一tjoruを俸う。継続動詞に付くときは，一joruとは異なった意味を表わす。
　　／ame玉huri－joru．／「雨が現在降りっっある」の意。
　　／ame　i　hUTtjoru．／「現：在降っているとは限らないが，降った結果（路が
濡れているなどの）が存している」の意。活用は動詞型，アン活用。
㈹　動詞の連用形や無名形に付く助動詞的な語には，一kakuru（発端），一一uusurtS
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く完了），一naosu（再行），一tjaru（「てある」の意），一・tjoku（「ておく」の意）
などいくらもあるが，すべて省略する。
側　roO　推量を現わす。用言の基本形に付くQ活用は特殊。基本形だけ。
　　／koko　i　kite　kara，　moo　rol〈udjuuneNnu　kosu　roo．　，／
　　／sogeN　kotaa　nai　roo．／
姻　一gotaru　「……に¢J．ている，……のようだ，」あるいは「……と推定され
る状態にある」という意味を表わす。noを介して体言に，颪接に用書の基本形
に（推量形にも）付く。活用は，次のように特殊である。
　（連用形）　（無名形）　（基本形）
　　gotu　gotaT一　getaru
／marude　onago　N　gotaru．／
／ame　i　huroo　gotaru　do！．／
／moo　ikareN　gotu　naTta．／
（条件形＞
gotarjaa
（推量形）
gotaroo
　なお，gotuの形は，方向を示す格助詞のようにも用いられる。
　／simo　N　gotu　ike！／
　gotaruと1司様な意味に，　huudja，　joodjaなどを用いることもある。
磁）dja　東京語の「だ」と同様の意味を表わす。体言やそれに相当するもの
に付く。活用は，
　　　　（連用形）　（無名形）　（基本形）　（条件形）　（推量形）
　　　　　de　djaT一一　dja　narjaa　djaroo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（nara）
deには，補助用書のaru，　naiなどが続く点，形容動詞の連用形の場合と小
異がある。
　5．　特徴的な助詞とその用法
　特徴的な助詞のうち，重要なものだけを三四選んで記述する。
　　（1）童主格を示す。まず例をあげる。
　　　　　／soo　dja，　ii　kotu　i　aru．／　「そうだ，いいことがある。」
　　　　　／癒wai　hana　i　saitjoru．／「庭に花が咲いている。」
　　　　　／kogee　ame　i　huTta　tjuu　kataa　nai［ne6］．／rこんなに雨の降ったという
　　　　　ことはない。」
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　　　／naNbo　na　e？iTsjUU　i，／「いくら？一升が，」
　　　ノtie　i　tuita．／　「知恵がついた。」
　意味・用法は，主格のgaと同様であるが，名詞などに付く場合，次のよう・
な音韻上の制約がある。すなわち，
　i）　／N／で終る語には付かな：い。
　ii）／i／で終る語に付くことは極めてまれである。
　i2i）　1モーラの語に付くこともまれである。
　こういう場合にはgaを用いるのがふつう。なお，与格のi（Nni）と違って
前の語に融合することはない。
　（淀）　梁下における，このiの使環地域は，図のように，大野郡を中心として周糊の
郡市に及んでいる。ただし，今臼では，その勢力をgaに奮われ，　ようやく亡び去ろう
としている。なお，上代文献に見えるイ助詞とは，おそらく無関係であろう。
　　　　主格助詞分布図　　　　　　　　　　　　　　　（2）ga主格としての欄法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はほぼ東京語の「が」と変ら
　　　　　　　　　　　　　　　　㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないが，ただ，「窓、が開けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　ぴハ　　　嚢灘嶽謬論
　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　 　　　 　 　　　 　　　 　　　 　　　 　コ　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　ロコいコ　　 　　　 　ロ 　　　 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　一ぐ板　　　に当たると・うに現れない
　　　　　　　　　響町：；1　点騰を要す・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
躍多く現われる地域
匿∋少な：く現われる地」或
窒’9’
ゴ
／maduu　ake－tjaru．　／
／mado　ga　al－tjoru．／；
／hatoo　tate－tjaru．／
／hata　ga　taT－tjoru／の
ように，また／miduu
nomi－tai／のよう1こいう。gaは連体格を示すこともある。
　／ore　ga　ie／（ore　gaN　ieとも），／uti　gaN　dja。／rわたしのだ。」
（3）ni　位格，与格などを示す。動作や作用の向かう方向方角もこれで直す。
東京語の「へ」に当たる助詞は存しない。niは，ふつうiという弱まった語形
で現れ，またそれが前の語と融合することが多い。／oita　i［o’ite司iku／「大
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分へ」ギ大分に」，／moo　ikutu　i　naTta　N．　ka．　naa？／ただし，係助詞wa，　mo
〈・vmu，　N）などに重なるとき，また，1モーラの語，／N／や母音モーラで終る語
に付くときは，iでなくniが現れる。　／nagodON　tjuu　njaa（niwa），　naN
neN　gurai　oTta　N　na？／f名子どん（下帯）というには」，／maa　keNdo，　korjda
ii　jo　ni　naTta　wa　na！／「好V・世に」，／bookuugo◎ni　iT　toki　nja……紡
空壕にはいるときには」。
　特に方向方角を示すときには，Ngotu，　duriなどを用いる。／Notu　N　gotu
ik1一jeru．／「野津の方へ1，／aTti　duri　ike！／
　（付）大野郡の三重以西，蔵入郡などでは，この場合，sani，　sai，　sane・・…・などを用
；いる。／Taketa　sai　iki－joru　N　dja．／「竹田の方へ行くところだ。」
　kiiとnOTte既定の順接条件を示す接続助詞にkii，　nOTteの二つがある。
ノkjuu　wa　teNki　ga　ii　kii，　momjuu　hosoo．／「今日は天気が好いから籾を乾
そう」，／kotosjaa，　a血e　N　huru　noTte　sakaa　dekeN．／「ことしは雨が降るの
で（から）作はできない。」／koN　tosijorii　muiもi，　i圭huT　ka（福が）kita　N　dja，
wakai［wakε6］utii　ku　o　mi－tjoru　kii　naa．／「この老年になって好い幸が来
たのだ，若いうちに苦を見ているからなあ。」　このしつの助詞の間に，東京語の
／rから」と「ので」の別に当たるような差違があるかどうかは，まだ確かめ得ない。
（5）na　質問，反問，難詰，誘いなどに用いる終渤詞◎／itu　dekuN　na？／，／soo
na　e？／，　／huNto　na　e？／，　／sogeN　kotu　ga　aru　moN　na！／，　／maa　otja　naTto
agaraN　na！／
　　ka，　kaeも用いるが，　na，　naeはそれよりも上下で，ていねいな語感をもつ。
　　　／doko　i　oide－masu　na？／「どこへいらっし・やいますか。」
　　　／okawari　mo　godaNse－N　na？／「おかわりもございませんか。」
こういうところには，kaを使うことはない。
（6＞kosare　「・・…・1・C．ほかならず」という断定，主張，強調などに用いる終助
．詞。多く難詰の気持。／sakii　te　o　das呈ta　naa　ware　di　kosare1／「先に手を
出したのは，きさまじゃないか！」，　ノsorjaa，　omal　hebi圭tigo　de　kosare，
doku　dja！／「それは，おまえ蛇苺；だよ，毒だ。」
　　このkosareが「係結」の残存形態であることはいうまでもない。
　　　　ニニ　ウス　キ　　　　　　ビ　　　　　カゲ宮崎県　西臼杵郡日の影町
雄菊兀野
1面積182km’（昭28）
五　人口　14，148人，2，452世帯，1世帯平均5．8人一（昭28）
］・［人口動態　総転入数　774人（総人口に卜して　5．5％），総転出数　1，128人
　（6・　6％），慰晦県外からの転入数232人目1．6％），県外への転出数296人（1．7％〉
　一（昭29．この年水害あり，転出数を高めたものと思われる）
W　就業人顧資料は戸数しかないので，傾向を知るためこれを示す）農業　1，082
　戸（総就業戸数に鰐して45．5％），林業119戸．（5．　0％），水産業0戸（0．0％），
　鉱業　296戸（12．5％），工業　152戸　（6．4％），商業　1G3戸（4．3％），交通業
　160戸（6．7％），サービス業　152戸（6．4％），公務　68戸（2．　9％），その他　244
　戸（】．0．3％），　謝・2，376戸　（10096）一（H召28）
Vおもな塵業（おもな生産物資）農業・林業・鉱業（米・麦・さつまいも，木材・
　木樋・しいたけ・しゅろ，銅・すず）
1ff高校進学者数（進学率）　107人（中学卒業者数に対して37．8％）一（昭29）
VII　ラジオ聴販率　3．3世帯：に1台・（昭29）
舅皿　　新聞｝潮回率　　　1世帯1・こ　　G．6音区　（昭29）　　　、
　　電話加入率　25．5世帯に1本（昭29）
X　上水道　ない
XIまとまった買物をするところ　延岡市
　　暴けが・重病のとき入院するところ　延岡市
Kl被調査聴（敬称略）
　No．／米1’g義行
　1　o．2當士本さわ
　No．3高費官ユキノ
　No．4溝監島徳一
　No．5鳥飼宇一
　No．6甲斐i　円
　No．7浅N今一
　No．8甲斐音市
　No．9甲斐ふみ
　No．10中＄寸率己　幸
臼の影町軍水
tt
?
?
?
lt
?
rt
tt
rl
　（隼齢）（至主隅）（職纂〉
男　68　中間　二
女　68不変　〃
女69　〃　　〃
男　60　〃　　〃
男　60　〃　　農業
男　54　中問　無
男　55不変　農業
男　6G　〃　　〃
女　64　〃　　無
男　　58　　中段i　　獣医
??????
なお，東京：在住の佐藤勇生氏に随時疑問に答えてもらった。
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はじめに
　1．宮崎県方謬のあらまし
　　　　　　　　　　　　　　モロカタ　宮崎県の方言は，向向方言と諸県方言とに分けるのが普通である。
　諸県方需は，富崎県の西爾で，鹿児島県に近い北諸県・酉諸県の上郡に行わ
れている。この地はもと鹿児島藩の支配下にあり，したがってこの方欝はいわ
ゆる薩隅方書に属しているQ非常に特異な方書であるがフ地域も狭く，中心部
にもないので，宮崎衆の代表的方書ということはできない。
　爽諸県郡を，この方言との混含地帯として，　β向方言があとの地域に行われ
ているG
　日向方書は，宮崎県の代面的：方雷で，いわゆる豊日方言に属し，大分県の主
流方言といろいろの点で似ている。しかし，大きな違いは，大分方欝が東京式
アクセントであるのに対して，日向方需が一型アクセントである点である。
　なお，熊本県回りにはノ肥後方言の影響が見られるがノ部分酌であり，特筆
するに及ばないものである。
2．　方雷から見た調壷地点の位置と性格
　調査地点の日の影町は，宮崎県北部の工業都市，延岡市（癌化成で有名）か
ら酋に走るHノ影線の終点にあり（延濁から汽車で1時間20分），西臼杵郡の東
はずれにあたる。さらに西へ行けば，高千穂町を経て熊本県高森暮i∫に至る。延
岡市から熊本市へは，この道を定期バスが通っている。日ノ影線は，豊麗本線
の立野から分かれて高森に至る高森線に将来はつながる予定である。
　以上の位置からわかるように，日の影方言は艮向方言に属する。矯向方言の
アクセントは一型アクセントであるから，以下の記述では，アクセントについ
ては一切触れないことにする。
　日の影町のほぼ中央を西から東に，上流に高千穂鋏を回し，延岡市で海にそ
そぐ五か瀬用が流れており，その沿線および支流は，50・vlOOmの切り立った
がけとなり，その上に帯状の農耕地が階段状に続いている。
　調査のときは，昭和29年の台風による五か瀬川はんらんの晦後であった。
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役場にも水がかかり，その整理や側臼対策に多忙をきわめていたので，いろい
ろの統計資料を得にくかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤミズ　調査地点も，水害の影響の多少ともある指すじを避けて，急坂の上の宮水と
　　　　　　　　　　ナナユリソン　　　　　　　　　　　　　ィワイカワムうした。五か瀬川の左岸の七集村と，右岸の岩井川村とが昭和26年に含併して，
日の影町注1となったのであるが，宮窪は回折村の村役揚が昭和7年まであった
ところで，峯時までの村の中心地である。新道が娼すじに通じてから，その狭
いがけ下に家が建ちならび，中水はさびれた部落となってしまった。調査当時
は珊すじの新道が随所でくずれ，寓水を通る旧道が久しぶりで熊本方面への貨
物自動車を走らせていた。
　　　　　　　　　　　　　音　　　韻
　1．音ii疑
　日の影方言には，次の音素が認められる。
　母音音素（Vと略する）／i，e，　a，　o，　u／
　子音音素（Cと略する）／’，h，　g，　k，　z，　c，　s，　r，　n，　d，　t，　m，　b，　p／
　半母音音素／」，w／
　モーラ音素／N，T／
　以下，このおもなものについて述べることにする。
1．1母音音轟
　／e／は，精に語頭（／’e／）においては，［」ε］となり勝ちである。たとえぽ，
［葺εIWgaヨ（映画），［」εbi］（蝦）。その他の／e／は，くちびるを横にひろげた，
やや狭い［g］であるが，ここでは簡略記号の［e］で書きあらわす。
　／U／のくちびるの：丸めは東京方言よりは強いが，標準の［U］ほどではない。
しかし，ここでは一応［U］であらわしておく。
　／i／，／a／，／o／は，それぞSx一一・応，［圭］，［a］，［o］であらわしうる。　［i］に
ついては下でも述べることにする。
1．2郷音音棄
　／h／は，／hwi／，／hwe／の場合は後述するが，その他は，／hi／，／he／，／hj一／
は［9］。この［9］の摩擦度はかなり強い。／hu／の場禽は［Φ］。／ha／，／ho／
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は［h］である。
　／g／は，交節頭，文節中にかかわらず［g］。
　その他の子音音素については，モーラのところで述べるのが適妾と思われる
ので，ここでは触れない。概略をいえぽ，そう特異なものはなく，発音は簡単
である。ただ特定のモーラの翻音となるときに問題が生ずる。
　1，3　半母音音嚢
　これについても，モーラのところで触れるのが適当と思われる。
　1．4　モーラ音ii廷
　／N／については問題がないが，／T／は，そのあらわれる場所が，爽：京方雷と
はやや違う場含がある。これについても，のちに述べることにする。
　2。ff一一ラ表
　以上の音素によって認められるモーラは，次の表のとおりである。
　　　　ト　t一一t＿！．．：i”．”e“a一一〇．一一U一“・a一”jo二把二讐i．．朋望．一W・
匹
???㍗?????????
??
17
??
????
23
28
15　15
????
13
P6
P9
Q1
Q4
?????
12
26
Q9
??????
N T
? ??????????
????????????
???
　上の表では，×じるしのついているところは，そこにあたるモーラが実際は
存在しないことを訂す注2。また，上の表の数字は，下に記す説明の項臼番号を
示す。
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　エ．／wi／
　／wii／Lwii］良い，／awii／［awil］青い，／ow呈i／［owi：］多い，などにあら
われる。／wii／と長母音であらわれることが多い。
　上の例では，共通語の／oi／に対してHの影方言で／wii／というように思わ
れる。また／hikwii／［gi｝〈wi：］低iい，などをも考えると，共通語の／ui／にも
対応するようである。したがって，／wi／を／oi／または／ui／とfijy？．する考えも
あろう。しかし，発音上からいって［W］とわたり的な半母音があることは否定
できない。．したがって／w／．を認めた方がいい。また，必ずしも／wi▽　と長く
なるぽかりではなく，ときには／wi／と短かくもなる。短かいとき，／ui／など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオイと2モーラでは困ることになる。／awii　aoi／青い葵，のように，日常語でな
いものには［aoi］も出，このような場合のために，／oi／などはとっておきた
い0
　2．／wo／
　　　　　　サカナ　　　　　　　　　　　　　　　　　サオ　／圭wo／Liwo］魚，／sawo／［sαwo］竿，などのほか，文法の項で述べる　「意
志形」に，／kawoo／［kaWo：］買おう，のようにあらわれる。語頭にはあらわ
れないようで，例はみつからなかった。／otoko／［otoko］男，など。
　3．／hwi／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　あまり多くはないが，／hwiita／［Φi：ta］吹いた・拭いた，　のようにあらわ
れることがあるQ
　4．／hwe／
　上と同じように，［Φe：1を／hwee／と認める。／hwe／は／he／とは，いうま
でもなく別である。また／hwee／は／hai／と認めるべきではない。／hai／［hαi］．
　　　　　　　　　　　　ハイはい（返事の），　と／hwee／蝿・灰，とは隠語である。／hwi／も，／hwe／もそ
の子音は［Φ］であり，音声学的には半母音が次に来るとは認められないが，形
態音素論的には認めた方が活用などの点でも有利である。［Φ1は，［U］のくち
びるの丸めに呼応して，一角方言のそれよりもずっとせぽめられている。／hu／
の子爵も同様である。
　5．／gwi／
　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌグイ　／amagWi／［amagwi］i雨乞し・，／teNgWi／［tミe弱wi］手拭，のような語にあ
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らわれる。語頭にあらわれた語例はないようである。
　6．／gwe／
　　　　　　　　　　　　ミガ　／migweeta／［migwe：ta］磨し・た，／nagwee／〔nagwe：］長い，のような活
用語羅に虫としてあらわれる。これも語頭の例が見当らない。
　7。／gwa，　kwa／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レンガ　いわゆる合よう音は漢語にあらわれる。／reNgwa／［reljgwa］煉：瓦，／gwaizi－
N／［gwaid3iN］外人，など。／kwa／も，／kwazi／〔kwαd3i］火事，／kwasi／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カジ［kwα∫i］菓子，に対して，／kazi／［kad3i］家事・舵，／kasi／［kα∫i］貸し，
がある。
　8．　／ki，　kw圭／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニイ　／kwi／は，／kwii／［kwi：］来い（cf．／ko圭／［koi］鯉），／kii　cukwii／［ki一
：tsukwi：］気を付けろ（cf．／cuki／［tsuki］月），／h圭kwii／　［gikwi：］低い，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　コ／nokwita／［nol〈wita］残した，／dokwii／［dokwi：］何処へ，などにあらわれ
る。これらの例からもわかるように，明らかに／ki／とは区別されるし，また
一定の二重母音と認めることもできない。
　なお，［i］の発音について説明する。［i］は，東京方言のそれと比べると，
くちびるを張る度は非常に強い。／一i／の場合でも，／一wi／の場合でもこれは聞
じ。発音のときの口を晃ていると，横にぐっと引かれるのがはっきり観察され
るQこの特徴が，／一wi／の系列を生む契機となったのではないかとも考えられ
る。すなわち，　［u］や［ollなどの比較約くちびるを丸める母醇のあとにこれ
が来るとき，畢く発音しようとすると，これらの丸いくちびるの母音がじゅう
ぶんに母音の響きを発しないうち，口が急激に横に広げられ，ただ，丸いくち
びるの半母音音素／一w一／として残った，と考えるわけである。
　9．　／ke，　kwe／
　／kwe／は，／kwee／［kwe13食え，／toozaNkwe／［to：zapkwe］粗末に，／kw一
　　　　　　　クズeeta／［kwe：ta］崩れた，などから認められる。／ke／［ke’］1毛，ノmesizjoke！
　　　　　　　　けン［搬e∫id30keヨ飯茶碗，／keeta／［ke：ta］貸した，などに認められる／ke／とは
区別すべきである。
　「蹴る」を［1〈Weru］のように発音する個人もいた（被調査煮No．4）。しか
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し，ほかの被調査者からは聞けなかったので，ここでは／keru／とすることに
する。
　なお，ついでに述べておくと，いわゆる一音節名詞は，上の「毛」の例でも
見たように，少し長く発音される傾向がある。しかし，長い，といっても，長
母音とじゅうぶんに認められるほどではない。そこで／kee／とせず／ke／とし
たのである。
　！0．　／zi／
　／kwazi／［kwαd3i］火事，のように，語中でも，破裂要素がわずかに認めら
れる。／z1s呈N／［d3圭∫i絹地震，のように，語頭では，破裂要素が，語中に比べ
て強い。
　11．　／ze／
　／ze！　zeN／［dz，end7．eN］全然，のように，多少口がい化している。ときには，
あるいは人によって，［d3e］と完全な口がい音となるが，ほかのいろいろな方
言と同様／zje／と認めるには及ばない。／ze／と／zje／とが対立することはな
いし，発音が近いからといって，／ze／のところを×にして，わざわざ／一je／の
系列を作る必要がないからである。　／一e／の系列においては，前の子音はすべ
て口がい化しているわけである。／ne／，／me／などをも見よ。　／se／も同様で
ある。
　12．　／zju／
　／razjuu／［rαd3u：］ラジオ，のように，共通語よりも多くあらわれる。
　13．　／zwi／
　／ozwii／［Ozwi：］おそろしい，／jOmazwi　neta／［jOmαzwinetα］　読まずに
寝た，などにあらわれる。　／zwi／のときの［Z］は，他の場合よりも，ややく
ちびるを丸め（［w］の要素を備え）ている。［z］の音が終ったあとも［w］は
少し続き，ついでくちびるは急速に横に広がり，上に述べたような［i］の音に
なる。これは／一wi／の系列全部についていえることであることは既に述べた。
　被調査者No・4によれば，／ozwi圭1を，子どもは／ozii／［od3i：］という，と
いう。
　なお，／kuzw圭i／［kuzwi：］結論をなかなかいわないでずるい，／kuzwita／
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　　　　　クズ［kuzwitα］崩した，などがある。
　14，／ce／
　あまりあらわれないモーラであるが，／iceN三iwai／［it∫eN　i：wαi］行っても
いいよ，などに昔は今よりもよくあらわれたという。
　15．／ca，　CO／
　これらも／ce／と岡様あまりあらわれない。／hurugocaaru／［Φurugotsα：ru］
　　　　　　　　　　　　　　　　　チ降りそうだ，／gOTcoo／［gottso＝］御馳走，など用例は少ない。
　16．　／cwi／
　／koTcwii／［koetswi：］男牛，／hucwi圭／［Φuもswi：］プくきい，などにあらわれ
る。これらは，実際の発音では個人差が大きい。／cwi／には，［S］の要素が個
人によってはきわめて少ないものがあり（被調査者No。3），［＄］となる人もい
る（被調査者No．1）Gまた，［W］の要素が少ない場合もある（被調査者No．1，
2）。しかし，［w］が全：くないことはないから／一wi／の系列に．位：概づけた方が
適当と思われる。［s］ないし［鴫が多少とも認められる場合の方が多いから，
／twi／でなく，／cwi／が適当である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クヴ　なお，／kuTcwiimasu／［kuttswi：masu］靴といいます，　／na’rcwiimasu／
［nαtts噴：mαsu］　夏といいます，などにもあらわれる。
　17、／si／
　いうまでもなく［∫i］。
　！8．／se／
　／aSe／　［a§e〕　汗，　／SeNSei／　［geneqei］　先生，　　／SeNziCjUU／　［ミend3it∫u：］重哉
時中，などでわかるように，［s］は，やや口がい化しているが，［∫］までには
至っていない。／ze／のところで述べたことと平行したことがこの場合にもいえ
るぐ）．
　19．／swl／
　／uSwii／［USwi：］薄し・，／jasWii／［jaSwi：］安い，／SwiiCjOru1　［Swi：t∫OrU］
好いている，などにあらわれる。　このモーラでは特に［W］の要素が非常に希
薄な個人がある（被調査考No．5，8）。この場合は，［：usi：］簿い，［jαsii］宏
い，と聞こえるが，やはり純粋の£s娼とは認められない。
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　20．／swe／
　／sweecjoru／［Swert∫oru］咲いている，など，活用形にあらわれる。
　21．　／rwi／
　／sarwici　kita／［sarwit∫ikitα］歩いて来た，／nurw呈i／［nurwi：］ぬるい，
／siNrwii／「∫iNrwii］親類，などにあらわれる。
　22．／rwe／
　／kUrwee／［kUrwe：］暗い，／arWeeta／［αrwe：ta］洗った，など活用形にあ
らわれるG
　23．／ne／
　／allesaN／［CtnesαN］姉さん，など。　母音音素のところで説明したとおり，
／一e／は，ここでもやや狭いし，また，前の［n］も［i｝，］とあらわした方がいい
ような口がい化が見られる0
　24．／nwi／
　／nwiida／［nwi：da］脱いだ，など。
　25．　／nwe／
　／nweeta／［nweltα］泣いた，／hanweeta／［hαnwe：tα］　離した・話した，
　　　　　　　　　　　キタナ／klsanwee／［kisanWe：ユ汚い，など活用語尾にあらわれる。
　26．　／dju／
　これはまれにしか出ないモーラである。／djuu／［dgui］嵐よう，などにあら
われる。しかも［出よう］がいつも／djUU／としてあらわれるのではな：い。こ
れはむしろ，あまり使わない活用形であることは，「文法」の項でも述べるとお
りである。［dig］は／zju／と解すべきでない。／razjuu　ga／ラジオが，のよ
うlc，［d3u］に／zju／をあてるべきであると考える。／di，　du，　ti，　tu／など
は，富崎県の他の地方，霞を越えた大分県のところどころで聞けるのであるが，
日の影填句には存在しない。この点では，簡単ということができようが，／dju／
とともに下に述べる／tju／があるのは，いささか均衡を破るようにも考えるが，
”繊よう」などのために，どうしてもこれを認めざるを得ない。
　27．　／dwe／
　／udweeta／［udwe：tα］抱いた，／dweeta／［dweltα］出した，などに，とき
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としてあらわ；れる。
　28．　　／te／
　／te／［tqez］手，／◎tera／［otqerα］お寺，のように［tge］にあてる場合が
多いが，二人によっては多少発音方法が違っている。　被調査嚢No．2，4など
は，［t∫e］とする場合が多い。また，［tse］ないし［t∫e］と発音する人も［te］
という発音を外来着のためにはすることができるのである　（ただし，被調査者
No．8は除く）。この点で，［se］［ze］がまず発音できないのとは，程度が違う
わけである。しかし，［te］と［tse］（［t∫e］）　とが交替することによって，語
を異にすることがないから，別のモーラとは認められない。
　29．　　／tju／
　／atjuu／［αtiu：］当てよう，などにときとしてあらわれるQ／dju／とともに．
まれなモーラである。
　30．　／twe／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　／atwee／［αtwe：］暑い，／UtWeejOrU／［Utwe：jOrU］歌っている，にあらわれ
るe
　31．　／mwi／
　／samwii／［Sαmwil］寒い，などにあらわれる。
　32．　／mwe／
　　　　　　　　ソユ　／mwee／［mWe：］眉・繭，などにあらわれる。／me／は，［m．e’］目，にあた
る。ここで書いた［M．e］は，匡e］に平行して作った。　［mie］とは違ってい
る。「ミ1の子音といった方がより近いであろう。以上のことから，／mwe／と
ノme／とが対立することがわかろう。
　33．　／bwi／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワラ　／waratobwi／［wαrGtobw圭］田に積んだ三山。
　34．／bwe／
　／bwera／［bwerα］たきもの。以上，33，34ともにあまり多くは例がない。
　35．　／P、ve／
　／iTpwe／［ippWe］一杯。これも，あまり例がない。
　36．／N／
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　／iN／t．i｝LG］犬，／kiN／［kiN］絹，などにもあらわれる。この点は共通語など
と違っている。
　37．／T．／
　　　　　　　　　　　　　　　クヴ　魚aT／［na21夏，／kuT／［ku？］靴，／hajaT　kwii／［hajakkw圭ニユ畢く来い，
／kwaTdoo／［kwαddo：］活動，／koTgo／［koggo］国語，など。
　最後の2例のように，有声子音の前にもあらわれ得る点では共通語と違ってい
　　クがる。「釘」の第2モーラのような，共通語の有声子音ではじまるモーラを／T／と
するようなことはない。また，上の／naT／，／kuT／にしても，いつもこうあら
われるわけではない。たとえぽ，／naT／は，被調査表No．1に何回も聞いたう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　フち，1回だけ聞けたものである。被調査潜No．2では，「夏といいます」「靴と
いいます」のようなときだけ，／T／があらわれる。あるいは，古い賃の影方雷
では，これが広く行われていたか，と思われるが，今は，鹿児島方雷のように
有力ではないわけである。
文 法
　y　動詞
　動詞の活用形式には7つあり，それがまた幾類かに分かれる。
　活馬形は「否定形」「形式名詞形」「終止形」「仮定形」、「命令形」「意志形」
r過去形」の7つが認められる。以下，文法の項では，語形は原劉として音素
記号で示し，かつ／／を省略することにする。
　「否定形．！はいわゆる未然形から，「う」につづくものを省いたものであるQ
－n一（うしろの一は，前が語幹であることを示す。　この接続のところで述べる
この類は助動詞の項を見よ）ない，一z一一ない，一7slar一尊敬，一s－e」一ras一尊敬，
一s－N－sas一使役，一・1一一（・一rar一尊敬，などに．接続する。
　「形式名詞形」はいわゆる連用形のうちの一部で，一jor一進行，臓ar一尊敬，
一一獅≠唐≠秩|rv－nahar一尊敬，一mas一ていねい，一t一願望，一kir一可能，一nai命令，
一katazi一ながら，一sooそう，などに接続するほか，中止形となる。
　「終止形」セこはいわvg）る連体形を含める。この弓形は日の影方署では常に岡
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一であるからラ分ける必要を認めない。また，一gotar一（一gocar一）類似，一des一
ていねい，一raS一想像，一m（w）eeまい，一nara条件，一zO－wai－Waなど終
助詞，に接続する。
　「仮定形」で，一baのつくのはすべて共通語的なあらたまった＝　＝Lアンスであ
るから以下の活用形にはとらないが，すべて存在する。
　「意志形」とは，話憲の意志または勧誘を示すが，語によっては推量を，あ
るいは推蚤をも示す。
　「過去形」は，過去の助動詞などに接続する活胴形で，いわゆる音便の形を
とるのが普通であるから，「音優形」といってもいい。一ta一～一da一過虫，一cjor－
r）一zjol’一現在i完了，一clok一～一zjok一ておく，一te・v－deて，一ci・’v－ziて，など
に接続する。この「過去形」は語によって非常に違い，活用形式ごとにまとめ
ることもできないから，必要に応じては，語の次のOの中に，過去形を入れ
ることとしたいQ
　l，la活用
　否定形語羅が一a一なので，a活用と称する。このように，否定形の語尾によ
って形式をきめることにする。
　このa活用に10の種類がある。
r類
　　　　モゼ　まず「戻る」を例にとって基本形式をあげよう。
語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　　過表形
modor一　　　　一a一　　　　　　　一i一’　　　　　　　一u　　　　　－jaa　　　　－e（e）　　　一・oo　　　modo一、　rnodoT一
　以下で語韓をSで添すと，このSは，　一VC一で一般に示すことがでぎる。
そのとき，この過去形は，一V一または一VT一であらわすことができる。一V一
の方は備わらないものがあるが，今これを一つにまとめて考えることにする。
一VT一の方が新しい。以下二つある場合は同じ。
　この類の語はSで承すと，modor一のほか，　agar一上がる，　ar一有る（これ
はいうまでもなく否定形を欠く），hesjor・一折る，　hiagar一干上がる，　hur一降
　　　　　イジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケる，ibir一弄る，　il一一入用・射る，　jar一する，　kar一借りる，　ker一蹴る，　kir一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コワ切る，nar一鳴る，　or一罵る，　csjor一折る，　ozugar一怖がる，　toor一通る，　ur一
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売る，zookur一一騒ぐ，　wakar一分かる，などがある。
　以上でわかるように，この類は，Sがすべてrで終っている。そこで，こ君
をa活用のr類と呼んでよかろう。
　なお，このr類に入れて考えていいのは，taレの類である。この活用は次の
ようになる。
　語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過去形
　tat一　　　一一a－　　　　　taCi－　　　　taCU　　　taCjaa　　　　－e　　　　　－OO　　　ta一，　taT－
　Sの終りの一t一が，活罵形によって一。一となるが，ほかは全くr類と岡じな
ので，ここにまとめて述べておく。mat一一待つ，瓢ot一持つ，　ut一打つ，など
がある。
　例外は以上のほか，ik一行く，だけである。このik一およびsir一一知る，だ
けが命令形で一eeをとる。他は原則として一eである。
OS・US類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハズ　ほぼr類と同様の活用をするが，過去形だけが違っている。hazus一外す，を
例とすると，過去形はhazwii一となる。　Sが一VGであれぽ，過表形は一w圭1一
となるわけである。これはまた，一wi一と短かくもなる。そのほか，共通語的
に一VCi一の形もある。すなわちhazusi一である。
　この類はほかに，kakus一隠す，　nokos一残す，　okos一起こす，などがある。
なお，hOS一干す，　kOS一越す，　OS一押す，などは，この類に属するが，現在は，
過去形に一wii一の形をとることはなく，一VCレだけとなっている。
ok・uk，09・ug類
　os・us類と全く岡様であるが，　Sを一VC一としたときは過去形が一wii一の
ほか，一Vi一と共通語曲になることもある点が違っている。　hizok一退く，で
いえば，過去形はhizwii一一またはhizoi一である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　hizok一のほかに，　cuk一突く，muk一剥く，　saruk一・歩く，uk一浮く，uzuk一
ウズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
点く；isog一急ぐ，　kog一漕ぐ，　cug一注ぐ，　nug一脱ぐ，などがある。
　以上のos・us類，　ok・uk，09・ug類は，根本的には同じと兇てもいい。
　　　　　　　　　　　トまた，◎tos一落す，　tog一磨ぐ，など，　Sが一tVC一のものは，過去形が一cwii一
となるが，これも，otos一はos・us類に，　tog一はok・uk，　og・ug類に入
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れていいであろう。
　なお，この類でも，一wiFは，ときには一一一一wi一と短かく発音される。
as類（付．　ak・ag類）
　やはり，過去形によって他の類と区：別される。S（・X　一as一であるが，過去形
が一wee一または一ee一である。　kas一貸す，であれぽ，　kwee一またはkee一
である。das一出す，　hanas一離す・話す，　sas一指す，などがこれに属する。
　　　　　　　　　　　クズ　kijas一消す，　kujas一崩す，は当然この類に属するが，過二形がSレであら
わされる。kijasi一となるわけである。なお，　kiee一の形もある。そこで，　ki－
eetaが「消した」，　kietaが「消えた」となる。
　ak・ag類も全くas類と岡じである。　sal（一咲く，であれば，過去形はswee一
　　　　　　　　　　　　　　ミガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハまたはsee一となる。　migak一磨く，nak一泣く，udak一抱く，hag一剥ぐ，
などがこれに属する。lak一焼く，の過去形はee一である○半母音音素1は，
ないのと同じようであるが，もう一つの半母音音素，すなわちwを掘否すると
いう意味では，存在を主写しているわけである。この現象はほかにもあらわれ
る。
　kak一書く，の過去形もkwee一のほかに，共通語的なkai一がある。　この
点で，この語は，この類の不規則なものということができる。
ik類
　h呈k一引く，のように，過去形がhii一だけのものである。一般式で示すと，
一C一が一i一となるわけである。　kik一聞く，sik一敷く，などがこれに属す
る。ik一一行く，はこれに属しないことは前に述べた。
ob・om類
　Sが，一〇b一，一〇m一のものである。過撃発は一層目一となり，まれに・一〇〇一
となる。lob一呼ぶ，の過去形lj　juu一または，まれにloo一である。jorokob一喜
　　　　　　　　　　　コぶ；jom一読む，　kem一混む，　nem一飲む，がこれに属する。　tob一飛ぶ，は，
過去形がcuu一となるが，やはりここに入れるべきである。
ub・um類
　上のob・　om類と比べると，過去形に一一一uu一もあるが，それは有力ではな
く，一UN一が主流となっているQ一一uu一をとる場合も，一uu一と，短かくなる
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場合がある（これは，ob・om類では晃られない）。　asub一遊ぶ，　であれば，
aSUN一を最：：有力とし，あとaSUU一，　aSU一がある。
　　　　ク　kum一汲む，　sizum一沈む（この場含はむしろsizu（u）一の方が有力である），
　　　　　　　　　　　ウsum一澄む・済む，　um一膿む・産む，などがこれに属する。
ab・am類
　Sが一ab一，一am一であると過凹形は一〇〇一となるのが特徴である。　orab一
　　　　　　　　　　　　　　　　　ハサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ叫ぶ，　はoroo一となる。　hasam一挟む，　itam一痛む，　jam一止む（なお，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユえド　　　　　　　　　　　　カガ　　　　　　　　　　カjaN一，　jON一という過去形もある），　logam一歪む，　kagam一屈む，　kam一噛む
（なお，kaN一という過去形もある），などがこれに羅する。
｛m類
　Sが一im一のものは，過去形は一juu一となる。　rikim一力む，であれぽ，
rikjuu一となる。　im一忌む（やや交語的な感じ），　osim一惜しむ，がこれに属
する。
in類
　これは，今まで述べたものと違っている。a活絹中の変格活用である。　in一
去る，sin一死ぬ，がこれに属する。その活用は次のとおりである。
　語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過表形
　sm一　　　一a一　　　　　一1一　　　　　　　一一uru　　　　－jaa　　　　－e　　　　　－00　　　　SIN一
　終止形が一uruである点が他のa活用と違っているわけである。
　1．2　wa活用
。・u類
　Sが，oまたはuで終るものをいう。jo一酔う，を例にとって活用を示して
みよう6
　語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過去形
　　jO一　一Wa一　　　　一1一　　　一U　　　－jaa　　　－e　　－WOO　］UU一
　否定形が一wa一である点から，この活用形式をwa活用という。a活用と違
う点は，語幹が母音で終ることである。　この。・u類はSが。またはuで終
るものであるが，上の活用表でもわかるように，否定形，意志形のほかは，a
活用のob。om類と似ていることになる。地表形はSを一〇一または一u一と
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すると一UU一であるが，そのほか，一U一，一UT一も共通語曲に使われる。意
志形は一WOOのほか，新しくは，一〇〇もあるが，本来の聞の町方雷では一WOO
である。
　この類に属する語は，hiro一拾う（形式名詞形にhirxvi一もある），　e一一追う，
OmO一思う（形式名詞形にOmWi一，過去形にOmOO一，　OmOT一，　OmO一もある）；
ku一食う（命令形にはkweeもある），鷺u一縫う，su一吸う（形式名詞形1こsw至一
もある），ju一結う，などがある。　この例からもわかるように，一wiの系列に
よって大分不規瑚化しているものがある。
a類
　演じく，Sがaで終るものをa類としてまとめることができる。　ka一買う，
を例とすると活用は次のようである。
　　語幹　否定形　形武名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過去形
　　ka一　一wa一　kwee一　一u　一jaa　一e　一woo　koo一
　形式名詞形，意志形では一w一がつかない場合があり，その傾向はだんだん
強くなっている。
　これに属する語は，a一合う（形式名詞形は一i一だけである），　ara一洗う（形
式名詞形には一i一もある），ciga一一違う，uta一歌う（形武名詞形にel　一・i一もある），
wara一笑う，などである。
i類
　「糾う」の1語だけがこれに属し，他の類とは違っている。wa活用中の変格
活用といってもよかろう。　　　　　　　　　　　　　　　’
　　語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過去形
　　1一　一wa一一　一1一　juu　一一3aa　一e　一woo　］uu一一
　1．3　ra港菩租
　今まで述べたのと同じ理由で，これをra活用とする。　wa活用は，根本的に
はa活用と違っていなかったが，このra活用は大いに違っている。　ne一寝る，
を例として活用をあげよう。
語幹　否定形形式名詞形　終止形　仮定形　　命日形　　　　意志形　　　　過去形
ne一　一ra一　一〇一　一ru　一一rjaa　一re｛e｝，｛一ro），｛一jo）　一roo，　njutt，｛一juu）　一〇一，｛一丁一｝
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　形式名詞形の一G一は，Sのままであることを示す。一・ri一はごくまれである。
命含形は一reeまたは一reが固有形のようであるO　oのものは，それほど有力
ではない。　意志形は，語によって，一rooがよく使われるものと，　Sを一V一
としたとき一juuがよく使われるものとがある。　ne一の場合は一rooの方であ
る。以下の語例では，その語がどちらをよくとるかを，rと1という略号で示
すことにする。一jooは，共通語的に使われる。
　さて，これに属する語は，次のようなものである。de一出るr，　ki一着る1，
mi一見る1，　ni一似る・煮る1，0ci一落ちるr（これには別の活用形式がある），
oki一起きる1（これにも別の活用形式がある）。
　L4　e活用
　否定形の形からe活用と名づけるが，これに2種類ある。
C類
　Sが子畜で終るものである。n圭g一逃げる，を例にして平すと，活用は次の
ようである。
　語幹　：否定形　形式名詞形　終1五形　仮定形　命令形　意志形　過表罫
　1ユig一　一e一　　一e一　　一uru　－urjaa　－ii　，一juu　－e一
　この類に属する語には，次のようなものがある。acum一嘗める，　cuk一付け
る（命令形には一w圭（i）もある），dek一できる，　ir一入れる，　jok一避ける，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クkak一掛ける，　klm一決める，　k量s一着せる，　kur一呉れる（命令形には一・wi（圭）
　　　　　　　　　　　　　　　　クズもある），kurab一比べる，　kuzur一崩れる，雛ak一負ける，　makas一任せる，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナmldar一乱れる，　nagar一流れる，　nar一馴れる，　nes一寝ぜる，　nos一乗せる，
tab一食べる，　taor一一倒れる，　tazun一尋ねる，　uk一受ける，　umas一生ませる。
　なお，ot一落ちる，　usit一捨てる，　tat一立てる，のようにSの一C一のCが
£のものは，次のように．なる。
　語韓　否定形　形式名詞形　　終止形　　仮定形　　命令形　意志形　過去形
　USit一　　　一e一　　　　　一e－　　　　　USICUrU　　uSICUrJaa　　uSICII　USIc］UU　　－e－
　ot一の終止形には。亀eru，仮定形にはoterlaaの形もある。これと，　ocuru，
ocurjaaとの意味の差はわからないが，　C類でoteruのような冷血形を持つ
語は，ほかに，makas一，　umas一がある。
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V類
　C類に対して，語韓が母音で終るものであるQ活矯で，C類と違うのは，　C
類の終止形，仮定形の語尾のはじめに一j一のつくことである。つまり，一juru，
一jurjaaとなるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　これに属する語には次のようなものがある。ho一吠える，　kacu一飢える，
kaNga一考える（過去形にはkaNge一もある），　ki一消える，　ko一越える，　ku一
クズ崩れる（過表出にはkwe（e）一もある），　mi一見える，　obo一覚える（過去形匠
はobwee一もある），　oso一教える（過霞形にはose一もある），　u一植える。
　これら，e活胴は，いわゆる二段活爾であるが，命令形によって，日の影方
言では正しくは三段活用と呼ばれるべきである。しかし，国語の一般的方向と
しての一段化はこの方言をも襲っており，C類でもその最後に例をあげたが，
V類にもho一，　ku一，　oso’一，　u一などで，一段化語尾が聞けた。
　1．5　a－ei舌用
　いわゆるサ変の動詞がこれにあたる。
　語幹　否定形　形式名詞形終止形　仮定形　命令形　意志形　過表形
　　S一　　一a一，一e一　　　　　一i一　　　　　一uru　　　－urjaa　　　－ii　　　、一jUU　　　　－i一
　否定形の一a一は，助動詞の一r一，一s一などに接続する。命令形は共通語的に、
一iroもあるが有力ではない。「する1のついたいわゆる漢語動詞のほか，　ais一
愛する，saTS一察する，のように，一字の漢語に「する」のついたものも，こ．
れと醐じ活胴をする。
　これに対して，一字の漢語に「ずる」のついたものは，やや違って，ra活規，
とまじつkような活用をする。siNZ一信ずる，を例にあげる。
　　語幹　　否定形　　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過去形
　　SiNZ一一ira一，　一一e一　一レ　　一一UrU　一・Urjaa　－ii　－jUU　一・i一
　意志形には一irooという，　ra活用酌なものもあらわれる。
　1．6　0活用
　いわゆる力変の動詞がこれこあたる。
　　語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過凹形
　　k一　　一・O一　　　　一’i一　　　一uru　－urjaa　－wii　　－UU　　　－i一”
　意志形には，あまりあらわれないが，一jUUもないことはない。
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1．7　0活用
　いわゆる一段活用を，ここでは0活用とする。Sがそのまま他の語尾をとらず
　　　　　　　　　　　　　　　　サに否定形となるからである。sabi一錆びる，で活用形式をあげてみよう。
　語幹　否定形　形式名詞形　終止形　仮定形　命令形　意志形　過去形
　sabi一一　　一G一　　　　一・0一　　　　　一ru　　　　－rjaa　　　－i　　　sabjuu　　　－O一一
　上二段のsaburuのような活用はしない◎e活用で述べたような二段活用の
保存は，臼の影方言では，いわゆる下二段の動詞に限られる。
　これに属する語としては，次のようなものがある。oci一落ちる（これはra活用
があり，さらにe活用もある），oki一一起きる（これもra活用もある），　nobi一
延びる（過去形にnuu一，　nON一もあるが，これは，　a活用のob・om類に活用
するわけである），sugi一過ぎる。
　meizi・一命ずる，も，　a－e活用で述べた「信ずる」のようにも活用するが，ま
た，この0活用も見られる。
　2．形容詞
　形容詞では，「連用形」「終止形」「過去形」の3つの活用形をあげれぽ，活用
形式はじゅうぶんあらわすことができる。
　ここでは，　「過去形」で代表させているが，仮定形は，　「過去形」の語尾に
・一汲?ｒｊａａまたは一karjaa（前老の方が優勢）をつけれぽいい。また推量形を得
るセこは同様に一karooをつければいい。　本当の過去形は，　以下の表における
「過去形」に一kaT一一をつけてあらわすことができる。
　活用形式は，4っあり，それぞれ少数の変種がある。「過去形」の語口によっ
て命名する。
　2。l　a活用
　ak一一赤い，を例にとって活用を嫁すと次のようである．。
　　　語幹　　連用形　　終止形　　過去形
　　　ak一　　　一〇〇一　　一wee　　　－a－
　ar一一荒し・，　as一転し・，　at一癖・し・，　cik一近し・，　kar・一坐し・，　kat一堅い，　kisan一
キタ汚ない，it一盛い，　kom一小さい，　kur一暗い，　nag一長い，　tak一高い，　um一う
まい，wak一若い，などがこれに属する。
　　　　　　　　　　　　　　　：交　法　　　　　　　　　　　　　　　　285
　なお，終止形は，一eeもあり，だんだんこれに移っているような印象を受け
る。特に，Sが一t一であるものにいちじるしい。
　hal一早い，の終止形はhaeeだけであるが，このa活周の一変種と認めてい
いであろう。また，n一ない，も，連用形に唄U一をも持つから，やはりこの変
種であろう。
Z2　wa活用　　　　　　　　　　　　　ら
　a活用と違う点は，過虫形が一wa一となる点である。これに属する語は，　jo一
　　　　　ヤワ弱い，ja一柔らかい，など少ない。
2．3　u活駕
　sir一白い，を例として活用形をあげよう。
　　語幹　　連用形　　終止形　　過去形
　　Slr一　　　一UU一　　　一W11　　　－U一
　過去形にはまた一〇一一もあるが，一u一の方が優勢である。語例としては，ac一
暑い（at一一という別の語幹もあり，これはa活用），　dar一だるい，　hidar一一ひも
じい，hik一低い，　huc・一大きい（hut一という語幹もあり，このときC＊　a活用），
jas一安い，　kar一軽い，　kic一一だるい，　kiir一黄色い，　mar一丸い；nem一眠い，
　　　　　ヌルnur一鈍い，温い，　o一多い，　om一重い，　os一遅い，　oz一おそろしい，　sab一（sa’
m一）寒い，s圭kak一四角い，　to一遠い（終止形にtoowiもある），　us一薄い，
war一悪い，など数が多い。
　a一青い，1燃r一黒い，omosir一一おもしろい（過去形は一〇一の方が多い），は，
連二形に，一〇〇一一をも持つ点で，この活用の変種とすることができる。kur一は
なお，一レという連用形をも持つ。
　2．4　i自用
　os一　’Wi’しい，を例にとって，活用を示すと次のとおりである。
　　語幹　　遮用形　　終止形　　過去形
　　OS一　　　　　一jUU一一　　　　　一ii　　　　　　　－i一
　連用形が一レともなるものもある。下の語例には一レとして注しておいた。
また，過虫形は一’ii一”と長くなりがちの語もある。下の語例ece＃1　一・ii一一として注し
ておいた。’
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　hos一欲しい，　jagoras一騒がしい，　okas一一おかしい一ii一・，　sewas一忙しい，
　　　ウレures一嬉しい一i一，などSがsで終るものが多い。　jodak一おっくう，もこれに
属するが，そのほか，cu一強い一i圭一，　ko一濃い，　oro一よくない，　su一酸っぽ
い，などの母音で終るものがある。’
　Sが0と認められる「良い」も，この活用に属するが，過去形がi一でなく
jo一なので，変種ということになる。さらに，連用形には，　jOO一もある注3。
3．　助勤詞
　以上で紙数を超過したので，助動詞については，一括して，簡単に述べるに
とどめたい。
　まず，動詞的な活用をするものから述べる。次のページの表を見よ。「接続」
のところは，主として動詞のどの活用形につくかを概略示したものである。「活
用形式」は，その助動詞が，動詞のどの活用形式をとるかを略号で示したもの
である。a－rはa活用のr類を意味する。そのあとに「変」とあるのは，その
変種と見られるものであることを示す。なお，活用形が2種以上ないものは，・
助詞と認めて，ここには繊さないことにした。
　clor一を現在完了としたのは仮称である。過去の動作の結果が現在に及んで
いるときに使う。
　nar一の意志形には，なおほかに一juuもある。　ikinaTtoのように終止形に
naT一もある。これはこの活用形式のものでは，ほかの語でも同じ。
　kir一は可能である。たとえぽ，　kakikiruは「書くことができる」である。
能力についていう。
　gotar一，　gocar一は，　goto　ar一またはgocu　ar一とも使われる。その場合
は助動詞とは認められないが，その融合形のgotar一，　gocar一は仮にここでは
助動詞の中に入れておく。
　s一の否定形の一sa一つまりssa一は，　Tsa一となることを示す。以下岡じ。仮
定形では，特に形式ばった場合は一ebaとなる。これはras一でも同様である。
亀虫形は，心理的なへだたりのない場合はi一となる。kakasita（お書きになっ
た）がkakaitaとなるわけである。またkakaetaとe一となることもある。
これもras一でも同様。　s一はa活用，　wa活用，　ra活用，　a－e活用に，　ras一は
語幹
jor－
cJor一，　cjar－
zjor一，z］ar一
nar－
nahar－
nasav－
Tsjar－
kir一
意味　　接続
導燈　形式名
　　現在完了
??????????
gotar一，gocar一類似
cjok・，．zjok一ておく
s－
ras－
gwas－
s－
sas一一
sar－
r－
rar一
mas－
des－
ta一，　da－
zja一一
Z－
n一
尊敬
尊敬
ていねい
使役
使役
受身
　　溺形
　　　過去形
形式名翻杉．．
形式名詞形
形式名詞形
否定形
ヲ杉襲名諄百ヲ歪多
終止形
遊園形
否定形
否定形
de
否定形
否定形
＝否定形
．受身・尊敬否定形
受身噂敬顎綻形
ていねい
でいねい
過夫
指定
否定
否定
活用形式　否定形
　　a－r　一a一
望武名弓形
終」．i二形・体．鐸1
過去形
体潜
否定形
否定形
a－r
a－r
a－r
a－r
a－r
a－r
a一一r
a－r
a－r変
a一咬
a－r変
e－C
e一一C
e－C
e－C
e－C
一a一
????「
一一
?
???
一sa一
一sa一
形式名詞形
　　　一i－
　　　mi－
　　　mi一
　　　一”i’一
騨1㍉．nasa玉一
　　孚SJa1一
　　　一i一
　　　一i”“
　　　一三一
　　　’一i一
　　　一至一
一se隔，一sa一一一1一
一一
?
????【?? ｝ 一e一阿e【
一e一
｝??????????
一u一
終1E形　仮定形　命令形
　　一u　一］aa　一ee
一u???【?
一u
??????
一u
一一
一u
　一u
－uru
－uru
－uru
－uru
－uru
－u
???
一jaa
一・
鰍≠
幽jaa
－jaa
－jaa
－jaa
－aa
一］aa
－jaa
－jaa
－jaa
一ee
nasal
Tsjal
　－ee
　－ee
　－ee
一urjaa　一n
－urjaa　一ii
－ur］’≠＝@一ii
－urjaa　一ii
－urjaa　一ii
－urjaa　一e，一se
一ra
－ra
－aa
一一 鰍≠
意志形
一〇〇
一〇〇
一〇〇
一〇〇
一〇〇
一〇〇
一〇〇
　一〇〇
　一〇〇
一〇〇，一j毛ユU
　　　　レー00，齢jUU
一ユuu
　－juu
　一ユuu
　－Juu
　一・Juu
－Juu
過表形
jo［r一一
CjV7T一
naT－
nahaT－
nasa響一
TSJaぼ一
kiT一一
goCaT
CjoT
一圭一，至一
一1一・，　ral一
一i一
一e一
一e“
　一e　［
一e一
一（s｝juu，　一joo
Ks）juu，一joo
－roo
－roo　一丁一一
　　　　　　　　一一an’一
??????閏e?）?
卜⊃po
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e活用，o活用，0活用に接続する。
　gwas一は日の影の國有語ではなく，肥後系統の語であるという意識が強く残
っている。
　使役のs一は，尊敬のs一と語幹は同じであるが，活用が違っている。仮定形
には一erjaa，一jaaもあり，意志形には一〇〇もあるが，ともにやや共通語的で
ある。sas一も全く同様であり，　s一，　sas一の動詞への接続は，　s一，　ras一と平行
する。
　r一，rar一は，可能や尊敬の意味ではあまり使われない。動詞との接続方法は
s一，sasと平行する。
　mas一以下は，活用形式が特殊であって，二型かを示すことができない。
　活用形のあきまはあるが，mas一一とdes一，　ta一一，　da一とzja一一は，それぞれ
同じ活用形式をとっているQ
　ta一，　da一では，　a類のうちのSがg，　b，　m，　nで終るものだけにda一が
つき，そのほかの動詞にta一がつく。cior一，　cjar一一に対するzjor一，　zjar一；cjok一
に対するzjok一でもこれは全く平行する。
　zja一は共通語のda一にあたる。体雷につらなるnaや，条件を示すnara
はそれぞれ助詞と認めて，ここではとらない。
　Z一がzuniとなるとき，　zwiiと融合することがある。
　n一は，過去をNkaT一，仮定をNkerjaaのように，　N一を形容詞活用の「過
去形」として整理した方がいいような使いかたもある。この意味で，n一は動
調的活胴形式をとるとともに，形容詞的活用形式をもとる二重性格を持つもの
といえよう。
　次に形容詞的活用形式をとる助動詞をあげる。
　語幹　意味　　接続　　活用形式　達用形　終止形　過去形
　　t一　願望　形式名詞形　　a　　　一・OO一一　一CW）ee　－a－
　ras一想｛象　終ユと形　　i　　一・jUU一　　一ii　－i－
　t一の過去形には，一e一一もある。
　ras一は体雷にも接続する。
　普通は助動詞と認めるm（w）eeは活用しないから助詞と考え，ここでは触れ
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ない。「う」「よう」は上で述べたことからもわかるように，活用語毘とした。
　4．　助詞
　「て」の意味のci・）zi，「ながら」の意味のkataz圭など，動詞のところで既
に述べたものは省略し，特殊なものだけを以下簡単にあげることにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カキ　いわゆる格助詞の融合形はさかんである。たとえぽ，torjuu鳥を，　kakjUtt柿
　　　　　ハシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スミを，hasjoo箸を，　usjaa牛は，　sumjaa墨は，　jada（a）宿は，などである。
　尊敬の主格を示すのにnoを使う。cuki　no　decjorasu月カミ出ている，　sensei
BO　korasita先生が来られた，など。
　「を」にはまたbaもある。　paciNko　ba　siteeパチンコをしたい◎
　方向を示すのにsaneを使うことがある。
　soN　mae　tooTta　cu　gaその前を通ったのが，のような「の」の意味のcu
も特色のある助詞といえよう。
　「で」の意味のzuku（miraN　zukwi　sarwita見ないで歩いた）は，助動詞
n一にっき，また助詞niと融合してzukwiとなることが多い。
　理由の「から」に当るkeは終止形に接続する。「でも」のdeN，「まで」の
maz圭，「ほど」のhozu，「こそ」のkosu（aN　hito　kosuあの人こそ），「ば
かり」のzjoo（owii　moN　wa　toimo　N　zjoo多いのはさつまいもぽかり）な
ども特殊であろう。
　接頭辞的な助詞にee一がある。　これは，能力を示すものである。　eeseNは
「できない」，さらに，eejomikirarなどとkir一をつけると「とても読めない」
というように意味が強くな：る。
　sabwii　clkeci1〈e寒いという，のcikecikeなども助詞と認めてよかろう。
　終助詞では，zoが一番乱暴で隅下や友人に使う。もう一段高いものはwai
であり，やや親しくない陰下に使う。藏上にはwalを使う。なお，　baiも使
われ，これは親しいとき，また臼一ヒでは肉親などにあまえたニュアンスで使う
という。「なあ1の意味のnaiも使われるが，　nooはもう少していねいである。
この，nooまたはnoeeは，語尾をあげたイントネーションで疑問の意をも示
す。noo，獄oeeは女性によく使われるようである。伝承・伝聞の意を示すには
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genaが使われる。
（注1）昭和26年1月1臼　日の影町となる。のち昭和31年9月30臼　日之影町と改称し
た。調査当時は摂の影であった。鉄道の線名は，当晴も現在も臼ノ影線である。
（注2）子音音素であげた’による’は，0一に含めて表示した。以下では0一も㌧も省略
する。
（注3）あらたまったときは，終止形がjoiになるので，これをまとめて，
　　語幹　　　連用形　　　終止形　　　過玄形
　　jo一　一〇一　一i一・　一〇一
　として，0活用を立てることも可能である。
　　　　　サツ　　マ　　　　　　タ　　キ鹿児島県　薩摩郡高城村
二孝村上
工　醐積　65．16k難2（昭24）
H　人口　11，476入，2，436世帯，三三：帯4．7人（昭24）
Br．人口動態　総転入数　655人（総：人口に対して5．78％），総転出数845人（7．
　36％），鹿児島照外からの転入　314入（2．74％），堅外への転幽　486人（4．23
　％）一（昭28）
W　就業人m　農・林業　11，688人（総就業人qに対して93・　2％），水産業245人
　（2．3％），鉱業　0人，工業　19人（O．1％），商業267人（2・2％），公務・自由業
　0人，その他　141人（1．2％），計　12，470人（100％）一（昭25）
V　おもな産業（おもな生産物資）　農業（米・麦・甘藷・煙草・繭・仔牛）
V【高校進学者数（進学率）104人（中学卒業者数に対して40。1％）一一（昭28）
Nll　ラジオ聴取率　1．42枇帯に1台（紹24）
τ彊H　　新聞購読率　　1世帯をこ　1．54部　（鋒召24）
双　電話国入率　79．0世帯に1本（昭24、
x　上水道　ない
Xlまとまった買物をするところ　川内市
　　大けが・重病のとき入院するところ
溺　被調査者（敬称略）
　上農勇助高城村城上3968
　坂元袈裟太　高城村湯田6455
　久木野エイ　高城村城上7169
　上屋つる高城村麦笛浦4925
　早瀬カオ高域村湯閉6502
　中eg一一　直衛　高城村西方2552
　武田　成美　高城村西方115G
　上小鶴　正肥　高城村城上4675
????????
川内市
（卑齢）
　64
　65
　55
　59????
??????????????????? ?????（学佼）
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
0～6年
7～9年
10～年
10～年
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　！．鹿児島四方雷のあらまし
　「鹿児島県の方雷は，まず本土方言と鶴襖方言［甑・種子・屋久（永良部を含む）］
に二大別される。島嬢方雷には本土ブテ書の特徴である入破音が行われず，連母
音［ai］の変化は，本土方言のように［e］でなく［e：］［a：ir］［ja］［a：］が：本
体となる。また，語末における音節ミの撹二化も島喚方言には見られない。本
土方書の中で最も特色のあるのは，薩摩南端方言（山川・開聞・頴婚…・枕崎）で
あって，ガ行鼻音，鼻母音，力行タ行の濁音化など音韻上の特徴が見られる。
この南端方雷の特徴は島特等欝のそれぞれの小方雷にも見磁されるものであっ
て注意を要する。
　南端方言を除く本土方書は，薩摩方言と大隅方言に分ける。薩摩方書はさら
に北部方言（出水・阿久根・川内・樋脇・宮之城・大口），南部方言（市来・伊集院・
伊作・）li辺・加世田・谷山・指宿），鹿児島方言の三つに分けられるが，北部方言の
中で川水方雷（米之津・出水・陶酔根・長島）は少し変っていて，セ，ゼは「∫ej，
£3e］と発音し，命令形に「ろ」語尾を使い，形容詞はヵ語尾を専用するなど熊本最
の方響の影響が見られるほか，形容詞の仮定法に「寒カギナ」のような珍しい鷺
い方があり，なお［d3i■3i］，［dzu］［zu］の区刷もなされない。この方判こ対して川
グイ
内方言（川内・平郷・高城・高江・永利）と爽部方書（樋騙・入来・下之城・大口）
があるが，前者は出水方言と共通する要素があり，後者は大隅の北部方言と通
ずるものがあるQまた，薩摩南部方言は南方方欝（損辺・知覧・手口宿・籍入・力殿
田・笠子）と北方方書（臨木野・市来・伊集院・H置・伊作・谷出・郡出）　に分けら
れる（峨木野方霞は聾摩北部方言的な点もある）が，前港は南端方言の要素も混じ
ている。後者は鹿児島方欝に最も近いが，鹿児島方言には大隅方醤の髪影響も見
逃せないし，共通語の影響も少なくない。
　大隅方言の特徴は，力語尾形容詞が少なく，イ語尾の優勢なこと，および形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ容詞は終止形に他の活用形が同化される傾向（例，若ケカロ，若ケナル，若ケ，
若ケヤ，蒋ケカッタ）のあることである。この二つの傾向は鹿児島方言にも現
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れている。大隅方言は北部方言　（加治木・隼人・国分・編肉・溝辺・横川）と南部
方言（垂水・鹿屋・根占・佐多・為山・志布志・岩刑・財部）とに分ける。岡じイ語
罵形容調を使って，仮定形は北部ではカレバ式で，南部ではケレバ式である。南
部方言には連母音［oi］の〔i］に転誰する傾向［例・ツイ（強い），ドキ（何処に），
キ（来い）］があって宮崎県の方欝に似たところがある。また，南部にはバッテ
ソことぽも広く行われるが，この方は薩摩南端方言や，薩摩南部方言の一部に
もあって，島曝方言の全体でも使われるものである。なお，アクセントから見
ると，志布志・松山・財部は宮崎式一型で，一つの方言区画を作っている。
　2．方言から見た調査地点の位置と性格
　薩摩郡高城村は阿久根市と川内市の間に挟まった山の多い村で，北方はこと
に高い山で遮られているため，阿久根市との交通は海岸線が利用せられる。こ
れに対して村の交通路はほとんど南の川内市に開けていて，同市との往来が多
い。したがって，この村の方言は阿久根市の一丁（出水力雷）よりはずっとJii
内市の方書に近い。ただ海岸部落の方書に多少阿久根界雷的なものが感じられ
るが，村の方需全体が川内感温の区画に入れられる。しかし，川内方雷と出水
方言とは，もともと近親関係にあるのであって，いまこれについて高城村方言
の位置を考えて見ると，川内市の方言で薄く見られる非鷹児島語的傾向は，高
城村方言ではやや濃くなり，それが出水方言でははっきりした形となってあら
われるといったようなことがある。たとえば，走破音の減少，ラ行動詞の語尾の
長：音化［アー（ある），スー（する）］，一行動詞の語毘［au］が［o］とならず，
［au］または［ahu］であること，形容詞は力語漏のきわめて優勢であるなどが
あげられる。このことは出水方言的なものの南漸の姿である。高城村の方言は
本土方言の一般的特徴からややずれのある方言であると書えよう。
音 韻
G．音韻三千
、高城村の方言の音韻体系は次のとおりである。ただし，音声瀦号で示す。な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音
お×は該当する単語が見当らなかったこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　，?????
zu　zo　za
tsu　tso　tsa
dzu
　　　　to
　　　do
nu　no
ru　ro
pu　po
bu　bo
mu　mo
Fu　Fo
入団音
声門閉鎖音
促音　k，t，
揆音　m，n，
o　　　a　　e　　　l
ho　ha　he　gi
ko　ka　ke　ki
go　ga　ge　gi
so　sa　se　sii
　　　　　　　　　　Ii
　　　　　　　ze　×
　　　　　　　　　　5i
　　　　　　　×　tsi
　　　　　　　　　　tii
dzo　dza　dze　×
　　　　　　　　　　d5圭
　　　　ta　te
　　　da　de
　　　na　ne　n圭
　　　ra　re　ri
　　　pa　pe　p至
　　ba　be　b至
　　mamem圭
　　　　Fa　×　Fi
　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　s，
ju
hju
kju
g・ju
fu
5U
jo
hjo
kjo
gjo
So
50
　ja
hja
kja
gja
Sa
5a
韻
とを示す。
　je　wo
　一　kwo
　－　9WO
fe　一
5e　　一
tJu　tio　tfa　tSe　一
dsu
nju
rju
pju
bju
ju
dso
njo
rjo
pjo
bjo
mjo
d5a　×
幻a　　一一
　サrja　　一一
Pja　　・一
bja　一
　のmJa　一
　　　　　　　 p， s，　S，　g，　d，　ds，　s，　j，　b．
　　　　　 　　　　　　p，　no
この体系ウ旧名で表記すると，
?????
ズ
ツ
?? ．?
?
????
ザ
??
ゼ
ツォ　ツァ　　×
??????????????
wa　we　一
kwa　kwe　kwi
gwa　gwe　’gwl
??…???? ?｝??
????
? ???
???
? ???????
シュシsシャシエ　ー
ジュジョジャジェ　ー
チュ　チ：■　チャ　チ＝　一
?｝????
クイ
グ（
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ヅ　　ヅォ　ヅァ　ヅ”
?????????一　
y　
???????????
??????????????
　　フオ　フア
・（入破篭・声門閉鎖音・促音）
ン
?
??
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???㌘㍗㍗???
｝一…一一
﹇??〜?｝?? ???????????〜???? ? ? ??
　この体系で特異な音節について注記しよう。
　（1）　［’je］は東京語のLe］に対応するのであるが，全然［e］がないのでは
なく，菓京語の連母音［ai］［oi］に対応するscは［e］である。例．　esatSV「あ
いさつ」，　eta「置いた」。ただし，いわゆるハ行四段動詞の仮定形，命令形のエ
は［weユで実現する人と［je］で実現する人とがあり，また仮定形だけ［le］
を使う人もある。このような場合［we］を使う人でも，ヤ行下二段式の「植え
よ」，r据えよ」はやはりuje▼，　suje▼である。なお，音節［we］はiwe「祝」，
we「甥」などにあらわれる。
　（2）　フの子音は両三摩擦音の［F1が普通であるが，［h］が使われないので
はない。たとえぽ，utah？「歌う」，　ju鱒「指」，　gotohg「五徳」のように他の
音節から転じたフ。
　（3）　［Foj　LFa］［Fi］は，　toFo「豆腐を」，　toFa「豆腐は」，　toFi「豆腐
に」，Fita「吹いた」など。ただし，古老の一部に聞かれるだけで，多くの人は
［ho］［ha］Lgilである。
　（4）　［wo］　tkwo］　［gwo］は，　iwo「魚」，　sawo「檸」，　kikwo「菊を」，
1〈WO’「食おう」，　dogWO「道具を」。
　（5）　［kwa］［gwa］はkwa∫l　r菓子」，　kwao「食わぬ」，　dogwa樋具は」
など無数。
　（6）　［kwe］はkwe▼「食え」があるが，［gwe］は聞かれなかった：。
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　（7）dogwo，　d◎gwa　r道具を」，「道具は」をdogjo，　dogjaのように実
現する人がある。地域差があるらしい。海岸部落の入であった。
　（8）　［si1はsita「好いた！，kasiv「糟に」など古老の発音であるが，多く
は［∫i］と交替する。［zilは聞かれなかった。
　（9）　［∫e］［3e］は［se］［zeコと併用される。個人差と語彙差があるようで
ある。
　（10）　［tso］［tsa］［tsi］をまgottso「御馳走」，　ottsan　「お璽さん」，　kutso
r靴を」，kutsa「鞭は！，　tsi「露」など。ただし，最初の2例は普通のことであ
るが，後の3例はkut∫o，　kut∫a，　t∫圭と言う人が多い。　［tse］は見当らず，
［t∫e］も擬声t∫es？to「ひやかしの掛声」にしかない。［d3e］もありそうで，な
かった。なお，県の南部方言では［t∫el［d3e］はごく普通の音節である。
　（11）　［d3］と［3］，［dz1と［z］は区別される。
nend3u
dsat
m圭銘1
面dz撃
魚idzo
鵬idza
年中
ぢゃっ（指定）
水に
水
水を
：水は
annosu
3arna
ldsi
kiz墾
1〈izo
kiza
案の条
邪魔
傷に?
憎を
傷は
　なお，・mld30，　mid3a「水を一1，　F水は」；ki30，　ki3a「傷を」，「傷は」という
人もかなりある。
　（12）　［nlo］仏njo：san「仏様」，　njon　rサボテン」などがある。
　（13）　［mju］はmju▼「見よう」，　mjut◎「めおと，夫婦」に見出した。
　（M）　入三音［t］は東京語で動詞の語末のルに対応する例がおもなものであ
る（漢字音における入声tも行われない）。otsut「落ちる」，　tot「取る」，　mi－
jut「見える」。まれに名詞の語末のヅ，ヂに対応するmit「水」，　hat「恥」，
tsut　r唾の方言ッヅー1，　at「鰺」など三三的で，なお個人差もあって，つねに入破
音で通しているわけではないe前者の例でも自然な談話ではotSU：「落ちる」，
to・：「取る」，鶏iju：「見える」のように長音化するのが特徴である。ただし，
ヂ春」はつねに［ha：コであって［hat］ではない。　この長音化の現象はもとも
と入破音を用いていたのがゆるんで生じたものか，語末の［r］の脱落によって
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直接起きたものか，まだ決定的なことが雷えないが，恐らく後者であろう。と
もかくこの村の急雷の入破音は薩隅方言の傾向から見ると，現れ方が少ない。
　ただ語中に入破音のあらわれることは珍しい。それは東京語で子音［m］［n］
の前のツ，チに薄応ずるもの一kitne　r狐」，　tatnoto∫1「辰の年」，　kutnohaka
「口の中」，motnige「持ち逃げ」一で，鹿児島方欝の声門閉鎖音（glottalstop）
一ki2ne，　ta2noto∫i，　ku2nonaka，　mo2nige一に対応する。ただし，この語中
の入破音は中年・若年では，klnne，　tannoto∫1，　kunnonaka……のよう．に逆
行同化をおこす。
　（15）　声門閉鎖音は，入詞音で終る名詞が［ml［n］の前に来ると生じる『こと
がある。ただし，入詞音で終る名詞は少ないし，それも圏定化していない現状で
あるから，実例が少ない。mi2mo「水も」mi2no「水の」　ぐらいが被調査者
に共通して聞かれたところQなお，参考のために調査した中年の人では，ki21no
「菊も」，ku2mo「靴も」，　ha2mo「恥も」，　mi2no「道の」のように自由に声門閉
鎖音が出る一方，ぞんざいな発音ではkimmo，　kummo，　hammo，　minnoの
ようになるのであった。この発音に1対しては，今圏の被調査老では，kikgmo，
kutmortvkutsvmo，　had3imo，　m呈tmoである。なお，鹿児島方雷のように
母音や半母音の前では声門閉鎖音はあらわれない。
　（16）促音で棄京語のそれと違う点は，次のような促音のあることであるQ
koggo「国語」，　nagga「夏が」，　teddo「鉄道」，　ladde「やつで」，　add3aro「あ
るじゃろうj，itadd3a＜itatsuja「行ったのか」，　itadd30＜itatsu∫o　「行D
たのか」，i330「一一丈」，　ba330「パキさん，おぼさん」（ただし促音化はまれ），
jokajja〈jokatsuja「良いのか」，　jabba「役場」（ただし促音化1ままれ）。1な
お，　「一‘tsj　e＊id39bapでibbaoではない。
　（！7）　「馬」，「生れる」，「うまい」などの語頭のンは，m▼ma，　m’maru：，
m▼makaのように実現されるQ薩隅方言の特徴に従う。
　2．音韻変化
　（1）長母音の短呼　bimbu「貧乏」，　tene「ていねい」，　ku〈ko：「来う」。
長母音は行われないのが原則である。
　（2）　単音節語の長呼　半長音化するのであるが，アクセントとは無関係。、
gilt　日
ka㍗　蚊
hal▼葉
gi’1　火
me▼1目
ha▼1歯
gil・　d5a　　臼だ
kal▼銘a蚊だ
hal’d3a葉だ
gi▼l　d3a　　グ（だ
me’l　dsa暑だ
ha▼1　d5a歯だ
音　韻
9難▼kai　　Hカ・い？
1〈al▽　kai蚊力・い？
hal▼kai葉かい？
gi’l　kai　火かい？
me▼、kai　Nかい？
ha’1　kai歯かい？
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　ただし，助詞ガ，ハ，ヲ，モがっくと長めに引かないQなお，鹿児島方欝で
は，これらの助詞がつくとかえって長く引きのばされ，なお上海アクセントの
語に限られる，たとえば，gi7「ga　「日が」。ただし，　gi「9a　「火が」。
　（3）　母音［i］［u］の無声化　（i）無声子音と無声子音との間に挟まれる場合
klta「来た」，　so∫Ste「そして」，　ure∫lka「嬉しい」，　tsりkau「使う」。（ii）　語
末の場合　a’kS　r秋」，　na▼k》「泣く」，　mo▼t∫1「餅」，　ku▼t騨「靴」，　u’∫1「牛」，
u▼s“　「臼」，k11▼91「釘」，　unaΨ9芸「鰻」，　ojo▼9V「泳ぐ」，30▼bB，　30▼hv「丈
央」。すなわち，［i］［u］と結慨する子音は有声無声の別を閥わない。なお，
注Kされるのは，母音の無声化と同時に前の音節をやや長く引くことである。
（以下，半長音の記号は表記しないことにする）（iii）無声子音と有声子音と
の間に挟まれる場合　kut∫lga「口が」，　itsgmokats？mo　「いつもかつも」，
sukgnaka「少ない」。　（iv）有声子音と有声子音との問に挟まれる場合kugl一・
bako「釘鞭」，　mu31ba「虫歯」，　mod31ga「餅が」，　i3；ja「石屋」。これは無声’
子音の有声化したものに伴われる［i］［？］の例が多いようである。なお，（ii）
は鹿児島方言の入物音に対応し，（iii）（iv）は同じ方言の促音や声門閉鎖音・
に対感ずる。
　（4）　〔or］：［u］例，　Fuku　ryF公（ただし奉仕作業の意味）」，∫endzu「船頭」，．
ju∫1「用事」，　t∫ut∫u「蝶々」，　su「＜∫o：「為よう」。すなわち，昔の合音δに．
対応し，開音6には対応しないのが原則。例外．teppu「鉄砲」，いわゆるハ・
行・バ行四段のウ音便形の「払うた」，「習うた」「笑うた」，「並うだ」に対する
haruta，　naru£a，　waruta，　narudaなどQハ行四段の方では，終生形もharu、
「払う」，naruヂ習う」，　waru「笑う」という傾向が強い。　この動調：こおける、
例外は，開音6と結合する［r］がア列音に先立たれたときに限られる。
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　（5）　［o］：［u］　例．dzumoi「どもり」，　jaked3u「やけ『ど」，　judare「よだ
れ」。語彙的に固定している。
　（6）　［i］：［u］例．Futo「入」，　Futots》「一つ」，　sudzudoi「沈んでいる」，
sije▼「据えよ」，　t∫lk：eh》「つけ木，マッチ」。
　（7）　〔：au］：［ah竪］　例．　kahg　ド貿う」，　t∫igah撃　「違う」，　utahv　「歌う」，
ah撃「会う」。なお，鹿児島方言では［au］：［o］。
　（8）［ai3：［e］例．∫eta　r咲いた」，　tege　r大概」，　dekoi⊃「大1畏」。
　（9）［oi］：［e］　例．　eta「置いた」，　ojeda「泳いだ」，£e▼「樋」，　ke▼「来い」。
　（10）　［eiコ：［e］　kireka「綺魔だ」，　gore「御礼」，　tene「ていねい」，　tes？
「亭主」，me▼「姪」。例外．　heitai「兵隊」，　meirei「命令」。
　（！1）　［ui］：［i］　例．∫lta「好いた」，　t∫lta「着いた」，　mita「向いた」，
nukwi「ぬくい」Q
　（12）［ui］：［u］　例．　sukwa　r西瓜」，　suka　r酸い」。
　（13）　［∫il：［gi］　例．　git∫E’［7」，　git∫ija「質屋」，　gozangido「ござり申
すそ」，ikingiga「行き申すよ」。後の二つの語例では［gi］はLsu］〉［∫i］を
通過したもの。
　（14）　語中語尾で巨］［u］と結合する［kl［9］［b］に対応する［h爆
　キ　bih撃「びき，藩」，　sahg「先」，　tah？tsuke「焚つけ」。
　ギ　inekohg「稲こぎ」，　t∫ikehg「っけ木，マッチ」，3i3eka鱒「自在鍵」。
　ク　kinodoh即a「気の毒な」，∫ekkahg「折角」，　todohg「届く」，　k圭hVno－
hana「菊の花」。
　グ　　ojohv　「泳ぐ」，　tohy　「研ぐ」，　doh？　「道‘具」。
　ビ　o麺「帯」，∫e耀く∫ebl「蝶」，　tahgtahり「度々」，　juhg「指」。例外．
hebe「蛇」。
　ブ　ah即aka「危い」，∫ih“ka「渋い」，　nohv「延ぶ」，30h撃「丈夫」。
　　（注）上の例は自然な談話の場含であるが，改まった場合には東烹語式に帰る。ただし
　多くの談合，無声化した［i］〔U］を伴う。なお，語末の［hu］は鹿児島方言の入破音
　に対応し，語中のそれは同じ方言の声門閉鎖音（あるいは促音）に対応する。
　（15）　［∫］：［sl例。　issubio「一升びん」，　soi「醤油」，　g　ikiagesa「引揚嚢」。
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　（16）　［3］：［z］　例，zugOllil）「15人」，　zupsa「巡査」，　annozu「案の条」，
zama　「牙戸内」，　zumbaD　臼順番」o
　（！7）［d3］：［dz］例，　dzubako「重箱」，　mandzu陰麺：｛」。
　なお，（15），（16），（17）は海岸都落の人にだ1ナ聞かれた。
　（！8）　有声子音に対応する無声子音　（i）藷・中語尾で£3i］［zu］：［∫i］［lsu］，
例．ha∫linete「初めて」，　ha∫inekl〈ha3inoki〈ha3enoki「櫨の木」，　mi∫lka－
ka　r短い」，　kanaras》，　kanara∫｝「必’ず」，　∫esutOn　r為ずとも」，　kis導「傷」。
したがって，連濁が不充分で3in∫a「神社」，　aaka∫lma・san「中、1語さん」。（ii）
語中語尾で［dzu］：〔tsu］例．　kots￥kai「小使さん」，　mutsgka∫g「むずかし
い」，watsgka　Fわずか」，　ats》kl「小豆」，まれにmitSLI「水」。（iii）　語中語
尾で［gi］：［ki1　例．　unakl「鰻」，1：nukl「菱」，　sukg「杉」。（19）　無声子音
に対応する有声子音すなわち，語中語尾で［i］［u］と結合する［k“1［∫］［t∫］
［ts］1ご対応する［g］［3］［d3］£dz］。
　キ・ク　jeggnomaje「駅の前」sagld3a「先だ」，　da鱒d3a　r楽だ」，　o鮒ba
「建言，jagψa　r役場」。
　シ　a3iga「足が」，　ha3Sga「箸が」，　wata31mo「私もj。
　チ・ツmad3：ge燗違」，　id31ban　r一番」，　tad31ba貸a∫1「立話」，　kud3／la
（ノkudz廓a　「革化屋」，　jad3igarvjadzgga　「奴カミ」。
　（注）この現象は後に有声子音が来るために起きるものらしい。キ・クの例はさきに図
で述べたきまりによって［hu】　と交替することができる。一毅にこの現象は改まった場
合・には清音に帰するが，個人£WOEIもある。　なお鹿児勘プア欝の促音　（声門顧四二・）に文ナ応ず
る例が大部分を占めている。なお，次のような例もある。
　［kコ：［g］　例．gane「蟹」，　gameヂ亀」，　gi∫1「爆」，　kagu：「欠けるj。
　（20）　［τi］二［圭］　例．hai「針」，　toi　r鳥」，　mai「毬」。
　　　　［rj］：［j］　例・sujo　r総領息子」，　majo「毬を」，∫ltaja＜∫itarja　r為た
ら」，gojusap〈gorjosan「お嬢さん」，まれに，　k圭jo「器量」。
　［ruコ：［u］　ただし［u］は前の母音と融坐することが多い。例．　gida：ka
「ひだるい」，wa：ka「悪い」，　ha：「春」，　ka：「借る」，　tOlka「取るか」，　su：ga
「為るよ」。
　（21）　［r］：［d］　例．daRki∫o「落花生」，　denen「来年」，　domo　f老肇」。
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ただし，［i］［u］の前では，［r］：［dz］～£d3ユ例．　dzus？「留守」。　jend30「遠
慮」・d30ho「両方」，　d3u・「漁」，　d3igki「烙気」，　od3it「下りる」。
　（22）　〔r］：［t］　ただし［r」の前に［∫i］の来ることが条件。例．u∫ito「後」，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かしらomo∫ltoka「面白い」，∫ltan「知らん」，　ka∫1，ta「頭，ただし上方の意味」。
　（23）　［r］：［nコ　ただし動詞のル語尾がEn］の葡で。例．　tonna「取るな」，
mijunna：「．見えるなあ」。
（24）［mi］［mu］・国例・ka・r紙」，　tatan隣む」，隅み」，　n・・「飲
む」．ただし，一部の人だけで，多くは，鼻子音が結念ずる［i］［u］と離れて前の母
音と融合して一種の鼻母音を作るのが特徴である。例．kani「紙」，　tata”i「畳」，
kite”ino〈kitemiro「来て見ろ」，　no・iu「飲む」，　jo・）uga「読むよ」。例外n．
の前では・kannaidoo「雷さま」。なお，「死に（連用形）」も∫i・iiとなること
がある。
　（注）量久島の方雷で，ある場合には，kugi「釘」がku・i，．tamago「卵」がtama・・o
となることがある。甑島の方言にもガ行鼻音のある部落でkui「釘」，　tamao「卯」が行
われている。
　（25）　［wo］：［no］　ただしnで終る名詞に助詞ヲのつく場合。例．　honno
「本を」。
　（26）　〔wa］：［na］　ただしnで終る名詞に助詞ハのつく場合。　例．　ho無na
薪本は」。
　（27）　〔m］：［n］　例．kanaboko「蒲鉾」。
　　　　［n］：［m］　例。まれに∫imo▼，∫iman，∫ime，「死のう，死なん，死
ね」。なお，これには多数への類推も作用している。
文 法
　高城村の方言の活用語は，動詞，形容詞，形容動詞，助動詞の四種である。．
　1．動詞
　董．1　活用の種類と活用形
　動詞の活用の種類とその活用形を表に示せば次のとおりである。なお表記に
は音声記号を用いるが，ローマ字を流用した部分もある。
ヘヒi　　　l　藷1惣i活期の種類i
　　　　　　　　　i語幹
第1種ik。k
　　　　〃　　…漕1（◎9
　　　　”　…貸kas
　　　　〃　　…立tat
l． D1飛，。b
　　　　〃　　読jom
　　　　〃　　葉mora
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撫量形打消形連稽形終止形連体形仮定形命令形　既定形
第2種
tx
借ka
起oki
???「 ?
一一Z
一〇
一wo
?????
一一
一一
－wa
?．???????﹇
　い一三
　一1
狙ore
????? ?
一一
???
??【????
一
一u
?? ?
?? ??
一e
一e
－we
?【??
一e
　一e
－we
癌爾ii〈e　（一ti）　1
1“g（rt．a！　I
tat（一ta）
to（一da）
tu（一da）
］o（一da）
morO（一ta）i
｝?，?????」．?．?????? …?????
?
?
?
imttrrttt．t．．L．．．．．．．．．一．．．
塗nu
蹴ke
坂to
一ro
一ro
一ro
陶ro
一ro
一ra
一ra
一ra
一一
?
一ra
扁1
一一P
一1
一1
一1
???
???
???
?????
???
???
???
｝「
一a
一’
－i
mi
一一
－u
一?????? 「?【
一re
卿re
一re
一re
一re
一re
一re
一re
一re
一re
kat（一ta）
okit（一ta）
nut（一ta）
ket（一ta）
tot（一ta）
1
1
1
第3種
?
?
…． U
．」り??? 一wo
想、omo　－WO
払haru：一wO
i…mm．．．一’一…．’…’．’．．．’．．．’幽．．．．．　．．’．．．tt………．．■．
　　舞4種　死s重n
一wa
一wa
一wa
i（ii）
ju
ome
hare
hari
ju
omo
haru
ju
－i
O磁O
haru
一we
一we
一xve
一we
一we
一we
jU（一tcl）
omo（一ta）
haru（一ta）
一〇 一a 一1 一uu
－ut
一uu
－ut
一一 浮
一e 一e　sin（一一da）
第5種 受uk 一u’ 一e 一e 一uu－ut 一uu一一 ?
－ui
一ure 一e’　一e（一ta）
，
………一「 k?????
………一
S為
　……　…7【
???
?
6????
閉…???…
一Uv ?　一
1　一
一． P 一uu
－ut
一uu
－ut
－ui
一ure 一e’　一i（一ta）
一UT ?﹇? 一1 一uu
－ut
一uu
－ut
－ui
一ure
　　　　　　　　　じ　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i－e7－i（一ta）
第1種は母音の変化するもの（w音に伴う母音の変化するものも含む）。ワ行
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動詞で，これに属するものは語末が連撮音Lau］で終るものに隈られる。
　第2種は，一部は親譲の変化するもの（r音に伴う紙漉の変化するものも含む）
と一部は促音の現れるもの。基本となる母音は語幹の末の母音の長音化したも
のであって，その母音の種類によって五つに類別することもできるが，それが
等しく促音化するので，一つにまとめるのである。
　第3種は，w音に伴う母音の変化するものと一部は語幹と同じ語形の現れる
ものであるQ三つの語例のうち，ju「遵う」の連体形に異なった形があるが，興
じ活用と認めてよい。ワ行動詞で第1種雲底に入らないものは，すべてこの種
に属する。haru「払う」と同じ類にはaru　r洗う」，　karu「負う」，　naru「習
う」，waru「笑う」などがある。
　第4種は，一部は母音が変化し，一部は母音にu，t，1の音節が添加する。「死
ぬ」の一語だけQただし「死ぬ」は第1種活用にする人もある。
　第5種は一部は母音が変化する（u，e）が，一部は母音にu，　t，　iおよびre
の音節が添加するもの。これに属する語は爽京語の下一段動詞が大部分で，な
かに上一段動詞が少しある。
　第6種は一部は母音が変化する（i，u，　e，　o）が，一部は母音にu，　t，　iお
よびreの音節の添加するもの。
　第7種は一部は母膏が変化する（a，三，u，　e，　o）が，一部は母音にu・t，　i
およびreの音節の添力乱するもの。
　1．2　活罵彫の矯法
　（1）推量形　助動詞のウ（オ）に連なる形で，推量および意志を示す。ただ
し，ウ（オ）は語尾の母音と融含短呼されるので，結局推璽形そのま窪が完結さ
れる形となる。第5種，第6種，第7種では，u▼としてあるが，下にことばを
続けるときは，短かいことが多いようである。助動詞ソ（ウ）ヂャに連なって様
態の意を表わし，「ゴトアる」がついて希望の意を表わす。この第3種の推量形は，
ukju：「受けう」，ko＝「来う」，∫u：「為う」から転じてできたものである。第2
種に属する「見る1の推量形として，mju▼という形が用いられることがある。
　（2）打消形　　助動詞ソに連なる形で，また使役の助動詞スる・サスる，受
身のルる・ラルるにも連なる。（方言の勤詞。助動詞を例示する場合，平仮名で
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書いた「る」は，そのままでは実際上用いられず音変化することを示す。）
　（3）　連用形　　中止法となる。動詞と複合語を作る。助詞ケを伴って貝的を
示す。セカ「さえ3に続き，敬譲の助動詞やる，モス，ソ，スに連なる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　連用形では動詞により，語幹の母音と語羅の母音とが融合して区別しがたい
ものがある。第！種活用のmore　r貰い」は東京語のmoraiに当たり，第3
種活用のome「思い」はomoiに当たる。ただし，「払い」｝こはhareとhar量
の二つが聞かれた。人によりどっちかを使うのである。hareの方はh雛a圭に
由来し，もともと第1種活糠こ属していた名残りである。　hariは，連二形に
多いi語尾に類推して，haruからharuiを作り，さらにhariとしたものら
しい。「言い」の方にもi（il）とjuとの二つの形があるが，これはそれぞ2Lffl
法が違うのであるt：しかし，いずれもjuiという形から分化したらしい◎
　（4）　終止形　　旧い切る形であるeなお，禁止のナに連なるわけであるが，
その際は第1種，第3種を除いて，語尾がnで現れる。
　（5）連体形　体言を修飾する。助動ドン「けれども」，助動詞メ「まい」に
連なる。終助詞ガ・ド「ぞ」にも連なる。ただし，語形に二つ以上あるものは，
用法が分かれる。すなわち「時」に連なるときは，促音からし，「人」に．つくと
きは，どんな種類の母膏からでもするが，ドソとメとは必ず母音「i］からしな
けれぽならないし，またかには母音から連なり，ドには促音から連なる。
　（6）仮定形　　助詞バを伴って，仮定して言うのに翔いる。
　（7）命令形　　命令の意味で交を終止する。第5種，第6種，第7種では命
令形はeをやや長めに発音するのが特徴である。これは元来打消形にヨをつけ
た形から変化したものであった。たとえぽ，uke▼〈ukei〈ul〈ejo「受けよ」。
　（8）既定形　　助動詞タに連なって，過去完了の意を表わす助詞テに連なる
形である。助詞タイrたり」，テンrても」にも連なる。第1種，第2種，第3種，
繁4種では，いわゆる「音優形」である。東京藷における音便形と比較すれば，
棄京語のイ欝便のXai（一ta），　Xoi（一ta），　Xui（一ta）はそれぞれこの方饗のXe
（一ta），　Xe（一ta），　Xi（一一ta）に対応する（Xは子音を示す）。東京語の撹音便は方
言のウ音便短縮形に対応し（「死ぬ」については例外），東京語のワ行動詞の促音
便はこの方書ではウ音便短縮形であり，タ行・ラ行動詞の音便形は両者ともに促
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音便である。なお，サ行第1種動詞は東京語で音便形をとらないが，この方言
では自由である。なお「行ク」という動詞は東京語では促音便をとるが，方言
ではi（一ta），　ita（一te）であって，タに連なる形とテに運なる形に梢異がある。
前回はjui（一ta）から転じたものであろうが，後者は前者の既定形にテを添加
したものかも知れない。第2種活用の「見ル」・には促音便は現れないで，mi
（一ta）という。cf．　kit（一ta）「着た」，　net（一ta）「寝た」。
2．二容1
　21活用の種類と活用形
！活用噸＼解織達見町家言国形終止形情願聯
第1種
第2種
語韓＼
長nagε
嬉ures
長naga嬉uresi
・karo　　　－k二ai　　　　－U　　　　－ka
－1〈aro　一kai　一u　mage
　　　　　　　　　　ures圭
一ka　一一1〈are　一kat（一ta）
　　　一kaja
nage　一一kare　一kat（一一ta）1’
uresi　一一kaja　i：
　　　　　　　　　　　／
　（注）調理形uは語幹の母音と融食してnago，　urefuと発音させる。第2種はあまり
用いられない。
　2，2　活用形の用法
　（1）　推量形　　助動詞のウ（ナ）に連なり，推最の意味を表わす。ウ（オ）は活
用語尾の中に融けこんでいる。助新調ソ（ウ）ヂャに連なって様態の意を表わす。
　（2）　連用形　　kaiは助動詞のやる，ヤンスに連なり，この方言独特の敬譲法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
を作る。例．ヨカイやる「よくていらっしゃる」，ウレシカイヤソス「嬉しくて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
いらっしゃる」。助詞セカに連なる。また，ドソ「けれども」にも連なり，まれ
にメ「まい」にも続く。ただ，kal十ドンは》成立から見ると，一kare（仮定
形）＋ドンから転じたのであろうが，現実の問題として連用接続とする。な
お，一kai十メはあまり用いられず，多く副詞形uにア・・一メ・アイメ（fあるま
い」に当たる）をつけてその意味を表わす。
　（3）　副詞形　　用言を修飾する。ナヵ「無い」に続けて打消法を作り，またア
るにも連なる。助詞テに連なる際はシを介してする。中止的用法は助詞シまた
はシテの助けを借りて表わす。例．夏ハアツシテ冬ハ寒力。
　（4）終止形・連体形　　二つは全く同形で区別がないのでいっしょに述べる。
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旧い切りに用いるほか体言に連なる。第1種のkaは助動詞ンス，スに連なり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aていねいの意を表わし，だいたい東京語の「Nのです」に当る，第2種では，語
幹と語尾とは区別されない。東京語の形容詞の末尾にあらわれる連母音一ai，
一〇i，一ui，一iiはそれぞれこの方雷の形容詞の末尾の一e，一e，一i，一iに対応す
る。したがって，いわゆるシク活用については，方言では語幹と語尾とが同じ
形となる。ただし，少ない。第2種活用の使用にも鯛人差もあり，語彙的なとこ
ろもある。ことに，「良い1，〔無い1は第1種の「良力」，「無力」しか使わないQ
　なお，第2種の終正形・連体形に副詞的用法のあるものがある。例．メヅラシ
降イモるナー「大変降りますね」。ソゴワシ貰ロタ「沢山もらったお程度の副
詞に連用する。第2種を普通用いない入でも，この用法は喜ぶ。
　（5）仮定形　　助詞バに連なって仮定を表わす。kaja＜karja＜kareba。
　（6）既定形　　助動詞タに連なり，過表を表わす。その他，助詞タイ「たり」，
テソ「ても」にも続く。ただし，助詞テはっかない。なお，方言特有の推量の
助動詞ドにも連なる。
3　形容動詞
3．1活用の種類と活用形
聾［海選一鍬形齢紐形連体形聯購
　　　genki
賑かnigijaka
　　　genki　｝　一d5anSO　　ンく
1賑緬・璽1
一一р唐≠窒潤@一de　一d3a　一na　一dsare　一d3at（一ta）
　　　　一一i　一dsat　一d3at
　　　　一一dsai　一一dsaa　一dsaa
　　　　　　　　　　　－d3ai
　　　　　　　－dsansg　一一dsansv一一dsanse　一d3ap，　si（一ta）　’I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
一一№盾嘯≠獅唐潤@×　一gozans？一gozansv－gozanse　一gozansi（一ta）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　第2種，第3種はていねいの意を含むもので，第3種の方がていねいの程度
が強い。なお，第3種は計いない人もある。
3．2活用形の用法
　（1）　推品形形容詞のそれと用法は岡じ。
　（2）連用形deは中止となる。語によって一応的用法がある。例．元気デ
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歌ウ。iはniから転じた形で，翻連吟用法をもつ。なお，「アる（有）」，「ナ
カ（無）」「ゴザンス」をつけて用いられる。gepki▼atta　kai（元気イ　アッ
　　　　　　　　ム
タカイ），30biy　naka（丈夫イ　ナカ），　dakiy　gozaDs“（楽aゴザンス）
（注）普通半長音も消えてしまうので，gei〕ki’は名鐘形とまぎれる。
　d3aiは助動詞「やる」，「ヤソス」に連なり敬意を添える。助詞セカに連なる。
　　　　　　　　　　　　　　　△
　（3）　終止形雷い切りに用いる。
　（4）連体形連体修飾法となる。四つの語形のうち，naは実質名詞に連なり
やすく，d3at，　d3aa，　d3aiは形式名詞に連なる傾向がある。例．四角ナ箱。
妖洗元気ヂ・ッ一画7）シ・「楽なだ眺丈夫ヂ・一モ・蹴
夫なものか」。ただし，準体言のト（東：京語の「の」に対慈）はnaを受ける。
例．キレイナトヲクレ。推量の助動詞ドおよび助詞テ「のに」，デ「から」は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガンジユd3atにつく。助詞ドンはd3aiにつく。例．気ノ毒ヂャッド。頑丈ヂャイド
ン。第2種のd3aosg，第3種のgozansgは，このテ，デ，ドソに連なるほ
か，ヂ時」という語か，コテ（東京語の終助詞「こと」に澱応）に連なる程度
で規法が狭められる。
　（5）仮定形　助詞バを伴って仮定していう。
　（注／ナラという形で仮定を表わすことは可能であるが，実際上使うことがない。
　（6）既定形助動詞タに達なり過去完了の意を表わす。助詞タイ，テンに連
なることは動詞・形容詞の場合と同じ。その他，第2種，第3種の既定形に助詞
テをつけてまれに用いることがある。なお，第1種における過去法の代りに連
欄形の方の圭にアッタをつけて表わすことも桐当行われる。
　（注）形容動講に属する譜は大体東京語のそれを目安において考えるとよいが，形響講
の第1種にも燭いられる語がある。例．縞腿力，丈夫力，窮窟力，頑丈力，元気力，気
ノ毒力など。ただし，儂汰差もあり，活用形の全部は形容詞化しないのが普通である。
4．助動詞
　44　種類
　助動詞は語の表わす意味によって分類すれぽ次のとおりである。なお，（〉
印で包んだものは用言への接続を題す。ひら仮名の「る」はそのままの形では実
際上は用いられないことを示す。
　（1）　受身ルる・ラルる（打消形に。前者は第1種，第2種，第3種，第4
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種の，後者はその他の）
　（2）可能ルる・ラルる（受身に同じ）ガナる・ワナる（連用形に）ダス（馬
絹形に）
　（3）　虜発　ルる・ラルる（受身に同じ）
　（4）尊敬　やる（連用形に）ヤソス（連用形に）る・うる（打消形1，e。前者
は第！種，第2種，第3種，第4種の，後考はその他の）
　（5）丁寧　モス（連用形に）（ン）ス（連用形に。形容詞では終！E形1こ）
　（6）使役　スる・サスる（打消形に，前者は鎗1～第4種の，後者はその他の）
　（7）　打消　ン（打消形に）
　（8）議論・完了　タ（既定形に）
　（9）推鐙　ウ（オ）（推螢形に）　ド（連体形に，形容詞では既定穆にも）
メ（連体形に，形容詞では連用形に）　ツロ（既定形に）　ゴトアる（体雷に
助詞ノを介して連体形に）　ヂャロ（終止形に）
　（10）希望　ゴトアる（動詞の推量形に）
　（11）　断定　ヂャ（ヂャツ）　ヂャソス　ゴザソス（いずれも体署または準　　　　　　　　　　　　　　　　　　as　A
体書トに）
　（12）比況　ゴトアる（体欝に助詞ノを介して）　　　　　　　　’
　（13）様態　ソ（ウ）ヂャ（ツ）　（推量形に）
　（14）伝聞　ソ（ウ）ヂャ（ツ）（連体形に）
　（15）　完済　トる（連用形に）
　（！6）進行　トる（既定形に）　ヲる（連用形に）
　（17）　存在　トる（既定形に）
　助動詞の活用の種類とその活用形を次のページ以下に表にして示そう。（）
印の語形はあまり白いない。ただし，語形のある音節だけの（　）印は，まま省
略されることを示すQ
4．2　活罵形の用法
　用奮に準じて考えられるので，特異なものについてだけ二三注記する。
　（i）過去・完了のタの連用形タイは，助詞化して並立タイを作る。助詞のドソ
に連なる。これは形容詞の連用形に準じて理解される。仮定形のタヤはtareba
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仮定の意味を持たず確定条件を表わすのからtarjaを経てできた形であるが，
??で，已然形とも言うべきものである。なお，推量形のタロはタドとなることが
い。これはタに推量の助動詞ドがついた形と混線しているようである。（2）打
ジはズに助詞の二が
??
いるQ諜rロジンともに副詞法，のンの連用形はジ，
（??）???（??????（???
×××
????????????????????
??????????????… ???????????????????????
??????????????
???
????
?????
【????? ? ? ????????』??????
??????? ? 【 ?? ?? ?
?????????????? ?
（??）??
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（?﹇）??
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?「
???????
?』??
??
?」?「
????』??』
邸“・｛邸co邸
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??
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×X??﹇?????
???』
?』
????』?
???
??
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ついてzuni＞zui＞3iとなったもの。ジンはジにさらに二がついたもの。仮定
形のne（ba）は少なくて，その転設のajaを常用する。ただし』ンを仰いで
重複：否定ン＝やを使うこともある。既定形は打消の過去法であるが，成立から
言えば，行カズ＋アッタが行カザッタ，行カジャタを経て重複否定の形をとつ
X
×
??
??
??
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たものである。
　次に東京語と語形，用法の著しく違う助動詞の用例を示そう。
　（1｝ガナる・ワナる（可能，能力）読ミガナーカ（読めるか）。
　（2）　ダス（可能，許される）　忙シュシテイッダサン（行けない）。
×　　×　　）く　　×　　X
）く　×　　×　　×　　×
??←?????
×
???〔【XX×X×
×　×　×　×　×
????
（?????
X?××
Ix×××xlx
1奪三軸．遷ゴ嚢鵯i震
　三日蓑葺薫繋｛黒呈婁　）。l
ttL　15（　・’L”　K　；tX　1　Nr
灘禁旨熱　i旨緊蒙i
t　t　t　t　t　tt　t　t　t　t　t　t　t　tt　tt　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t　lt　t　t　t　t　t　t　t　t　t　t
　弊　　　繹　　　醸
???????????????????????????????。???????????．????????????????? ????? ?????? ? ??????????）???????????????????????????」??????????「???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????「??」， 「 ??????????? 【 。??????????《 ?????????????? …　（3）　やる（尊敬）　オヂサソナ
オイヤラン（叔父さんはいらっ
しゃらな：い）。
　（4）　る・うる（敬意，弱い）行
ヵレソジャッタ。働カイゼン金
ハテケン。
　（注）東京語の行かれないを使
えば，敬意の程度が高まる。
　㈲　ド（推量）ンン楠ワシツ
カド（渋いだろう）。アシタワ雨
ガフッボ。（注），アクセントは
ドにある。
　（6）ツロ（過去の推量）　ワイ
モキイツロガ（君も聞いただろ
う）。
　（7＞　ゴトアる（希墾）　籍オ聞
コゴトアー。
　（8）　ソ（ウ）ヂャ（様態）　雨モ
止モソヂャ。ウンマカロ著ナ菓
子。
　（9）　トる（完済）繊ノ草ワ取
イトッタ。　（注）東京のてしまう
に当たる。
　圃　トる（進行・存在）雪が
降ツ　ト～　（進行・存在）。　汽：準ガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　．交　法　　　　　　　　　　　　　　3！3
．来トー（存在）。旗；ガ立ツトー（存在）。
　（11）　ヲる（進行）　木ヲキイヲッタヤヘベカラカマレタ（木を伐ってい．たら
蛇に食われた）。ムカシャ鉄砲袖ガアイヲッタ（昔は～があるものだった）。
（、妬　．ユ．鵬y：i．．簡）過去における進行，継続，習慣を蓑わすときだけに使う。
　5　助詞
　（1）ノ　主格。ただし，人につけて敬意を表わす時に限る。例．オクサソ乙
ネットイヤッタ（奥さんが寝ておられた）。
　（2＞　ト　体言の代用。助詞ノ，かに付いて所有を示す。例。月臼ノ立ツまワ
羅力。コソタワイガトカイ（これは慰のかい）。オハソノトワコッチナ（あなた
のはこっちですか）。（海　ガトは常体，ノトは敬体）。ソイデヨカト（それで良い
の。終助詞的用法）。
　〈3）ハ，ヲ，二が一母音〔i］穏］で終る体書につくと，次のように変化するの
で紛らわしい。特に二のつく形と原形とは相似たものがあるから注意を要する。
全く購じ形ではアクセントによって区鋼されるだけである。
??
道具
PI．1
蓬
?
飯
（??
（5）
〈??
〈7）
1くa▼k：i
mu’№Q
kiツku
do▼騨
ku’tf3
　ハ　　　　ヲ
kakja　1〈akjo　kaki
mugja　mug二◎　．mugi
！dkwa　kil〈we　1〈ikwi
（kikja）　（kil｛jo）
dogwa　dogwo　dogwi（dogja）　（dogjo）
kutfa　kutJe　kutii
hana’dsg　hanadsa　hanad30　hanadsi
na’tsu　natfa
　　　　natsa
mi’dzL．；　midsa
mit　midza
me’?ｉ　meSa　　e
ケ
サネ
カラ
ヅイ
natSo　natfinatso
midso　midsi
瓢三dZQ
me．fo　meii
戦
?????
　　　ノ、
sa’刀p　ta3a
ka’su　kasa
k ’zyl　ki3a
ki’su　kiza
　　oju’bi　jubja
ju塊
王く。▼bu　　　kobja
ko▼h誓
　　mal
　　ha：
豆腐toFu
紙　kani
動作の臼的を示す。例．花晃ケィク。
maja
hara
（Fara｝
to恥tohja
kam　a
　ヲ　　　一
saso　sasl
k SQ鷺！i
k略。　ki5ikizo
jubjo　jubl
kobj’o　kobi
majo　mal
haro　hari
toFo　toFi
tohjo　togi
l｛amokaユ齋
動作の進行する方向を示す例．奥サネ入ランカ。
変通の手段を示す。例，バスカラ来タ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ極限と添加の意を表わす。例．熊本ヅィ行コ。雪ヅィ降イ嵐タ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　サン　（8）デ　原因・理由を表わす。例．寒カデ仕事ハデケソ。
　（9）　ドソ　確定条件を逆態的に蓑わす○例．日和ハ良カイドソ風が強力。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　π
　㈹　テ　確定条件を逆態的に表わすQ例．雨が降ッテ出テ行タ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケモン圏　ダツレ　事実の並行を表わす。東京語の「がてら」に当たる。例．買物ダ
ツレ行キソシタQ
　㈱　パシ　東：京語の軽い指示の「でも」に当たり，後は推量体，疑問体で結ぶ
が，比況のゴトに連ねて副詞的修飾法を作る。例．怪我バシシタトヤナカボヵ
イ（……でもしたのではないか知らん）。良カバシノゴト，ソゲソコトスソナ。
（良くでもあるかのようにそんな事をするな）。
　㈱　グレ　動詞の連用形に付け，後に打消の意が来る。東京語の何々しないで
もよいの意味を衰わす。例．ゼソナモドシグレィラソ（お金は返さなくてもよい）
　働　ジャイ　体当に付いて，後に打消の語を伴い，東京語のさえ……ないの
意味を表わす。煙草ギャイ飲ソガナラソ。
　㈲　ド　断定の意を表わす。例．花がセトッド（～が咲いているぞ）。
　㈲　ガ　軽く言い張る，問丸を求める，余情を含める。例．五時ヂャガ（五
時だよ）。ソイデ雨意ドガ（それで艮いだろうね）。ヨカ天気ゴザソスガ。
　岡　オ　強調の意を表わすが，丁寧な言い方である。体雷に付く。感動の助
詞に付くことが多い。命令形（敬意を含む）にも添う。例．コンタ南洋ノ花曇。
グラシカ事ヂャガオ（かわいそうなことですわ）。アガイヤンセオ（お上り下さい
よ）。
　㈲　ナー・ネー　共に詠嘆の意を表わす。同意を求める意を表わす。ナーは
丁寧な雷い力で窪上に使い，ネーはぞんざいであって目下に使う。
　⑲　ナ　了寧な疑問でカに鮒する助詞。例．ドケィク＿’（何処へ行くのです）。
ただし，ナは敬語を直接受けないで，ト（準体雷）を介する。例．何ヲシヤンス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
トナ（何をなさるんですか）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サン　㈲　ケ　疑問の助詞で同輩や目上に使う。例，寒カソる立（寒いですか）こ
の助詞はカイの転言1ヒと思われる。カイの方は目下に使い，頂接敬語を受けな
いo
　　　　　イブ　スキ　　　　　エ　　イ鹿児島県　揖宿郡頴娃町
武
?
柴
1　　面毒緊　108．06km2　（昭28）
JI［入：　27，941人，5，458世帯，1世帯5．！人（招27）
皿人口動態総転入数1，23G人（総人口に対して4・4％），総＄fit［！数1，　940入
　（’7．0％）一（昭27）
rv　就業人口　農・林業　13，970人（総就業人口に対して　88．1％），水産業　307
　人（1．9％），鉱業　0人，工業　242人（1。5％），商業　391人（2．5％），公務・
　自由業　692人（4．4％），その他　148人（0．9％），計　15，853人（100％）一（昭25）
V　おもな産業（おもな生産物資）　農業（でんぶん・菜種油＞
W　高校進学者数（進学率）　126人（ただし，3校あるうち頴娃高校へ進学した看
　だけ。中学卒業者数に対して43，3％）一（昭29）
顎　ラジオ聴販率2．9世帯に1台
鴨　新ほ霧購読率　1世帯に　0．4部
以　電話撫入率　129．95世帯に1本（昭28）
X　上水道　ある
XIまとまった買物をするところ　鹿児島布
　　大けが・重病のとき入院するところ　鹿児島市
璽　被調査者（敬称略〉　　　　　　（隼齢）　（住居）　　　（職業）
　武元吉左衛門　　頴娃町郡　　　男　64不変　役場郡出張所長
　坂口　新造　　頴娃町長調　　男　55不変　役場吏員
　瀬川　守雄　　頴娃町牧之内　男　43　　　　本屋
　奥薗　重道　　頴娃町御領　　男　42　　　　中学校教員
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はじめに
　鹿児島県下の方欝のあらましについては上村孝二民の記述に譲る　（293ペー
ジ参照）。ここでは，わたしが調べた鹿児島県揖宿郡頴娃町方書の位置と性格に
ついて述べよう○
　方需について述べる前に，町自身の概観を記すことにする。
　頴娃町は薩摩半島の南端，揖宿郡の西南にある。東支那海の海岸線に沿った
町で，昭和27年当時，広さでは県下第4位にあった（108．06km2）。海岸線一
帯は餓色がいい。しかし，地質が悪く，台風の上陸地点でもあって，生産はあ
がらない。
　明治21年に市町村綱が実施されて頴娃村となり，村内の行政区を，仙田・十
町・郡・牧之内・御領・別府・上別府の7区：に分けた。のち，昭和21年に自治
法の改正によって，村内を川尻・佃田・十町。蓉匡・宮脇・粟窪・御領・別府・
上刷府の九つに分けた。さらに，それまで人口（4万）と面積（142km2）で村と
して口本一であったのが，昭和25年には，町（頴娃田f）となった。続いて昭和
26年，大きすぎる町を二つに分けて，東部の指厩・仙田・十町は開聞村（の
ち，昭和30年に開聞町となる）として分材した。
　上村孝二氏の纏琶児島県下の表現語法覚書」（鹿児島大学文理学部研究紀要「交
科報告」第3号。昭和29年）1・・こよると，東京語のFけれども」に，i当たる助詞は，
鹿児島県で「バッテソ」「ドソ」「イドン」の三つがあり，それが次のように分
布する。上村氏は分布図を示しているが，いまは，おもな土地をあげて，それ
、に代えるQ
　　種子島・尾久島・甑島　バッテソ
　　鹿児島市・枕崎市・大隅町　ドン
　　頴娃町・山川町・鹿屋市・佐多町・ミッテン・ドン
　　AI内市・阿久根市　イドン
　頴娃町の方言は，鹿児島市のそれと似ているところもあるが，また異なると
ころもある。このことは音韻・文法についても言える。
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　まず，音韻について。内破音のある点では同じである。しかし，頴娃町の武
元吉左衛門氏（昭和28年当時64歳）に，くちびるの内破音・歯茎の内破音・軟
口蓋の内破音が聞かれるのに，同じ年齢の鹿児島市武町の勢野太郎吉氏には歯
茎の内破音しかない。それは，頴娃町の壮年層（当時42歳の奥薗重道氏）の方
護働と同じ段階にある。
　頴娃町では／g／と痴／とが音韻論的に区：別されるのに対し，鹿児島市では
櫨／だけ。頴娃では／b／，／d／の入りわたりに鼻音が聞かれるのに対し，鹿児
島市ではそういうことがない。頴娃町では／hi／と／si／とが区別されるのに対
し7鹿児島市では／短／はない（［∫釦ge］ひげ）。
　頴娃町では，東京語の語中における／一k一／に／一g一／の対応することがある
（〔o－do　「go］男）のに対して，鹿児島市では／一k一μこは／一k一／が対慈する
（［otoF！〈o］男）。また，頴娃町では，東京語の語中の／一t一／に／一d一／の対応す
ることがある（［o～do「go］男）のに対して，鹿児島市では／一t一／には／一t一／が
対応する（［oto「ko］男）。
　文法については，手持ちの材料で比較のできる曲用形の二三に．ついて調べて
みよう。次に示すように，かなり似ているが，全く岡じではない（頴娃町は壮：
年圏の雷語を出した）Q表記は簡略音声表記。
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音 韻
　1．壮年展の土語
　音韻は老年層と壮年腰とではかなり異なる。観察と解釈のやさしい壮年願の
言語から述べることにする。壮年贋の言藷は，われわれの場合，白州守雄氏（当
時43歳）と奥薗重道氏（当時42歳）の言語である。ここでは，特に奥1蠣氏の鷺
語を対象とする。
　1．1特徴的な音声
　（1）内野音
　この方言で「口」を［kut］という。最後のL鳩は，舌先を歯茎にくっつけ
たままで解放しない音一下破音一である。［t］の代りに［d］の聞かれることも
あるが，それによって意味の区別をすることはない。また，ぞんざいな発音で
は［iku2］のように声門囲鎖音が代りに出ることがあるが，この場禽も閉鎖だ
けで確裂はない。
　こういう内破音は［kut］靴（「口」の［kut］とはアクセソ1・で区：別される。
「靴」のそれは上昇調，「pa」のそれは下降調。以後［竜ut］（P），［「kut］（靴）
のように書き分けることとする。），［聖αt3（柿），［lkit］（菊），　Ps“t］（杉），
［ljet］（えび），［コset］（蝉）のように語末にあらわれるほかに，［1〈it「］e］（狐）
のように語中にあらわれることもある。（なお，［ki2「pe］という発音もある。）
　この内破音と似た音に，いわゆる「つまる音1があるσたとえぽ，［zut「to］
（ずっと）の前の方の［t］はやはり内破音である。（後の方の［t］は閉鎖する
響胴を持たない，破裂だけの春である。）
　以上のすべての［9］は隅一の音であって，当然，問じ音素として扱うことが
できる。しかし，「はねる音」には［zutrto］の［t］のほかに，［圭plPUN］（一
分）の［P〕，［［li・k殉（眠い）の［k］，［u”b「ba］（うちわ）〈この語は
［u2「bα］とも発音する〉の［b］，［de“d「dON］（大工さん）の〔d」，［ig「goユ～
［i～g「go］〈薙・一合〉の［g］がある。　これらは調音のしかたと調音点とにつ
いては異なるが，内破音である点で共通する。
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　以上の内三音はそれぞれ〔P］の前では［P］，［k］の前では［k］，［之］の前
および語末では［t］，……のように，次の音との関係が一定で，互にその関係
を犯し合うことがない。したがって，これらは同じ音素と認めることができる。
（同じ音素記号で書いてもその音声ヘー義的に還元できる。）
　ところで，「はねる音」にはさらに，［is「SUI］（一升）の［S］，［m匂αZ「ZU］　一一
na］（磨き砂）の［z］，［ig「gilto］（行く人）の［g］がある。これらは内破音
ではない。
　さらに，この二二では声門閉鎖音が［b］，〔m］，［n］の前にあらわれること
がある。［jα2「ba］（役場）J［ka2「MUN］（書き物），［α2「nalga］（危ない）。こ
の声門閉鎖音は閉鎖する部分も解放する部分もあって，乱破音ではない。
　しかし，上にあげた［s］［z］［g］［2］はいずれも声帯の緊張を伴う点では
共通である上に，それぞれの次に来る音との関係は一定で，互にその関係を犯
し倉うことがない。これら四つの音の間だけでなく，すでにあげた六つの音と
の間ともそれぞれの関係を互に犯し合うことがない。したがって，これら10箇
の子音を一つの音素／Q／と認めることができる。なお，［kit「」ユe］～［1d2「アe3
におけるしtllと［2］，［u～b「baコrv　［u2「bα］における［b］と［2］はそれぞれ
音韻論的に．意味のない変異となる。
　（2＞閉音節
　音韻論的に雷って，この方言の閉音節としては，〈i＞で述べた／Q／で終る音節
のほかに，／N／で終る音節もある。／biN／［FbiN］（瓶），／hasaN／［ha「sαN］（は
さみ）。ここまでは東京語などと変らないが，このほかに，この方雷では／s／に
終る音節を認めなければならないのではないかと考えられる。
　この方言では「鈴」を〔suiSB］，「西」をこni1∫μという。　また，ときに，
完全に母音の落ちた［ISUS］，［lni∫］という発音も聞かれ，さらに，　［ISU§］，
［lni∫］のように有声化した発音もある。
　これをどう解釈すべきか。第一の可能性は／SUSU／（鈴），／nisi／（西），とい
う解釈である。ところが，「鈴を」は［sulSU］，晒に（へ）」は「nP∫“で，い
ずれも語末の母音は有声であり，短母音である。また，語末の［U］とその前の
［S］との間には音節の切れめもない。したがって，これらは／SUSU／，／nisi／
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としか解釈できない。しかし，そうすると，「鈴」　「西」と形の上の区別が
できない。「鈴」と「鈴を」，晒」と「西に（へ）」とをそれぞれ区別する必要
があると考えるならぽ（形態音韻論的立場に立つならぽ），［suiSV］，　［nii∫i］を
／SUSU／，／nisi／と解釈することはできなくなる。
　では，第二の解釈を考えよう。それは，［sulsg］，［ni窺］を閉音節語と解釈
することである。それには，まず／SUS／，／ni6／とする解釈が考えられる。し
かし，こうすると，新しい音素（／s／）を一つ認めることになる。ところが，こ
の方響でも，東京語などと同じ・ように，［SU］を／SU／，［∫i］を／si／と認める
ことができる（［si］と［∫iコが音韻論的に区別されることはない）から，／6／
は不要な音素である。したがって，／niS／とする代りに／nis／と解釈する方が
経済的であるQ
　新しく／一s／で終る閉音節を認めることによって，一つ問題が生ずる。それ
は，［is「sur］（一升）を／’iQSUR／でなく，／’iSSUR／と解釈することはできない
かということである。もし，そうなれば，［mi“αz「zu、nα］も／m輸azzuna／と
解釈し（／ljaz／という音節を認め），「ig「gilto］も／’ihhi£o／と解釈する（／’ih／
という音節を認める）ことも考えられる。
　しかし，［is「SU：］以下の⊂Sコ　［Z］［g］には声帯の緊張が伴うことがあるの
に，［sus］，［撮∫］の［Sコ，［∫］にはそれがない。　したがって，一方は／Q／
（／’三QSUR／），一一方は／S／（／n量S／）と認めることが許されると思う。
　この方言の閉音節は，以上によって，／一Q／，／一・N／，／一S／の三種あることに
なったが，もう一つ，／一一」／［一i］（二重輝音のあとの部分）に終るものも加えな
けれぽならない。／J／が子音音素であることは1．2（1）で述べる。
’（3）　zuとdu，　ziとdi
　この方言で「ずっと」は［zut「to］と発音する。最初の子音は純粋の摩擦音
である。これに対して，「頭巾」は「4ゴkiNコまたは［dzulkiN］または［d3ui－
kiN］と発音する。いずれにしても破裂的要素がある。同じことは［「3i］（字）
と［iCti］r）［ldzi］・）［ld3i］（疾）とについてもいえる。　したがって，　／zu／
と／du／，／zi／と／du／がそれぞれ音韻論的に区別される。
　こうして，／z／に対立するのは／s／（［s］，［∫］），／d／に対立するのは／t／
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（lt］，［t］，［ts］，［t∫］）となり，〔tsu「ral（顔）の頭音は／t／と解釈することが
できる（／tura／）。なお，［tsu「ra］は［9u「ra］のように発音されることも
ある。同様に，［ltsi］・V［雇1は／畷／（血）と認めることができる。
　（4）9と9
　［g］と［g］とは音韻論的をこはっきり対立する。［η］は語頭にはあらわれない
が，語中では／p／と／g／とが次のように対立する。
　　脚α㌔α］　名が　　　　［kegO「zO］　蚕
　　［nαlgα］　　無い　　　　　　　［ke「goido］　稽古よ
　（5）　eの前の子音
　この方言でr背中」を［senttFga］という。この語だけでなく，一般に東京
語の［se］に当たるところを［se］（～［∫e⊃のように発音する。［se］に平行し
て，・［dze］に当たるところを［qe］（～［3eDと発音することはもちろん，一般に
［Ce］の［C］（子音一一般）が口蓋化する。「目1は［me］でなく，［m．e］である。
「手」は［9e］rN・［tEe］，　「煙」は［lgelbui］である。「頴娃」（［ijei］）の「le］
もこれに平行して考えるべきものである（／1’eJ／）。
　子音は［i］，［j］の前でも口蓋化する。自㎎i目（三つ），［「kr“（木），［コ4i］
（疾），［iiiwa］（綴），［1rrLjαt］（脈），［切。：］（醤）。
　（6）　jeとwo
　この方雷には［e］という音節はない。いつも［je］である。［ljei］（頴娃），
［ljet］（枝），［nα「je］（苗），［git◎FSe］（単衣）。これはすでに触れたように，
£j］は／e／の前に来る子音のF蓋化に平行するものとして，／’e／と解釈する
ことができる。
　東京語の／0／に飼応ずるものは，華中ではいつも［WO］，語頭ではいつも
［◎］である。［ilWO］（魚），［∫i「W◎］（塩），［togdlWO］（融けあう），［ku「WO｛ヨ
（食べよう一一一’WjSS），［oggU「WO］（大久保一地名）；［oldo］（音），［コot］（雄・居
る）。
　（7）b，dの前の鼻音
　語中の［b］，［d］の前に軽い鼻音が聞かれる。はじめ閉鎖するときに，すな
わち，入りわたりで息が鼻へ抜けるためと見られる。〔ci「げ。］（ひも），〔α「nydo］
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（跡）。
　1．2　音韻体累
　（1）音素
　以上のようにして，この方君全体から分析して得られる音素は25箇あり，そ
れらは次のように分類することができる。
　子音音素／h，’，k，9，10，　s，　z，　t，　d，　n，　r，　P，　b，　m，　J，　Q／
　半母音音素／j，w／
　母音音素／u，0，a，　i，　e，　R，　N／
　これらの音素のうち注意すべき点をあげよう。
　／h／は／u／の前で［Φ］，／e／の前で［x］，／i／の前で［9］。［Φu「tαt］
／’hutaQ／（二つ），［lxe：〕／、heR／（灰），［9圭㍗bo3／s’hibo／（ひも）。
　／’／は／e／の前で［jJ，／o／の前で［fi］（語頭）または［w］（語中），その
抵かの母音音素の前でつねに．［fi］。
　／Z／は摩擦音の［Z〕，　［3］o
　／t／　i，ま　［＝t］，　　［ち］，　　9：ts］，　　Lt∫］Q
　／d／　c・一M　［d］，　［ct］，　［dz］，　［d3］．
　／」，　Q／を除く子音は，一般に／i／，／1／，／e／の前で口蓋化または破擦化する。
　／」／は二重母音のあとの部分で，たとえば，［t♂nai］／’tonaJ／（隣）。これは
母音音素でなく子音音素として扱うべきもののようである。それは，
　　鼻三蓋ミ　／Xhana弓a／（鼻／’hana／）　　　　　網引ミ　／t’aN13a／　（系岡／！’aN／）
　　口が　／、kUQga／（口／、kUQ／）　　　西が　／、nisga／（西／、nis／）
のように，曲用語尾の角a／と／ga／はその前の音素が母音音素ならぽ／13a／，
子音膏血ならぽ／ga／と使い分けられる。そこで，
　　隣が　／、tonaJga／（隣／、tonaJ／）　　霧が　／＼kiJga／（霧／、ki∫／）
のように，／3／のあとには角a／でなく／ga／が来るから，／J／は子音膏素と
見るべきだと考える。
　／Q／は／h，k，9，　s，　z，　t，　d，　P，　b／の前で［9（，　h，　x），　k，9，　s，　z，
t，d，　p，　b〕であり，／n，　b，　m／の前で［2コであり，語末で，内破音の［t］
または［d］である。
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　！w／はその前の子音をくちびる音化する。　［蛋e：］／’kweR／（食べろ），
［∫0「5a乞］／ノsjo弓waQ／（正月）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　／U／はやや中言的で，口蓋との間に軽い摩擦を起すほどに閉じている。
　／R／は長母音のあとの部分。［「na：t］／NnaRQ／（夏）。
　／N／ははねる＝音。
　（2）　シラビームの構造と音素連結
　25箇の音素はシラビp一一一ム（音韻的音節）における位置に注廻して，次の三つ
に分類することができる。
　（1）　シラビームの頭にしか来ることのできないもの　／h，’，k，9，13，　z，
t，　d，　n，　r，　p，　b，　m／
　（ii）　シラビームの頭以外にしか来ることのできないもの／1，　w，　u，　o，　a，
i，　e，　」，　R，　Q，　N／
　上のうち（ii）はさらに四つに分類される。
　　O／j，　w／　（iD　／u，　o，　a，　i，　e／　（3）　／J，　R／　＠／Q，　N／
　シラビームの頭の次に，この①②③④の順に音素が並びうる。以上を図にし
て示すと，次のようになる。
　　　　　　　　　ミあたま　くびiむね
?????????W　j ??．?
はら匹り
? ??
　すべてのシラtf　一一ムは，少なくとも「あたま」の1音素と「むね」の1音素
との連結からできている。音素の連結する順序は，「あたま」一「くび」一「むね」
一・uはら」一「しり」の順となる。
　ところで，この方言について注意すべき重要なことは，このシラビームがさ
らに拍（モーラ）に割れることがない，ということである。拍という音韻論的
単位を持たない方言ということになるQなぜそう認められるか，以下に説明し
よう。
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　拍というのは，その薩前・直後に高低の変りめが来うる音素連結である。東
京語では，長母音や二重母音の途中，あるいは「はねる音」の直前・颪後に高
低の変りめが来る。たとえぽ，
　　〔Ofbα1；saN］おばあさん　　　［kα菊　　貝　　　　［ko「｛jα］今夜
　　［bα「ija］　婆や　　　　　　［ka「iljarα］貝殼　　［ko「ijUi］今夕
のように。したがって，これらから／R／（［i’」），／J／（［i］），／N／（［i］）のような
拍が分祈されるG
　ところが，この方雷ではこういうことがない。
　　［odo「goN］（男の）　　cf．［odo「go］（男）　　　［odogo「i3α］（男が）
　　　［ornα：ljoN］（女の）　cf．［O「nαlljo］（女）　　［onq「oolUα］（女が）
　この方喬では，アクセントの型は最後の音節だけが高いか，最後から二つめ
だけが高いか，の二種類しかない。（［odo「90］，［O「nαillO］はそれぞれの型を代
表している。）それなのに，［Oδe「90N］，［O「nα1“ON］であって，［odego「N］，
［onarljoiN］ではない。
　このことは，はねる音についてだけではない。
　　こis「sur］　一一一一チ1・　　　　　　　　［gi「kαi］　うE　　　　　　　［ka「ljαN］　鏡
　　［「klu：π∫u：］九州　［tocnα｛］隣　〔jalnaN］柳
　このように，長．母音の音節，二重母音の音節，はねる音の音節についても見
られるQ
　以上によって，この方言では，シラビームはすなわち拍，ということになる。
拍が分析されない方言である。
　さて，シラビームの構造図における「あたま」「くび」「むね」に限って，実
際に存在する音素連結を拾い出して，並べてみよう。東京語のr拍の体系」と
比較しうるものである。
　　一一　　　一　　　｝2u　　　ho　　　ha　　　he　　　hi　　　hju　　　｝）」O　　　hja
　ヌ　　　　　　　ひ　　　　　　　コ　　　　　　　タ　　　　　　　リ　　　　　　　タ　　　　　　　　ウコ　　　　　　ジげ　　　　　　　リロ　　　　　　　コ　　　we　wa　　U　　　o　　a　　　e　　　l　　j疑　　　」O　　　ja
　kwe　kwa　ku　ko　ka　ke　k圭　kju　kj◎　kja
　gWe×　gU　gO　ga　ge　gi　gjU　9］O　×
　　X　Dwa　gU　gO　ga　ge　oi　gju　ejo　×
　一　　　一　　　SU　　　SO　　　Sa　　　Se　　　Sl　　　×　　　　S］0　　　一
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za　ze　zi　zj‘u
ta　te　ti　ti
da　de　di　dju
na　ne　m　nju
ra　re　ri　一
pa　pe　pl　p］u
ba　be　bi　bj．u
ma　me　ml　m］u
ZJO
tjo
djo
njo
）く
bjo
mjo
tja
dja
Rja
pja
bja
mja
東京語などとの音韻対応のうち著しいものについて述べる。
／’we／：／’oi／∫／’wai／，／（u）’e／　　　／▽weR／（甥），／”weda／（置いた）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湧いた），だu’we／（上）
／kwe／：／ku’e／　　／、kweR／［lite：］（食．べろ）
／gwe／：？　　　／’gweQ／［掻et］（きゅっと）
／kwa／：熊本方言／kwa／　／’kwas／桜α∫］（菓子）・（火事）
／pwa／・熊本方言／gw・／　／・sj・gw・Q／［∫・r5・t］（正月）
／一g一／：／一k一／，た願／　　たk一／に対臨することが多く，／一g一／に対応するこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは少ない。／t’odogo／［odorgo］（男），／・naga／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［na「ga］（無い一熊本方雷／naka／），／”ige／［iige］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行け）；／！tadegaQ／［tαde「9αtX縦書き），／’duga／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［quiga］（図画）
／一lj一／　：　／一“一／
／su／：／su／，　／sju／
／sa／：／sa／，　／sja／
／zu／：／zu／，　／zju／
／zo／　：
／za／　：
／nju／
／zo／，　／zjo／
／za／，　／zja／
（／nju／，　）／nu／
／’napa／［nalpa］（名が），／”onaPO／［O「nalljo］（女），
／！kalaN／［kα「“aN］（鏡）
　　　　／、SUQ／［ISUt］（杉），／！，iQSUR／［iSFSU：］←チ．D
　　　　／’sage／（酒），／’sasiN／（写．真），／！’isa／（医者）
　　／！ZUQto／（ずっと）；／’zus／（数珠），／、ZUNsa／（巡査），
　　　／！ZUS圭／　［ZU「∫i］　（雑炊）
　　　　／！zokiN／　［zo「kiN］　（染餐i「お）；／zoro／　こzo「ro］（女郎）
　　　　／！zasiQ／［zα「∫it］（座敷）；／ノzama／［zα「mG］（邪魔）
　　　　　　／ノnjuga／［pju「9α］（糎ミ），／ノnjUJmUN／［pjui「mUl　］　一
　　　　　　（縫物），／”ironju∫／［iro「：p彊｛］（色塗り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音．鹸　　　　　　　　　　　　　　　327
／一dプ・／・一t一／，／一d－／／”・d・9・／［・d・「g・］（男）・／’s・P・d・！［・uり面αユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（姿）；／’karada／［ka「ra㍗da］（体）
／di／：／zi／，／rY　　　／’di／（疾）；／ノdiN／（リソ）・（鈴）・／！dis／L「dx・　i∫］
　　　　　　　　　　　　　　　　（利子）
／dju／：／zju／，　／rju／，　　　　／！djubago／　（重箱）；／djUR／　（漁）・　／！djukju／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（琉球）
／djo／：（／zjo／，）　／rjo／　　　　　／！djoho／　（．両プテ）
／dja／：／rja／　　　　　　　　　　　　　　　　2のこと一中国語から
／mju／　：　／mi’eu／
！，Ce／：／Ce／，　／Ca」／
／一N／二／一・N／，／一mi／，
　　　　　／’b圭N／（瓶）；／tkaN／（糾1）
　　　　　／！kUN／（汲む），
／Q／：／Q／（b，m，葺以外の葡で），／一bi一
一9U一／（b，　m，11の前で），
（動詞語尾）／（語末で）
／一J／：／一・ri／，／一ni／　　／’tUJ／（釣），／’njUJbaJ／（縫い針）；／！taJ／（谷）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／t’O」／（鬼）。
以上により，棘語の／一i／，極／で終る語はほとんどすべて閉音節語をこな
っているわけである。
　　　　　　　東京語　　　　　　　頴娃1町方言
　　　（P，）t，k，b，（d，）9十1，uQ
　　　r　　　　　　　　　　十u　　　　　　Q，N
　　　r　　　　　　　　　十1　　　　　　J
　　　n　十u　N　　　n　　　　　　　　　十i　　　　　　j　　　　　　　　　　　・
君dj叙／（ナソコという遊びで，
の／rjaN／両）
／ノmjUR’i　ka／［nxju＝「iikα］（見えるか）
　　　／！te／　［「9e］（手），　／！teR／　［「ちeij　（鯛）o　溝籔川氏は＝
　　　／！teR／を［rter］のように口蓋化しない［t］で発音
　　　するが，奥：薗氏は［「9e：］　である。
／一eiL　／一mu／，　／一“u／，　／一一nu／，　／一ru／
　　　　　　・（鍵），／thasaN／（はさみ），／、’janaN／（柳）・
／・koN／（漕ぐ），／’kiN／（糸員），／’tUN／（鶴）・
　　　　　　　　　　，　一bu一，　一ti一一，　一tu一，　一ki一，　一ku一，　一gi一，
　　／一bi，　一bu，　ki，　一tu，　一ki，　一ku，　一gi，　（一gu，）　一ru
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であるが，例は少ない。／”asahi／［αSα「gi］（朝日）
　2　老司層の蓄語
　壮年層と著しく異なる点だけについて述べる。われわれの場合，老年層の言
語は武元吉左衛門氏（当時64歳）と坂口新造氏（当時55歳）の言語である。こ
こでは，特に武元氏の言語を対象とする。
　2．1　糧嚢白詩な音声
　（1＞内勤音
　壮年層では，東京語の／一b圭，一bu，一ti，一tu，一ki，一ku，一gi，一gu，そu／
に当たる語末音はすべて歯茎の内破音（［t目］，［dO］）であったが，老年層では
次のようである。
　［ijeb］～窃e碧　えび　　　　［ikab］tV［コk鱒1　蕪
　Pkud］　～　Vkut］　　口　　　　　　　　　［fkud］　（ノ［「kut］　　樹ヒ
　［「kagl　（ノ　［lk（ik］　柿　　　　　　　　　［ikig］　（ノ　［lkik］　　　菊
　［lsug3～［lsuk］杉
　調音点が歯茎だけでなく，くちびるのことも軟口蓋のこともある。それぞれ
調音点が異なるから，これら」2r一一・・つの音素で解釈することはできない。
　「えび」を非常にていねいに発音すると，ときに［、jご擁ユ・）窃ピ唾］のような発
音も聞かれる。また「蕪」の発音も，ていねいに発するときは［なびb》］・）こ「kα噂u〕
のようでもある。この事実を根拠にして，それぞれを／”ebi／，／’kabu／と解
釈することも考えられる。　しかし，rえびに（へ）」は［ije”’bi！，　「蕪を」は
［「ka”bu］である。これらをこそ／x’ebi／，／’kabu／と解釈すべきで，これら
と区別でぎる解釈を考えるべきである。
　ここで，壮年層でたs／に終る閉音節を認めたのにならって，さらに別の閉
音節／一p／，たt／，／－k／を認めることにしよう。そうすると，上にあげた語は
次のように解釈される。
　　　　　　　　　　　　　　　　音　韻
　　［ljeb］，）［BjeV］／、’ep／　え，び　　　Llkab］・v［、kα爆／、kap／
　　Vkud］　N　［ikut］　／Xkut／　m　ifkud］　tv　［rkut］　／’kut／
　　［nkα9］　（ノ　［lk（lk］　／、kak／　柿　　　　　　［lkig］　（ノ　［lkik］　／、kik／
　　［コsug］（’［lsuk］／’suk／杉
　②　閉音節
　こうして，閉音節の種類が壮：年層より多くなる。
／一Q／，／一N／，／一s／，／一J／のほかに／一P／，／一t／，／一k／が煽わる。
2．2　音調萸体簗
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老年層の閉音節としては
　音素の数と種類は同じであるが，シラビームの構造が異なる。壮年層と比較
せられよ。
あた絹くび睡ね撫ら｝・・
???? ?? ?
W　j ??
e
1
?
????tP
2．3　音韻対応
　壮年層の内破音と老年層のそれとを比較することによって，この音の歴史的
変化が推定できる。それは，おそらく，
　［、jet］＜［ljeb］＜［ijebl］〈［jen”bi］　えび
のように変って来たのであろう。Pjeb］から酉et］への変化には，語例と使
用度の大きい［一t］（たとえぽ，［lkut］口，こ「kut］靴）への類推が働いたもの
と思われる。
　音韻対応も壮年暦とほとんど変らない。ただ，／Q／について，これに対慈す
るものが異なる。すなわち，
　／Q／：／Q／，／－bi一，一bu一，一ti一，一ttt一，一ki一，一ku・，一gi一，一gu一／（b，　m，　nの前で）。
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　　　　　　　　　　　　　　文　　　法
　以下，奥薗氏の丁子について文法を記述する。なお，音韻記号を示す／1は
除くことにするQ
　l．　動詞の活題
　1．1活用形
　はじめに，ギ煮る」に当たる語の活用と活用形とについて記述する。
　、niJ　煮る　（終止），’niJme　煮るまい，　NniJnara煮るな：ら，　Nn圭J　！ga煮る
か（疑問），ノnijmos煮ます，’nijdas煮ることができる（煮るひまがある，と
いう意味。cf．ノniraruJ，、niJkiJ，、ni3ga！naJ），、ni〆3aJお煮になる，、niJgoJ
煮つつある（進行を表わす。cf．’nl　’djOJ），’n圭∫KiJ煮ることができる　（たと
えぽ，料理を習ったから煮ることができる，の意味。能力鰐能。cf。’nirarUJ，
、RiJga短a∫，’niJdas），、niJga！naJ　煮ることができる（、niraruJと意味は
同じ。’niJga　’naJの方をよく使う。）
　、nlQ　煮て（中止），　、niQtoQ　煮る時，、niQto讐a　xjoga　煮るのがいい，
、n圭QtamOJ煮て下さる，、niQ！do　煮るぞ。
　、nireba　煮れば，、nire煮ろ
　、niro　　煮よ　う（意志），　Xniro　ノ’i　　煮よ　う　　（勧言秀）
　、niraN煮ない，、niraSUJ煮させる，、nirarUJ　煮ることができる　（煮ら
れる。たとえぽ，鍋があるから煮ることができる，という意味。条件可能。cf。
、niJga　tna∫，　、niJdas，　、n圭3kiJ），　、niraNdjaQta　煮なかった。
　Xnida　煮た，’nidar◎　煮ただろう，、nida’ja　煮たら，’ni’dlo∫煮てあ
る（もう煮てできている，の意味。完了を表わす。cf．　SRiJgOj）
　以上によって，六つの活用形を区別しなけれぽならないことになる。
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　へ　　つ　　　　　　　　　な　　サ　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　ノ　　　　、nlJ》　　　nlQ，　　　nlre一，　　　nlro，　　　nlra一，　　　琵1一
　次に，「まぜる」に当たる藷の活用形を調べてみよう。
　’maZUJ　まぜる（終止），、rnaZUJme　まぜるまい，、mazu∫igaまぜるか
（疑問），’mazurebaまぜれば，’mazuまぜよう（意志），’mazu”iまe’よ
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う（勧誘）。
　’mazeQまぜて（中1と），’lnazeQtoQまぜるとき，、mazeQtoUa　vjogaまぜ
るのがいい，’mazeQtamoJ　まぜて下さる，、mazeQ！do　まぜるぞ，　’maze
まぜろ，’mazesasuJまぜさせる，、mazera’jttJまぜることができる（三更的
には’mazerarUJが同音反復を避けたために生じたものであろう。　cf．”uge－
ra’鰍tJ受けることができる，’kira’jUJ着ることができる；”jomaruj読むこ
とができる，’kikaruj聞くことができる），’mazemOs　まぜます，’maze－
das　まぜることができる，’maze’jaJ　おま・ぜになる，、mazegoJ　ま・ぜっつあ
る，’mazekiJまぜることができる，’mazega　／naJ　まぜることができる，
Xmazeda　まぜた，’mazedaro　まぜただろう，、mazeda’ja　まぜたら◎
　この動詞はmazu一とmaze一と二つの形だけ区別すれば十分である。とこ
ろが，この動詞では，’mazurebaと’maze，つまり，条件を表わす形と命令
または勧誘を表わす形とが区別される。
　したがって，以上の二つの動詞から，活用形は七つ区別しなけれぽならなく
なる。そして，おそらく，すべての動詞は七つの活用形を区：渇すれば十分であ
ろう。上の二つの動詞を活用形ごとに対照させると，次のようになる。活弓形
には便宜的な名称をつけてみたo
?????活用形終止形
中止形
条件形
命命形
意志形
未然形
完了形
煮る
　　　りn｝J
、臓IQ
、nireba
、nire
、niro
、n至ra一
、ni一
まぜる
N誼1azuJ
NmazeQ
Smazureba
smaze
NmazU
Nmazu－
smaze一
　この七つの活用形は，機能の上から二つに分けられる。ひとつはそれ自身で
文節を作りうる（自立しうる）もの，ひどづはそケでないもの。さらに，自立
しうるものは，品品に来て文を終えることのできるものと，そうでないものと
に分かれる。
　　　　　　終止形　中止形　条件形　命令形　葱志形　未然形完了形
　自立するか　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　m　　　一
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　文を終えるか　十，一　　十，一　　rm　　　十　　　十
　1．2　活綱の種類
　いま，これらの動詞について，各活用形に共通の部分と共通でない部分とに
分けてみよう。前者を語幹，後者を語尾と呼ぶことにする。
　　　　煮る　　　　　　　　　　　まぜる
　　　語幹　語尾　　　　　　　　　　語幹　語羅
　　i　ni　J　maz　u，1　　2　ni　Q　maz　eQ　　3　ni　reba　maz　ureba　　4巨圭re　　　maz　e　　5　ni　ro　maz　u　　6　ni　ra一　maz　u一一
　　7　ni　一　maz　e一
　「煮る」の語幹は母音音素で終り，語尾は子音音素で始まるのに対して，「まぜ
る」の語幹は子音音素で終り，諮尾は母音音素で始まる。前潜を母音動詞，後
者を子音動詞と呼ぶことにする。頴娃町方言の動詞は大きく，（1）母音動詞　と
（2）子音動詞　とに分かれ，それぞれはさらに細かく次のように分けることがで
きる。
　まず，「聞く」，「汲む」，「言う」によってそれぞれ代表される活用がある。
　　　　　聞く　　　　　　　　　汲む　　　　　　　　　言5
　　1　ki　Q　ku　N　’ju　一　　2　ki　Q　ku　N　’ju　Q　3　ki　keba　ku　meba　’ju　’eba
　　4　ki　lce　ku　me　’ju　’e　5　ki　ko　ku　mo　’ju　’0　6　ki　ka一　ku　ma一　’ju　’a－
　7　ki　一　ku　N．T一　’ju　一
　ここで，条件㈲・命令㈹・意志（5＞　・未然（6）の各活用形の語尾を一般的に表わ
す（Cは子音音素一般），これらの母音動詞を通じて，斉活用形は，
　　　一Ceba，　・Ce，　一Co（まれに・Ce），一Ca一
のようである。
　次に，「明ける」「熟す（できる）」に当たる子音動詞について，その活用形を
調べてみよう。
　　　　　明ける
　　　　’????ag
?ag
?ag
，ag
?ag
?ag
?ag
鴛J
eQ
ereba
e
u
e－
e一
丈　法
熱す（できる）
deg　uJ
deg　eQ
deg　u’eba
deg　e
deg　u
deg　e－
deg　e一
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　子音動詞の条件・命令・意志・未然の各活礪形の語尾は，どちらも
　　一eCebatv－uCeba，　一e，　一u，　一e－t－v－u一
と表わしうるようなものである。
　以上によって，母音動詞も子音動詞も，それぞれの活用の型をおおまかに分
類するのには，終止（1）・中止（2）・完了（7）の各活用形に注Hすれぽ十分である。
やや細かく，個々の動詞を区別するのには，もう一つ，条件形か乗然形かのど
ちらかをとりあげれば足りる。いまは，おおまかな分類をすることにしよう。
　まず，母音動詞については，以上にあげた4種（「煮る」「聞く」「汲む」「言
う」）のほかに，
　　行く　　　打つ
1　’i　Q　’u　Q
2　’i　daQ　’u　Q
7　’i　一　’u　Q一
　見る　　　取る
Mi　J　tO　．l
mi　deQ　to　Q
Mi　一　tO　Q一
　食う　　　貸す
ku　一　ka　s
ku　teQ　1〈a　Q
ku　一　ka　一
　　　　（または1（ase一）
の6種があるQ
　子音動詞は，上にあげた1種（「明ける」。なお，種類としては「熱す」も同
種）のほかに，
??　するS　ttJ
s　eQ
s　i一一
来る
1〈　u」
k　iteQ
k　　圭一
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の2種がある。
　ところで，以上の動詞はすべて語韓の形が一定であるが，このほかに，語幹
の母音音素（母音動詞）または子音音素（子音動詞）が交替するものがある。
　　　　書く　　　　　　　乾く　　　　　　　　泳ぐ　　　　　　　刺す
　1　ka　Q　1｛ora　LNr　’o’tta　N　sa　s
　2　ke　Q　kore　N　’o’e　N　se　Q
　7　ke　一　kore　“t一一　’o’ja　tsT一　se　一
cf．3　ka　geba　kora　eeba　’o’：a　geba　sa　saseba
　　　　　尋ねる
　　1　tanj　uJ　c£3　tanj　ureba
　　7．　tan　eQ　4　taNn　e
　7　tan　e一　5　tai　nj　u
　　　　　　　　　　　　　6　tan　e一一
　わたしが調べた限りでは，以上のように，母音動詞には語幹の一定している
もの1◎種，「交替するもの4種，合わせて14種あり，子音動詞には語幹の一定し
ているもの3種，交替するもの1種，合わせて4種ある。
　ここで，これまでに出た語尾をまとめてみると，
????終止形
中止形
条件形
命令形
意志形
未然形
完了形
母音動詞
一Q，　一S，　一」，　一
一Q，　一daQ，　一deo，　一teQ，一．y
－Ceba
－Ce
－Co　（，一Ce）　一
一Ca一一
一Q㌻　一N，　一一
子音動詞
一U，1
－eQ，　一iteQ
－uCeba，　一eCeba
一一
’一譜
一u一，　一e一
一e，　一i
となる。母＝音動詞については，語幹母音が一定している場合に限っても，理論
的に30種の活用が考えられる（終止形3×中止形5×完了形2　＝30）が，わた
しが見つけ出したのは，さきに述べたようlaio種にしかすぎない。
　以上，各種の活用に属する他の動詞を次にあげておこう。便宜上，条件形を
基本形としてあげておく（この形がわかり「，活用の種類がわかれば，活用形は
すぐ作ることができる，という意味で）。　　　　　　　一　、　　，
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　　母畜動詞
　、nireba（煮れば）の類一一、nireba（似れば），、nereba（寝れば）
　xkigeba（聞けば）の類一！hukeba（吹けば），ノtikeba（付けば），！’iljogeba
　（動けば）　　　　　　　　一
　Kkumeba（汲めば）の油皿Vumeba（産めば），！ね茸omeba（頼めば）ラtkazU－
meba（嗅げば），’kisimeba（死ねば），、’asubeba（遊べば），、tatameba（摺＝め
ぽ），’susumeba（進めば），”urameba（恨めば），’tobeba（飛べば），　f’jomeba
（読めば），Xnomeba（飲めば），’nobeba（延びれば，臼などが長くなれば），
’ka難eba（噛めば），ノkoηeba（漕げば），’nu導eba（脱げ1ま）
　vju’eba（言えば）の類一Nsu’eba（吸えば），　xko，eba（恋えぽ），、ma’eba（舞
えば），▽o’eba（追えば），’hiru’eba（拾えば），　vudo’eba（歌えば），＼’ara’eba
（洗えば）／ko’eba（飼えば），”o’eba（合えば）s　’nu’eba（縫えば），”omo’eba
（思えば），　ノnara’eba　（習えをま），　’ho’eba　（這え，をま）〈’ju’eba，　、su’eba　を除く
すべては，未然形で’ko’wa一のようにwが出る＞
　　Vigeba（行けば）の類一
　　”uteba（打てば）の類一！kateba（勝てば），ノtateba（立てば），’moteba
（持てば）
　　ノmireba（見れば）の画一
　　ノtoreba（取れば）の類一！kireba（切れば），’kereba（蹴れば），’hureba（降
れば），！nareba（成れば），！gareba（叱れば），！mereba（参れば），　i’amareba
（余れば），！’ogireba（起きれば），’h圭reba（干上がる），、’ureba（売れば），
xnareba　（鳴れば），　、kireba（着れ専ま），　N’oreba（いオ・しをオご），　N’圭reba　Qまい：，；zQt“），
”aηareba（あがれぽ），”ukareba（浮べば），”atareba（当れば），”okureba
（送れば），、’ireba（射れば），、’areba（あれ，ば）
　　！1〈u’weba（食えば．）の類一
　　’kaseba（：貸せば）の類一〈完了形に’kase・もある〉一
　　’kageba（書けば）の類一’hirageba（開けば），、millageba（磨けば）
　　！kora鵬ba（乾けば）の類一
　　！’o’jageba（泳げば）の類一
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　’saseba（刺せば）の類一thoseba（ほせぽ），’moseba（蒸せば），”okoseba
（起せば），　’kaguseba（隠せをま）
　子音動詞
　’mazureba（まぜれぽ）の類一’kusarureba（腐れば），’ki’jureba（消えれ
ば）〈終止・条件・意志・未然の各活用形にjがはいる〉
　、’agereba（明ければ）の類一！degu’eba（熟せば），！’ugereba（受ければ），
’kagereba（掛ければ），’niBerel）a（逃げれば），　！mi’ereba（見えれば），
’dereba　（出れば），　s，iQkasureba　（教えオ窪．をま）
　Xsureba（すれぽ）の類一一
　〆kureba（来れば）の類一一
　1．3接尾形とその活用
　動詞の活用形のあとに，しかも動詞のあとにしかっかない形で，それ自身活
用するものがある。これを接尾形と呼ぼう。以下に，接尾形にはどういうもの
があり，それが動詞のどの活用形につくかについて述べよう。
　しかし，その前に注意すべき重要なことがある。それは，動詞の活用形に一
見接尾していると見られるものに，接尾形ではなく，語と認めるべきものがあ
る。それは，自立しないから，附属語である。これについて説明しよう。
　この方言に一90J（……しつつある）という形がある。これが動詞の活用形に
つくと，
　’k：ogoJ［kl♂goi］買いつつある’ko’eba［ko］jebα］買えば’ko［iko］買う
　’kogo3［ko「go“飼いつつある’ko’eba［k：oje「bα］飼えをま’ko［「ko］飼う
のように，一90」は，その動詞のアクセントの型に応じて低であり，また高であ
る。これに対してdjOJ（……してある。完i了の意味）について見ると，
　　’kodjOJ［koid30i］質ってある
　　’kodjoj［koid30i】飼ってある
のように，djOJは動詞のアクセントの型がどうであっても，いつも低である。
しfcがって，　djosのつく動詞のアクセントが異なる型であっても，　djOJのつい
た形は同一の高低配置（アクセント）を示すわけである。
　これは，gOJとdjO」とが機能が違うためと見るべきである。　gO」は接尾形
　　　　　　　　　　　　　は栂音動詞の終止形，子音動詞の完了形につく。
’niJgoJ（煮つつある），”agegoJ（明けつつある）。ただし，　kaseba（貸せば）
は完了の第2形kase一につく。nereba（寝れば）は，　neJ一（終止形），　ne一　（完
了形）のどちらにもつく。
　一kiJ「……できる（能力可能）」は母音動詞の終止形，子音動詞の完了形につ
く。’niJklJ（煮ることができる），”ageki｝（明けることができる）。　ただし，
kaseb哉（貸せば）は完了の第2形kase一，終止形kas一のどちらにもつく。
kureba（来れば）はkiQkiJのように特殊な形につく。
　一’jaJ「お……になる」は母音動詞の終止形，子音動詞の完了形につく。’niJj’aJ
「お煮になる」，”age’jaJ（お明けになる）。ただし，　saseba（刺せば）だけは中
止形につく。また，終止形の末尾が母音音素のとき・’jaJ，一Nのとき一mja∫，一Q
のとき一bjaJ，一tjaJ，一kja∫，一sjaJ。最後の場合，その動詞の一Cebat）一uCeba
のCがbならぽ・bjaJ，　tおよびdならぽ一tjaJ，　kおよび9ならぽ一kjaJ，
s　ならぽ一sjaj　となる　　（toreba一一・toQbjaj，　’uteba一’uQ£jai，　！kageba－
kaQkjaj，ノsaseba一！saQsja∫）。ただし，　hukeba－h礁Q乞ja∫は例外。
　一das「……することができる（……するひまがある）」は母音動詞の終止形，
子音動詞の完了形につく。’niJdas（煮ることができる），”agedas（明けること
ができる）。ただし，kaseba（貸せば）は完了の第2形kase一につく。nereba
は完了形ne一につく。
　一mos　「……します」は一dasと全く同じ。
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で，djOJは附属語である。したがって，上の2語の表記も
　　Xk：ogOJ　　　’ko　’djOJ　　買ってある
　　’kogo∫　　　！ko　tdjOJ　　飼ってある
となる。もう一・一i例，補っておこう。
　・miljaQgo」［mirηαgコgoi］，’miηe／djoJ［mi「eei”d301］（磨けば）
　’kusaregoJ　［1〈usarergol’］，　’kusare　’djoJ　［kusarrei－d30“　（Jes2zerk“）
　ところで，この種の（動詞のあとに，しかも動詞のあとにしかっかない，そ
れ自身活用する）附属語は，いまのところ，このtdjOJだけである。さて，接
尾形ごとに，どの活山形につくかについて述べよう。
一90」 「・・…・しつつある」
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　・tamo」「……して下さる」は中止形につく。　saseba（刺せば），　migageba
（磨けば）は終止形（sastamQJ，　mi胆Qtamo∫）につく。mireba（見れば），kaseba
（貸せば）は特殊な形につく（m圭QtamoJ，　kaseQtamoJnvkeQtamoJ）。
　・SUJ・u－SaSUJ「……させる」は未然形につく。一母音動詞につくのは一suj，子
音動詞につくのは一sasuJ，、niyasuJ（煮させる），　t’agesasu∫（明けさせる）。
ただし，kaseba（貸せば）はkasasuJのほかにkasu∫という。　nereba（寝
れば）は未然形のne一に・su3も一sasuJもつく。　cf．　nera3，　neJ。　mireba（見
れば）は未然形につく謡rasu∫のほかに，　miSUJ，　misaSUJ（完了形につく）
もある。kurebaはkisaSU」（完了形），　surebaはsasu∫。
　・ru∫N一’jUJ・・u－ra’jUJ「……することができる（条件可能）」は未然形につく。
母音動詞につくのは一rU」まだは一’3UJ。未然形の末尾が一raのとき一’jU」，そう
でないときは一rUJQ子音動詞につくのは一ra’jUJ。ただし，孤irebaは母音．動詞
であるが，mirUJのほかにmlra’jUJもある。　nerebaは母音動詞であるが，
nera’鰍風ｹ。　kuyeba（子音動詞）は未然形でなく，完了形について，　kira’jU」。
cf．　kisasuJ．
　なお，！dj◎JN’tjOJは完了形につく。’ni’djoi（煮てある），　t’age！djo　g（明
けてある）。ただし，’igeba（行けば）は’iQ！tlo∫（終止形）。
　また，活用しない接尾形に一N（……しない），一me（……しまい）がある。
一Nは未然形に，一meは終壷形につく。
　以上の接尾形はそれ自身次のように活用する。
　一goJ，一kiJ，ノjaJ，一taエnoJはtoreba（取れば）の類と同じ活用。　・dasは
saseba（刺せば）の類と同じ活用。一mosはku’webaとほウま岡じ（mos，
雛OSteQ，　mOSeba，　mOSe，　mOSQ，雛OSa一，　mOSう○・SUjrv”SaSUJはンー（Sa）”
suJ，．（sa）seQ，・（sa）sureba，・（sa）se，一（sa）suJ，一（sa）se，一（sa）se一と活用す
る。一ruJ（・ノluJ～一ra’luJは，一ruJについて示せば，・ruJ，一reQ，一rureba，一，
・一Are一，　re・である。
　　なお，tdjOJN’tjOJは一90」と同じ活用である。
　2　形容詞の活用
　2．　1　活用形
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　はじめに．，「甘い」に当たる語の活用と活用形について記述する。
　”amaga甘い，塩気が足りない一以下「甘い」で代表させる一（終止。”ame
も使うが，vamagaほどは使わない），、’amaga！naga甘くない，、’amaga　’suJ
甘い汁，、’amaga’ja　甘ければ，、’amagaro甘かろう，、’amagarolJo／dja甘
そうだ，、’amagarosuna　tsuJ『ﾃそうな汁，、’amagaQta甘かった，”ama－
gaQ£aro　－H’かったろう。
　”amo’naga甘くない　（cf．”amaga　tnaga．どっちも使う），”amo　vnaJ
甘くなる，＼’amos　甘くて（中止）。
　形容詞は，以上の二つ活摺形を区別すれぽ十分である。すなわち，”amagaと
”amo。これを語幹と語尾とに分けると，
　　　Nl　am一　　　　　　需aga，　　一〇
となり，この二つの活用形の違いによってすべての形容詞の活用を分類するこ
とができる。いま，仮にx’amagaを終止形，”alnoを中止形と呼ぶことにし
よう。
　この断つの活用形は，いずれもそれ自身で文節を作りうる（自立しうる）点
では機能が共通である。また，接尾形式（活用しない）を持っている点でも共
通である。さらにノnaga（……くない）はどちらの形にもつくという点まで共
通である。異なるのは，’naJ（……くなる）へは中止形しか続かないという点
と，接尾形式が違うという点である。
　1．2　活用の種類
　まず，動詞と同じように，語幹が母音音素で終る形容詞と子音音素で終る形
容詞とに分け，それぞれを母音形容詞，．子音形容詞と呼ぶと，この方欝には子
音動詞が普通で，母音動詞は例が少ないようである。
　母音動詞は語尾の違いによって2種に分けることができる。
　　　終止形連用形　 語例　　　　一ka　　　－　　x’usuka（薄い）。
　　　　一ga　　　　　　　一　　　　　！kuroga　（黒い），　！’a’oga　（青い），
　　　　　　　　　　　　　　ノt圭’joga　（強い），　！siroga　（白い）。
　子音形容調は，語幹末尾の子音音素が交替しないものと，交替するものとに
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分かれる。前者は語尾によって，さらに以下のように分かれる。
終止形
　一il｛a
一aga
冒oga
連用形
　一u
一〇
一嫌
　　　　　　語　　　　例
・・浮窒?ｓｉｋａ（うれしい），’kanasika（悲しい），
、’≠ptaras呈ka（・賠しい）。
、’≠高≠№＝i遭い），　、mes益（aga（労力tSし・），
’ha’jaga（早い），”akaga（赤い），　’kuraga
（暗し・），　＼kataga（竪い），　、timi聾daga　（冷・た
い），！naga（ない），、to’waga（遠い。この語
は・ga’jaおよび一garoに続く形がto’wa一
でなくto’o一である）。
ノ’R0ga　（よい）
　なお，特殊な活用に，’hiQka「低い」がある。この形容詞には，、hiQkagaの
形がないだけでなく，どこまでを語幹とするか，一方，どこからを語昆とする
かによって扱いが変るが，いずれにしても特殊な形である。
　’hiQl〈u’nai’hiQka’ja，’hiQkaro，’hiQkaQ一などなど。
　語幹末尾の子音音素が交替するものには，次のようなのがある。
終止形
??????一ka
－ka
－ka
－ka
－kwa
－ka
連用形
??」?????? ?
次に，語幹が子音音素と母音音素と交替するものがある。
と子音形容詞の中閲的存在である。
　　　終止形　　　　　連用形　　　　　　　語　　例
　　　　語　　　　例
’ma3ka（円い），’ka」ka（軽い）。
ノkOJka（濃い）。
！taQka（高い），！，waQka（若い）。
！，≠pka　（暑い）。
NneQkwa（眠い），、’OQkwa（重い）。
、naNka（長い）。（この形容詞には、na馨aga
の形もある。また，一ka’jaおよび一kaQ。
へはnaN・，一karoへはnaN一とna13a一
が続く。）
　　　　　　　　　　　これは母音形容詞
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　　　一一　　　一ga　　　　一’」　　　一u　　　　　　　　　’siga　（酸い）
　　　一　・・ga　　ノ　一0　　　　”uga（薄い）
　以上，形容詞の活用の種類は14種見つけることができた。なお，理論的には，
語韓の子音音素が交替しない子音形容詞には，上にあげた3種のほかに次の種
類が区別されるはずである。
　　終止形　　一aga　－oga　－iga　・aka　－aka　－oka　－oka
　　連絹形　　一U　　－0　　一　　一tt　　－0　　－0　　－U
　3．　助詞
　この方言では，附属語（接尾形でない）のうち活用のないものを「助詞」と
して扱うべきだと考える。（活用する附属語一■djO」・．／tjoトはこれこそ「助動
詞」と呼ぶべきものである。）それらのうち，動詞・形容詞につくものについて
述べよう。全部については述べることができないので，次の四つの助詞につい
てだ砂例をあげておこうQ
　　！ft　V．A）A　tl：　rl－An”一A？　　1
tga
ノdo
’dja
’kO’0　1［koコwoi］買おうよ（勧誘）
ノko’o　t’i［ko「woi］飼おうよ（勧誘）
Xko　　　！ga　［koigα］　買うカ・　（疑問）
！ko　　　！ga　［ko「gα］　飼うカ・　（疑問）
’ko　’do［kodMo］買うそ
tl（o　／do［kodFdo］飼うそ
’supo／dja［su勺od3α］したい
’haSirO慈O’dja［ha∫irofpoid3α］走りたい
N’≠高≠№≠窒盾撃鰍潤fdja［amagα「rol葛od3a］甘そうだ
’kurogarogo！dja［kurogaro「Do］d3a］黒そうだ
　最後に，互に関連のある三つの財投助詞について述べておこう。三つの間投
助詞というのは
　　naR，　neR，　mR
で，これらが敬意の差に応じて使い分けられる。すなわち，naRは目上に対し
て，neRは同輩に対して，　niRは同輩および目下に対して使う。女性は一体に
neR，　niRの代りにnaRをよく使う。照Rを使った例交を一つあげておこう。
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　Xkju　’naR
きよう　ね
NnaR　”aQta
ね　あった
’gaQkode
学校で
tdO・
よ。
　　鹿児島県頴娃町
’RaR　’toRkjoN　NnaR　’seNseJno　SnaR　’hanasga
ね　　東京の　ね　　先生の　　ね　　話が
鹿児島県
　　　上
ニシ　ノ　オモテ　　　るシ　ノ　ぼモテ
西之表市西之表
村幸雄
1　　灘程～　207．17km2　（日召33）
五　人口　33，561入，6，446世帯，1世帯5．2人一（紹33）
∬　人m動態　総転入数　989人（総人口に対して2．9％），総門繊数　1，111人（3。
　1％），県外からの転入数286人（0．9％），県外への転出数427人（1．3％）一（昭33）
IV　就業別人口　農・林業22，285人（総就業別人口に鰐して66．4％），水産業1，4
　10人（4．2％），鉱業0人，工業1，G63人（3．　2％），商業3．045人（9．1％），公務・
　自由業4，296人目12．8％），その他1，453人（4．3％），計33，561人（10G％）一（昭33）
V　おもな産業（おもな生産物資）　農業（鴬藷）
VI高校進学丁数（逸学率）　約250人（中学卒業回数に対して約35％）
XilE　ラジオ聴取率　L　50世帯に1台（昭33）
礒猛　　新聞国内読率　　 1淫止二二セこ0．37部　（昭33）
　　電話加入率　14．8世帯に1本（昭33）
X　上水道　ある
Xlまとまった買物をするところ　西之表宿顯之表
　　山けが・窺病のとき入院するところ　西之表市西之表
XH　被調査者（敬称略）???????? ?? ???? ?西之表市西之表
西之表宿西町
西之蓑宿西町
西之表市西之表
西之表市田之表
東京都
????
????「
「?
?
?? ?????? （職業）
教員
旅館業
?
農業・神職
農業
教員
????? ?
??
??
??
??
??
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はじめに
　タネガシマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶシノオなテ　　　ナかタネ　　　　ミナミタネ　種子島は，行政的には北から順に，西之表市・中種子町・南種子村に三分さ
れ，西之表市は市街地である西之表のほかに，農業を主とする数十の小部落を
含む。調査地点の西之表は，この島の中心的な都会であるとともに，交通上は
この島の九州本土への出口である。種子島諸方言は，部落によって多少の差異
はあるが，全体として一つのまとまった特亀を有するようである。その占める
方需学的位置はあまり明らかでないが，薩摩・大隅などの諸方言や屋久島の諸
方言と比べて，特に音韻の薗で目立って違っている。すなわち，種子島諸方欝
は，薩摩・大隅諸方言の一大特長である，i・Uに終る語中・語末音節のいわゆる
「入声化」の傾向を持っていない。この音節は，九州西南部のかなり広い地域
で，「入声化」しないまでも母音が弱まったり消失したりするが，種子島諸方雷
にはこのような傾向はほとんど見られない。そのために，音素体系の構造は宮
崎環・大分県などの諸方言のそれとかえって類似しているようで，音韻の点で
は，他方欝の話し手にとって聞きとりやすい方言といえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　ト　カ　ラ　また，種子島諸方言は，屋久島・吐三二列島などの諸方言とともに，内地諸
方言の最南端に位置し，琉球諸方言の最北になる大島・喜界島などの諸方言との
間には，音韻・交法・語彙のすべての面で非常に大きな差異が存在する。種子・
屋久などの諸方雷が内地方言に属することには全く疑う余地がない。しかし，
種子島諸：方言には，語彙などの面で，大島・喜界島その他の琉球諸方言との類
似点が目立つほどではないにせよ，いくらか存在する。その点で，種子島諸方
言は，内地・琉球の二大方言の歴史を明らかにするためには，九州の他の離島
の諸方需とともに，重要な方言であろう。
　主として音韻の観点から，種子島諸方言は薩摩・大隅諸方醤を越えて中央の
方書に近いように考えられることが多いようであるが，前着が全体白勺に見ては
たしてそうであるとは考えられない面がある。
　種子島諸方言の中で夕西之表方言は，城下町の方言として，やや特殊な性格
をもつ。すなわち，士族と平民との階級的差別が方言にも反映している点であ
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る。もと士族と，もと平民とでは，現在でも居住する地域や経済的階層に差を
残しているが，使用する方言にも違いがあり，もと士族の家では，子弟のこと
ばづかいについてのしつけが一般にきびしい。また，この方言全体として敬語
が発達しており，H・常会話でも非常にいんぎんな表現が多用される。西之表方
言のこのような特色は，士族のほとんどいなかった南種子地方や屋久島などの
諸方言では全く見られないものである。
　西之表方言のこの特色は，この方言の音韻構造上の特色などとあいまって，
この方言に古風で悠長な，また，女性的な響きを与えており，鹿児島で薩摩弁
を耳にして来た外来看を驚かせる。土亀の多くの人は，このような特色を，自
分たちの祖先が新平家の落人」であったゆえと考えている。
　この報告は，昭和29年11月8臼から4瞬間，現地で調査したものをまとめた
ものである。短期間の調査であったため，得た資料が少なく，ために充分整理
して記述できなかった面もある。なお，調査に先立ち，鹿児島で上村孝工氏か
らいろいろご注意を賜わったこと，調査に際して同氏著「鹿児島県下の表現語
法覚書ユ（鹿児島大学文理学部研究紀要「文科報告」第3号）を参考としたこと
をお断りする。
　表記は，〔〕で示した簡略音声表記の縁かは，すべて音韻表記によることと
ずる。
音 韻
1．音ii疑
この方言の音素の種類と数は次のとおりである。
　母音音素（V）　i，e，　a，　o，　uの5個。
　半母音音素（S）」，wの2欄。
　子音音素（C）　’，h，9，　k，　b，　P，　m，　n，　r，　z，　c，　s，　d，　tの14個。
　　　　　（ただし，’はゼロ子音音素を表わす）
　モーーラ音素（M）N，Qの2悩。
　合　　・計　　　　23個。
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2，　モーラ
　この方言の音素の連結は，多くの他の内地方雷のそれと同様に，　e一うに分
析でき，e一ラを単位として数えることができる。この点で，この方言は鹿児
島市などの方言と構違する。（後者の音素の連結はモーラと異なる音韻的音節に
よって数えられる性質を有すると考えられる。）
　この方雷のモーラの種類は次のとおりである。
　　CV（SVを含む），　CSV，　M
　この方雷の単語（最小の自由形式）の持つことのできる最小のモーラ数は工
である。
　調査によって存在を確かめることのできたモーラを表にすれば，次のとお鯵
となる。
Cl）　ja　jo
（2）　hja　hjo
（3）　gja　gJo
儀）kja　kjo
（or）　bja　bJo
（6｝　pja　pjo
（7）　mja　rnjo
（8＞　nja　n：o
（g＞　rja　rJo
（期zja　zjo
Ul）　cj’a　c．　o
働sja　sjo
a3）
（14）
as）
幡
Su
hju
gju
kju
bju
pju
nju
rju
zju
cju
sju
Q
’i　’e　’a　’o　’u
hi　he　ha　ho　hu
gi　ge　ga　go　gu
l〈i　k’?　ka　ko　ku
bi　be　ba　bo　bu
pi　pe　pa　po　pu
rni　me　ma　mo　mu
nl　ne　na　no　nu
ri　re　ra　ro　ru
zi　ze　za　zo　zu
ci　ce　ca　co　ctt
si　se　sa　so　su
　　de　da　do
　　te　ta　to
　　　we　wa　wo
wi　hwe　hwa　hwo
gwl　gwa　gwo．
kwi　kwe　kwa　1〈wo，
　この表1こは，標準語などからの借用語にのみ現われるモーラも含まれているα
また，すべてのモーラが語頭に見出されるわけではない。
　それぞれのモーラは，以下に音声に関して注記を加えるものをのぞき，その
記号を簡略表記による国際音声記号として用いた際の音声にほぼ該当する。
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3．音i蓬，モーラ，およびそれらの該当する音声に関する注記
　（番号はモーラ表左側のそれによる。）
　（i）この方言の’（ゼロ子音音素）を「他のすべての子音音素およびすべての
半母音音素が相互に弁別的に有する音韻的特色素を音韻的特色素として有しな
い」という消極的特徴によってのみ定義づける。以下の記述では，この符号は
すべて省略する。
　モーラ　e（すなわち，’e）は，語頭では［je〕～〔je］に該当する。
　音素　Uに該回する音のくちびるの丸めはわずかである。
　Weの例。　Weeta〈置いた〉，　WeemOOSOO〈追いましよう〉，　SaWee〈竿
に〉など。
　woについて。語頭では，　［wo：］〈王〉，［worrai］〈往来〉などの借絹
語にのみ現われるようであり，語中では［OWO：］〈追おう〉，［jUWO：］などの
ほかには，　［iwO］〈魚〉，　［kaWO］〈顔〉，　［aWO］〈青〉などのように0
以外の母音に。が続く場合に，その渡りに規則的に［w］が現われる。そこで
woというモーラを認めるべきであろう。しかし，語中の場合には，人により，
また場合により唇音化がほとんど消失することがあるので，woは語中の場合
にはモーラとして不安定だと言わなけれぽなるまい。
　（2）hja・hju・hjoにおけるhj，　hiにおけるhは［9］に，　hwi・hwe・
hwa・hwoにおけるhw，　huにおけるhは［Φ］にそれぞれ該当する。
　hwi・hwe・hwa・hwoの例Q　hwiita〈吹いた〉，　toohwii〈豆腐に〉，
hweeta〈乾した〉，　hwee〈帆に〉（ただし，　heeta，　heeという形もある。）
t◎ohwaa〈豆腐は〉，　toohwoo〈豆腐を〉などQ
　（3）gは語頭において〔gコに，語中において［D9］・［9稲・［p］・［瀦など
に該当する。gwi・gwa・gwoの例。　doogwii〈道具に〉，　doogwaa〈道
具は〉，doogwoo〈道具を〉など。
　〈4）・㈱　母音音素問のkおよびtに該当する音は，申年以上の発音において
は，無声の時間が短縮され，時には全く有声化するQ
　moko［moko］t・v［mogo］〈婿〉，　moto〔moto］（・［modo］〈元〉など。
若い層ではこの傾向は少なくなる。
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　kwi。kwe・kwa・kwoの例。　kwiiso1（onoe〈食：いそこなう〉，　nikwii〈肉
に〉，kweba〈食えば〉，　kwasi〈菓子〉，　kwaN〈食わぬ〉，　nikwaa〈肉
は〉，kwoo〈食おう〉，　nikwoo〈肉を〉など。　　　　　　　　　　一
　（5）・（7＞母音音素關のbおよび難に該当する音は，中年以上の発音ではその
入り渡りに短い鼻音が加わることがある。saba［samba］〈鯖〉，　semi［∫em・
m圭］〈蝉〉など。
　（8）nja・11jo・njuのnj，　n｝のllは　［p］に該当する。
　（10＞zja・zjo・zjuのzj，およびzi・zeのzは［d3］（母音問では［鬼］（・ノ
［3］）に，za・zo・zuのzは［dz］（母音問で［　dz］（・［z］）にそれぞれ該
当する。zeの例。　zeN［d3eN］〈銭〉，　kaze［ka3e］〈風〉など。
　（11）cja・cjo・cjuのcl，およびci，　ceの。は［t∫］に，　ca・co・cuの
。は［ts］にそれぞれ該回する。
　ci・Ce・Ca・COの例。　Ci［t∫i］〈血・乳〉，　kuCii〔kgt∫i：」〈靴に・口に〉，
huQceN［Φりtt∫eN］〈拒｝てない〉，．ceQce［t∫ett∫e］〈父［廃語］〉，　kucaa
［k￥tsar］〈靴は〉，　otoQcaN［otottsaN］〈おとうさん〉，　kucoo［kgtso：］
〈靴を〉など6
　㈱sja・sjo・sjtlのsj，およびsi・seのsは［∫］に該当する。　seの
　例。semi［∫emi］〈せみ〉，　iQsel［i∬eN］〈1銭〉など。標準藷の影響
を強く受けた者は［∫e］・［d3e］を［se］・［dze］のようにも発音する。
　㈹　母音音素間のdに該当する音は，中年以上の発音では，その入り渡りに
短い鼻音が加わる傾向がある。mado　Emando］〈窓〉，　hada［handa］〈肌〉
などQ　　　　一
　㈲　いわゆる「はねる音」に該当する。［単maコ〈罵〉はNmaと解釈され
よう。　［卑ma］〈馬〉のように語頭の音が［卑］に安定している語と，［umi］
〈海〉のように［U］にほぼ安定している語（ただしomi［omi］［老］）と，
［ume］r）［mme］〈梅〉のよう1こ動揺のある語とがあるようである。
　（16）いわゆる「つまる音」に該当する。語蜘こは立たない。また，無声子音
音素の前以外に立つ例は見出さなかったQ
　なお，kita　［k忌ta］　〈北〉，　kusa［k》sa］　〈草〉，　kucu　［k》tsu］〈蝦ヒ〉な
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どに見られる母音の無声化は，東京二二などとその起る条件が似ているようで
ある。
4．東京方言などとの音顔的対応
　特色のある音韻変化をあまり受けていない力書なので，この方言の特徴とし
てここに述べることは少ない。最も臼立っのは，東京方書などのaiにaaが
対応することであろう。
　k：aa〈貝〉，　kaata〈書いた〉，　haa〈灰・蝿〉，　kaago〈蚕〉，　taraa〈た：
らい〉，iwaa〈祝い〉，　jasaa〈野菜〉，　aani〈会いに〉など。
　そのほか，棄京方書とこの方言との間には次のような対応関係が見られる。
ただし，一一・　99の語彙に限って見られるものをも含む。
　awa：oo　－koo，一goo［川，複合語成分として，　idegoo〈湧水〉，　azakoo
〈浅川（地名）〉，1〈oomegOO〈甲女揖（地名）〉，　keora〈川原，岸〉など］，
kooragu〈乾く　（乾らぐ）〉，　too〈田は〉，　hanoo〈花は〉など。
　au：00　　　00〈会う〉，　kOO〈買う〉，　aroO〈洗う〉など。
　u6：00　　00〈追う〉，　soo〈沿う〉など。
　（なお，東京方言などの◎o＜au，　oo〈ouはこの方言ではいずれもooに対
応する。）
　iwa，　ewa：jaa　　njaa〈庭［老〕〉，　kuSjaa〈櫛は〉，　mjaa〈圏をま〉，
hunjaa〈船は〉など。
　ui：ii，　wii　　niida〈脱いだ〉，　ciita〈付いた〉，　siika〈酸い〉，　kwii一
く食：い〉など。
　oi：ee，　wee　　keeda〈漕いだ〉，　oeeda〈泳いだ〉，　wee〈甥〉，　wee－
ta〈置いた〉など。
　子音音素については，　3．でその音1亜について触れたもののほかには，とり
たてて述べるほどのことは見当らない。
　なお，課懸から省かれているのでここでは述べないが，この方言のアクセソ
Fは，大まかに言えば西南九州型のアクセントに属する。しかし，平山輝男氏
のいう，‘あいまい化’現象がさしてはなはだしくはないが認められる。型の区
別の意識は比較的薄く，また，狸の区別の程度は被調査者により異なりがある
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ので，年齢膠あるいは地域によって差があるのではないかと思われる。（種予農
の他の地方には，いわゆる‘一型アクセント’の方書も存在する。）この報皆で
音韻表記にアクセンi・記弩を付さなかったのは，‘あいまい化’のためにそれに
囲難が伴ったからである。
文 法
　L　動詞
　　まず，活用のしかたによって鋤詞を分類し，次に，動詞の形態論的構造につ
いて述べる。
　1．i　活用の型による動詞の分類
　大づかみに特．色を要約すると，第1に，‘上一段’・‘上二段’・‘下一段の動詞
はこの方言で‘五段化’した活用をすること（‘上一段’は‘五段’とやや異なり，
‘上二段’は‘五段’とほとんど同じ，‘下一段’は‘五段’と全く同じ），第2に‘下
二段’の動詞はその‘二段’的特色を保存していることである。
　　以下に，活用について調査しえたすべての動調（および動調に準じて活用す
る接羅形式など）．について，その活用の大要を知るための袈をあげる。
縣∫＼＞1
〈聞く＞2
〈行く＞3
〈わめく〉
〈．動く〉
〈．羅く〉
く付くソ
〈吹く〉
〈刺す＞5
〈起こす〉“
く押すソ
〈蹴う＞s
〈想、う＞9
〈追う〉
難齢否定形糠彩
　　kaku　kakats’　｝〈akoo
　　kiku　kil〈atsT　1〈il｛oo
　　　il〈u　ikats’　il｛oo
domeku　domekaxLT　domel〈oo
igoku
　oku
cuku
huku
　：asu
okosu
　　osu
　koo
omoo
　　oo
三gokaN
　okatsT
cukaN
hul｛a．NT
　sasatsT
ol〈osa，xi
　　osaN
kawaN
igokoo
　okoo
cukoo
hukoo
　sasoo
okos60
　0soo
kawoo
omowaNT　omowoo
　　owaN　owoo
命令形　仮定形
　　kal〈e　kakeba
　　1〈ike　1〈ikeba
　　　ike　ikeba
domeke　domekeba
　igoke　igokeba
　　　oke　okeba
　　cuke　cukeba
　　huke　hukeba
　　sase　saseba
　okose　okoseba
　　　ose　oseba
　　　kae　1〈aeba
　 mee　omoeba
　　　　oe　eeba
3皇タ弼形　　　二薄理鍵ヲ｛多
　　k l｛i一　k．aate
　　kild，一　kiite
　　　童k三巴　　　itate
domeki一　domeete
igoki－
　　oki－
cuki－
hul〈i－
　sas三一
〇kosi－
　　esi－
　kaa－
Ol鷺ee一
　“iee一
文虚応
igeete　i
　　　　　　E
　saate　）
　　　　　　lokeete
　　　　　　f
weete　」
藁ヨ
カ5
サ5
．へ5
?????????????????????
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? ???
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? ????
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????????????????????????52
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????????????????????
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琉
?
ぬ驚
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男?為
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　　　　nuu　nuwa．N　nuwoo
　　　　juu　iwa｝’　iwoo
　　　　kuu　kwaN　kwoo
kooragu　kooragaN　kooragoo
　　　oegu　oega）T　oegoo
　　　kogu　lcogaN　kogoo
　　orabu　orabaiN’　oraboo
　　　tobtt　tobaN　toboo
　　asubu　asubaN　asuboo
　　　aQpu　aQpaixT　aQpoo
　　karnu　kamaiT　kamoo
　　　jomu　jomaN　jomoo
susumu　susurnaN　susumoo
　　l〈umu　kumaN　kumoo
　　　tacu　tataN　tatoo
　　　tortt　toraN　toroo
　　　keru　kera）　keroo
　　　　oru　oraN　oroo
　　　　a職　（聡aka）　ar◎o
　　okiru　okiraN　okiroo
　　　m三ru　　　miraN　　　　m呈rOO
　　　neru　neraN　neroo（：，ei，i　iiellil，　”；ii．c
　　　zuru　deN　deroo
　akuru　akeN　akjoo
　　ujuru　uets’　ujoo
　sinuru　sinaN　sinoo
　　　suru　seN　sjoo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
1〈oorage　k rageba　kooragi一　kooraade　／
　　　nue　nueba
　　　　ie　ieba
　　l〈we　kweba
　　oege　oegeba
　koge　1〈ogeba
e　orabeba
　tobe　tebeba
be　asttbeba
　　aQpe　aQpeba
　kame　kameba
　jome　jomeba
su me　susumeba
e　kurpeba
　　tate　tateba
　tore　tereba
　　！〈ere　kereba
　　　ore　oreba
　　　　一　areba
　okire　okireba
　　mire　mireba
驚｛燃1
…e｛器1｝
・・eeoa盤：器｝
　　　uee｛二u」こ1：：包：i｝
・・　｛S窒翻｝
seeoSl畿｝
　　　　nii－　　nuute
　　　　　コ　　　　　　　ll－　　　　juute
　　kwii・　　kttte
　　　◎egi－　oeede　lガ5
　　　k。gi．　keed。！
Ol：1：：0器：〕
　　　　　　　　　　　　　　　　〉バ5
　　asubi．　asuude　l
。QP、一　＿／
　　kami－　　koode、・。m・．・。。d，し5
月?E盤／
　　　taci－　　taQte｝タ5
　　　to「i．　　tOQte｝ラ5
　　　keri－　keQte｝下1
1；1：1911｝・変
｛。盤｝・・・…｝上・
｛m巽：：｝m…｝上・
｛訓。。，e
　　　　　　　　　f
　　　　ne一ノ
　　　　…d…1下2
　　　ake－　　alcete
　　　　・e一・…／
　　　sini－siNde　）ナ変
　　　　　　　　　　　　　　　∫
　　　　　・・S・t・｝サ変
〈来る＞　　　kuru　　kor　　koO
〈　き一まず＞kaki－moosu－moosaN　一moosoo
〈書か一る〉：2kaka－ru　－rex　－noo
〈逃げ一らる＞23nige－raru－rareN　－rar］OO
liぎ嘉・一k・k・・jar・一一j・・al　一」ar・・
〈打た一れる＞2‘uta・ruru　－rex　　－rjOO
li・ilil｛Viic－o．g“2－s6　nige－raruru　一rareN　一rarjoo
禦”せka・a一・…　一se・一sj・・
iitlt7did＞“’2r＄　age－sasuru　一saseir　一sasjoo
〈だ＞2δ　　　Z：a（zja　naka）zaroO
〈ようだ＞29　　gotaru（gotaa　naka）
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　　　　　　　　…｛k要畿｝
　　　　　　一mo se　一mooseba
　　　　　　　　　謳1謙
　　　　　　　　　　　一rarureba／一［
　　　　　　　　　　　一rareebaj
　　　　　　　－jare　一jareba
　　　　　　　　一・ee鷹1｝
　　　　 　一 are・｛層モ翻
　　　　　　　　一｛璽糊1｝
　　　　　　一・a ee膿鑑｝
　　　　　　　　　一　zjareba
got roo　一　gotareba
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　　　・・・・…｝・変
一moosi一　一moosite
　　　鱒re齢　　　　　讐Qte
一rare一
一jari一
一re一
一re一
一se一
一raQte
づaQte
一rete
一rete
一sete
一sase一　一sasete
　　こ注記〕以下に，参考蕃暇ならびに調査しえた同じ活用の型を有する語をかかげる。
　なお，上配の活用の型の種類は，不規劉な活用をするものを除き，少数の活用の原則の
組み食わせによって，いっそう整理して示すことができよう。調査がそれらの組合わせの
すべてを尽していないので，ここでは原資料のままかかげる。
??????????????????????同型の語：aku〈開く〉，　aku〈飽きる〉，　kawaku〈乾く〔新］〉など。
同型の語：hiku〈引く〉，　ariku〈歩く〉，　sariku〈うろつき歩く〉など。
過去の終止・遮体形はita〈行った〉
属型の語：nuku〈脱ぐ〉，　doozuku〈騒ぐ〉，　suku〈好く〉など。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s同型の語：sasu〈咲く〉，　kasu〈貸す〉など。
同型の語：otOSU〈落す〉など。
同型の語：hOSU〈干す〉など。
罵型の語：oo〈会う〉，　hiroo〈捻う〉，　utoo〈歌う〉，　aroo〈洗う〉，　naroo〈習う〉．
　moroO〈もらう〉など。
9。同型の語；SOO〈沿う〉など。
10．音便形はkuuteともいう。
11．同型の語：jobu〈呼ぶ〉など。
12．子供の用いる語。
13．同型の語：tatamu〈畳む〉，　hasamu〈はさむ〉など。
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三4．同型の語：nomu〈飲む〉，　tanomu〈頼む〉，　kaakomu〈買し・こむ〉などσ
15．同型の語：kacu〈勝つ〉，　mocu〈持つ〉，　ucu〈打つ〉など。
16．同型の語：iru〈入る〉，　uru〈売る〉，　jaru〈遣る〉，　karu〈借りる〉，　naru〈鳴
　る・成る〉，huru〈降る〉，　kiru〈切る〉，　ozjaru〈いらっしゃる〉，　okurjaru〈下さる＞
　ukaru〈浮く〉，　modoru〈帰る〉など，ほか多数。
17．周型の語二ik三ru〈生きる〉，　abiru〈浴びる〉，　Oziru〈下りる〉，　imiru〈（たいた飯な
　どが）ふえる〉など。
18．同型の語：鷺irU〈煮る・似る〉，　kiru〈着る〉など。
19．周型の語；niguru〈逃げる〉，　aguru〈上げる〉，　makuru〈負ける〉，　huQcuru〈捨
　てる〉，UQsuru〈捨てる〉など。
20．同型の語：nijuru〈煮える〉，　mijuru〈見える〉，　kojuru〈越える〉，　hujuru〈ふえ
　る〉、ajuru〈落ちる〉など。
21．同型の語：siNzuru〈信じる〉など。
22，24．26．‘5段’的な活用をする語に付く。
23，25，27．‘2毅’的に活用する語，‘力変’の語につく。suruは，23．　seraru，25．　sa・
　ruru　27．　saSuruとなるようである。
28過玄の終止・連詠形はzjaQta〈だった〉，現在の仮定形2はnaroo（ba）〈なら（ば）＞
29過去の終止・連体形はgotaQta〈ようだった＞
　1．2　動詞の形態論的構造
　次に，動詞の形態論的構造の大要を，その構文論的舞岡に触れながら，主と
してkaku〈書く〉を例として述べる。
　一（ハイフン）はそれの付いた形が付属形式であることを表わすQ／／はそれの
付いた形が一定の活用を行い，かつそれらの活用形の代表としてあげてあるこ
とを表わす。
（1）時・橿・肯定否定
　この方欝において動詞はまず，時（現在：過去），桐　（普通：進行：完了），
肯定：否定の三つの対立とその組謡わせを膚するのが普通である。
????????????
　t／tth
　普　通
kaku／f
kaata／／
1〈akaN／／
kakaxzjaQta／／
　　　根
nv．．．．．．一．一．t　x．nv．rm．
　進　行
kakioru／／
kakioQta／／
kakioraN；’／／
kakiora．NTzjaQta　／／
これらの形は，それぞれ一群の活用した形をもっている。
完十
雛脇，｝肯定礎
lll器偏“｝否遷
　　　　　　これらのうち，
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kaku〃，　kaata〃，　k：akaN〃，　kakaNzjaQta〃について，そのおのおのの群に属
する形式を次に．かかげ．る。進行および完了の系列はoru／／〈居る〉に準ずる活
用をし，かっ普通の系列から形を類推できるので省略する。なお，完了の系列
は2語に分かれた表現（kaate　oi’u／f，　kaacaa　oraNzjaQta〃などの形）も可能
である。また，時の対立をもたない形式は便宜上現在の欄に，肯定否定の対立
をもたない形式は肯定の欄に入れた。
　　　　　　　　　　　kal〈u／／　kaata／f　kakats’／／　kakatsTz」aQta／／
重．文を終らせるのが普通である諸形式
　1．終止・連体kaku　　　　kaata　　　　l〈aka、NT　　　　kakaNzjaQta
　2．意志・推澱kakoo　　　kaataroo　　kakumaa　　kal〈aNzjaataroo
　　　推燈［老コ　kakoozu　　kaataroozu　kakumaazu　　kakaxzlaQtaroozu
　3．命令　　　　　　kake　　　　　　　－　　　　　　　　　　　kal〈ttna　　　　　　　一一・・一
ii．種々のしかたで動講・形容詞に統合されるのが普通である諸形式
4．‘連解
5，仮定1
6。仮定2
7Ji痕説づ重垂説
　など
8一音便’
9．並列
10，係結の結びkake〔老］
　　　（kaatareba，
　　　｝．こをま　一baQteka
　．動詞は，例外を除き
って類推すれぽよい。
（2＞動詞のその他の形態論的範騰
　　．動詞はさらに，
形態論的な対立とその組み
外をのぞき，（i）で述べた時・柑・肯定否定
後に接尾されるものから順に述べる。
　④　丁寧　kaku〃〈書く〉：kakimoosu／／〈書きます〉
kaki一　一　一　一1〈akeba　kaatareba　kaka！’ba　kakatsTzjaQtareba
kakunaroo（ba｝　lcaatanaroo〈ba）　lcal〈atsTnaroo｛ba）　kakadyTzjaQtanarooCba｝
kal〈ukara　1｛aatakara　kakaNkara　kakatsTzjaQtakara
kal〈ubaQte　kaatabaQte　kakaNbaQte　kakar’zjaQtabaQte
kakuga　1〈aataga　1｛aka，yga　kalgaNzjaQtaga
kaate　一　1〈akai’zii　一
kaatari　一　kakaNzjaQtari　一
　　　　　　　　　　一　kakane　一
　k kaNzjaQtareba｛・鼠kaataiba，　kakaNzjaQtaiba　ともなる。一baQte
　　，一baQtemo，一baQtekam◎などの形もある。）
　　　　　　これらの諸形式を有する。その作られ方は重・1の表によ
　　　　　　　（用法などについては1・24で述べる。）
　　　　　　　　　　　　　；fif
　　例外をのぞき，次のような諸種の接尾形式を付すことより，
　　　　　　　　　合わせとを作る。そして，それらのそれぞれは，例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に属する諸形式1、r）10．を有する。
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　（kaku／／：kakimoosu／／とし・う場合には，たとえば，　kakaN：kakimoosaNの
対立，kakioQtanarooba：kakiorimoosltanaroobaの対立などをすべて含む）
　（u）　尊敬　kaku／／：kak：aru／／：（o）kakijaru〃〈お書きになる＞
　kakaruは非常に軽い尊敬の意またはやや軽蔑視・疎外視した意を表わす。ま
た，1・2人称には用いない。例，wazawaina　eo　kak：aru　moN　zja．＜変でこ
な絵をお醤きだよ。〉
　（kaku〃：kakaru／／：0kakijaru／／という場合には，たとえぽ，　kaatareba：
kakaQtareba：oka短laQtarebaの対立，　kakimoosita：kakaremoos圭ta：
okakijarimoositaの対立などをすべて含む。以下これに準ずる。）
　なお，謙譲には，moosiagemoosu〈申し上げます〉，　tazuneagemoosu
〈お尋ねします〉のように，一age一を用いる言い方がある。　また，語彙的な尊
敬語の例としては，ozjaru〈いらっしゃる〉　（oru，　kuru，　ikuに対する），
wasuru〈いらっしゃる〉（kuruに対する），　gozaru〈ござる〉（aruに対す
る），okurjaru〈下さる〉・tamooru〈賜わる〉，（kururu〈呉れる〉に対する），
oagaru〈あがる〉・mesiagaru〈召しあがる〉（kuuに対する）などがある。
　Vx）受身・可能　kak：u〃：kakaruru〃〈書かれる〉
　この形が可能を表わす場合には，動作の対象・手段・材料などについての可
龍に限られる。しかも用いられることは少ない。動作の主体の可能（すなわち主
体の熊力）を始め可能一一般には，kaklga　naru〈書ける〉，　kakiga　naraN〈書
けない〉，kakii　naru〈書ける［児］〉，kakimo　naraN〈書けもしない〉，emo
kakaN〈書きもできない〉などのように言う。
　また，seraruru〈なさる〉の形は尊敬の意に用いられる。
　←）使役　kaku〃：kakasuru！／〈書かぜる〉
（3）zia〈だ〉とgotaru〈ようだ〉
　動詞｝こ準ずるものとして，zja〈だ〉とgataru〈ようだ　（〈goto÷aru）〉
とがある。
　④zja／／名詞およびそれに準ずるものに続く。否定e＊　zja　naka／／，丁寧は
de　gozarimoosu／／．
　（ロ）gotaru／／　動詞・形容詞の終止・連体形，動詞の意志・推量形（現在・
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普通・肯定），形容詞の推量形（現在・肯定）に続くほか，名詞またはそれに準
ずるものにnoまたはzjaの付いた形に続く。
：：1：：謝温擁の・5・・so＞
㈱用法と用例
　（1）で述べた諸形武1．～10。のおもな用法・用例を簡単に記す。
　1．　終止・連体形
　‘終止形，と‘連体形’との形の上の区別を有しないので，‘連体的’用法もここ
に含まれる。
　hitoga　kioru．＜人が来つつある＞hitoga　kitoru．〈人が来て（環在ここに）
いる＞kitoQta　hito．〈来ていた人＞daata　tegami．〈出した手紙＞　daata
sikaa　kute　simae．＜出しただけは食べてしまえ＞　ima　kaku　cjuute　sijoQ
toko　zja，＜今書こうとしているところだ＞　kak鷺gotaru．〈書くようだ＞
　kakaN　gotaru．〈諜かないようだ＞　daika　oQta　gotaQta．〈誰か居たよ
うだった＞
　2，　丁丁・推言形
　意志を蓑わすのは大部分の動詞の主として現在・肯定の形である。現在・肯
定の推蚤は，多くの場合，kaata　mONnja〈書くだろう〉などの形で表わされ
る（3・2参照）。また，老人の用いる推量形には，過去にsicuroozu〈しただ
ろう〉，kozaQcuroozu〈来なかっただろう〉などの言い方もある。
　mikaa　ikoo．〈見に行こう＞　noQcii　meQkarimoosoo．〈あとでお覆にか
かりましょう（別れのあいさつ）＞　kataarii呈io　simoosoo．〈交互にゆい（労
力交換）をしましよう＞　kakaNziinjaa　sumumaa．〈書かずにはすむまい＞
atarasikato　zjaroonaa・＜新しいんだろうね＞wagamo　sicurooga．〈お前
もしただろうさ［老］＞　jomemo　moroote　kurjoozu．〈嫁ももらってくれる
だろう［老］＞　ima　kakoo　tomootoQ　toko　zja．〈今書こうと思っているとこ
ろだ＞nakoozii　sijoru．〈泣こうとしている＞　kakoo　gotaru．〈書きたい＞
kwoo　gotaa　naka．〈食べたくはな：い〉
　なお，あいさつの表塊こは，kesoo　meQkarimoosaN．〈お早うございます〉，
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kjoowa　meQkarimoosaN．〈こんにちわ〉，　koNnjoo　meQkarimcvsaN．〈こ
んばんわ〉のような形が見られるQ
　3．命令形
　misete　mire．〈見せてみろ＞　kakasee．＜書かせろ＞　wagoo　kakuna．
〈お前は書くな＞　ozjarimoose．〈いらっしゃいませ＞kaate　okurjarimeo－
se．〈書いて下さいませ〉
　なお，否定の命令形（すなわち禁止の形）は，終止・連体形がruに終る動詞
では，miNna〈見るな〉，　tONna〈取るな〉のような形をとる。
　4．　連用形
　単独で‘中止形’としては余り用いないが，‘反覆形’では用いることがある。
　aN　h圭taa　maa　oogjaa　kwiikwii　tooQte　ikaaee。〈あの人はまあ，さとう
きびを食い食い通って行くよ〉
　複合語の成分となったり，名詞に転化したりする性質を有することはいうま
でもない。
　ga，　mo，　wa，　ni，　koso，　sai，　guraiなどの助詞を従え，また，・kaa〈に〉
一nagara，一δaar圭iぐがてら〉などが付いて，動詞・形容：詞な：どに統食される。
　kakiga　Raru．〈書ける＞　kakjaa　naraN。〈書けばしない＞mimo　seN－
tee．〈見もしないのに＞　kjOOwa　nagarame　Sumil　itaga　tOQte　kuNdoo・
kainaa．〈きょうはとこぶし（あわびの一種）を取りに行ったが，取って来るかし
らねえ〉（sumu＜潜水する，潜水して採取する＞sumii〈潜りに〉はsumi－
kaa〈潜りに．〉ともいう。）　kakikoso　sure…〈書きこそすれ…＞　　das三sai
sureba　jOk：a．〈出しさえずればいい＞　SOgaana　hUruka　iwaa　kwilgurai
iraN．〈そんな古い魚は食べなくたっていい＞　kagoo　katagenagara　kokoN
majoo　tooQta．＜籠をかつぎながらここの前を通った＞　asobidaarii　kimoo－
slta．＜遊びがてら来ました＞
　5．　仮定形1　…（すれ）ぽ
　aasai　seeba　joka．＜会いさえすれ．ぽよい＞　simoeta，　kakaNba　jok：aQta
mono30．〈しまった，書かなければよかったよ＞tegamjoo　daataiba　heN－
ziga　kita．〈手紙を出したところ，返事が来た〉
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　現在・否定の場合には，義務を表わす胴法がある。
　kakaNba　ikeN．〈書かなけれぽいけない＞kakaNba　zja．〈書かなけれぽな
らな：い＞　k：akaNba　zja　tokini　mada　kakaNtoka．〈書かな：1ナれぽならない
のにまだ書かないのか＞　sogaNmade　seNbaka．〈そんな1こまでしなくてはな
らないか＞　ikaNba　zjabaQtekamo〈行かなくてはならないけれども〉など、
　6．　仮：定形2　…（する）なら（ぽ）
　kakunaroo（ba）1〈ake，　kakaNnaroo（ba）kakuna。〈書くなら（ぽ）’書け，
童かないなら（ぽ）書くな＞　konogurai　naroo　jol〈aQta　moNnai．〈このくら
いならいいだろうよ＞
　7．順説・逆説などの形
　oiga　iQkara　joka．＜私が行くからいい＞maQtabaQte　koNzjaQta．〈待った
けど来なかった＞　cuwa　hikii　itaga，　toNdookainaa．〈つわを引きに（蕗を
取りに）行ったが，取って来るかしらねえ＞
　8．　‘音便形’
　wa，　mo，　koso，　karaなどの助詞が続きうる。
　否定にはkakazii［老］の形もあるQ　kakaNziiはそれからの類推iによって生
じた形と思われる。またkakaNde［新？］の形もある。
　cjoomeNni　wajakod　kakarete　darega　jorokobu　moNka．＜帳面にいたず
ら繍きをされて誰が喜ぶものか＞kaate　aru．〈譲いてある＞kakasete　mora－
amoosoo．〈書かせてもらいましょう＞kaacaa　naka．＜書いてはない＞oiga
itatekarade　joka．＜私が行ってからでよい＞　cjaa　nomaNzii　sjoocjuuo
nomela．＜茶を飲まずに酒を飲めよ＞　kakaNziiwa　sumumaa．〈書かずには
すむまい＞sogaN　kotoo　seNziimo　jokaroo　gotaru　moNzja．くそんなこと
をしなくてもよさそうなものだ＞
　　9．　並列形
　　joedari　kaatari（sita）．〈読んだり書いたり（した）＞joodarjaa　seN．〈tt”tiん
だりはしない〉
　　　　　　　　　10．　係結の結びの形
　　前にkOSOを要求する。若い層は老人ほどには種々な形を用いない。
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　orekoso　sirane，　sekeNno　hitaa　siQtoru　hazu　zja．＜癬分こそ知らないが，
世問の人は知っているはずだ＞　imakoso　kogaN　kogai　zjare，　rr｝ukasjaa＿
〈今こそこうこうであるが，昔は・・一＞　uresjuukOSO　are，　kanasjuuwa．
naka．〈嬉しくこそあるが，悲しくはない＞
　2．形容詞
　2．1活用の型による形容詞の分類
　この方言では，形容詞は，連用形・仮定形1．および係結の縞びの形をのぞ
き，一ka語尾な興するので，活用の型の種類は少なく，連絹形の灘の種類と一
致する6連弓形は，語幹の末羅の母音音素が何であるか，または何であったか
によって知ることができる。
盤饒慢翻旨く熱備く〉’野畑宣，留
　　naNka〈長い〉：nagOO　　　　　　　　tooka〈遠い〉；toO
　　aQka〈赤い・明るい〉：akoo　　　　l　siroka〈白い〉：siroo
　　taQka〈尚い〉；takoo
lll謙譲こ二：：盤、　1撫獣愚。n。，、u、
／hl、k。〈低、、〉，h、k。u　　　／。、era、ik。〈総て、、る〉、。、e，a、juu
　2．2　形容詞の形態論的構造
　動詞での記述に準じて，aQka〃〈赤い・明るい〉を例として，現在と過去の
それぞれに属する諸形式をあげる。
aQkaf／
i文を終わらせるのが普通である諸形式
????????
???????
ー
??
終止・連体
推：量
‘連用’
仮定形1
仮定形2
順説・逆説
など
並列
aQl〈a
aQkaroo
　akeo
　akakereba
　aQkanaroo（ba）
　aQl〈akara
　aQkabaQte
　aQkaga
　aQkaQtari
aQkaQta／／
　aQkaQta
　aQkaQta’too
種々のしかたで動詞・形容詞に総合されるのが普通である諸形式
7．
aQkaQtareba
aQkaQtanaroo（ba）
aQkQtaQkaQtakara
aQkaQtabaQte
aQkaQtaga
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　8，　係結の結び　　akakere
　これらの諸形式の用例を以下に少数あげる。
　1．　終止・連体形
　圭taka（cjuute　orooda）．＜熱い（と叫んだ）＞　joka　teRki．＜いい天気＞
joka　siko　moQte　ikeja．〈いいだけ持って行けよ＞　aQka　gotaru．〈明るい
ようだ＞　suQpari　naka　goto　naQta．〈すっかり無くなった＞
　2．母野形
　mezurasikarooga．〈珍しいだろうさ〉，　aQkaQcuroo．〈赤かっただろう
［老］＞　aQkaroo　gotaru．＜明るいらしい（aQka　gotaruよりも，眼前に二な：い
ものを想像していう気持がある）〉　なお，現在・肯定の推i量はaQkaQta　mON－
nja．〈明るいだろう〉のような形が用いられることが多い。（3・2参照）
　3．　　‘連用ヲ形i’
　akoo（wa）naka．＜赤く（は）ない＞akoo　naru．〈赤くなる＞akoo　goza－
rimoosu．〈赤うございます＞　akoo（ni）site．〈赤くて＞
　4．5．仮定形1・2　（略）
　6．願説・逆説などの形
　taQkakara　kawaN．＜高いから買わない＞　mada　tajorjaa　nakaga　siN’
pajaa　seN．〈まだたよりは無いが心配はしない＞atarasikabaQtekamo　taQ”
ka　gotaru．〈新しいけれども高いようだ＞
　7。　　並三グ匹ヲ｛多　　（略）
　8．　係結の結びの形
　irokeso　kurokere　joka　jomezjoo　zja．〈色こそ黒いが，いいお嫁さんだ＞
　3．助詞
　助詞については，調査資料がことに少ないので，ここでは調査しえた助調の
形，およびこの方言に特徴約な助詞の少数の用例をあげるにとどめる。
3．i　名詞と助詞
　名詞には種々の助詞が付いて，その名詞の構文論上の機能を定め，または意
味をそえる。
　1．ga〈が・の〉，　no〈の〉，　o〈を〉，　oba〈をば（対格をやや強調する助
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詞）〉，ni〈に〉，　sanaa〈へ〉，　kara〈から〉，　made〈まで〉，　to〈と〉，
cjuuteくと（引用）〉，　jori（ka）～」OQka〈より〉，　de〈で〉など。
　2．　wa〈は〉，　mo〈も〉，　koso〈こそ〉，　sai〈さえ〉，　sika〈しか〉，
hagaQca〈しか〉など。
　3．giri〈ぎり〉，　bakari〈ばかり〉，　naNdo〈など，なぞ〉，　basi〈でも〉
　ほかに，to〈の〉，　siko〈だけ（の量）〉，　goto〈よう〉など。
　1．2．3それぞれの区別は，‘格助詞’，‘係助詞’，‘副助詞’の区別にほぼ当た
る。なお，‘接続助詞’といわれる形式，および上記のものが動詞・形容詞に接
した形式については，L2および2・　2を参照。
　これらのうち，wa，　o，　oba，　niは前に来る語の末尾の部分と融合して，次．
のように規劉的に変化する。（obaは。に準ずる）
鐸
㈹｛三s1．
　しum1
・・｛監e
を鑑
cs！hana
　しwaga
㈱｛畿。
　　haru〈．．）！：aurcu
fF’k．u
（ト1
（一1）　ki．y
（リ＞ze“「
　　haa
?
　　seNkoo
ただし，
意味
〈石〉
〈海〉
〈あなた〉
〈舟〉
〈縦〉
〈袖〉
〈花〉
〈お箭〉
〈婿〉
〈塩〉
〈轡〉
〈よもぎ〉
〈肉〉
〈豆腐〉
〈道具〉
〈絹・金〉
〈銭〉
〈灰〉　　・
〈線香〉
　wa
ls］aa
um］aa
oz］aa
hunjaa
tacjaa
＄oz．　aa
hanoo
wagoo
mokaa
siwaa
haraa
hucaa
nikwaa
toohwaa
doogwaa
kinaa
zenjaa
haawa
seNkoowa
　o
isjoo
umjoo
ozjoo
hunjoo
tacjoo
sozjoo
hanoo
wagoo
mokoo
siwoo
haroo
hucoe
nikwoo
toohwoo
doogwoo
1〈inoo
zenjoo
haa（w）o
seNkooo
　nl
ISII
UMII
ozee
htinee
tatee
sodee
hanaa
wagaa
mokee．
siwee
harii
hucii
nikwii
toohwii：
deogwik
kinii
zenii
haani
seNl〈ooni；
　　　　　　1モーラ語の場合には，㈱式に変化することもある。too・wtawrv．
〈濁は〉，tOONta（W）0〈田を〉など。また〈先生〉（SeNSei，　SeNSee）e＆（d），．
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（9）の爾様の変化をする。
‘ga，　llo’@主季各を表浄ブす場・禽㌧の♪：9いブ：翼之，　貢貨：本鷲了ヅゴ欝などとは郵きなり，　鹿児雄鹿
方喬・宮崎市方雷・31：｛京方霞などと似ている。
　iNga　orU．〈犬がいる〉（熊本市方籍‘：iNno　oyu．）
　iNno　OQ　toklaa　toONna．〈犬のいる時は通るな〉
　　属格約に用いる場合はnoが普通であるが，‘人称代名詞’のore〈私〉，　oi
〈私〉，domo〈私（ども）〉，　ware〈お前，きさま〉，　w．aga〈お前＞s　oze〈あ
なた〉などにはgaが付く。Orega，　Oiga，　dONga，　warega，　waaga，　Ozega
など。
　noはNに続くとき以外は，弱まってNともなりうる。
　iNBo　kubi〈犬の首〉，　huneN　ho〈舟の帆〉，．toQpiinoiwono　hisiteebosi
〈飛魚のッ日（hisitee）乾したもの〉
‘sanaa’?ｉｇａｓ圭no　hoosac　naa　ita　hooga　joka．〈菜の方へ行った方がよい〉西
之表の一部（下面など）ではsamaaとも言うようである。
‘kara’basul〈ara　kimoosita．〈バスで来ました〉のような用い方もある。
‘ciuute’bjeoki　zja　cjuute　juuta．＜病気だと欝つた＞sogaana　Nmoo　naka
monaa　kwaN　cjuute　loka．＜そんなにまずいものは食べな．くたっていい＞
dare　zjaQta　cjuute　dekuru　moNka．〈誰だってできるものか＞ima　kakoo
cjuute　sijOQ　toko　zja．〈今穿こうとしているところだ〉
‘hagaQcja’　goNgoohagaQcja　naka．〈5合しかない〉
‘giri’sosikogir圭ka．〈それっきりか〉，　（kojoo　daatagirii　kikaN．〈声を出
したらば承知しない〉のような使い方もある。）
‘na磁。’karaimonaNdaa　kwaNdoo．〈さつまいもなんかは食べないそ〉
‘basi’kazebasi　hiitato　zjarooka．〈風邪でも引いたのだろうか＞　jokamo・
nobasino　goto，　naN　zja　waganoto，〈．偉い齋ででもあるかのように，なんだ
きさま〉
‘to’waagato．〈お前のもの〉，　aNtaNto．〈あんたのもの〉，　ikutol〈a，　ikaN－
toka．〈行くのか行かないのか〉，　oiga　kaatato．〈私が書いたもの〉
　なお，一gatoは金額を表わす語に接尾して〈その額梢当分〉の意を表わす。
　364　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿屍島1具・種子島
iQseNgato＜！銭分＞
　3，2　交末の助詞
　どのような形式に付きうるかは語によって異なる点がある。ja〈や，よ〉，　jo
〈よ〉，ka〈か（疑問）〉，　kai〈か（疑問）〉，　ga〈が，さ，とも（念押し）．〉，
naa〈なあ，ねえ〉，　wai〈わい〉，　doo（・roo〈ぞ〉，　keru＜（1）そうだ，（2）わ
い〉およびその融会形（kerjaa，　keraa，　keNd◎o，　keNnai），　soona〈そうな〉，
rnONnja・mONnai・　monee〈だろう〉などがあげられる。
‘naa’ 結桾綷ｾの〈ねえ〉に似て，文節末にも，また間投詞としても，非常に
多く用いられる。naa　kinoonaa　kagesimakaranaa　sjuuganaa　modoQte
◎zjarimoositenaa……〈ねえ，きのうねえ，．鹿．児島からねえ，だんなが帰って
おいでになり玄してねえ……〉
‘kerかなど。　kogaN　kogaN　cjuute　iwaQtakeru．〈こうこう鷺われたそ
うだ＞　hunega　ciitaker（j）aa．〈（1）船が着いたそうな。（2）船が着いたわい＞
zjaQtakeNdoo．＜そうだそうだぞ＞　zjaQtakeNnai．〈そうだったんだなあ〉
屈。廟a’など。動詞・形容詞の過表の形に付いた場合，現在の推量を意味する。
　sosikeguraino　tegamjaa　kaata　moneeia．〈それぐらいの手紙は書くだろ
うよ＞　cjaajoQka　sjeocjuuno　hooga　jokaQta　moNnja．〈おi茶より酒の方が
いいだろうよ〉
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　③東京高師臨教門欝吾漢交科（1929）；賑諄喬漢文
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集退）1955，「方欝といふ概念の再吟味」（罫方『髭；6＿昼）1935．
臼　野　資　純（ひの・すけずみ）
　①1926年1月1El
　¢東京都渋谷区（O－5），鎌禽布（5－9），棄京都：1＝…野区（9－10），神奈li際大磯
　町（10一一14），東京都淀橋区（14－19），栃木県郷須郡（19），神奈）E県大磯町（19…22），
　神奈）E県平塚ll∫（22－2δ），神奈；li県田嘆猿市（2S・一27），東京都南多摩郡〔現デ｝三Z）町田
　市〕（27－28），弘前衛（28－32），東京都世lil谷区（32），東京都；i壌雌市（32一　〉
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　③爽京大学文学部羅文学科（1951）；國語学・方蕎学
　④駒択大学文学部助教授；賑泣国語研究所地方研多と員・昭和28年一29年（；神奈川県），昭
　禾033年一34歪詳　（東ガ（同区・ネ申奈月1漿）
　⑤「方言における文法研究の問題点一分析及び記述法を中心として一」（3’国語と国交学』
　361母）1954．「津軽方言と南部方三一青森県貫目の門口一」（『言語生活』77丹）1958・
　「方言文法論の実践一相模方偏を例として一」（『駒沢大学研究紀要』17）1959．
三共隆盛（いわい・りゅうせい）
　①1909年5月18田
　②石川県羽咋郡押水町（G－12），贋川県金沢市（12－21），東京都文京区〔元の小腿川
　区〕（21－25），石川県河北郡津幡lll∫（35一　）
　③東京帝国大学夕：学部欝語学科（1935）；欝語学・方言・手藷量
　④金沢大学助教授；燭立国語研究駈地方研究鍬・昭和24年一31年目繍1際），昭和32年．
　一34年（寓山県・石頬県）
　⑤「石川町欝一その分布と区薩一」（r国語学』第11集）1953・「欝語から見た海士の出
　自」（平凡社『能登』）1955．「白峰（牛堀）の方誓概要」（『石川県石川郡白峰村史資料
　濤帯』）　1959・
野　村　正　良（のむら・まさよし）
　①1914年12月3日
　②菓京都（0－24），満洲（24－26），東京都（26－30），華北（30－32），東京都（32一・・
　36），　名古屋市　（36一　　）
　③東京帝国大学文学部欝語学科（1941）；言語学・蒙古諮・中国語
　④名古町大学文学部助教援；函立国語研究所地方研多毬員・昭和25年一31年（愛知県）
　⑤冒北支山薦及び蒙彊に於ける支那語門脇音め分布に就いて』（帝羅学士院菓亜諸幾族
　調査室，報告会記録第11丹）1942．r張家ロプ∫欝及び包頭方隷こ於ける声類一いわゆる
　繭北諸方欝との一比較一」（銘古屋大学文学都研究論集』10）1955．「三河方欝及び尾張
　方言に関する言語年代的計測値」（r名古崖大学文学部研究論集』14）1957・
和　　田　　　実（わだ・みのる）
　①1919年7月6日　，
　②神戸市垂水区（0－20），東京都（20－24），神戸市垂水区（24一　）
　③国学院大学圏文学科（1942）；圓語学・アクセント
　④二一大学文学部講師；国立国語研究所地方研究貴・昭和25年一34年（兵庫泉）
　⑤「高砂」（近畿方言双書1『東条操先生古稀祝賀論文集の1955・「兵庫」（NHK隣春
　講座4『方言の旅の1956．「丁幾アクセントー猫と庄三と二人のをんなを例に一」（掴
　語文化遷第4巻1・2号）1944．
西　宮　一・民（にしみや・かずたみ）
　①1924年7月18蕪1
　②奈良嬢桜井市多目峯（0…12），奈良市（12－17），耕勢市（17－20），豊｛喬i・is（20一
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　21），京都t’1－i（21－24），奈良県桜井衛威重（24－26），大阪繕枚岡市（26一　）
　③遼都大学文学部文学科（1949）；国語学・騒文学
　④帝塚［il学院短期大学助教擾；i選泣1調語研究所地方研究員・昭和28年一34年（奈良県〉
　⑤r近畿方欝調釜瀬』（近畿方露学会）1957．「奈良県方面翻ヒ区薩線」（近畿方霞双濫1
　二条操先生古稀祝賀記念論文集』）1955・「奈良県方讐の待遇表現」（『畷語学滋36輯）1959・
村内英一（むらうち・えいいち）　　　　　　　　　　■
　①1919年3月1臼
　②三重県上野市（0－6），火阪市（6－22），広島了1∫（22－25），和歌【1巨1∫（25一　）
　③広島文理科大学文学部圃声門文学乖三1（1943）
　④和歌山大学助教授；国立蟹田研究所地方研究鑓・昭和28年一34年（和歌i．．L腺）
　⑤「否定表現の語法」（糠条操先生古稀祝賀論文集』）1955・鋤f今三態の表現」（『和歌山
　方欝』2）1954．r：文末助詞の考察」（郵和歌山大学学芸学：萄1研究紀要』3）1953．
杉由正世（すぎやま・まさよ）
　①1899年4月1．0日
置②埼玉県北埼玉郡（0－6），岡県南埼玉郡（6　一11），阿県川越市（11－28），愛媛県
　ノi到桑君IS　（28－34），　li罎夢艮讐㌶ラFl：l　lfみ響∫　（34－39），　隅県∠》治社ぎ　（39一　　）
　③埼玉梁師範学校（1919）；国諮学・方言学
　④愛媛県立今治工業高等学校講師；脚立園語研究所地方研究員・昭和25年一34年（愛媛
　累）
　⑤陵媛県周桑郡丹原地方洋語集』1930・「謂痢方翼章区の設定について」（愛媛国語構文
　学会『愛媛羅文研究の1954．「愛媛方需における1三Fl種系統アクセント」（愛媛圏語国文
　奪：会　『愛な愛種轟文子薩多ヒ』＞　1955．
糸　i拝　寛　一一（いとい・かんいち）
　（1．’）1917．／t’IZ　1　N　8　III
　②大分県臼杵市大字海添（G　一17），広島衛東千田町（17－21），台北｝二｝∫（21－26），広
　差押出離　（26－29），　1三ヨ杵磯目　（29一　　）
　③広島文理科大学文学科（1946）；穏：藁語学
　④大分大学学芸学部助教授；聯立騒語研究所地方研究員・昭和28年一34年（大分県）
　⑤「方鷺のなまりはどのようにして馴すか」（腿一マ字阯界』490母）1956．ヂカタカナ
　による方言音の表口」　ぼ大分大学学芸学部研究紀要』第6号＞1957・『火分県方欝の
　旅』第3巻（松田疋義と共著，NHK大分放送筒版）1958．
里予　ラt　菊　雄（のもと。ぎくお〉
　①1922年9月10口
　⑫横須賀帝（0），東京都贔超区（0－1），神奈川県逗子町（1－3），佐［y＝保市（3－
　6），東京都品川区（6－7），呉市（7－8），鎌倉市（8－12），東京者【1港賑（12－14），
　東京都隣黒区〈14一＿19＞，静i劇了（19－21），東京都文京区（21－22），土浦市（22－24），
　東京都港区・中野区・目黒区：（24一　）
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　③凍京大学文学部露語学科（1948）；欝語学
　④雌泣雛i語研究所所貴
　⑤「櫻言調査の被調査者」（『計量圏語学』3号）1957・「虜然の境界とことばの魔界」
　（『言語蟹三薯舌』　83簿）　1958．
上村孝工（かみむら・たかじ）
　①1908年3月1娼｝
　②鹿児島県薩摩郡上甑村（G　一12＞，同県川内市（12－17），大阪宿港区（17－23），福
　ILYfgi，S　（23－26），　謬毒沙ト1奉天　（26－33），　鹿児1靖霊ゴ　（33一　　）
　③九州帝國大学法文学部圏文学科（1933）；醐語学
　④鹿児島大学教授；甲立園語研究所地：方研多芒畏・昭和24年一34年（鹿児島県）
　⑤「奄美大島方欝の発駕こついて」（鹿児1島大学文理学部研究紀要『文心妻｝報告譲4・暑D
　1955．「九州篠i南部旧識における長彫音について」（匿語文研究』4・5・場）1956・r爾九
　蝿方言音の分布を中心に」（罪科報告』6・腎）1957．
柴田　武（しばた・たけし）
　①1918年7月玉座
　②名古墨市熱田区（0－5），同市千種区（5－20），東旗都（20一　）
　③下京帝国大学文学部纂潔1学科（1942）；㌶語学・トノレコ語
　④国立国語研究所所員
　⑤『El本の方言』岩波新書，1958．「四球・与肺門llみ方薪の音韻」（園立圃語｛Vi；究所論集
　1区ことばの研究のユ959・「方言の古い麟と新しい1翻（贈語生活』83号）1958・
上村牽雄（うえむら・ゆきお）
　（11）1929年7月2H
　②東京都世田谷区（0－7），熊本県宇土郡三角III∫（7－8），熊本晦（8－9），東京
　港1～1…1黒墜二（9－10），　岡塁i＝i　1ヨ谷距ζ（10一）
　③菓京大学文学部雷語学科（1952）；雷語学・圏語学
　④国立一語研究所所員
　⑤r奄美大島方言の一考察一一晦飯方言の文法」（，r入類科学』9）1957．職1球諸方言
　の‘1・2音節名詞’のアクセントの概翻（国立圓語研究所論集1『ことばの研究』）
　1959ぼ琉球語1（平凡社『世界大百科辞典』）1959・
醒立国藷研究厨
報膏　　　　16 臼本方雷の記述的研究 ￥　900．
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